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「や～れやれ……ここんとこはヤケに縁えんがありやがるなぁ、この『ヘルヘイム』にもよ」

〝移送ラド〟のルーン魔ま術じゆつを使い、やってきたのは人間界『ミッドガルド』の地底深く。そこに広がる青ざめた極ごつ寒かんの地を前に、俺おれは内心で辟へき易えきしながら溜ため息いきをついた。

　今から数日前のあの日──。そう、神の尖せん兵ぺいエインヘリヤルが神々に反旗を翻ひるがえしたあの日から……俺おれには無む性しように気になっている事がある。

　このロキが対等の相棒と認めたイノシシ・セイの持つ蘇そ生せい能力〝グルヴェイグ〟、その真実に図はからずも一歩近付いちまったからだ。

　あいつの〝グルヴェイグ〟は厳密に言うと、蘇そ生せいではなく創そう生せいだった。神界二位のこの俺おれでも……いや、主神である兄貴オーデインですらその境地には届かねぇ。

　セイ以外でその力を持ってんのは俺おれ達たち神族じゃなく、〝ドヴェルグ〟だってのがまた泣ける。所しよ詮せんはホラ穴住まいの小人族だと蔑さげすんじゃいるが、技術として命の製造を行う奴やつらの鍛冶かじの極ごく意いは実際スゲーと思うぜ。

「……なぁセイ。煤すすけイノシシのセーフリームニルさんよ。お前は一体何者なんだ？」

　この質問を投なげ掛かけても、あいつはいつもの間ま抜ぬけヅラで首を傾かしげるだけだろうな。

　エインヘリヤル共どもが反乱したゴタゴタん中で本人から直接知らされた事だが、どうもあいつにゃ昔の記き憶おくが無いらしい。森で出会った時に見たイノシシ夫妻が実は本当の親じゃねーとか、そんなビックリ情報があるなら最初に言っとけってんだ。

　やたらと人間臭くさい奴やつらだったし、あの親にしてこの子あり……なんて妙みように納なつ得とくしちまってたのによ。まぁ裏を返せば、血の繫つながりなんざそう意味もねーって事なのかもな。

「さぁてと。そんじゃあちょいと顔を拝みに行きますかねぇ」

　言いつつ、俺おれは歩ほを進める。

　進む先にあるのは、死者の国『ヘルヘイム』が誇ほこる大だい宮きゆう殿でん、その名も『ナーストレンド』だ。

　つってもその名は元々、ここら一帯を表す地名だったんだけどな……。いつからか、そこに建てられた宮きゆう殿でんの呼び名として使われるようになっていた。

　この世で死んだ連中の大半が流れつく事になる〝死者の岸〟──そんな風に言われるだけあって、その館の規模はかなりのもんだ。我らが神界『アースガルド』でいうところの『ヴァルハラ』に相当する場所だし、当然っちゃあ当然なんだけどな。

　錆さび付ついた門もん扉ぴが重苦しい声で鳴き、俺おれという来訪者の存在を中の連中に知らせる。暇ひまな死者どもの好こう奇きの目が館の窓から降り注ぐのを無視して、俺おれは迷わず館へと踏ふみ込こんだ。

　死し臭しゆうに満ちた廊ろう下かを黙もく々もくと進み、館の裏口まで一直線に突つっ切きる。辿たどり着ついた銀ぎん灰かい色しよくの庭園の端はしっこに、打ち捨てられたようなボロ小屋を見つけた俺おれは思わず苦笑いを零こぼした。

「こりゃヘルが言ってた通りのオンボロだな。……おいセイ！　中にいるんだろ！　出て来いよ、このロキ様が会いに来てやったぜ！」

「「「「「「「「「「えっ!?　ロキ!?」」」」」」」」」」

　反はん響きようするような声が聞こえたその瞬しゆん間かん、ボロ小屋の扉とびらをぶち破る勢いで飛び出してくるチビイノシシの群れ、群れ、群れ。その数……あぁやめやめ、とにかく沢たく山さんだ。

「久ひさし振ぶりだねロキ！　あれからどうしてた？」

「ねぇねぇ神界うえでは何か面おも白しろいことあった!?　こっちは毎日退たい屈くつでさぁ」

「聞いてよロキ！　イノシシにはベッドは要いらないって言われたんだ、ヒドくない!?」

「そんなことよりさっ、冥めい界かいの女王ヘルさまってロキの娘むすめさんってホントなの!?」

　同じ顔、同じ声のウリ坊ぼうがうじゃっと足元に寄ってきてはぎゃあぎゃあ喚わめく。

　だぁぁ！　やめい！　ウゼーしうるせぇ！　そんな一度に言われても答えられるかっ！

「いいから落ち着けセイ共ども！　一つずつ順番に質問しろ！」

「「「「「「「「「「は～い」」」」」」」」」」

　綺き麗れいに返事が重なるのは、思考回路も思考速度も全く同じだからこそ為なせる技わざだ。

　本来ならこんな事態は有り得ねぇ。生き物は誰だれしもがオンリーワン、この世で誰だれかが一人死ねば、あの世に一人の誰だれかが増える。サルでもできる単純な計算だ。

　だがこのセイは違ちがう。〝死んでも生き返れる〟という特性を頼たよりに、こいつはこれまでに色んな都合で何度も死を繰くり返かえした。

　でもそれは生き返っていた訳じゃなかったんだ。セイは死ねば確かにあの世に堕おち、代わりに新しいセイがこの世に生まれる。死という事実だけを置き去りにして。

　──その結果が、この〝増ぞう殖しよく〟って訳だ。

「よぉセイ共ども。この中で一番古いセイはどいつだ？」

「それは……ボク、ですけど。ロキさまは、ボクなんかと随ずい分ぶん仲良くして下さっているとか」

　おずおずと前足を上げて答えるのは、俺おれが知る最新のセイより幾いく分ぶん幼い感じのセイだった。俺おれと知り合うよりも大分前のセイらしい。俺おれの事を話に聞いちゃいるが、実際に親しくした経験が無いせいかあからさまに他た人にん行ぎよう儀ぎだ。

「で、一番新しいセイは？」

「それはボクだよロキ。エインヘリヤル反乱事件を経験してるのは、この中でもボクだけさ」

「なるほど。そういやベルゼ達たちを相手にして、結局最後まで死なずに生き残った訳だしな。つってもその後すぐに料理にされちまったが……そん時死んじまったのがお前って事か」

　あの反乱事件が終息を見てすぐ、神々はセイが持つ蘇そ生せいの力〝グルヴェイグ〟を継けい承しようするためセイを料理にした。まぁ、そうなったのは俺おれが立てた仮説のせいでもあるんだが……。

　とはいえ、セイが料理になったのはソレが最後だ。あの日を境にエインヘリヤル共どもにはいわゆる〝ラタトゥイユの刑けい〟が執しつ行こうされたからな、それによってセイは現状『ヴァルハラの晩ご飯』にならずに済むようになってるって訳だ。

（まぁそれも、刑けいが解かれるまでの間に限り、だけどな……）

　俺おれは視界を埋うめ尽つくすセイ達たちをぐるりと見回してから、一度目を伏ふせる。そして深く息を吐はいたあと、その場の全員に問とい掛かけた。

　エインヘリヤル反乱事件から数日が経たった今、俺おれがわざわざここまで足を運んだのは……その問いの答えを聞くためだ。

「正直に答えてくれ、セイ。お前は……いや、お前らは……神界うえで生きてるセイに、これ以上死んでほしくないと思うか？」

　そう──今までのセイは、死んでも生き返れるから死んできた。

　言い方を変えるとこうなる。〝死んでも死んだことにならない〟、そう思っていたからセイはこれまでに何度も死んできたんだ。

　だがそれは大きな間ま違ちがいだった。〝死んだら死んだまま〟、それはこのセイを以もつてしても変わらない、不変の真理だったんだ。

「死んじまったお前らにとっちゃ、神界うえで生きてるセイはハッキリ言って別人だろ？　お前らは蘇そ生せいなんざしちゃいねぇ。お前らの人生は、死んだその瞬しゆん間かんに終わってたんだからよ」

「それはまぁ、そうだけど……」

「俺おれが神界うえのセイにこの事実を伝えれば、セイの考えは変わる。簡単には死なねーようにするだろうし、簡単に死なせねーように俺おれが取り成す事もできるだろうよ。だがその前に、死者としてのお前の意見を聞いときたくてな……どうする？」

「う～ん……そう言われてもなぁ……」

　何とも歯切れが悪いセリフが返ってくる。意外だぜ、この問いに悩なやむ余地があるとは思わなかったんだがな。

「分かったよロキ。それじゃあ正直に言うんだけど……」

　数秒悩なやんだ末、この『ヘルヘイム』で一番新しいセイが代表して口を開く。その答えが総意と見ていいだろう。俺おれは静かに耳を傾かたむけた。

「別にこのままでいいよ」

「……は？　そう……か？」

「うん」

　事も無げに、淡たん々たんと告げられた答え。俺おれの予想をバッサリ裏切るその答えに、俺おれは不覚にも言葉を詰つまらせる羽は目めになった。

「え……いや、オイオイいいのかよ？　だってお前、このままだと今後も死に続けるんだぜ？　意味が分かってて言ってるんだろうな？」

「もちろん分かってるよ。あのさロキ……実はさっきから気になってるんだけど」

「？　おぅ何だ、言ってみろよ」

　気軽に答えたその時──俺おれは自分の浅はかさを後こう悔かいする事になる。

　見慣れた顔ばかりだったから忘れていた。ここは冥めい界かい『ヘルヘイム』。凍いて付つく闇やみで覆おおわれたこの地じ獄ごくにいるのは──、

「死ぬことの何がいけないの？」

　──救いようもない……死者だという事を。

　生を尊ばず、死を死とも思わない思考。何も変わらないように見えて、俺おれの目の前にいるセイは俺おれの知らないセイだった。

「あ！　ブリュンヒルデさま！」

　その時、セイ達たちの中の一頭が俺おれの後ろに声を掛かける。振ふり向むけば、そこにはヘルから聞いていた通り、戦いくさ乙女おとめブリュンヒルデの姿があった。そうだ、今のここにはこいつもいるんだ。

「ふふっ、セイさんこんにちは。今日もいい子にしてましたか？」

「当然です！　お望みとあらば、ボクらは死ぬまでいい子を貫つらぬきますよ！　ってあれ、もう死んでるかぁ」

「死者だって死ねば死にますよ？　セイさん」

「じゃあ生まれ変わってもいい子でいます！」

「流石さすがはセイさんです！　そんなセイさん達たちにはご褒ほう美びのナデナデですよ」

「わ～いヤッター！」

　楽しげな雰ふん囲い気きで戯たわむれる、ブリュンヒルデとセイ達たち。そこにあるのは間ま違ちがいなく、平和で穏おだやかな光景だった。巨きよ人じん共どもの動向に気を張る必要もなければ、任務も使命もない、全すべてのしがらみから解放された日常が、そこにはある。

　けどよ……それでいいのか？

「よぉブリュンヒルデ……まさかとは思うが……〝ベルゼに殺されてよかった〟なんて……言わねーよな……？」

　俺おれは尋たずねずにはいられなかった。ブリュンヒルデは俺おれの質問に一いつ瞬しゆんだけ疑ぎ問もん符ふを浮うかべると、すぐさま真顔で返した。

「よかったですよ？」

「……よかった？　死ぬのがか？」

「えぇ。ロキ様、『ヘルヘイム』は死者が寄せ集まってできた国です。そこには多種多様な種族が混在しているにも拘かかわらず、内乱もなく平和そのものです。だから、私はこう思うんですよ。今すぐみんな死ねばいいのに──って」

「！」

　その言葉に、俺おれは思わず息を吞のむ。声も出ない……死者ってのは、そんな事を平気な顔で言いやがるのか。

「うわ、ブリュンヒルデさまってば大だい胆たん発言ですね！　でもそれにはボクも大賛成です！」

　無む邪じや気きにはしゃぐセイ達たちの声がうるさい。はっきり言って耳みみ障ざわりだ。胸クソ悪ぃぜ。

　どうなんだ……俺おれがもし死んだとして、俺おれもこうなるのか？　それは幸せな事なのか？　死んで幸せな夢を見るために、今生きている事を放ほう棄きするのか？

　……俺おれは御ご免めんだ。幸せしかない世界で幸せに暮らす事に、意味なんざねぇ。

「悪ぃなセイ、俺おれはそろそろ帰るわ」

「え、もう帰っちゃうの？　『アースガルド』の話、まだ何も聞いてないのに」

「俺おれだってまだ話してぇ事はあったさ。お前が『死ね』と告げただけでベルゼが死んだ、あの力のカラクリとかな」

「カラクリ？　え、よく覚えてないけど、あいつを殺したのってボクだったの？」

「あぁ。あの力に何か心当たりはねーか？」

「言うだけで人を殺す力に？　無い無い！　そんなのに心当たりなんて！」

「だよなぁ……」

　無む駄だ足あしだったとは言わねーが、結局何も分からず仕じ舞まいか。ま、焦あせってもしょうがねーな。

「ロキ、また落ち着いた時にでも顔を見せに来てよ。ボク待ってるからさ」

「私もお待ちしてますロキ様。妹達たちの話もぜひ聞かせてほしいですし」

「あぁ。気軽にホイホイ来れるもんでもねーが、またいずれな」

「何なら次は死んで来ればいいよ。それなら〝ソウェル〟のルーンで体温を保護する必要もないし」

「オイオイ無茶言ってくれるなよ」

「いやいや冗じよう談だん抜ぬきにさ。……そうだ！　ねぇロキ、ボクにその〝殺しの力〟があるならさ、よかったら今ここで殺すけど」

「やめてくれッ！！」

　俺おれは絶ぜつ叫きようを被かぶせてセイの言葉を遮さえぎる。チ……柄がらにもない声を上げちまったぜ。

　けどよ……あいつと同じ顔で、そんな馬ば鹿かな事ほざくんじゃねぇ。

「セイ。気を悪くするかもしれねーが、この際言っとく。生きる事をやめちまった今のお前は生き物じゃなくて……ただの物みてーだぜ」

　そう告げる俺おれの声に、セイはきょとんと目を丸くする。

　イノシシの表情は相変わらず読めねーけど、その顔は怒おこるでも悲しむでもなく──「あぁ」と、どこか納なつ得とくしたような顔に見えた気がした。
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　突とつ然ぜんこんなことを考え出すなんて、正直どうかしてると思う。

　だけど何ていうか……自分でも自信がなくなってきたから、一度ここらでしっかり確かく認にんしておこうと思うんだ。

　ボクは煤すすけイノシシのセーフリームニル、通つう称しようセイ。実家の森で普ふ通つうに暮らしていたボクだけど、ある日……アース神族を統すべる主神オーディンさまから、とあるお役目を与あたえられることになった。

　そのお役目とは、食材になること。おっと、誤解しないで。気は確かさ。

　やがて来るという世界の終末『ラグナロク』。その危機に向けて集められた、エインヘリヤルと呼ばれる戦士たちの晩ご飯になるために……ボクはこの『ヴァルハラ』へと招かれたんだ。

　そんな大それたことができるのはひとえに、ボクが〝グルヴェイグ〟と呼ばれる蘇そ生せい能力を持っているお陰かげ。月が出ている間に限り中身が減らなくなる魔法の鍋エルドフリームニルの効果も合わさって、ボクは無限の食材としてこの『ヴァルハラキッチン』で夜な夜な大だい活かつ躍やくしてきた。

「……はずだったんだけどなぁ」

　と、呟つぶやいたボクの深い溜ため息いきが『ヴァルハラキッチン』に溶とけていく。

　食材としての出番はまだかって？　ゴメン、まだなんだ。というか、そんなもの今はないんだよ。こうしてまな板の上で大人しく待ってるっていうのにさ。

　そしてそんな風になってしまったのには、もちろん大きなワケがある。

　──エインヘリヤル反乱事件。

　まだまだ記き憶おくに新しい、今から十日ほど前に起こった大事件。どんなことが起こったのかは名前を聞けば誰だれでも想像できると思う。神によって導かれ、神に忠誠を誓ちかったはずの人間の英えい霊れいエインヘリヤルたちが、クーデターを起こして神々に反はん抗こうした事件だ。

　それはみんなの頑がん張ばりで何とか鎮ちん圧あつできたんだけど、投降した彼かれらにお咎とがめナシというわけにはいかなかった。彼かれらは事件以降、オーディンさまの命により途と方ほうもない責め苦を味わっているんだ。〝大好きな肉類の摂せつ取しゆを禁ずる〟という、ある意味地じ獄ごくのような責め苦をね。

　人はその罰ばつ則そくを指してこう呼ぶ。〝野菜煮込みラタトウイユの刑けい〟と。

　ちなみにラタトゥイユには臭くさい飯めしという意味もあることを最近ロキから教わったけど、実際にエインヘリヤルに臭くさいご飯を出してるわけじゃないよ？

　料理長曰いわく、「僕ぼくの料理はたとえ寝ねながら作ったって臭くさくなんかならない！」らしく、エインヘリヤルに振ふる舞まわれているのはもっぱら美味おいしい野菜料理。

　そう……彼かれらは今、強制的なベジタリアン状態。つまりお肉担当のボクとしては、メインの仕事がポッカリなくなっちゃったことになるのさ。

「ねぇ料理長ぉ、何か仕事ないですかぁ？」

「おっ、暇ひまそうだなセイ君。暇ひまなら〝マンナズ〟のルーンで人じん化かしてもらって、林りん檎ごの皮かわ剝むきを頼たのめるかい？」

「それはもうやりました」

「え？　あっ、ほんとだ。だったらキャベツを千せん切ぎりしといてくれると助かるなぁ」

「それももう終わってます」

「なぬっ!?　ちょっとセイ君！　最近やけに手て際ぎわ良くないかい!?」

　思わずシャッポを脱ぬぎかけるほどに驚おどろきを露あらわにする料理長。ボクは自然とドヤ顔になって答える。

「フフン、これから鍋なべに飛とび込こまなきゃならないという日々の憂ゆう鬱うつから解放された今、ボクの中のコック魂だましいが本気を出しましてね。見えるんですよ、こう……ルートみたいなのが」

「ズルいぞセイ君！　『ミッドガルド』での修しゆ業ぎよう時代、僕ぼくが一年がかりで会え得とくしたそのゾーンにもう辿たどり着つくなんて！」

「いや野菜料理限定ですから！　それに料理長の教え方が上手うまいからこそです」

「なるほど。つまり僕ぼくら師し弟ていコンビは相あい性しよう抜ばつ群ぐんという訳だな！」

　腕うでを組み、満足そうに頷うなずく料理長。うんうんその通り……ってハッ!?　何だろう、今そこの扉とびらの陰かげからドス黒い殺意的な波動が……。

「セーたん……またダーリンといちゃいちゃ……」

　うわっ、やっぱり!?　調理場の裏口から半分だけ顔を覗のぞかせているピンクの子ヤギ──オチチ担当、じゃなくてお酒担当の同どう僚りよう、ヘイズだ。

「ヘイズ、あのねっ、諸もろ手てを挙げて言っておくとボクはヘイズの味方だから！　料理長は初めから全面的にキミのものだから！」

「ちょ、セイ君裏切る気かい!?　ヘイズ君、もう何度も言うようだけど僕ぼくは至ってノーマルだ、ロリコンじゃない。だから君の気持ちにも応こたえる事はできない、分かるだろ？」

「……うん」

「え……？」

　珍めずらしく聞き分けがいいヘイズの答えに、料理長は思わずポカンと口を開ける。ヘイズはマンナズのルーンでいつもの巨きよ乳にゆう幼女の姿になると、俯うつむいた姿勢のままで言った。

「ダーリンがヘイズをうけいれられないの、もうわかった。これからは、わがままいわない」

「ヘイズ君……い、いや、別に君がわがまま言ってるだなんて思ってないさ。でもそうやって人の姿になれるとはいえ君はヤギだし、それにまだ子供だろ？　僕ぼくは君のためを思ってだな」

「いいの。もうおしまい。ダーリンには、にどとちかづかないってちかう」

「いやいや極きよく端たんじゃないか！　そこまでする事ないだろう？　君とは同じ職場で働く仲間なんだ、仲良くするに越こした事はないよ」

「……。じゃあ……これまでどおりでいい？」

「もちろんさ！」

　料理長の返事を聞いて、ヘイズは俯うつむいていた顔を上げる。そこに浮うかんでいたのは、どんより暗かった今までとは正反対な満面の笑えみ。

　でも何でかな……その笑えみには、さっきまでより更さらに暗いオーラが漂ただよっていた。

「ゲンチ、とった」

「は？　ゲンチ？　……え、言げん質ち、って……まさか！」

「ダーリンののぞみどおり、これまでどおりにするね？」

「ちょ！　喋しやべりは舌足らずな癖くせしてなにその駆かけ引ひきの上手さ！　一体誰だれの入いれ知ぢ恵えだい!?」

「フレイヤさま」

　あぁ……さすがは愛を司つかさどる女め神がみさま。押おしてダメなら引いてみろとは、実に理に適かなった作戦じゃないですか。イタズラっぽく笑いながら仕し込こむお姿が目に浮うかぶよ。

「じゃあダーリン。これまでどおり、レーラズミードのオーディンのみ、どうぞ」
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「え？　料理長、オーディン飲みってまさか」

「いや誤解だよセイ君！　それはこれまで以上の振ふる舞まいだよ！　これまで通りっていったらその……、ほ、ほらほらみんな手が止まってるぞ！　仕事仕事っ！」

　パンパンと手を叩たたき、スタッフに指示を飛ばす料理長。あからさまにはぐらかされちゃったけど、聞いたら聞いたで爆ばく発はつしてほしくなりそうだからまぁいいか。

「それはそれとして料理長、他に仕事ないでしょうか？」

「あ、あぁ、そう言えばその話の途と中ちゆうだったね。じゃあそうだな……あれだ、裏の農園に行って野菜を収しゆう穫かくしてきてくれないかな」

「え……あの農園に、ですか？」

　自分で仕事を欲ほつしておいてなんだけど、農園という単語を聞いた瞬しゆん間かんにボクのやる気が一気に萎なえる。

「ん？　どうしたセイ君、何か問題あるかい？」

「いえあの……はい。実はですね、前にヘチマを収しゆう穫かくしに行ったことがあったじゃないですか」

　そう、あれはエインヘリヤル反乱事件より少し前。色々あってお部屋に閉とじ籠こもってしまったヴァルキューレ九きゆう姉し妹まいの末っ子・ロスヴァイセ──通つう称しようヴァイセのために動いていた時のことだ。……あれ、違ちがうな、どちらかと言うと『魔ま狼ろう』フェンリルのためだったような……？

　とにかく色んなワケで〝ヘチマたわし〟が必要になり、ボクは農園に行ったんだけど……実はその日を境に、ボクの身の回りでおかしなことが起こり始めていた。

「あの日以来、たま～に誰だれかに見られている気がするんですよね……」

「へぇ、気のせいじゃないのかい？」

「ふ、イノシシの危機察知能力を舐なめないで下さい。ボクはこれでも人一倍臆おく病びようなんですよ？」

「いやそれは得意げに言う事じゃないだろ」

「そ、それはそうかもですけど、でもホントなんです！　おまけに農園に近付けば近付くほどにその視線が強くなる気がするんですよ！」

「ふーん、農園にねぇ……ん？　それってもしや……」

　ボクの必死の訴うつたえが功を奏したのか、料理長は不意に表情を引ひき締しめて顎あごをさする。

「セイ君はまだ知らなかったかな。あの広い農園……誰だれがどうやって管理してると思う？」

「え？　そりゃああれだけ立派な農園ですから誰だれかが管理してるでしょうけど……でも一人や二人じゃ厳しいかな。エインヘリヤルが当番制で、とか？」

「ハハハ、違ちがうよ。あの農園はね、シカ一頭が管理してるのさ。水やりから何から、全すべてね」

「シカ一頭で!?　す、凄すごい！」

「そうだろう？　しかもそれだけじゃあないぞ。そのシカの角つのから生み出される超ちよう純じゆん水すいはね、枯かれかけた植物をたった一いつ滴てきで復活させるほどの力を秘めてるって噂うわさだ。もちろん噂うわさは噂うわさに過ぎないかもしれないし、限度はあるだろうけど」

「でしょうね。ホントにそんな便利な能力があったなら、世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい事件の時に真っ先にそのシカが駆かり出だされてるでしょうし。でも……凄すごいことには違ちがいないですよ」

　あの大農園を一手に引き受け、角から奇き跡せきの超ちよう純じゆん水すいを生み出すやり手……そんな物もの凄すごいシカがこの『ヴァルハラ』にいたなんて。いやぁ、同じ動物として尊敬するよ。

「……って料理長、何で突とつ然ぜんそんな話を？」

「あぁ、つまりさ……君はそのシカ・〝エイクスュルニル〟に目を付けられたって事じゃないかな」

「えぇーーっ!?　何でボクが!?」

「シカの考えなんか僕ぼくには分からないさ。でも、そう考えるのが一番しっくりくるだろ？」

　た、確かに。う～ん、シカのストーカーかぁ……どういう意図で注目してくれてるのか知らないけど、危険な意味じゃないよね……？　憧あこがれとか一ひと目め惚ぼれとか、そういう方向だと嬉うれしいんだけど。

　……ん？　嬉うれしいのか？　それ。

「ちなみに料理長。えっと、そのシカ……エイクス……ニール……」

「エイクスュルニル。まぁ覚えづらいし、〝イクス〟でいいんじゃないか？」

「そう呼ばせてもらいます……」

　くそう、イクスめ。この際『ヴァルハラ』で一番覚えづらい名前の動物として有名になってやろうというボクの密ひそかな野望が、お陰かげで早くも台無しだよ。

「で、そのイクスってシカなんですが……メスですか？」

「オスだと思うよ？　シカで角つの生はえてるなら」

　前言撤てつ回かいッ!!　憧あこがれとか一ひと目め惚ぼれとかだけはダメ！　絶対っ！

「じゃあセイ君、そろそろ。折せつ角かく仕事あげたんだから、しっかり頼たのむよ？」

「うぅ。わ、分かりました……」

　自ら建設してしまった特大のフラグ。その効力を警けい戒かいしつつ、ボクはようやくありつけた仕事をこなすため仕方なく歩き出した。

　そうしてトボトボと辿たどり着つく、『ヴァルハラ』本館の裏手。ヘイズの搾さく乳にゆう室なんかがある離はなれ座ざ敷しきのもっと奥おく──そこに広がる緑豊かな場所こそが、目的の『ヴァルハラ大農園』だ。

「どうか何も出てきませんように……！」

　ボクはマンナズのルーンで人間の姿になると、祈いのりを込こめて野菜の収しゆう穫かくに精を出す。

　大だい丈じよう夫ぶ、視線は無い。気配も無い。結局のところ、ボクが収しゆう穫かくカゴをいっぱいにするまでに何かが起こるようなことはなかった。

　だけど……。

「ヒッ!?　こ、これだっ、このプレッシャー……！」

　最後の最後。もう立ち去ろうかというところで、ゾワリと身の毛がよだつ感覚がボクを襲おそう。

　一体どこからだ？　方向は分からない。だけどどこからともなく強い視線が向けられているのを感じる……ボクの背中……いや、ボクのお尻しりに！

「おっ、お助けぇぇぇぇーーーーッッ!!」

　ボクは日課の早朝ジョギングでは出さない全速力でその場を走り去る。世界最速を鼻に掛かける金ピカイノシシ・グルンブルスティも、これなら満足してくれるだろう。

　ねっとりとした視線を振ふり切きるまで走ったボクの体力は限界。破は裂れつしそうな心臓を宥なだめるために大きく息を吸すい込こんだその瞬しゆん間かん──偶ぐう然ぜんにもボクの前に、憧あこがれのブリュンヒルデさまが通りかかった。

「あ、セイさん。えっ、ど、どうしたんですか？　そんなに疲つかれ果はてて」

「はぁっ、はぁっ……ブリュン、ヒルデ、さま……ボク、貞てい操そう……守りまし、た……」

　ボクは絶たえ絶だえな息を引き取るように、愛する人の前で崩くずれ落おちる。

　もう……ゴールしてもいいよね……？　──ガクリ。







　──それからどれぐらいの時間が流れたのだろう。

　眠ねむりという名の長いトンネルを抜ぬけた時……そこに広がっていたのは天国だった。

「う～んムニャムニャ……ハッ!?　起きたら目の前に天使さまが！」

「あ、お目覚めですか？　セイさん」

　ボクが目を覚ましたことに気付いた天使さまがニッコリと微笑ほほえむ。あ、違ちがう、ブリュンヒルデさまだ。いや、マイスイートエンジェルであることは違ちがわないけど。

「ここは……ボクの部屋？　そうかボク、体力の限界で気を失って……」

「そうですよ。いきなり倒たおれたのでびっくりしました。あの、何かあったんですか？　何だか眠ねむっている間も酷ひどくうなされてましたけど……」

　う、そう言えば嫌いやな悪夢を見ていた気がするぞ。変な寝ね言ごととか呟つぶやいてないだろうな？

「『イクスそこはダメェ、もうイクス、イクっす～』って、ずっと言ってました」

「ブフゥ[image: ～][image: ～]ッ!?」

　よりにもよって変すぎだろボクの寝ね言ごと！　あぁ、もうおムコに行けない……。

「イクスさんって、『ヴァルハラ大農園』にいるシカのイクスさんの事ですよね？　セイさんはイクスさんと仲良しなんですか？」

「いえ、ついさっき存在を知ったばかりです。あの……彼かれってどんなシカなんでしょうか？」

　ブリュンヒルデさまなら詳くわしく知っているだろうと思い、尋たずねてみる。すると意外にも、彼かの女じよは少し困ったように首を捻ひねった。

「実は私もよくは知らないんです。彼かれは警けい戒かい心が強い……というか、とても恥はずかしがり屋なシカみたいでして。姿を見る事も稀まれなんですよ」

　な、なにそのシカ。ボクはそんな謎なぞの存在にストーキングされてるの？

「ですが前に空からお見み掛かけした時は、農園の中心で噴ふん水すいみたいに水を噴ふん射しやしていました。大きな角つのの先からこう、ブワ～って。キラキラと小さな虹にじができて、とても綺き麗れいでしたね」

　その時の光景を思おもい浮うかべているのか、うっとりとした表情で話すブリュンヒルデさま。

　う……何だかよくないぞこの流れ。これじゃまるでイクスに恋こいでもしてるみたいじゃないか。居い心地ごこちが悪くなったボクは、多少強ごう引いんにでも話題転てん換かんを試みる。

「そ、それよりありがとうございました。ブリュンヒルデさまがずっと介かい抱ほうして下さったんですよね？」

「いえいえ、ずっとと言ってもほんの二時間程度ですから。そろそろエインヘリヤル達たちの晩ばん餐さんも終わる頃ころでしょう」

　夜の空を窓から見上げると、そこには満月になろうとするお月さま。そうか、ボクを介かい抱ほうしたせいでブリュンヒルデさまは今日の酌しやくをお休みする羽は目めになっちゃったのか。

　ご迷めい惑わくばかりお掛かけしてしまい、申し訳ない気持ちが溢あふれてくる。この不始末は今後の仕事で何とか返上したいところだけど……肝かん心じんの仕事が今のボクには……。

「あの、ブリュンヒルデさま。何かボクにできることってありますか？」

「え？　どうしたんですか？　突とつ然ぜん」

「実はエインヘリヤルが〝ラタトゥイユの刑けい〟に処されてしまってから、ボクには『みんなの晩ご飯になる』っていうメインの仕事がなくなってしまったんです。ほら、ボクってもっぱら肉担当でしたからね。もちろん料理になること以外の仕事はあるし、殊こと更さらみんなの晩ご飯になりたいわけでもないんですが……どうしても手て持もち無ぶ沙さ汰たな感じがして」

「何か代わりになるような、重要性のある仕事が欲ほしい──と？」

　確かめるように尋たずねるブリュンヒルデさまに、ボクは強い頷うなずきを返す。

　たとえ食材として晩ご飯にならなくても、ボクにはもっと色々な仕事があると思っていた。ほら、以前の一件で外がい海かいの王エーギルさまに気に入って頂けたから、食しよく糧りようの買い付け任務があればそれに同行したりとかね。

　でも、肉分を必要としない今の『ヴァルハラ』には食しよく糧りようの買い付けは必要ない。何しろこの『ヴァルハラ』には、世界に誇ほこる大農園が存在する。野菜だけならわざわざ余所よそから買い付けなくたって、充じゆう分ぶんに自給自足が成り立つんだ。

　だから、今のボクには何もない。イノシシごときが出しゃばるなと言われればそれまでだけど……このままじゃボクの気持ちが収まらないんだよ。

　そんなボクの決意の頷うなずきを見てから、ブリュンヒルデさまは何故なぜか押おし黙だまってしまった。

　一体どうしたんだろう？　気になってお顔を覗のぞき込こもうとした瞬しゆん間かん──。
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「は、ハイッ!?」

「セイさんセイさんセイさんっ!!」

「えぇっ!?　どどっ、どうしたんですか!?」

「私っ……感激しました！　何て勤勉な方なのかと！　仕事に対する直ひた向むきなその姿勢、まさしく労働者の鑑かがみ！」

「いえあの……単に肩かた身みが狭せまいだけで……」

「謙けん遜そんしなくていいんです！　分かりました！　セイさんがそこまで仰おつしやられるからには、私も一ひと肌はだ脱ぬぎましょう！　いえもう全部脱ぬぎます！　一枚残らず！」

「おお～っ!?」

「あ、も、もちろん比ひ喩ゆですよ？　今のは」

「おお～……」

　どうしてそこで我に返っちゃったんですかブリュンヒルデさま……。一いつ糸し纏まとわぬあなたのお姿を目にできれば、むしろ仕事なんかいらない。ただ、それだけでよかったんです……。

「それではセイさん。早さつ速そくですが『ヴィーンゴールヴ』へ行きましょう」

「え、今からですか？」

「はい！　エインヘリヤルの晩ばん餐さんも終わって、妹いもうと達たちはもう寮りように帰っているでしょう。みんなで考えればきっとすぐにいい仕事が見つかるはずですよ」

　嬉き々きとして言うブリュンヒルデさまだけど、何だかボクが思ってたより大おお掛がかりなお悩なやみ相談になりそう。奮ふん発ぱつされて、超ちよう責任重大な任務とかを与あたえられちゃったらどうしよう？

　ボクは一いち抹まつの不安を抱かかえ、ブリュンヒルデさまはそんなボクを抱かかえ、静かな夜空へと羽ばたくのだった。







「第一回！　セイさんの新しいお仕事を見つけましょう会議～！」

　場所を移して、ここは女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』。女性だらけの魅み惑わくの聖域に到とう着ちやくすると同時に、ブリュンヒルデさまはお部屋で寛くつろいでいた他の八はつ姉し妹まい全員を呼び寄せた。

　ちなみに会議室となるお部屋は、言い出しっぺであるブリュンヒルデさまのお部屋だ。普ふ段だんよりテンション高めな長女の様子に若じやつ干かん動どう揺ようしながらも、八人の妹たちは「お～」と控ひかえめな掛かけ声ごえを上げてくれた。

「あの、ヒルデ姉さん」

「あ、発言の前に名前を言って下さい。一応会議ですから」

「……七なな女じよのジークルーネですが。その、事情は何とか吞のみ込こんだんだけど、一つだけ。……明日じゃ駄だ目めですか？」

「駄だ目めです。真しん剣けんな相談なんです、今考えましょう」

　ピシャリと却きやつ下かを言いい渡わたされ、ガックリと肩かたを落とすジークルーネさま。スミマセン、ボク的には明日あしたでも明後日あさつてでも構わないんですが……今のブリュンヒルデさまはボクにも止められる自信がありません。

「はいっ！　九きゆう女じよのロスヴァイセですっ！　セイくんはどんな感じのお仕事が希望ですか！」

「やりがいのある仕事……ですよね？　セイさん」

「えぇまぁ、できればほどほどに手加減してほしいですけど……」

「ふむ、となれば……よし、わしじゃ。六ろく女じよのヘルムヴィーゲから一つ、おぬしにとっておきの重大任務を与あたえてやろうかのぅ」

「あなたからだとロクな任務じゃない気がするんですけど……」

「聞いてから物を言わんか、失敬なヤツじゃな。ほれ仕事じゃ、わしの肩かたを揉もめ」

「えぇ～？　そういうのでいいならお姉さんからもお願いするわぁ、ボクちゃんモミモミしてくれるぅ？　肩かただけじゃなくって～、凝こってそうなところを隅すみ々ずみまで探して欲ほしいわぁ」

　そう言いつつ、何故なぜか豊満なお胸を腕うでで持ち上げ強調なさるヴァルトラウテさま。そのあまりの迫はく力りよくを受けて姉し妹まい全員がにわかにざわめき、ボクは思わず喉のどを鳴らした。あはは……そ、そこは絶対凝こりとは無む縁えんな部位ですよね……？

「ちょ、ちょっとヴァルトラウテ、悪ノリしないで下さい！　そもそもヘルムヴィーゲがふざけるからこうなるんです！　ほら見て下さい、セイさん呆あきれてるじゃないですか！」

　あ、いえ、今のは鼻の下を伸のばしてただけだったんですけど……イノシシの姿でよかったぁ。

「好き勝手に意見を出し合っていては収しゆう拾しゆうがつきませんね……。ここは上から順番に、一人ずつ意見を言うようにしましょう」

　自由すぎて会議にならない現状を打破すべく、ブリュンヒルデさまはビシッと姉し妹まいを統とう率そつする。凜りんと澄すんだその瞳ひとみは、真まっ直すぐに次女・ゲルヒさまを見つめていた。

「な、何ですの？　上からと言ったら姉ねえ様さまからではありませんの」

「自信を持って斡あつ旋せんできるような立派な仕事が、私には思い付かなくて……そもそも私に当てがあるなら会議は開きませんし。なのでここはゲルヒルデからお願いします」

「ホホホ。任務ばかり優ゆう秀しゆうでもこういう時には頼たよりになりませんわね～。それで姉し妹まいの長女が務まりまして？　そんな姉ねえ様さまと違ちがってワタクシには、とっておきの妙みよう案あんがございましてよ」

「む……そ、そーですか。ちなみにどんな内容ですかねー？」

　ゲルヒさまの軽い非難の言葉を受けて、ムッとほっぺたを膨ふくらませるブリュンヒルデさま。対するゲルヒさまは涼すずしいものだ。そよ風を思わせる翡ひ翠すい色いろの胸当てに指を添そえると、気品溢あふれる言こと葉ば遣づかいとは裏腹なドヤ顔を浮うかべて彼かの女じよは言った。

「ワタクシから提案いたしますのは、ソール様に差し入れをお届けする任務ですわ！」

　え……ソールさまって……アールヴァクという馬を駆かって太陽をお運びになる、あのソールさまのことだよね？

「で、でもゲルヒさま。遠目に見るとアレですけど、ソールさまって結構速く動いてますよ？」

「仰おつしやる通りですわセイ。ソール様は実際かなりのスピードで太陽を運んでおりますの。しかもノンストップで。あの方に置いて行かれない速度を保ちつつ差し入れをお渡わたしするのは中々に難しく、でもやりがいのある立派な仕事ですのよ？」

「いえ、それは多分ゲルヒさまにしか務まりません」

　自分が姉し妹まい最速だって忘れたのかこのお方は。

「う～ん……それはセイさんには少し難度が高い仕事なので、諦あきらめましょうか。次は──」

　ブリュンヒルデさまの視線を追って、ボクも視界を移動させる。

　そこにいたのは身長と同じくらいに長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらす、ちょっぴり色黒な女の子。黄おう金ごん色いろの装備がゴージャスな、姉し妹まいの三さん女じよ・オルトリンデさまだ。

　彼かの女じよは血のように真っ赤な瞳ひとみでボクをジッと見つめると、人形みたいな無表情を崩くずさぬままにゆっくりと口を開いた。

「三女のオルトリンデなのですし。セイ氏は、リンデからの仕事が欲ほしいですし？」

「は、はい。頂けるならぜひ」

「そうなの。なら幾いくらでもあるのですし。セイ氏は、リンデの主な任務を知ってるですし？」

　オルトリンデさまの任務？　確か彼かの女じよの得意技わざは、気配を消す……暗殺の達人。あ、何だかものすっごく嫌いや～な予感が……。

「暗殺任務の中には、敵勢力の殲せん滅めつを目的とした潜せん入にゆう任務もあったりするのですし。そういう仕事で一番困るのは、その場に死体が残って仲間に〝殺し〟を周知されてしまう事なのですし。だからセイ氏にはあの大きなドラゴンに変身して、死体を食べ」

「はい却きやつ下かでお願いします勘かん弁べんして下さい！」

　ボクはオルトリンデさまの提案を全ぜん身しん全ぜん霊れいでお断りする。「美味おいしそうなターゲットもいるのに……」という小さな呟つぶやきは、ボクには聞こえなかったことにしよう。

「え、え～っと……では次は……」

　そう言うブリュンヒルデさまのお声も若じやつ干かん引きつっている。でも、次の発言者はかなり信しん頼らいできそうだぞ。何しろ彼かの女じよこそ事あるごとに耳にした、みんなの相談窓口だからだ！

「うふっ、四よん女じよのヴァルトラウテよ～。お姉さんにかかればぁ、ボクちゃんのお悩なやみなんてイ・チ・コ・ロ、なんだからぁ」

　わぉ、セクスィー！　さすがは神界一と目もくされるおっぱいの持ち主！　悩なやみはともかくボクの汚けがれた煩ぼん悩のうがイチコロにされちゃいそうだよ。

「お姉さんが提案するのはね～？　寧むしろ提案しないことかしら～。ボクちゃんの仕事が無くたってぇ、お姉さんがちゃ～んと食べさせてあ・げ・る」

「!!　それじゃっ！　聞いたかセイッ！　最適解がきおったぞい！」

「いやきてませんよヘルムヴィーゲ！　ヴァルトラウテ、生き物を飼うっていうのは大変な事なんですよ？　あなただってお仕事忙いそがしいのに、ちゃんと最後まで責任持てるんですか？」

「あぅ～……確かにそうねぇ。ゴメンねボクちゃん、ウチじゃ飼えないみたい……」

　う～ん、まさかのペット扱あつかい。でもいいんです、あとでじっくり妄もう想そうしますから。

「全くもう……じゃあ次は、シュヴェルトライテですね」

　そんなブリュンヒルデさまの声を合図に、ボクの視線は次なる発言者へ。そこにいたのは剣けんのように鋭するどく光る鎧よろいを纏まとったヴァルキューレさま。彼かの女じよは姿勢よくビシリと敬礼すると、しなやかな茶色いポニーテールを揺ゆらして応えた。

「はっ！　姉し妹まいの五ご女じよ・シュヴェルトライテです。セイ殿どのの任を考える任、しかと承うけたまわりました」

「あはは、ボクより先にシュヴェルトライテさまが新しい任を見つけちゃいましたね」

「!?　こっ、これは何とした事！　私とした事がまるで当て付けをするかの如ごとく……！　決してセイ殿どのの悩なやみを軽かろんじている訳ではっ！」

「いえあの、ただのユーモアだったんですけど」

　あ、扱あつかいにくい……相変わらず身も心も刀とう剣けんみたいに真まっ直すぐなお方だ。

「コホン、洒落しやれとは気付かず申し訳ない。では本題なのだが……私から斡あつ旋せんできる任務はどれも実戦的なものであるため、セイ殿どのには聊いささか手に余るだろう。なのでセイ殿どのには任務自体ではなく、任務に赴おもむく私の補ほ佐さとして、ある事に付き合って頂くというのはどうだろうか？」

「補ほ佐さですか。具体的には何にお付き合いすればいいんでしょうか？」

「試ためし斬ぎりだ」

「却きやつ下かでお願いいたします」

　何を真顔でのたまってやがるんですかこのお方は。身も心も刀とう剣けんに侵しん食しよくされちゃってるじゃないですか。

「……ユ、ユーモアだったのだが」

「えぇっ!?　今のが!?」

　気付けないしちっとも和なごめませんよ！　むしろ乾かわいた笑いしか誘さそえませんよあんなのじゃ！

「そ……それで、結局どんな仕事の話なんですか？」

「すまない。実は私にも姉あね様さま同様、任務の当てはないのだ。期待させた挙あげ句くに渾こん身しんのギャグも滑すべってしまい、その……鞘さやがあったら入りたい気分だ……すまない……」

　顔を真っ赤にして涙なみだ目めになり、プルプルと震ふるえるシュヴェルトライテさま。あぁ……どうやらボクのせいで、彼かの女じよの人生に大きな汚お点てんを作ってしまったようだ。本当にすまない……。

「あ……お、お腹なかがよじれそうでしたねっ！　ありがとうシュヴェルトライテ！　さて、それじゃあ次は……飛ばしてジークルーネで」

「って何故なぜじゃ!?　何故なぜ飛ばす姉あね君ぎみ！　わしなんてどうせろくでもない事を言うだけじゃと、そう思っておるのか!?」

「違ちがうんですか？」

「違ちがわんが、せめて言わせてくれてもいいじゃろ！　わしはシュヴェルトライテのように爆ばく死ししたとて後こう悔かいはせん！　むしろ自ら全力で滑すべりにいく覚かく悟ごじゃ！」

「じゃあ早く滑すべって、どうぞ」

「つ、冷たいのぅ。まぁ見ておれ、このヘルムヴィーゲが一発で解決してやるからの。わしがセイに提案する任務とは……ズバリ、わしの監かん視しじゃ！」

　言いつつ、姉し妹まい一いち小さな体で目め一いつ杯ぱいに両りよう腕うでを広げてみせるヘルムヴィーゲさま。大きく無ぶ骨こつな鎧よろいに着られている感も相あい俟まって、その姿はまるで必死に敵を威い嚇かくするコアリクイのようだ。

「ヘルムヴィーゲさまの監かん視し……ですか？」

「いかにも。自分で言うのもなんじゃが、わしはよく任務をサボるじゃろ？　じゃからセイが常に監かん視しして、もしワシがサボろうとしたら注意してほしいんじゃ」

「おお！　珍めずらしくやる気のある発言！」

　ボクだけでなく、他の姉し妹まいたちからも絶賛する拍はく手しゆが起こる。

「決まりじゃな。という訳で……わしはセイの新しい任務を邪じや魔ませんためにも、今後も全力で任務をサボりに行くんでよろしく頼たのむぞい」

「じゃあ次の人～」

　はいはい予定調和予定調和。みんなが一いつ斉せいにヘルムヴィーゲさまを黙もく殺さつし、興味の矛ほこ先さきは次のジークルーネさまへ。

　でもどういうわけか、ジークルーネさまは片目を閉じて肩かたを竦すくめると、自分の順番を後回しにしてもらうように進言した。

　どうしてですか？　と尋たずねるブリュンヒルデさまに対し、彼かの女じよは冷めた声で一言。

「だって何だかお馬ば鹿かな発言ばっかりなんだもん。ここであたしが提案出したら即そつ決けつだし？　あとの人の事を考えて先を譲ゆずってあげるわよ」

「自信満々ですねジークルーネさま。つまりここから先、一いち巡じゆんしてもいい案は出てこないと？」

「この流れ見たら分かるでしょ？　セイ。その点あたしはもう答え出てるから」

　何という不ふ遜そんな態度。これは裏を返せば、実際に頼たよりにならなかったお姉さんたちはおろか、あとに続くグリムゲルデさまとヴァイセまでバカにしていると取れる発言だぞ？

　よし、頑がん張ばって下さいグリムゲルデさま！　ここはこの金きん髪ぱつツインにギャフンと言わせてやりましょう！

「はっ、八はち女じよのっ、グリムゲルデ、です……八女の、八女でっ……ごめんなさい！」

　謎なぞの八女推おし、からの謝罪。一体八女に何の罪があるんだろうか？

　正直言うと、ボクはこのお方のことを未いまだによく知らなかったりする。話す機会が極きよく端たんに少ないのもあるけど、そもそも彼かの女じよ自じ身しんが他人との係わりを避さけている節があるからだ。

　菫すみれ色いろの鎧よろい兜かぶとにフード付きの黒い外がい套とうを羽は織おった出いで立たちはまるで死神。その上顔は真っ白い仮面で覆おおわれているという、かなり不気味な雰ふん囲い気きの子なんだけど……緊きん張ちようしているのか、そのトークは面おも白しろいくらいにたどたどしい。

「あぁぁあのっ、とにかくセイ君が死ねなくて困ってるのは分かりました！」

「いや困ってるのはそこじゃないですよ!?」

「ちちち違ちがうんですかっ!?　そんな、それだと折せつ角かく考えたお話プランが台無しに……ごめんなさい、死ねなくて困ってる事にしてくれませんか!?」

「嫌いやですよ！　一体どんなプラン立ててたんですか！」

「え？　えぇぇ、どんなプランだったっけ？　あぅ、あぅ、緊きん張ちようして思い出せないです！　だ、大体無理なんですよ、一人ずつ意見を言うなんて！　こんな自然とみんなから注目が集まるような環かん境きようでお話なんて、ワタシ……ワタシ……！」

　あ～、そこからもう無理なのか。

「じゃあみんなで勝手に雑談してるんで、その隙すきにこっそり話してもらえれば」

「それ、それだとワタシの声が搔かき消けされちゃうから……声小さいので」

「一体どうしたら正解なんです？　それ」

　分かった。どうやらグリムゲルデさまにとって会議というものは、非常に荷が重いらしい。次回までにコミュニケーション能力を鍛きたえてもらうとして、今回は見学しておいて頂こう。

「よく頑がん張ばりましたねグリムゲルデ。では最後にロスヴァイセ、お願いします」

「は～いっ！　九女のロスヴァイセ、頑がん張ばりますっ！」

　姉し妹まいの元気印・ヴァイセの出番がいよいよやってきたぞ。

　まだまだ遊びたい盛さかりの彼かの女じよ（偏へん見けん）が適度に重要な仕事を持ってるとは思えないけど……期待して耳を立てようじゃないか。

「えっとね、『ヴァルハラ』からちょっと離はなれた場所の仕事なんだけど……いいかなぁ？」

「うん大だい丈じよう夫ぶ。同じ『アースガルド』内なら世せ界かい樹じゆの〝虹にじの虚うろ〟を使ってワープできるし」

「よかった！　あのね、この前のエインヘリヤル反乱事件の時にさ、黄金の林りん檎ごの管理者〝イズーナ〟様が捕つかまって林りん檎ごが差さし押おさえられちゃったでしょ？」

「あ～うん、あったあった」

「でね？　その時の失敗を教訓に、イズーナ様の警護強化の任務がわたし達たちヴァルキューレに命じられたんだよ。交代制なんだけどね」

「へぇ～、そんな任務が？」

　神族唯ゆい一いつの弱点とも言えるもの、それは〝老い〟。それを抑おさえることができるのが、イズーナ様が管理しているという黄金の林りん檎ごだ。

　あの反乱事件を経た今、林りん檎ごを第一に守ろうという動きはごく当然のことかもしれない。

「なるほど、その手がありました！　つまりその任務にセイさんをお連れして、お手伝いして頂く訳ですね！　流石さすがはロスヴァイセ、名案です！」

「えっへん！　どうどう？　少しは役に立てたかなっ？」

　グッと胸を反らし、得意満面なヴァイセ。うんうん、キミは誇ほこっていい。最後の最後で素す晴ばらしいアイデアを出してくれて、ボクは嬉うれしいよ！

　お姉さんたちから目め一いつ杯ぱいにナデナデされて喜ぶヴァイセを眺ながめながら、ボクはふと思った。

「あ。そう言えばジークルーネさまのお話をまだ聞いてませんでしたね」

　思ったことを口に出すと、ブリュンヒルデさまたちも揃そろってジークルーネさまに視線を向ける。みんなの注目が集まる中、ジークルーネさまはギクリと肩かたを震ふるわせた……ように見えた。

「えぇっと……その……、……ぃわ」

「ん？　今なんて？」

　違ちがうよ、ボクは難なん聴ちようじゃないよ。ホントに小声すぎて聞き取れなかったんだ。

「な、何よ？　無いわよ、言う事無いって言ってるの！」

「え、無いんですか？　さっきあんなに大おお見み得え切っておいて？」

「ち、違ちがうわよ！　あったの！　でも、あたしが言おうと思ってた事をヴァイセが言っちゃったんだもん！　だからもう無いの！」

「は～ん、あとからなら何とでも言えるんじゃがのぉ」

「ちがっ!!　ほっ、ホントにホントで！　噓うそじゃないわっ！」

「そうですね。大だい丈じよう夫ぶですよジークルーネ、みんなちゃんと分かってますから」

「何を!?　ねぇ！　みんなホントにちゃんと分かってる!?　ホントなんだってば、信じて！」

「ご、ごめんね、ルーネお姉ちゃん」

「いやぁーーっ！　謝あやまらないでぇぇーーーーっっ!!」

　──今日、ジークルーネさまという尊い犠ぎ牲せいのもとに、ボクは大切なことを一つ学んだ。

　驕おごれる者久しからず。姉たちの体ていたらくを見たからといって妹まで見くびると、手痛いしっぺ返しを食くらうことになる。

　ライオンが野ウサギ相手でも全力で狩かりをするのは、案外そんな理由なのかも……なんてね。







　と……そんな感じで話し合った結果、ボクは黄金の林りん檎ごの管理者・イズーナさまの警護任務に同行させてもらえることになった。

　翌朝。ボクはブリュンヒルデさまから言われた通りの時間に、『ヴァルハラ大演習場』の先にある世せ界かい樹じゆのもとへ。そこにポッカリと口を開けた虚うろの前には、既すでに三人のヴァルキューレさまたちが揃そろっていた。

「おはようございます！　うわ～、まさかボクがビリっけつだなんて。おかしいなぁ、早めに部屋を出たつもりだったんですが……」

「おはようございますセイさん。気にしないで下さい、私わたし達たちが早過ぎただけですから」

　そう言って極ごく上じようの笑えみで迎むかえてくれたのは、我わが愛いとしのブリュンヒルデさま。あぁ、今日も今日とてお美しい……。

「おはよ、セイ。あたしを待たせるなんていい度胸じゃない、食材として鍛きたえられたのかしら？」

　嫌いや味みな感じたっぷりに言うのは、漆しつ黒こくの鎧よろい兜かぶとに金のツインテールが映はえる姉し妹まいの七女・ジークルーネさま。

　でも何だろう、口くち振ぶりはいつもの調子なんだけど、態度の方はどことなく不調気味……？　心なしか古傷を庇かばってる感があるような。

「な、何よ？　何であたしがここにいるのって顔ね？」

「い、いえそんなことは……」

「そんなんじゃないから！　ホントはゲルヒ姉さんが当番だったけど、今日はちょっと代わってもらっただけだし！　あたしが何もできない訳じゃないって事、証明してやるわよ！」

　あ～……庇かばってる古傷は、昨夜の心の傷かぁ。

　と、ボクが何となく察したところでもう一人──姉し妹まいの中では割と童顔な三女・オルトリンデさまが、何やら探さぐるような眼差まなざしをこちらに向けてきた。

「セイ氏、おはようなのですし。今日はお手並み拝見なのですし」

「あ、どうもおはようございますオルトリンデさま。あの……お手並み拝見って、一体何の手並みのことでしょうか？」

「お姉ねえ達たちも妹いもうと達たちも、セイ氏と係わるとみんな、意味もなく好感度が上じよう昇しようしているのですし。きっとタラシなので、そのお手並みをと」

「何そのヒドい決め付け！　ボクはそんなんじゃないですから！」

「じゃあジゴロ？」

「ちゃんと働いてるじゃないですか！　あなたもボクの肉食べましたよね!?」

「言われてみれば」

　はっと驚おどろいたように口に手を当てるも、表情だけはあまり変化がない。オルトリンデさまって、何ていうか表情筋が硬かたいのかな？　何だかいまいち考えが読みづらい……。

「な、仲良くして下さいね？　さぁ、それではそろそろ行きましょう。行き先は、イズーナ様の〝黄金の林りん檎ご園えん〟です！」

　黄金の林りん檎ご園えん……一度も行ったことがないボクには見た目のイメージが湧わかないので、地名だけを明確に思おもい浮うかべる。そして全員同時に〝虹にじの虚うろ〟へと飛とび込こんだ！

「……着いた……のか……？」

　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうと浮ふ遊ゆう感かん。閉じていた瞼まぶたを恐おそる恐おそる開いたそこには、煌きらめく黄金の園そのが広がっていた。うん、転移は問題なく成功したみたい。

　イノシシの姿では背の高い草が邪じや魔まだ。ボクはマンナズのルーンで人間の姿になると、甘あま酸ずっぱい林りん檎ごの香かおりを胸いっぱいに吸すい込こんだ。

「う～ん、匂においだけで若さを保てそうだよ。それにこの匂におい……初めてブリュンヒルデさまにお会いした時を思い出すなぁ」

「あ、懐なつかしいですね～。あの時は黄金の林りん檎ごを手て土産みやげに持って、セイさんのご実家にお伺うかがいしたんですよね」

　気付くと隣となりにブリュンヒルデさまが立っていて、ボクと同じように林りん檎ごの香かおりを楽しんでいた。ホント、甘あま酸ずっぱいや……これがボクの初はつ恋こいの匂においかな？　なんちゃって。

「ふむふむ。まずは馴なれ初そめを懐かい古こさせる、と。案外普ふ通つうなのですし」

「ちょっと台無しだよもう！　変なチェック入れないで下さいよオルトリンデさま！」

「全く……馬ば鹿かやってないで早くイズーナ様のところに行きましょ」

「そうですね、行きましょうか」

　ブリュンヒルデさまが先頭に立ち、ボクらは林りん檎ご園えんの中を突つき進すすむ。しばらく行くと、美しい景色に奪うばわれていた目がある建物へと吸い寄せられた。

　目の前に現れたのは、赤いレンガ造りの粗そ末まつな家。ボクの実家よりはまだ大きい方だけど、今まで散々大きなお屋や敷しきを見てきたからだろうか……それが神さまのお住みになる家だとは到とう底てい思えなかった。

　コンコンコン。

「おはようございますイズーナ様、ヴァルキューレの長女・ブリュンヒルデです」

　控ひかえめなノック音を響ひびかせてから、ブリュンヒルデさまは家の中に声を掛かける。すると数秒後、入り口の扉とびらが開くと同時に美しい歌声がボクらを迎むかえた。

「ラララ～ラ～、トゥルル～ン！　あっ！　まぁお客様？　ラララ～、私はイズーナ！　さぁどうぞ中へ。ためらわ～ないで～」

　いや躊躇ためらうでしょ普ふ通つう。何なのこの一人ミュージカル。イズーナさまには今日初めてお目めに掛かかったけど、まさかこんなお茶目なお方だったとは夢にも思わなかったよ。

　浅あさ緑みどりのロングヘアをなびかせながら、クルクルと踊おどるように誘いざなうイズーナさま。迎むかえ入いれられたイズーナ邸ていは外観に反して、中はモダンでアーティスティックな造りになっていた。

　天てん井じようには大きなシーリングファンが回り、壁かべを飾かざるのは品格のある美しい絵画たち。前衛的かつ立体的な棚たなが調度品をすっきりと収めていて、狭せまいスペースを非常に有効に使っている。

　う～ん、センスの塊かたまりのような家だ。一体誰だれが設計したんだろう？

「お飲み物は紅茶でいいかしら？　大だい丈じよう夫ぶ！　出来上がるのはすぐよ。その間にお話を聞く事だってできるわ、だって小鳥達たちが教えてくれるもの！」

「は、はぁ……」

　つまり、用件を話してくれということなんだろうか。そう思ってブリュンヒルデさまのお顔を見ると、彼かの女じよはキリリと引ひき締しまった表情を浮うかべて言った。

「主神オーディン様の命めいを受け、本日より昼間の身辺警護を務めさせて頂く事になり参上いたしました。三人ずつの交代制で、まずは姉し妹まいの上から順……だったのですが、本日に限りまして次女に代わり七なな女じよと、それから協力者一名が加わっております。……セイさん、ご挨あい拶さつを」

「あっ、はい！　ボクはセーフリームニルと申します！　今は人間の姿をとっていますが、本当はイノシシです。飛び入りで任務に同行させて頂くことになりましたが、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますので今日はよろしくお願いします！」

　緊きん張ちように体を強こわ張ばらせつつも、ボクは何とか挨あい拶さつを済ませる。深く一礼したボクが顔を上げると、イズーナさまは澄すんだ優やさしげな瞳ひとみをキラッキラに輝かがやかせていた。

「まぁ！　そうなのね貴方あなたが！　風が噂うわさをしていたの、『ヴァルハラ』にとびきり面おも白しろいイノシシがやってきたって！　タララン、これ～は～運命の～、あぁそうだわ！　出会いとは運命！　聞いて？　胸が囁ささやいてるの！」

　うわ～ホントに凄すごい感性のお方だぁ。絶対、元・吟ぎん遊ゆう詩し人じんかなにかだよ。

「それではイズーナ様。私わたし達たちはいないものとして、いつも通りにお過ごし下さい」

「え？　そんなっ、そうなの？　大人しくしていないと警護しづらくないかしら？」

「不測の事態に対応してこその警護です。どうかご安心を」

「あぁっ、私、今とっても晴れやかな気分！　さぁ行きましょう！　お花達たちに歌をプレゼントするの！　ラァ～ン！」

　……かくして、ボクらによるイズーナさまの警護が幕を開けた。あ、もちろん紅茶は美味おいしく頂きました。







「クスクス……セイさんってば、ずっと戸と惑まどいっぱなしでしたね」

　家を飛び出したイズーナさまの後を追って歩く中、さも可笑おかしそうにブリュンヒルデさまが言った。

「それはもう思いっきり面食らいましたよ。いつもああなんですか？　イズーナさまって」

「そうですね。毎日をとても幸せそうに生きるお方です。誰だれよりも生気に満ちたあのお方が管理するからこそ、沢たく山さんの林りん檎ごが実を結ぶのかもしれない……私はそう思っています」

　そうですよね……うん。きっとそうだって、ボクも思います。

　そしてそんなイズーナさまがあんなにも若々しいのは、常とこ若わかの力を持つ林りん檎ごのお陰かげ。林りん檎ごとその管理者は、理想的な共存関係の上に成り立っているんだ。

「ヒルデ姉さん、あたしはあっちの森をパトロールしてみます。前の反乱軍の残党が潜ひそんでる可能性もなくはないし」

「分かりました。油断はしないで下さいね、ジークルーネ」

「平気よ、あたしはもう油断なんてしない。昨日で懲こりたもの、油断なんて絶対にしないわ。そう絶対によ。いい？　ホントにホントに絶対なんだからねっ！」

　あのぉジークルーネさま……それは丁てい寧ねいな前まえ振ふりでしょうか……。

「いやいや、ボクも負けずにしっかりやらなきゃ」

　そうだ、人の心配をしてる場合じゃない。今は気持ちを切きり替かえて、イズーナさまの安全に全力を注ぐことだけに集中しよう。

　といっても……一体何をしたらいいんだろう？　ブリュンヒルデさまはイズーナさまのお傍そばでずっと見守っているつもりみたいだけど、一いつ緒しよにここに残ったところでボクが嬉うれしいだけだ。

　かといって、漫まん然ぜんと林りん檎ご園えんを歩き回っていても意味があるとは思えない。何か……何かボクにできることはないものか……。

「よし、ここは一度考え方を変えてみよう」

　何ができるか分からない時は、過去の自分に何ができたかを思い出してみるのが一番だ。

　幸いこの辺りは自然が多い、つまりは田舎いなか。ボクが暮らしていたイーダフェルトの森に、とても近い雰ふん囲い気きを感じる。

　思い出せ、セイ。実家の森で暮らしていた時に感じた危険を。ボクはあの森で、実際に何回か命を落としたことがあったじゃないか。それを思い出していけば……。

「！　そうだ、毒どく蛇へびと毒虫！　あいつらは危ない、駆く除じよしておこう！」

「えっ、セイさん？　ど、どこに行くんですか!?　セイさ～ん！」

　思い立った瞬しゆん間かん、ボクは弾はじかれたようにその場を駆かけ出だしていた。







　林りん檎ご園えんをグルリと囲む雑ぞう木き林ばやし。その南方面へとやってきたボクは、慎しん重ちような足取りで中に踏ふみ入いる。背の高い草木が生おい茂しげる緑の森は、昼前のこの時間でも薄うす暗ぐらい。実家の森での経験と野生の勘かんを頼たよりにして、ボクは森の奥おくへと進んでいった。

「……！　やっぱりあった！　スズメバチの巣だ！」

　あんなにも甘あまい香かおりを漂ただよわせている林りん檎ご園えんだ、きっと近くには多くのミツバチが生息している。そしてそのミツバチを餌えさにするスズメバチもやってくる……当然の食しよく物もつ連れん鎖さだ。

　今までのイズーナさまは何事もなく過ごしていたようだけど、これから先もハチに襲おそわれる危険がないとは言い切れない。

　殺せつ生しようは好きじゃないけどイズーナさまのためだ、ここは心を鬼おににして任務を遂すい行こうしよう！

「マンナズ！」

　ボクは人じん化かするために使っていたマンナズのルーンを一度解き、改めてマンナズを使い直す。変化するのはスズメバチの天敵であるタカ、〝ハチクマ〟だ。

　実を言うと、実家の森でも同じことをやっているから失敗はないはず。まぁあの時は、刺さし殺ころされた復ふく讐しゆうみたいな感じでもあったんだけどね……。

「はぁぁっ！」

　久ひさし振ぶりの鳥変へん化げだけど、腕うでに狂くるいはない。高速で飛ひ翔しようしたボクは足を使ってスズメバチの巣を破は壊かいする。反はん撃げきしてくるハチの毒針を硬かたい羽う毛もうで防ぎつつ、次の巣を狙ねらってさらに加速。

　曲芸飛行のように森の中を飛び回ること十数分──ボクは林りん檎ご園近くにあるハチの巣を、最終的に五つほど撃げき破はした。

「よ～し、これ以上奥おくのを狙ねらうとさすがに過か剰じよう防衛だよね。さて、か～えろっと」

　落ち葉が敷しかれた地面に降り立ち、フッと一息。歩きやすい人の姿に戻もどったボクは、森の入り口を目指して歩き出す。

　だけど……その一いつ瞬しゆんの油断が命取りだった。

「うっ!?　しまった、ここって蛇へびの巣の上だったのか！」

　足元に広がる落ち葉の下から一いつ斉せいに這はい出だしてきたのは、無数の毒どく蛇へび。前に見たニーズヘッグの黒くろ蛇へびたちに比べれば可か愛わいいものだけど、そうはいってもこの数は……！

　驚おどろきに反応を遅おくらせてしまったボクは、咄とつ嗟さに切り札の竜りゆう化かをすることもできない。

　もうダメか──そう諦あきらめかけた時、それは起こった。

「舞まい散ちるのですし。〝シュテルプリヒ・ブラット〟」

　大口を開けて飛とび掛かかる蛇へびの群れ。しかしそれは風に乗せて囁ささやかれた声とともに、一いつ瞬しゆんにして切きり裂さかれた。

　蛇へびを切きり裂さいた物の正体は、上空から降り注がれた短たん剣けんの雨。蛇へびたちの中心にいたボクだけを避さけるように短たん剣けんをばら撒まくなんて、神かみ業わざとしか言いようがない芸当だ。そしてそれを無表情でやってのけたのは……。

「オルトリンデさま！」

　降らせた短たん剣けんと同じものを両手に携たずさえ、見上げた空からオルトリンデさまが舞まい降おりてくる。その短たん剣けん、一体何本持ってるんでしょーか……？

「危ないところだったですし？」

「ってどうして疑問形なんですか！　間かん一いつ髪ぱつでしたよ……本当に、助かりました」

　救世主のもとに駆かけ寄より、ボクはペコリと頭を下げる。でもそんなボクにピシャリと言いい渡わたされたのは、冷たいお咎とがめの言葉だった。

「単独行動は死を招く。死ぬのが好きじゃないのなら、今後は迂う闊かつに輪から外れないようにするのですし」

「うっ……はい、これからは気を付けます……」

　ハチや蛇へびが相手ならと、ボクは少し甘あまく見みていたのかもしれない。ダメだなボクは、やろうと思った時には後先考えずに飛び出して……性しよう分ぶんとはいえ、猪ちよ突とつ猛もう進しんにもほどがあるよ。

　みんなのお役に立ちたいからと手て柄がらを焦あせってしまえば、あのベルゼと……反乱を起こしたエインヘリヤルたちと変わらない。そんなの、ボクは絶対に嫌いやだ。

　と……深く反省して俯うつむいていたボクの胸に、不意にポンと拳こぶしが打ち付けられる。

「反省する心は死を遠ざける。今回の失敗でまた一つ強くなれた事を、誇ほこりに思うのですし」

　そう言うオルトリンデさまの目元は、相変わらずの無表情。

　だけどその口元は、微かすかに笑っていたような気がした。

「では早く帰き還かんするのですし。セイ氏を心配してリンデを寄よ越こしたヒルデ姉ねえが、待ち切れずに来てしまうのですし」

「あ、やっぱりブリュンヒルデさまに頼たのまれてたんですね」

　何となくだけど、実はそんな気がしてた。あのタイミングで何の理由もなく助けがくるなんて、いくら何でも都合がよすぎるからね。

　そうして二人揃そろって森を出てきたボクたちを見つけ、ブリュンヒルデさまは大きく両手を振ふっていた。あはは、あんなに必死になって……よっぽど心配して下さったんだなぁ。

「ご心配をお掛かけしましたー！　ボクなら大だい丈じよう夫ぶでーす！」

　ボクは歩きながら、大声で無事を伝える。だけど遠くから返ってきたのは安あん堵どの声ではなく、切せつ羽ぱ詰つまった声だった。

「ご無事で何よりでーす！　だけどすみませーん！　ジークルーネが戻もどらないんですー！」

「えぇーーっ!?」

　ジークルーネさまは確か、西方面の森に向かって行ったよね？

　彼かの女じよの仕事がボクより遅おそいなんて有り得ない……ひょっとして何かトラブルが!?

「分かりましたー！　ボクとオルトリンデさまで様子を見てきますー！　……オルトリンデさま、急ぎましょう！」

「ふぅ。手が掛かかるほど可か愛わいい妹なのですし」

　呆あきれたように呟つぶやきつつも、オルトリンデさまは先行して走り出す。

　足音さえ残らないその俊しゆん足そくは、あっという間に遙はるか彼方かなたまで彼かの女じよを運んだ。少しでも早く追いつけるように、ボクも全力ダッシュで後を追う。

「はぁ、はぁ……やっと入り口に着いた……」

　ようやく辿たどり着ついた西の森。ジークルーネさまのことは心配だけど、ボクはもう不用意に飛とび込こんだりはしない。まずは乱れた呼吸を整えるために深呼吸をしていると、先行していたオルトリンデさまが森の中から走ってきた。

「セイ氏。ちょっと手を貸して欲ほしいのですし」

「え？　それはもちろん構いませんけど……あの、ジークルーネさまは見つかったんですか？」

「見つけたけど、手に負えないのですし」

　手に負えないって……どういう意味？　ボクは頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらも、くれば分かると言うオルトリンデさまの案内で森の奥おくへと進む。

　するとそこには……巨きよ大だいな植物のツルに絡からめとられて逆さかさ吊づりになり、必死に腰こし布ぬのを押おさえているジークルーネさまがいた。
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「……何してるんですかジークルーネさま」

「なっ、なななな何よその目は!?　見て分からないの？　あれよ、これはハンモックってやつなのよ！　てかあんまりこっち見ないでよ馬ば鹿か！」

「随ずい分ぶんと煽せん情じよう的てきなデザインのハンモックですね……」

　どう見ても触しよく手しゆプレイですありがとうございます。ていうかね、これが仮にハンモックだったとして任務中に何やってんですかこの人は。

「はぁ。さっさと助けていいですし？」

「け、結構よ！　だって困ってないもの。絡からまったんじゃなくて望んでこうなってるんだし」

「……さっきからこの一点張りなのですし」

「なるほど。了りよう解かい、手を貸しますよ。無理矢理にでもね」

　と、二人で盛せい大だいな溜ため息いきをついた時──突とつ然ぜん大きな地鳴りが森に響ひびき渡わたった。

　な、何だろうこの音。何か大きなものが地面を這はいずるような……。

「ッ!!　これは……！」

　ボクは音に遅おくれて姿を見せたモノを見て、驚おどろきに言葉を失う。

　ボクの目の前──ツルに絡からまったジークルーネさまの後ろに現れたのは、なんと巨きよ大だいな食虫植物。いや待って、こいつ絶対虫を主食にしてないよね!?　絶対肉食系だよね!?

　そうか、ジークルーネさまが絡からまってるツルって、この肉食系植物のものだったのか！

「ジ、ジークルーネさま！　ここは一いつ旦たん逃にげましょう！　ツル切きり離はなしますよ！」

「よ、余計な事しないで！　あたしはここで寛くつろいでるだけなんだから！」

「寛くつろいどる場合かぁっ！」

　この人いつまで自分の失敗を認めないつもりだよ！　本気で手に負えないよ！　こうなったらこのままあいつを倒たおすしかないのか!?

「はぁ。やれやれなのですし……」

　と、そう考えたのはオルトリンデさまも同じのようで、彼かの女じよは例の短たん剣けんをどこからともなく取り出して両手に構える。

　たった二本の短たん剣けんで何を……と思ったけど、そうじゃなかった。オルトリンデさまは手にした短たん剣けんを振ふりかぶると、敵に向かってそれをいくつも投げつけた。

「あの短たん剣けん……そうか、魔ま力りよくで編み出してるのか！」

　際限なく手元に現れる短たん剣けんを連続して投とう擲てきするこの技わざこそ、さっきボクを助けてくれた鉄の雨の正体だ。切れ味鋭するどい横よこ殴なぐりの雨に切り刻まれた植物の化け物は、粘ねん着ちやく質しつな体液を振ふり撒まきながら息絶えた。

「ちょ、ちょっと、全身ベタベタになっちゃったじゃない！　髪かみにまでくっ付いて、これ中々取れないわよきっと！」

「助けてもらっておいてガタガタ言わないでもらえるですし？　その粘ねん液えきが都合よく服だけ溶とかす溶よう解かい液えきじゃなかっただけありがたいと思うのですし」

　いやぁオルトリンデさま、ボク的にはこの粘ねん液えきが溶よう解かい液えきだった方がありがたかったです。それを想像するだけでホラ、色々なものがアツくなるでしょ？

　とまぁ、そんな紳しん士しにあるまじきゲスな妄もう想そうは一人になった時にするとして、早く戻もどろう。ブリュンヒルデさまにいつまでも心配をかけさせるわけにはいかないからね。

「あ～あ。全くもう、あたしが本気ならあんな草、ケナズのルーンでスマートに焼やき払はらってやったのに……リンデ姉さんはいっつもやり方が雑なのよね～」

　ツルから解放されてからも、ジークルーネさまはしつこくボヤく。それを聞いたオルトリンデさまは相変わらずの無表情だったけど、どこかムッとしたような空気が感じられた。

　う～ん……仮にジークルーネさまの仰おつしやることが事実なんだとしても、オルトリンデさまが悪いみたいなこの言い方はさすがによくないと思うなぁ。仕方ない、ここは僭せん越えつながらボクから一言言わせて頂こう。

「ジークルーネさま。世の中には、〝失敗は成功のもと〟という言葉があるそうです。それは裏を返せば、失敗を受け入れられない者に成功はないということ。ジークルーネさまは今回の件を成功だったと思いますか？　それとも失敗だったと思いますか？」

「うぐ……そ、それはまぁ……ちょっとは失敗しちゃった気がするけど……」

「そうですね。ならその失敗を、帰ったら他の姉し妹まいにも話して相談しましょう。そうやってしっかり対策を出しておけば、あとはもう嫌いやでも成功するしかありませんからね」

「そ、そうね！　うん、あたしみんなにちゃんと言うわ！　『ツルに絡からまってたのをハンモックで寝ねてるだけだって言い張ってたら、酷ひどい目に遭あった』って」

「そうです！　そうすればジークルーネさまは今よりもっとランクアップできますよ！」

　えぇ上がりますとも。主に芸人としてのランクが、ね。

「……セイ氏はジークルーネいじりが上手うまい、と。お手並み確かに拝見したのですし」

　人聞きが悪いなぁオルトリンデさまは。話を聞いた他の姉し妹まいから白い目で見られれば、二度と同じ失敗はしたくないって思うでしょ？

　今浴びる白い目は、将来の白しろ星ぼしへの布石。その白きお星さまに祈いのりましょう。今後のジークルーネさまが、少しは素す直なおになりますように……ってね。







　そんなこんなで迎むかえた日にち没ぼつの時間。

　以前までのボクだったら、今いま頃ごろは煮にえたぎる鍋なべの中。ボクにはみんなの晩ご飯になるという、それはもう重大な使命があったからね。

　だけどそうじゃなくなった今、ボクはこうして沈しずむ夕日をゆっくり見送ることができた。

「こうしていられるのも、随ずい分ぶん懐なつかしい気がするなぁ……」

　いや、夕日が沈しずむ光景だったら前のエインヘリヤル反乱事件で一年分くらい見たけどね？

　そういうのじゃなくて、何ていうのかな……こう、思わずポエミーな独ひとり言ごとを呟つぶやいてしまいたくなるような安心感が重要というか。

「傾かたむく太陽が朱しゆを帯びて、世界の色をゆっくりと変え始める。それは〝今日〟という世界の終わりを焼やき尽つくす荼だ毘びの炎ほのお。焼かれた大地は灰となって舞まい上あがり、空を覆おおい……やがて全ての光を隠かくし、夜を迎むかえるのだ」

「あの……セイさん、いきなり何を言って……？」

「ひぎぃっ!?　こここ声に出てましたかっ!?　いえ違ちがうんです今のはボクの中のアオイドス的魂たましいの叫さけびが無意識の鎖くさりから解き放たれただけで！」

　いかん、この言い訳が既すでにダメだ！　あぁ、ブリュンヒルデさまがきょとんとした目でボクを見ている！　そしてイズーナさまが何故なぜだか目を輝かがやかせている！

「セーフリームニル、貴方あなたって……本当に素す敵てきね！　分かるわ、貴方あなたは心に愛を飼っているのね？　大だい丈じよう夫ぶ！　耳を澄すませて。一番星が歌っているわ、一いつ緒しよに愛を奏かなでたいって！」

　うわぁ、同類と認にん定ていされてしまったみたいだぞ？　一体ボクはどうしたらいいんだ、いっそこのまま愛のエピックを奏かなでるしかないのか？

「あ、あのイズーナ様。もう暗くなりますので、そろそろお屋や敷しきに帰りましょう」

　イズーナ様の勢いにタジタジになりながらも、ブリュンヒルデさまは任務を終えるために軌き道どう修正を試みる。

「えぇそうね、それがいいわ！　私には～帰るべき～、お～う～ち～が～あ～るの～！　ねぇ、お日様はどこへ行ったの？　きっと暖かいベッドの中ね、子こ守もり歌うたを聞かせて」

「「「いいから早く帰りましょう！」」」「なのですし」

　この任務……何が疲つかれるかって言ったら、警護対象が奔ほん放ぽうすぎるところだよね……。

　まぁそれでも、彼かの女じよが有り余るほど元気でいて下さるなら神さまたちの未来は安あん泰たいだ。

　今日の警護任務はこれで終わりだけど……イズーナさまの身の安全が、未み来らい永えい劫ごう保障されたわけじゃない。

　これからも、できる限りお手伝いさせて頂こう──ボクは心の五ご線せん譜ふに、誓ちかいの音ね色いろをこっそりとしたためたのだった。ラララ～ン。







[image: 二　～驚き色のランチパーティー～]




　それから何だかんだ色々あって、更さらに数日が過ぎた。

　エインヘリヤル反乱事件が起きたあの日から、かれこれ一か月。世界の王になるんだと息巻いて大暴れをしたエインヘリヤルたちは、もうすっかり反省したように思う。

「肉料理が解禁されるのは、そろそろなんじゃないかな？」

　平和な朝の窓まど際ぎわで、ボクは近い見通しを口にする。

　彼かれらが示す反省の色は誰だれが見ても濃のう厚こうで、日々の鍛たん錬れんに打うち込こむ姿はとても真しん剣けんだ。そしてオーディンさまご自身が認めている通り、神々の側に非がなかったわけでもない。

　だからこそ、彼かれらに下された〝ラタトゥイユの刑けい〟を解く空気は日増しに高まっていた。

　その間のボクはというと、やっぱりヴァルキューレさまがたに頼たよって細ほそ々ぼそと仕事を頂いたり、またイズーナさまの警護任務に同行させて頂いたり。

　今では逆にそっちの生活に慣れてしまって、「では明日からまた食材を頼たのむ」と命じられても、迷わず「お断りします」と答えるだろう。

「ではセーフリームニルよ、明日からまた食材を頼たのむ」

「お断りします」

「何だと……？」

「え？　あっ、いえっ！　口が勝手にスライディングを……！　ていうか、えぇ!?　どうしてオーディンさまがボクなんかの部屋に!?」

　気付けば、吞のん気きに朝の日向ひなたぼっこをしていたボクの背後にオーディンさまが立っていた。

　いや、何気ない風に見えるけど、これって滅め茶ちや苦く茶ちやおかしいことだからね!?　神界『アースガルド』のナンバーワンであらせられるお方が、冴さえずしがないイノシシ風ふ情ぜいの部屋をお訪ねになるとか、世界が逆立ちしたって有り得ないことですから！

「そう狼狽うろたえずともよいではないかセーフリームニル。ワシがここに足を運んだのは視察のついでだ、エインヘリヤル達たちのな」

「エインヘリヤルの視察……って、オーディンさまが自ら、ですか？」

　そう、驚おどろくべきはその部分。知ち神しんとして名高いオーディンさまはその肩かた書がきに違たがわず、世界中の様々なことに精通なさっている。それはひとえに、ずば抜ぬけた情報量があればこそ。

　オーディンさまは世界を見み渡わたす力を持つ玉ぎよく座ざの他に、二に羽わのカラスと二頭のオオカミを従えて常に情報を集めているんだ。特に狼おおかみの方の主な仕事は、ここ『ヴァルハラ』での情報収集。そんな便利な使つかい魔まを放っておきながら、わざわざご自身で視察にくるなんて……。

「ワシとて失態を省かえりみる心はある。何しろあやつらの反乱には、このワシも責任の一いつ端たんを担になっているからな。故ゆえにこうして自ら様子を見にきたという訳だ」

「なるほど、それは大変素す晴ばらしいお考えだと思います。ですが……そのついでにボクの部屋をお訪ねになるというのは一体……？」

「別段おかしな事でもあるまい。以前の世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件の時といい反乱事件の時といい、そなたの活かつ躍やくには目を見張るものがあるからな。これでは義弟ロキの目を侮あなどろうにも、聊いささか難しいというものだ」

「！　ももも勿もつ体たいないお言葉！　身に余る光栄が溢あふれ出でないよう、今すぐ強火で表面を焼き固めたいくらいですっ！」

「ふははっ！　ハンバーグの肉にく汁じゆうでも閉とじ込こめるつもりか？　全く珍ちん妙みような事を言うイノシシよ、そなたをワシのもとに取り立てたのは正解であったな。……今後も変わらず、そなたの更さらなる働きを期待するぞ。セーフリームニル」

　厳おごそかにそう仰おつしやり、オーディンさまはボクの部屋を立ち去った。

　何だよ、何だよこれ……見て、凄すごいよ、震ふるえがきてる。久ひさし振ぶりだから死ぬのが怖こわいだなんて、もうそんなの言ってられないよ！

「食材任務復帰は明日からか。よぉし！　いきなりだからってボクはやるぞぉ～!!」

　思わず二に足そくで立ち上がり、全身を使ってやる気を表現する。するとそこへ、入いれ替かわるように料理長がやってきた。

「気合い入ってるなセイ君！　外までガンガン聞こえてたぞ？　まぁそういう訳だから、明日からはまたよろしく頼たのむよ」

「任せて下さい料理長！　プロですから！」

　答えつつ、ボクはグッと胸を張る。思わず張りすぎて後ろにひっくり返っちゃったけど、気にしない気にしない。

「ははは。……ところで話は変わるんだが、セイ君は聞いたかい？　ヴィズガさんの話」

「ヴィズガさんの話？　いえ、何も聞いてませんけど……」

　ヴィズガさんといえば、『黒き剣けん聖せい』の異い名みようと空気を読まないギックリ腰ごしを持つハーフドヴェルグのお爺じいさんで、最強のエインヘリヤル。一か月前の事件で反乱に加担しなかった、数少ない一人だ。

　彼かれは事件の際に、反乱軍のボスであり愛まな弟子でしでもあった男・ベルゼに大おお怪け我がを負わされて、これまでずっと治ち療りようを受け続けていたんだけど……そうか、ひょっとして！

「全快したんですか!?」

「あぁ。今日付けで退院。リハビリも兼かねつつ、明日から演習に復帰するそうだよ」

　そうか……そうか！　ヴィズガさん、ようやく元気になったんだ。よかったぁ。

「今だと多分、寮りようの自室に戻もどって荷物の整理をしているはずだよ。セイ君ずっと気になってたんだろ？　お互たがい忙いそがしくなる前に、一度会いに行ってみたらどうだい？」

「そう……ですね……」

　料理長が言う通り、確かにボクはヴィズガさんの快復をずっと祈いのっていた。でもこれまでのボクは、何となく彼かれと会うのを避さけていた。何しろ退院のことを今知ったくらいだしね。

　心配しながらも避さけていた理由は一つ。ボクはエインヘリヤル反乱事件の時に、ヴィズガさんとある約束を交かわし──それを守れなかったから。

〝ベルゼさんには善の心が残ってる。絶対に連れ戻もどす〟。そう言って例の愛剣ミームングまで借り受けたっていうのに、ボクには暴走した彼かれを連れ戻もどすことができなかったんだ。

　だから、ボクはヴィズガさんに会いに行くことがずっとできずにいたけど……いつまでも逃にげてちゃダメだよね。この機会に、思い切って会いに行かなくちゃ！

「料理長！　ボク、ヴィズガさんに会いに行ってきます！」

「あぁ、行っておいで！　もしお祝いに何かするんなら、相談に乗るからさ」

「！　なるほど、それです！　それアリですよ、料理長！」

　ヴィズガさんに会う前に、ボクは準備しておきたいことを閃ひらめいた。

　快復のお祝いと、愛あい剣けんを貸してくれたことへのお礼。そして約束を守れなかった謝罪の気持ちを込こめて……やろう！　サプライズパーティーを！







　それからというもの、ボクは料理長にも手伝ってもらいつつ急ピッチでパーティーの用意をした。といってもパーティー会場はボクの部屋で、本当にささやかなものだけどね。

　迎むかえ入いれる準備は万ばん全ぜん。ボクはパーティーの主役をエスコートするべく、真まっ直すぐにエインヘリヤルの寮りようを目指した。

　コンコンコン。

「ヴィズガさん。いらっしゃいますか？　イノシシのセーフリームニルです」

　蹄ひづめで軽くノックを三回。すると間もなく、ヴィズガさんご本人がお顔を出した。

「おぉぉ、これはこれはセイ殿どの！　お久しゅうございますじゃ。ささ、どうぞ入って下され」

　部屋の中に招かれ、ボクは頷うなずいてそれに従う。

　そして一息ついたその瞬しゆん間かん──全すべてのことを差し置いて謝罪した。

「お許し下されセイ殿どの！　聞きき及およんでおります、この老いぼれの無茶な頼たのみのせいで、貴き殿でんは相当なお怪け我がをなされたと……！」

　言うまでもないと思うけど、謝あやまったのはボクじゃない。ヴィズガさんの方だ。

「ちょ、顔を上げて下さいヴィズガさん！　謝あやまらなきゃいけないのはボクの方なんです、ボクは約束を守れなかった、だから」

「いえ、そのお気持ちこそ不要。あやつが狂きよう気きに魅み入いられていた事をわしは百も承知しておったのに……ついセイ殿どののお言葉に甘あまえてしまった。……愛、ゆえに……」

　絞しぼり出だすような震ふるえる声で、ヴィズガさんは言葉を締しめ括くくる。

　あの事件の首しゆ謀ぼう者しやベルゼは、最終的にどこまでも狂くるっていた。だけど……どこまで狂くるおうとも、彼かれはヴィズガさんの愛まな弟子でしだ。

　ボクは彼かれの死しに様ざまを見届けてはいないけど、ロキが言うには相当凄せい惨さんな死しに様ざまだったらしい。それがヴィズガさんにとってどれほどの悲しみなのかは、ボクには想像することしかできない。

「ヴィズガさん。あの時はミームングを貸して下さり本当にありがとうございました。それと実はですね、ヴィズガさんの快復を祝う会をご用意したのですが……参加して頂けますか？　ささやかではありますけど、料理も飲み物をありますので」

「おぉ……それは何とも、かたじけない。ですが……」

　ボクは体に括くくりつけていたミームングをヴィズガさんに返へん還かんし、パーティーへと招待する。

　だけどヴィズガさんの反応は、どう見ても芳かんばしいものじゃなかった。

「お心こころ遣づかい大変痛み入りますが……この老いぼれの身ではどうにも食しよくが細く、あまり派手な飲み食いはできませぬ。これでは折せつ角かくの料理が多く残ってしまうでしょう。どうかわしの事など気にせず、お仲間内うちで楽しんで下され」

「ヴィズガさん……」

　ボクにとってベルゼという男は、あのブリュンヒルデさまをも手を掛かけた許せないやつだ。でも……ヴィズガさんにとっては息子むすこも同然。そんな彼かれの死を、悼いたまないわけがなかった。

「すみません、ボクってやつはホントに鈍にぶくて……その、あれですよね。退院したばっかりでもありますし、いきなり無茶はできませんよね？」

「そ、そうそうそれですじゃ。いや、申し訳ありませぬ。万ばん全ぜんであれば平たいらげるのも容易たやすいところ、そういった事情もありますので……今回のところは」

「はい、分かりました！　それではボクはこれで失礼しますが……明日からの演習、張り切りすぎて無理しちゃダメですよ？」

「ホッホ！　戦士に多少の無茶は付き物ですぞ」

「あはは、これは言っても聞きそうにないですねぇ。それじゃあ、お大事に！」

「本日は、わざわざありがとうございました。また何かあればお誘さそい下され」

　深々とお辞じ儀ぎをするヴィズガさんに見送られ、ボクはエインヘリヤルの寮りようを後にする。

　ヴィズガさんをパーティーに誘さそえなかったのは残念だけど、今の彼かれの気持ちを考えたらそれも仕方がない。今問題なのは……。

「料理、どうしよう……？」

　ささやかとは言いつつ結構頑がん張ばっちゃったからな～。ヴィズガさんは仲間内うちでと言ってたけど、そう言えばボクは友達が少ない。

　呼べるとしたらロキか、もしくはブリュンヒルデさまの愛馬のグラーネくんか……でもロキは相変わらずどこで何してるか分からないし、グラーネくんはボクと二人きりのパーティーには何となく参加してくれない気がする。ここは思い切ってヴァルキューレさまがたをお誘さそいするというのも……って、いやいやそれは待った。

　何だか最近は感覚がマヒしてきてるけど、違ちがうからね？　ボクが『ヴァルハラ』に招かれてからの灰色の一か月を思い出してみれば分かることだけど、本来ボクなんかがヴァルキューレさまと口を利きけるのはほとんど奇き跡せきみたいなものなんだ。調子に乗っちゃバチが当たるよ。

「だけど……そうだ！　ブリュンヒルデさまなら……！」

　ここに来て、ボクはあることを思い出す。

　もう大分前になるけど、あの日……トールさまのランチパーティーにお呼ばれした辺りで、確かブリュンヒルデさまとお約束したことがあったはず。

　パーティーに同どう伴はんできなかったことを嘆なげいていたブリュンヒルデさまに、ボクは言ったんだ。いつか二人でパーティーをしましょうって！

「いつか？　いつかだって？　じゃ、いつやるか？　今でしょ！」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、ボクはその場を走り出していた。目指すはいつものあの場所、世せ界かい樹じゆレーラズの幹にポッカリと口を開けた〝虹にじの虚うろ〟。

　例の瞬しゆん間かん移動機能で女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』までひとっ飛びだ。

「待ってて下さいブリュンヒルデさま！　何だか毎回アポなしだけど、今会いに行きます！」

　こういう時、勢い任せで突つっ走ぱしれるイノシシの本能に救われるよ。

　ボクはいつもの猪ちよ突とつ猛もう進しんに感謝を捧ささげつつ、二人きりでのランチパーティーに想おもいを馳はせるのだった。

　が、その時……ボクは気付いていなかった。

　浮うかれるボクの独り言をバッチリ逃のがさず聞いていた、一つの影かげがあったことを。

「おやおや……二人きりでのパーティーとは。そうは問屋が卸おろさないのですし」







　勢い勇いさんでやってきた女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』。

　その中にあるヴァルキューレさまがたの寮りようを目指し、ボクは鼻息荒あらく突つき進すすむ。

「ふふふ……ついに来てしまったぞ。いざ開かん！　愛いとしのブリュンヒルデさまとの嬉うれし恥はずかしドリームパーリーへの扉とびらを！」

　逸はやる気持ちを抑おさえ、ボクは紳しん士しの呼吸法を嗜たしなみながら扉とびらをノック。おっといけない、少し力が入ってしまったよ。

「あ、セイさんですか？」

　扉とびらの向こうから聞こえてくるブリュンヒルデさまのお声に、胸が高鳴る。

　でも変だな。ノックをしたのがボクであることを何でか察しているみたいだけど……？

「やっぱりセイさん！　オルトリンデが言っていた通りでした！」

　笑え顔がおでボクを迎むかえてくれたブリュンヒルデさまの口から、何故なぜか姉し妹まいの三女の名前が飛び出したぞ？　不思議に思って首を傾かしげると、ブリュンヒルデさまのお部屋の中には以前の会議を思い出させる光景が広がっていた。

「あれ？　全員集合してる……どころかフレイヤさままでっ!?」

　どどどどういうことなの!?　このお部屋の女め神がみさま密度凄すごいよ、『アースガルド』の大たい抵ていの女め神がみさまが大集合してるんですけどっ！

「セイちゃんヒド～い！　わたしだって一応ヴァルキューレ隊の隊長なのよ？　ならヴァルキューレの集まりにわたしがいたっていいじゃないの～！」

「いやいやフレイヤさま、いいも悪いも……あの、これってどういう状じよう況きようなんですか？」

　ボクは混乱しつつも、一番近くのブリュンヒルデさまに尋たずねる。すると彼かの女じよは心を溶とかすような笑え顔がおで答えてくれた。

「実はですね、セイさんが私わたし達たちへの日ひ頃ごろの感謝を込こめてサプライズパーティーを企き画かくしてくれた事を聞いたんです。三女のオルトリンデから」

　……。ボクは無言でオルトリンデさまの方を見る。

　対するオルトリンデさまも同じく無言、そして無表情。一体ボクはどう反応すればいいの？

　あ～……少し確かく認にんしておこう。ボクはヴァルキューレさまがたに日々感謝してる。それは間ま違ちがいない。

　サプライズパーティーも企き画かくした。だけどそれはヴィズガさんのためであって、企き画かくが流れたから急きゆう遽きよ変へん更こうしようとしたんだ。ブリュンヒルデさまと〝二人きり〟のパーティーにね。

　それがどうしてこうなっているのか……、なるほど。ボクの寂さびしい独ひとり言ごとは、近くで気配を消していたオルトリンデさまに全すべて聞かれていたってわけですか。

　そしてそれが今、こういう話として伝わっている……と。

「さぁさぁタダ飯めしの時間じゃあ！　たらふく食うぞ～い！」

「こ～らヴィーゲちゃ～ん、独ひとり占じめはメッ、よ～？」

「ホホホ、セイったら、そのお気持ちだけで充じゆう分ぶんですのに」

「ふ、ふん。あたしがアンタの感謝の気持ちを採点してあげるわ！　足りなかったら承知しないんだからね！」

「もっと素す直なおに喜ぼうよぉルーネお姉ちゃん。セイくんっ、ありがとね！」

「うむ、感激の至りだ。貴き殿でんより賜たまわりし親愛の情、我わが心の鞘さやに確しかと納めておこう」

「わ、わ、ワタシは!?　ワタシは含ふくまれてるんですかっ!?　特に何もしてませんけど!?」

「ハーイハイ落ち着いて～？　グリムゲルデだってちゃんと含ふくまれてるから。という訳で今日はよろしくね、セイちゃん！」

　みんなそれぞれ、主菜……じゃない、主しゆ催さいのボクにお礼の言葉を投なげ掛かけてくれる。

　そりゃあね、ブリュンヒルデさまと二人きりのパーティーも捨て難がたかったさ。

　だけど……。

「……リンデ達たちは一いち蓮れん托たく生しよう、なのですし」

　もう少し上手うまい言い回しはなかったのかと突つっ込こみたいけど、つまりはそういうこと。パーティーっていうのは大勢でワイワイやってこそのパーティーだ。

　ボクはひっそりとダブルピースを送ってくるオルトリンデさまに、心の中で感謝した。







　ということで場所を移しまして、『ヴァルハラ』。それもそう広くもないボクの部屋になんと、総勢十人ものお客さまがやってきております。

　メンバーを言いましょう。いや、言わせてほしい。むしろ何度だって言う。自じ慢まんさせて。

　風を司つかさどりし極光の戦いくさ乙女おとめ・ヴァルキューレ九姉し妹まい。

　青せい藍らんの鎧よろい兜かぶとが凜り々りしくも美しい姉し妹まいの長女・『神の戦せん鎧がい』ブリュンヒルデさま。

　翡ひ翠すいの鎧よろい兜かぶとが鮮せん烈れつな姉し妹まいの次女・『翠すいの神しん槍そう』ゲルヒルデさま。

　黄金の鎧よろい兜かぶとが煌きらびやかな姉し妹まいの三女・『涅ね槃はんの覚かく樹じゆ』オルトリンデさま。

　真しん紅くの鎧よろい兜かぶとが情熱的な姉し妹まいの四女・『戦火の舞まい姫ひめ』ヴァルトラウテさま。

　白銀の鎧よろい兜かぶとが冷厳な姉し妹まいの五女・『極きよつ光こうの剣けん姫き』シュヴェルトライテさま。

　褐かつ色しよくの鎧よろい兜かぶとが重じゆう厚こうな姉し妹まいの六女・『劫ごう初しよの鉄てつ籃かご』ヘルムヴィーゲさま。

　漆しつ黒こくの鎧よろい兜かぶとが上品な姉し妹まいの七女・『軍ぐん神しんの天運』ジークルーネさま。

　菫すみれ色いろの鎧よろい兜かぶとが目に映はえる姉し妹まいの八女・『仮面の魂たま守もり』グリムゲルデさま。

　純白の鎧よろい兜かぶとが清らかな姉し妹まいの九女・『白き風ふう狼ろう』ロスヴァイセさま。

　そしてそんな彼かの女じよたちを束ねるカリスマ・超ちようミラクルアイドル神フレイヤさま。──以上。

　……長々とゴメン。でもね、今ボクが言いたいのは一つさ。みんな超ちよう絶ぜつ可愛かわいい、それだけ。

　おっと、見た目だけだと思わないで、声も可か愛わいいんだ。おまけにいい匂においもする。今は料理の匂においも充じゆう満まんしてるのが口くち惜おしいよ。

　そんな女め神がみさまだらけのランチパーティーが今──幕を開けた。

「肉じゃ肉じゃあ！　肉をかき集めるのじゃあ！」

「こらヘルムヴィーゲ、切り分けもせず齧かじり付つく奴やつがあるか。待っていろ、今切り分けてやる」

　あはは、ヘルムヴィーゲさまは宣言通りだな。想定より大人数になったけど、そんなにがっつかなくたって料理は逃にげませんってば。

　そしてシュヴェルトライテさまはご自分の剣けんではなく、ちゃんとナイフを使って下さい……。

「ラウテお姉ちゃん、これってどうやって食べるの？」

「これはフォンデュね～。こっちのパンとか野菜を串くしで刺さして、鍋なべで溶とかしたチーズを絡からめて食べるのよ～」

「へぇ～！　面白そうっ！　やってみよ～っと」

「あっ、二度づけはメッ、よ～？　落ち着いて、ゆっくり優やさしく、んっ……そんな、先っぽだけなんて焦じらさないで？　奥おくまで全部入れて……そう、上手よぉ。そのまま出して、お口に」

　……ボクもヴァルトラウテさまに教えてほしいなぁ、フォンデュの食べ方。

「──標的を捕ほ捉そく。自身を殺し影かげとなり、一口で……喰くらうのですし！」

「へぇ……いつ如何いかなる時も忍しのぶ事を忘れないその姿勢、変わりませんのねオルトリンデは。ですがこのゲルヒルデ、速さに関しては誰だれ一人ひとり右に出す訳には参りませんわ！　どちらがより多くの料理を食べられるか、勝負ですわよ！」

「それは速さ以外のものも要求されそうなのですし……」

　げんなりと肩かたを落として呟つぶやくオルトリンデさま。対するゲルヒさまはよく嚙かみもせずにモリモリ食べてるけど、お腹なかを壊こわしてトイレに駆かけ込こむのも姉し妹まいで一番早くなりそうだ。

「あ、余り物……ラッキー成分が多く含ふくまれるという余り物は……これでしょうか？　未いまだに誰だれにも手を付けてもらえない影かげの薄うすさ、えへへ、わ、ワタシみたいです」

「あのさぁグリムゲルデ。それスイーツだから、デザートだから。余ってるんじゃなくて、最後に食べる物なのよ？　ま、あたしは真っ先に食べるけどね、スイーツ好きだから」

「そそっ、そんな……それだと作法を捨ててスイーツから食べる事でどうにか存在感を得ようというワタシのプランが……！」

「だ、だったらお先にどうぞ？　ていうか……アンタ仮面したまま食べる気なの？」

「ごめんなさい……仮面をしたまま問題なく生活できるのが、ワタシの取とり柄えでして……」

「それでどうして自分の存在感が薄うすいと思えるのか、あたしには理解できないわ……」

　うん……ボクもジークルーネさまのご意見に一票。あ～あ、グリムゲルデさまの素す顔がおが拝見できるかもと期待したけど、やっぱりそう簡単には見せてくれないかぁ。

　と、軽く嘆なげいた時だった。料理を取り分けた小皿を両手に、ブリュンヒルデさまがボクの隣となりにやってきた。

「ふふっ。みんな楽しそうで何よりです。あ、これどうぞ、セイさん」

　左手に持っていた小皿をボクの前の床ゆかに置き、ブリュンヒルデさまはそのまま腰こしを下ろす。

「あ、ありがとうございます！　頂きます！」

　おいおいボクのバカ野や郎ろう、なに料理に食い付いてるのさ！　ここはお話優先でしょ？

　って……頭の中では分かってるんだけどね、いかんせん行動に結びつかない。だってどうしても緊きん張ちようしちゃうんだもん。ブリュンヒルデさまが美しすぎるのも困りものだよ。

　と、一心不乱に料理を食べるボクに、ブリュンヒルデさまはポツリと言った。

「……このお料理……」

「はい？　あ、それはキッシュですね。ひょっとしてお口に合いませんでしたか？」

「いえ、そうではなくて。二種類あるなぁと」

「あぁ。違ちがいます、そのキッシュはどちらも野菜キッシュ、一種類ですよ。見た目が不格好で少し焦こげちゃってる方は、ボクが作ったやつでして……」

「ではこっちの綺き麗れいな方は、アンド料理長が？」

「はいそうです。あ、もしよろしければ、二つを食べ比べてみて頂けませんか？　どんな風に違ちがうのか、客観的なご意見を聞かせてほしいです」

「私なんかの意見でよければ、喜んで」

　答え、ブリュンヒルデさまは上品な仕草でキッシュをお口に運ぶ。もぐもぐと、よく味わって飲のみ込こんだ二つのキッシュ。さぁ、もう目に見えてるけど結果は如何いかに？

「す、すみません……どちらも同じくらい美味おいしかったです」

「えぇ!?　そんなバカな！　気を遣つかわないで下さいブリュンヒルデさま、ボク、ちゃんと味見してるんですから！　料理長の料理と比べたらボクの料理なんて……」

「き、気を遣つかっているわけじゃありませんよ？　本当にそう思ったんです。私にとっては、セイさんの料理も本当に美味おいしくて……どうしてなんでしょうね？」

「どうしてってそれは、ブリュンヒルデさまが味覚オンチだったとしか……」

「ちちち違ちがいますっ！　私だって料理の善よし悪あしくらい分かりますよ！」

　ボクの冗じよう談だんを真まに受けて、あたふたと慌あわてるブリュンヒルデさま可か愛わいい。

　大だい丈じよう夫ぶですよ、ブリュンヒルデさまがたとえ味覚オンチだったとしても、この愛が冷めることは未み来らい永えい劫ごうありませんから。

　でも……冗じよう談だん抜ぬきに、何でなんだろう？

　ボクなんかの料理が料理長の料理と同格だなんて有り得ない。実際、ボクの舌がとっくに負けを認めてるんだ。

　今までお付き合いしてきた中で感じたブリュンヒルデさまの人となりだと、こういう時に口先ばかりのお世辞を言うとは思えない。歯に衣きぬ着せても忌き憚たんのない意見を言う、それが彼かの女じよの優やさしさであり、正義なんだ。

　となるとブリュンヒルデさまは噓うそをついていないわけで……むむむ。

「ハイハーイ、セイちゃん楽しんでる～？」

「わわっ、フレイヤさま!?」

　ここで左ひだり隣どなりから飛とび込こんできたフレイヤさまが、ボクの思考を中断させる。ギュッと胸むな元もとに抱だきすくめられたことで広がる甘あまい香かおりと、お酒さけ臭くさい吐と息いきが……ってお酒っ!?

「あ、あのフレイヤさま！　ボクお酒なんて用意してないんですけど！」

「にゃっはは！　だから自分で用意したんじゃなーい。お酒がないパーティーなんてつまらないでしょ～？」

「フレイヤさまのランチパーティーにはありませんでしたけど……？」

「そりゃ～主しゆ賓ひんがセイちゃんだったもん。出せないでしょ？　今日は楽しむ側だからぁ、羽は目め外しちゃおっかなぁってね！」

「ま、まぁ……限度を守ってくれれば問題ありませんが」

　ここには他に九人もいるし、酔よっ払ぱらうのがフレイヤさまだけなら……。と、ボクは助けてくれるであろうみんなに視線を向ける。

「ふにゃ～ん、あははは！　お姉ちゃんチーズまみれだぁ！」

「う～ん、あつぅい……お姉さんもう眠ねむいわぁ……おやすみぃ……」

「ヒック……ちょっろ聞きらはいよアンラ……あらしのどこがデレらのよぉ」

「あああ～クラクラするです……ウプ、さ、さすがに仮面したまま吐はくわけには……」

「いかん、空が、空が落ちてくる……！　来い、我わが剣けんの錆さびにしてくれようぞ！」

「ぐっふふふ、どこじゃ～？　年とし頃ごろ男子のお宝はどこに隠かくされておるんかのぉ？　ここか？　ここがええのんか？　おや、ベッドの下から何か」

　やめてそれボクの『ブリュンヒルデさま観察日記』ですからぁぁぁぁッ!!

　ていうかなにこの有り様！　既すでに全員酔よっ払ぱらってるじゃん！　限度超こえてるじゃん！

　そしてゲルヒさまはやっぱりいないしね！　どうせトイレだろうけどね！

「全くみんな情けないのですし。まともなのはリンデだけなのですし。うんうん、やっぱりセイ氏もそう思うですし？」

　オルトリンデさん？　さっきからしきりに話はなし掛かけてるソレはボクじゃありませんからね？　色しか似てないただの椅い子すですからね？

「そ、そうだ、ブリュンヒルデさまは!?」

　幸いブリュンヒルデさまはずっとボクの隣となりにいた。まだフレイヤさまの毒どく牙がにはかかっていないはずだ！

「んぐ、んぐ、ぷはぁ～っ！　美味おいしいんですなぁコレが！　さぁ、セイさんもご一いつ献こん！」

　って早くも手て遅おくれになっとるっ！　そうじゃないかとは薄うす々うす思ってたけど！

「ヒック、なんですか～セイさん、私のお酒は飲めないって言うんですか～？」

「そ、そういうわけでは……でもボク、人間界ではまだ飲酒できない年ねん齢れいですし」

「なぁに言ってるんですかセイさん、ここは神界ですからぁ。それにレーラズミードをこっそり飲んでるの、私ちゃ～んと知ってるんですからね～？」

　なぬっ!?　ま、まさか見られていたとは……ひょっとして〝オーディン飲み〟の現場じゃないよね？　普ふ通つうに桶おけから失敬してるところだよね？　そうだと言ってよブリュンヒルデさま！

「さぁさセイちゃん、間ま違ちがいが起こる準備は整えたよ！　ここから誰だれルートに行っちゃう？　それともお望みはまさかのフレイヤちゃんルートかな？　それももちろん準備万ばん全ぜんよ！」

「いやなに勝手にルート整備してんですか！　どれも間ま違ちがいだらけで正解ルートが一つもありませんよ！」

　あぁ、さすがは愛を司つかさどる女め神がみフレイヤさま。有能すぎて逆に愛が重いです。

　この危機を回かい避ひするのはボク一人には難しすぎる。お願いします、誰だれか……誰だれか救いの手をこのボクに！

　と、ボクが神さま以外のものに祈いのった時だった。

「たっ、大変ですフレイヤ様！　大至急お耳に入れておきたい案件が！」

　バンッと勢いよく開かれた部屋の扉とびら。

　そこから文字通り転がるように駆かけ込こんできたのは、銀のイノシシ・ヒルディスヴィーニ、通つう称しようヒルディ。彼かの女じよはフレイヤさまの従者であり、マネージャーでもある敏びん腕わんイノシシだ。

「ど、どうしたのルディちゃん、そんなに慌あわてちゃって」

　ヒルディ渾こん身しんの慌あわてっぷりを見た途と端たん、一いつ瞬しゆんにして酔よいを醒さますフレイヤさまとヴァルキューレ姉し妹まい。切きり替かえ早いなぁ。さっきまでのは演技だったんじゃないかと疑いたくなるよ。

「はぁ、ふぅ……ごめ……ルスティ、あと任せる」

「あぁ、任されたぞ」

　疲つかれ果はててまともに喋しやべれないヒルディに代わり、後を追うようにしてもう一頭のイノシシが現れる。大きく逞たくましい体に金ピカの毛並み……フレイヤさまの兄上・フレイさまの従者にしてドヴェルグ六大傑けつ作さくの一つ、グリンブルスティだ。

「ご報告申し上げます。フレイヤ様のお屋や敷しき『フォールクヴァング』を巡じゆん回かい中、このヒルディスヴィーニが大変な事態に気が付きました。フレイヤ様ご自じ慢まんの〝百合ゆりの庭園〟、その全すべてが……枯かれる寸前の状態となっております」

「えぇーーっ!?　どうしてぇ!?　そ、そりゃ～確かに最近はお世話すっぽかしてた気もするけど……お世話係の子がちゃんといたはずよ？」

「その世話係のエインヘリヤルが、どうも最近仕事を怠おこたっていたようなのです」

「仕事を？　うーん……そんな不ふ真面目まじめな子じゃなかったと思うんだけどなぁ……」

　グリンブルスティの報告に、フレイヤさまは半信半疑だ。それはそうだろう、彼かの女じよほどのカリスマを持つ女め神がみさまが、人選を見誤るはずがない。

　でもそこで、ようやく呼吸を整えたヒルディが口を挟はさんだ。

「問題なのは彼かの女じよの性格ではなくて、精神状態です。庭園の世話をしていた彼かの女じよには『ヴァルハラ』に想おもい人びとがいたようでして……その想おもい人びとが、一ひと月つき前の反乱事件で……戦死を……」

「っ！　……そう……」

　呟つぶやき、顔を伏ふせるフレイヤさまは察したようだ。

　世話係だったその女性は、大切な人を失ったショックで塞ふさぎ込こんでしまった。その心の傷が癒いえないままに仕事を怠おこたり、今の状じよう況きようを作った……と。

「……彼かの女じよを責めたりはしないわ。元はと言えば、彼かの女じよ一人にお世話を押おし付つけたわたしが悪いんだもの。だけどそうね……苦しんでるお花達たちのために、できる限りの事はしないと。詳くわしい状じよう況きようを教えて、お花達たちは持ち直せそうなの？」

　過ぎたことを悔くやんでいても仕方がない。フレイヤさまはいつものようにパッと気持ちを切きり替かえると、ヒルディの所見を求めた。

　だけどそこに返ってきたのは……絶望の二文字だった。

「それなのですがフレイヤ様……恐おそらくはもう……手て遅おくれかと……」

　それを聞いたフレイヤさまは、目を見開いて絶句する。ことがことだけにヴァルキューレさまたちにも手が出せず、ボクの部屋には一転して重苦しい沈ちん黙もくが訪おとずれた。今いま更さらこんなこと言うのも贅ぜい沢たくな話だけど、さっきまでの喧けん噪そうが懐なつかしいよ。

　フレイヤさまの庭園の、美しかった姿はボクも知ってる。あの庭園が無くなってしまうなんて悲しすぎるし、勿もつ体たいない。また一から育てればいいだけだなんて、そんな冷たいことは考えたくもなかった。

　もう、本当に何もできないのか？　いや、そんなことはないはずだ。方法はきっとある。

　考えろ……考えるんだセイ。今にも枯かれようとしている植物たちを根こそぎ救う、起死回生の一手を……。

「……ッ！　そうだ、閃ひらめいたっ！」

　やったぞ、諦あきらめなかったボクの勝ちだ！　きっとこの方法なら、植物たちは元気になる！

「セイちゃん、何か思い付いたの？」

「えぇ、思い付きましたともフレイヤさま！　手て遅おくれなほどに元気を失った植物でも、たちどころに元気にしてしまう奇き跡せきの水があるんです！　この『ヴァルハラ』には！」

　そう……そんな奇き跡せきを起こせるシカが、ここにはいる。

　広大な『ヴァルハラ大農園』をたった一頭で切り盛りする、噂うわさの彼かれがね！

「奇き跡せきの超ちよう純じゆん水すいを生み出すシカ。その名も……ェイクス、ニュル……？　えぇっと、その名も…………その名も、〝イクス〟です！」

　ごめんイクス……キミの本名、頑がん張ばったけどやっぱり覚えられてなかったみたい。

　どうか、ボクのこともセイって呼んでくれると助かるよ……ハハ、ハ……。







　そんなこんなでやってきました『ヴァルハラ大農園』。

　瑞みず々みずしい緑が溢あふれる肥ひ沃よくな大地の中心で、ボクは一人孤こ独どくに佇たたずんでいた。

　え？　他のみんなはどこに行ったのかって？　大だい丈じよう夫ぶ！　陰かげからこっそり見守ってくれているはずだよ。

　今ボクが一人でいるのは、恥はずかしがり屋で有名なシカ・イクスをおびき出すためさ。彼かれはその……幸か不幸かボクに興きよう味み津しん々しんらしいからね……。

　何だか身を売るようで怖こわいけど、これも全すべてはフレイヤさまのため。浣かん腸ちよう……もとい、断腸の思いで、ボクは彼かれのエサになるよ。

　ガサッ！

「ヒッ!?」

　その時、ボクの背後の茂しげみが微かすかに音を立てた。マジで？　マジで来たの？　ホイホイ来ちゃったの？　そんな簡単に釣つられちゃって馬なの？　鹿しかなの？

　ガッサァッ!!

「ッギャアアーーーー!?」

　努めて直視しないようにしてた茂しげみからやっぱり何か出てきたぁ!!　トゲトゲした頭部を持つ四し足そく動物的シルエットが、真まっ直すぐボクのお尻しりにぃーーーーっ!!

「おっす！　セイ様、おっす！」

　その影かげはボクの目の前までダッシュしてくると急停止。姿を現すなり野太い声で自分がオスであることをガンガンに主張してきた。……いや、これ、ただの挨あい拶さつかな……？

「キ、キミが……イクスなのかな？」

「！　っ、そそそそそうっす、自分がイクスっす！　あぁ～光栄っすぅ、セイ様が自分の名前をご存じだったなんて……もう入信するしか！　入にゆう滅めつするしかっ！」

「あの、どっちもやめてね絶対」

　な、何なんだこのハイテンションなシカ。ボクなんかのことを様づけで呼ぶ辺り、ちょっと頭がどうかしてるとしか思えない。

　というか、どうしてブリュンヒルデさまたちはすぐに出てきて下さらないんだろう？

　イクスが姿を見せたら飛び出して、一気に確保する手て筈はずだったんだけど……。

「ちぇ～、何だかつまんなーい。もっと面おも白しろい展開になると思ってたのになぁ」

　そうボヤキながらノコノコとやってきたのはフレイヤさま。彼かの女じよが引き連れているヴァルキューレ隊は、全員が胸の前で手を合わせて「ごめんね」のポーズを取っている。

　そうか……待ったをかけていたのはあんたですかフレイヤさま。一体ボクがどんな目に遭あったらご満足頂けたんでしょーかねぇ？

「はうあっ!?　セ、セイ様、この方々は……？」

「あぁ、心配しないで大だい丈じよう夫ぶだよ。実はボクたち、キミの力を貸して欲ほしくてきたんだ」

「自分の力を……っすか？」

　そんな大層な力はない、とばかりに首を傾かしげてみせるイクス。

　だけどそんなことはないんだ。今頼たよれるのは世界中でたった一頭、イクスだけなんだよ。

「イクスちゃんっていうのよね？　お願いがあるの、何も聞かずについてきてくれる？」

　で、出たぁっ！　伝でん家かの宝ほう刀とう〝ゴッデスマイル〟活用其その二、『お願いの型』!!

　フレイヤさまのスーパーウインクお願い術が放たれた時、この世のありとあらゆる男たちは光の速さで跪ひざまずく。ごらん、かくいうボクもそのうちの一人さ。

　だけど……おかしい。イクスはフレイヤさまのゴッデスマイルを華か麗れいにスルーすると、何故なぜかボクの方に物もの欲ほしそうな瞳ひとみを向けてきたではありませんか。

　おいおい、これはガチなんじゃないの……？　まさかこのボクにゴッデスマイルを要求するだなんて言わないだろうな？　いや……これはもう試ためしてみた方が早い。

「ボ、ボクからも頼たのめるかな？（ニッコリ）」

「喜んでお引き受けするっす！」

　もうやだ、嫌いやな予感しかしない……。







「ありゃあ……これは酷ひどい枯かれっぷりっすねぇ……」

　世せ界かい樹じゆの〝虹にじの虚うろ〟で飛んで来た、フレイヤさまのお屋や敷しき『フォールクヴァング』。そこに広がる百合ゆりの庭園の惨さん状じようは、想像通りのものだった。

　開口一番に呆あきれた口調で呟つぶやいたイクスだったけど、その声こわ音ねには匙さじを投げた気配はない。

　どうやら彼かれの目から見れば、庭園はまだ充じゆう分ぶんに助かる見み込こみがあるようだ。

「じゃあイクっすよ～」

「ププッ……イクスだけに？　イクスだけに？」

　えっ……フ、フレイヤさま、今なんて？　おいおい、まさかお美しい彼かの女じよの口からこれほど寒いダジャレが飛び出すなんて夢にも思わなかったよ。しかも全く大事なことじゃないのに二回も言った、二回も。

「って、ブリュンヒルデさま笑ってらっしゃる!?」

　ま、待って下さいブリュンヒルデさま、ちょっと笑いの沸ふつ点てん低くないですか!?　ボクならもっと上質なダジャレをご用意できるというのに！

「ふ、ふふっ……いえその、これは思い出し笑いです。前にセイさんも全く同じ事を言っていたのを思い出してしまって、つい」

「えぇっ？　ボ、ボクあんなダジャレ言ったことありましたっけ？」

「はい。覚えてませんか？　ほら、一か月くらい前の事です。農園の前で倒たおれていたセイさんを私が見つけて介かい抱ほうして……その時、うなされていたセイさんが寝ね言ごとで言ってたやつです」

　あぁっ、そういえば言っちゃってたよボクっ！　なんてこった……ボクのギャグセンスはフレイヤさまと同レベルだったのか……嬉うれしいやら悲しいやら、複雑な気分だよ。

　と、項垂うなだれている場合じゃないぞ。重心を低くして立ったイクスの角つのが光を放ち、今まさに何かの技わざを繰くり出だそうとしている！

「おすっ！　スーパーミラクルヒーリングハイドロシャワー！」

　一周回ってカッコイイようでやっぱりダサい技わざ名めいを高らかに叫さけび、イクスは角つのの先せん端たんから勢いよく水を噴ふん射しや。

　そろそろ傾かたむいてきた日の光を浴びて、キラキラと輝かがやく姿は素す直なおに美しい。なるほど、これならブリュンヒルデさまがうっとりしてしまうのも頷うなずけるよ。

「……術式終しゆう了りようっす」

　そんなイクスの呟つぶやきを合図に、見れば百合ゆりの庭園はすっかり息を吹ふき返かえしていた。

　雫しずくを纏まとって光る花々は瑞みず々みずしさを取とり戻もどし、空に向かって背せ伸のびをしている。俯うつむいたままの花なんて、ただの一輪もない。

「凄すごい……ホントに凄すごいよイクス！　まさかこれほどだなんて、実際に見てみなきゃ分からない凄すごさだよ！」

「い、いえいえ！　自分なんてセイ様に比べたら農園に通うごく一いつ般ぱん的なシカっす。強しいて違ちがうところをあげるとすればセイ様に興味があるってところくらいで……」

　いや、何でそんなに興味があるのか、ホントに意味が分からないんだけど……。

「ところでセイ様！」

「え？　な、何かな？」

　おや？　何だかイクスの様子がおかしいぞ……どうしてこんな、他種族のボクにもはっきり分かるほどウキウキ気分を覗のぞかせているんでしょうか？

「自分はこうしてお願いをお聞きしたっす、なので自分からも一つお願いしたい事が……」

「あぁうん、それはね、フレイヤさまに言ってくれるかな？」

「いえセイ様に聞いてほしいっす！」

　それを聞いたボクは猛もう烈れつなスピードでフレイヤさまに視線を送る。ほら見て下さいフレイヤさま、救いを求めるチワワのように澄すんだ瞳ひとみでボクはあなたを見てますよ？

　だというのにフレイヤさまは肩かたを竦すくめて首を振ふり、そしてウインク。分かった、彼かの女じよが言いたいのはこうだ。「後でセイちゃんのお願い聞いてあげるから、今はイクスに従って」。

　フ……なるほどそうきましたか。えぇ分かりますとも、フレイヤさまがどんなお願いでも聞いて下さるというのがどれほど魅み力りよく的かってことはね。

　でもその前に、ボクがイクスにどんなお願いをされてしまうかが分からない。いや、何となく分かってしまうのが余計に怖こわい。ほら見てみなよイクスの視線を。さっきからずっと見てるでしょ？　ボクのお尻しりに穴が空きそうなくらいの熱視線で！

　だがしかし、イクスがフレイヤさまの庭園を見事なまでに蘇よみがえらせてくれたのもまた事実。そして彼かれに白しら羽はの矢を立てたのは、他でもないボク自身。

　くっ……やるしかないのか？　いや、やられるしかないのか？　大だい丈じよう夫ぶ、ボクならやられてもいい。ひとたび〝グルヴェイグ〟で生き返れば、ボクは新品になれるんだから。

　記き憶おくと経験が引ひき継つがれてしまうのは尋じん常じようじゃなく嫌いやすぎるけど……でももう仕方がない！　ボクも男だ、ここは潔いさぎよく受けて立ちましょう！

「えぇい！　分かったよイクス！　もう何でも言って！」

「ほっ、ほんとっすか！　やったぁっす！　言うっすよ？　言うっすよ～？」

　あぁ言うがいいさ！　何なりと言うがいいさ！　バッチコイだようわぁ～ん！

　と……ボクが色々なものを捨てる覚かく悟ごを決めた、その時だ。

「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全ぜん知ちを暴あばき神かむさびせし事の許きよを請こい願う。千せん変ぺん万ばん化かに色を変え、邂かい逅こう、離り別べつ、調和と孤こ独どくを象かたどり示せ！　フサルク第二十のルーン──マンナズ！》」

　突とつ如じよ紡つむがれる神秘の呪じゆ文もん。多くは人の身に化け生しようするためのルーン魔ま術じゆつが、斜しや陽ようの空に溶とけていく。

　彼かれが変へん化げの魔ま術じゆつを使ったことに、まず驚おどろいた。

　だけど……それとは比ひ較かくにならないほどの驚おどろきが、その場の全員にもたらされる。

　彼かれを包む光のヴェールが取とり払はらわれた時──そこにいたのは〝彼〟じゃなかった。

「イノシシの英えい雄ゆうセーフリームニル様。どうか自分を……あなたの弟子でしにして下さいっす!!」

　ボクと同じくらいの年ねん齢れい、同じくらいの背せ丈たけ。外ハネ気味の茶色いミディアムヘアに、クリッと大きな黒い瞳ひとみ。ほんのりと朱しゆに染まる柔やわらかそうな唇くちびる。

　ボヘミアン調のポンチョで上半身のほとんどが隠かくされているものの、その体格が男のものでないことは短いスカートからスラリと伸のびる生なま足あしを見れば想像がつく。

　というよりそれ以前の問題として、声だ。声がまるで違ちがう。変身後の彼かれの声はこれまでの低い声とは違ちがい、他に例えようがないほどに可か愛わいらしいハイトーン・ボイス。

　結論を言おう。

　つまりイクスは彼かれではなく──〝彼女〟だったんだ。
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「はぁ～……。まさかイクスが女の子だったなんてなぁ……」

　驚おどろきの展開から一夜が明け、翌日。ボクは目が覚めるなり、頭の中を埋うめる事案を思わず呟つぶやいていた。

　実はあの告白のあと、ボクは答えを一いつ旦たん保留にしてそのまま解散。その後、あることが気になって図書館で調べ物をした。その事こと柄がらとはズバリ、シカの特とく徴ちようについてだ。

　前に料理長が「角つのがあるならオスでしょ」的な発言をしたけど、あれは正しかった。調べによるとシカっていうのは基本的に、オスだけが角つのを持つらしいんだ。トナカイだけはその例外らしいけど、でもイクスはトナカイって感じじゃないしね。

　あれだけ立派な角つのを持つシカだから、イクスは当然オスである──うん、しごく妥だ当とうなロジックだよね。みんながイクスをオスだと勘かん違ちがいしていたのは、仕方がないことだと思う。

　だけどまぁ、それは一いつ般ぱん的なシカに限った話。ボク自身にも謎なぞの蘇そ生せい能力があり、同期のヘイズにも謎の白い液体レーラズミードを搾しぼり出だせる能力があるように、角から奇き跡せきの超ちよう純じゆん水すいを振ふり撒まくシカが普ふ通つうのシカなわけがなかったんだ。

　だから認めるしかない。角つのがあろうと彼かの女じよはメスで、立派なレディ。ボクはオスとして紳しん士しとして、彼かの女じよの真の性別を歴史の裏にひっそり語かたり継ついでいこう……そう思った。

「うん。まぁそれはそれで別にいいんだ。でもなぁ……〝弟子でしにして下さい〟、かぁ」

　ボクの頭を悩なやませている原因は、むしろそっちの発言にある。

　彼かの女じよはボクなんかに弟子でし入いりして、一体何をしたいんだろう？　ボクなんかのどこに憧あこがれて師と仰あおぐのか……うーん、ちっとも想像がつかない。

「分かってるさ。考えたってどうせ答えは出ないんだ。ここは本人に会いに行って、本人の口から直接問とい質ただすしかないよね」

　そうと決めたら一直線。ボクは姿すがた見みで身だしなみを入念にチェックし、何度かキメ顔の練習をしてから颯さつ爽そうと部屋を飛び出した。

　ちょっと浮うわついてるんじゃないかって？　そんなことあるよ。あるに決まってるでしょ。

　だってあんなにも可か愛わいい女の子がボクを慕したってくれてるんだよ？　ボクにはブリュンヒルデさまという心に決めた女性が確かにいるけど、それはそれ。慕したってくれる女の子には、等しくジェントルに接するのが紳しん士しというものさ。

「ハッハッハ！　さぁ着いたぞ、『ヴァルハラ大農園』！　イクス～！　出ておいで～！」

　軽い足取りで目的地に到とう着ちやく。ボクは早さつ速そく大声でイクスを呼び寄せる。すると……。

「セ、セイ様っ！　まさかあなたの方からこちらに出向いて下さるなんて感激っす！」

　この広い農園のどこにいたのか、イクスはすぐさまボクのところにやって来た。

「って申し訳ないっす！　立ち話なんて失礼なことはさせられないっす、どうぞこちらへ！」

　そう言って案内されたのは、キュウリやカボチャ、ズッキーニなどのウリ科の植物がまとめられた区画。そこにある小さな平屋がイクスの住処すみかのようだ。

「あっと、〝マンナズ〟！　さぁさぁ、どうぞどうぞっす！」

　イクスは小屋の扉とびらを開けるため、人じん化かのルーンを発動。先に入って中からボクを手招きする。

「この小屋……ヘチマの真ん前じゃないか。そっか、前にボクがヘチマを採りに来た時……」

「あはは……恥はずかしながらご想像通りっす。セイ様の事は前々から存じ上げていたんすけど、あの時……セイ様のお姿を間近に見たその瞬しゆん間かんに、自分は全身に電流が走るのを感じたっす」

　目を閉じ、胸に手を押おし当あて、当時の気持ちを思い出したように熱っぽく語るイクス。あぁ、その仕草を人間状態でやってくれてよかったよ。実に絵になる光景じゃないか。

「いやぁ、そんな面と向かって言われると照れちゃうなぁ。見た瞬しゆん間かんに電流が走るとか、ボクってそんなにカッコイイ見た目してるとは思えないし」

「おっす！　それはもうぜんっぜんカッコよくなかったんすよ！」

「…………へ？」

　ん？　あれ、待って。いきなり何を言ってるのかな？　この子は。

「あの、イクス……キミはボクの弟子でしになりたいって言ってなかった？」

「なりたいっすっ！　お望みとあらば何度でも言うっすよ！」

「だよねぇ。お、おかしいな……弟子でしになりたいってことはさ、キミはボクのことを慕したってくれてるってこと……だよね？」

「慕したってるっすよ！　超ちよう々ちようリスペクトっす！　憧あこがれのヒーローっすよ！」

「あ、ありがとう……。で……そのヒーローであるところのボクがですね？　ぜんっぜんカッコよくなかったっていうのは……一体どういう評価なのかな？」

　ホントこれ。だって理解不能だもん。ディスりつつリスペクトされたって、それはもうディスリスペクト以外の何物でもないんだから。

　さぁ、この質問にイクスはどう答えるのか。ことと次し第だいによっては泣くよ？　主にボクが。

「そんなの簡単な事っすよ！　セイ様は世せ界かい樹じゆ倒とう壊かいの危機から全世界を救った大だい英えい雄ゆう！　自分如ごときにそんな真似まねは到とう底ていできないっす！　そんな物もの凄すごい偉い業ぎようを成なし遂とげたお方が、なんとタダのイノシシ！　食べられるしか能がないザコキャラだって言うじゃあないっすか！」

　ちょっと待って、ザコキャラ!?　誰だれがそんなこと言ったの!?

　い、いや落ち着けボク。こういう噂うわさを広めるやつは想像がつく。今は話の腰こしを折らないように黙だまって聞こうじゃないか。

「その話を聞いて自分は胸が熱くなったっす。タダの家か畜ちくでも頑がん張ばれば英えい雄ゆうになれるんだって。まぁそうは言っても？　どうせそれ相応に英えい雄ゆうっぽいイノシシなんでしょ？　って思ってたんすよ。だけど……あの日ヘチマを収しゆう穫かくしにやって来た煤すすけイノシシ・セイ様を見て心底驚おどろいたっす！　カッコわるっ！　滅め茶ちや苦く茶ちや普ふ通つうじゃんって！　こんなイノシシでも英えい雄ゆうになれるなら自分にだってなれるって、そう確信したっすね！　だったらもう一番お傍そばで堂々と技わざを盗ぬすもうと思って、弟子でし入いりの機会を陰かげからずっと窺うかがっていた訳っすよ」

「…………。あ。そう」

　あぁよかった。謎なぞは全すべて解けたよ。ボクなんかがまともな理由で尊敬されるなんて、有り得ないとは思ってたんだ。納なつ得とく納なつ得とく。

「という訳でセイ様っ！　自分をあなたの弟子でしに」

「するわけないだろこのシカッ!!」

「ひぇっ!?　どど、どうしてそんなに怒おこってるんすか？」

「どうしてだって？　それすら分からないなんて重じゆう症しようだよ。世界を救った英えい雄ゆうがチビでキモくてドン臭くさくて頭悪そうで足短くてドスケベなどうしようもないゴミクズだったから自分に自信が持てたって、そんな風に言うやつにどうしてニコニコできるんだよ、えぇ？」

「そ、そこまでは言ってないっす……」

　ん？　あ、そう言われてみればそうか。でももういいよ、この流れはお約束みたいなもんだし。あ～あ時間を無む駄だにした、さっさと帰ろう。

「まっ、待って下さいっす！」

　ボクが踵きびすを返かえして小屋を出ていこうとすると、イクスがズザッと先回りして出入り口を体で塞ふさぐ。往おう生じよう際ぎわが悪いな、残念だけど何をしようとボクの考えは変わらないよ。

「自分がセイ様を尊敬してるのは確かっす！　本気で憧あこがれてるんすよ！」

「その動機が不純だって言ってるんだよ。そこ、どかないなら小屋ごと吹ふっ飛とばすよ？　ボクがいつまでもザコキャラだと思ったら大間ま違ちがいだからね」

　ボクは冷めた声で言い放つと、実際に魔ま力りよくを練って凄すごんで見せる。少なからず生じた威い圧あつ感かんにイクスは一いつ瞬しゆん怯ひるんだものの、しかしすぐに大声を張り上げた。

「それでも、どかないっす！」

「え……？」

　その時……ボクは遅おくればせながら、気付いた。

　立たち塞ふさがるイクスの口元は強い意志で引き結ばれ、その目には……涙なみだが浮うかんでいたことに。

「セイ様、まずは謝あやまらせてほしいっす。何でかは分からないっすけど……セイ様が怒おこってるのは多分、自分が原因なんすよね？　でもどうか……最後に一つだけ聞いてもらいたいっす」

〝最後〟という言葉を聞いて、ボクの中にも仏ほとけ心ごころが蘇よみがえる。……いや、そうじゃないか。彼かの女じよが不意に滲にじませた涙なみだが本物だったから、ボクの心を引き留めたんだ。

「セイ様がカッコ悪くて、全然イケてなくて……自分は胸が張はり裂さけそうになったっす。こんな普ふ通つうを絵に描えがいたようなお方が皆みなさんに認められるようになるまでに、一体どれほどの苦労と苦痛を味わったんだろうって」

「そりゃまぁ……色々と大変だったけどさ」

「でしょうね。……英えい雄ゆうっていうのは、初めから英えい雄ゆうとして生まれるのがほとんどっす。それに引ひき換かえセイ様は、自分が思おもい描えがいていた英えい雄ゆう像ぞうとは本当に対極の存在だったっす。そんなお方が英えい雄ゆうになる、その過程……その頑がん張ばりはきっと……っ、滅め茶ちや苦く茶ちやカッコよかったに違ちがいないんすよ!!　だから自分は、あなたに憧あこがれたんっすよっ!!」

「っ!!」

　……あぁ──そうか。そういうことだったのか。

　例えばどこぞの国の王子様が、幻まぼろしの白馬にまたがり伝説の剣けんを携たずさえて世界を救ったとする。そこにはきっと、驚おどろきも感かん慨がいもない。ただただ「へぇ」と思うだけだ。

　でもあの時、世界を救ったのが『ボク』だったから……イクスは心を動かされたんだな。

「イクス……ゴメンね。卑ひ屈くつに考えちゃってゴメン。勝手に悪く受け取っちゃって、本当にゴメンなさい。でももし、こんなボクでよかったら……喜んでキミを弟子でしにするよ」

「!!　では……お師し匠しよう様とお呼びしても……？」

「イクスが呼びたいように呼んでいいよ」

「お、お師し匠しよう様っ！　大好きっす～っ!!」

　ガバッとボクを持ち上げて、力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめてくるイクス。おぉ……胸の膨ふくらみは皆かい無むに等しいけど、これはこれで悪くない。

　いやぁ、一時はどうなることかと思ったけど、よかったよかっ……ん？

　その時、不意にパチパチと手を叩たたく音が聞こえてきて、ボクとイクスは揃そろって音のする方に目を向ける。

　音源は小屋の入り口。そこにはいつの間にかブリュンヒルデさまが立っていて、ガッチリ抱だき合あうボクら師し弟ていに惜おしみない拍はく手しゆを送って下さっていた。涙なみだが滲にじむその瞳ひとみを見るに、彼かの女じよはことの成り行きを外から窺うかがっていたんだろう。

「黙だまって盗ぬすみ見みる形になってしまい申し訳ありません。セイさんがイクスさんの事をどうするのか気になって来てみたのですが……余計な心配でしたね」

「いえそんな！　ボクなんかを心配して下さったこと自体が、もう最高に嬉うれしいです。いつも気に掛かけて下さりありがとうございます、ブリュンヒルデさま！」

「ふふっ、お礼を言われるほどの事ではないですよ。それよりもおめでとうございます、セイさん。お弟子でしさんを取る事ができるなんて実は中々ない事です。これまでの頑がん張ばりが報むくわれる瞬しゆん間かんに立ち会えて、私はとても感動しました」

　震ふるえる言葉通りに、ブリュンヒルデさまの目からはホロリと涙なみだが零こぼれ落おちる。あぁ、なんて美しい涙なみだなんだろう……そんなお姿を見せられてしまったら、こっちも泣けてきちゃうよ。

「お師し匠しよう様。このヴァルキューレ様はお師し匠しよう様にとってどういうお方なんすか？」

　ふと、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて言うイクス。そっか、イクスは超ちよう絶ぜつ人見知りだから、まだボク以外の人への警けい戒かい心しんは強いままなんだな。

　イクスの質問にボクが答えあぐねていると、ブリュンヒルデさまは優やさしい声こわ音ねでイクスに語り掛かけた。

「イクスさん。こうしてお話しするのはこれが初めてですね。私はヴァルキューレ姉し妹まいの長女・ブリュンヒルデと申します。セイさんとはお友達です」

　お友達……かぁ。そう思われていることを喜ぶべきか、悲しむべきか……。いや、ここはプラス思考でいかないと。「職場の同どう僚りようです」と言われなかっただけ、まだ救いがある方さ。

「お師し匠しよう様のお友達なら、自分にとってもお友達っすね！　でも……俄にわかには信じられないっす。ヴァルキューレ様ともあろうお方が、よくお師し匠しよう様なんかとお友達になったもんっすねぇ」

「うん？　イクス、それってどういう意味？」

「どうもこうも、だってコレっすよ？　世界中のボツ個性を濃のう縮しゆくしたようなＴＨＥ・イノシシであるところのお師し匠しよう様が、ヴァルキューレ様とお友達だなんてフツーに有り得ないっすから」

「……イクス。もう一度聞きたいんだけどさ……キミってボクを慕したってくれてるんだよね？」

「もぉ～お師し匠しよう様ってば健けん忘ぼう症しようっすねぇ。この通り慕したってるっすよ！　自分のヒーローっす！」

　うん……このだいしゅきホールドに、噓うそ偽いつわりがあるとは思えない。でもボクは悪くないよ、何度も確かめたくなるような発言をするイクスが全部悪いんだ。

　ボクは決めた。師し匠しようとしての初仕事は、彼かの女じよの〝悪意無き毒どく吐はき〟を矯きよう正せいすることにしよう。

　はぁ……手の掛かかる初はつ弟子でしだよ、ホント。







　さてさて、初の調教……もとい、指導が済んだところで朝食の時間だ。

　折せつ角かくだし一いつ緒しよにどう？　と誘さそってみたら、イクスは二つ返事で即そくオーケー。う～ん、その警けい戒かい心しんの無さ、さすがはボクを全力で推すい服ふくしているだけのことはある。

　だけどそれ以上にボクを驚おどろかせたのは、その誘さそいにブリュンヒルデさままでもが乗ってきたことだ。

「ボクは大だい歓かん迎げいなんですけど……いいんですか？　任務、お忙いそがしいのでは……」

「ふふっ、大だい丈じよう夫ぶです。私は仕事を溜ため込こまない主義なので、今のところ急ぎの任務はないんですよ。なのでご心配には及およびません！」

　軽く反らした胸をドンと叩たたき、ちょっぴり得意げに答えて笑うブリュンヒルデさま。

　そうだよね……姉し妹まいの長女であるという威い厳げんを保つため、ブリュンヒルデさまは毎日真面目に頑がん張ばっている。その頑がん張ばりは、こういう時に融ゆう通ずうを利きかせるのにも役立つんだ。サボリ魔まのヘルムヴィーゲさまはよく見習ってほしいよ、この姿勢。

　ということで、ボク・ブリュンヒルデさま・イクスの三人は『ヴァルハラ大食堂』で一いつ緒しよに朝食を食べ、軽い雑談に花を咲さかせることになった。

「ほえ～！　皆みなさんは自分の事、ずっとオスだと思ってたんすねぇ。知らなかったっす……」

「その節は失礼な勘かん違ちがいをしてしまって、すみませんでした。どうにも常識という固定観念が頭から離はなれず……。とはいえこう言ってはなんですが、イクスさんはあまり積極的に人と係わろうとしませんよね？　私が思うに、それが理解を妨さまたげる要因でもあったと思うんです」

「それはだって……自分みたいなシカは生まれついての裏方っすから。陰かげからでも皆みなさんを支えられれば、それでいいかなって」

　ふむふむ、イクスが言う裏方精神には共感できるなぁ。情けない話、きっとボクはどこまでいってもその精神は抜ぬけないと思うよ。

「この世界には表も裏もありません。あるのはそれぞれの生き方だけです。セイさんを見ればそれがよく分かると思います」

「仰おつしやる通りっす！　ほんの少しだけっすけど、自分はお師し匠しよう様のプライベートを遠目に見続けてきたっす。そして気付いたんすよ、お師し匠しよう様の凄すごさに！」

　おいおい、本人がいる前でそんなに褒ほめないでよ。都合上色んな死に方をしてきたボクだけど、褒ほめ殺しを経験したことはまだないんだからさ。

「そうです、セイさんは凄すごいんです！　私なんか、セイさんが『ヴァルハラ』にやって来たその日に命を救われたくらいですから、セイさんの凄すごさは誰だれよりもよく知っているつもりです」

「いえいえ、お言葉ですがお師し匠しよう様を一番知っているのは自分っす！　自分はお師し匠しよう様の好きな食べ物、好きな色、好きなジャンルまで何でも知ってるっすからね！」

　ちょっと待って、好きなジャンルってどういうこと!?　何のジャンル!?　キミはボクの何を知っていると言うの!?

「セイさんが好きな、ジャンル？　え、それはつまりフェチ的な……？　ゴホン！　も、もちろん私だって知ってますよ？　それくらい。セイさんが好きなジャンルはあれですよね？　ほら、あれですよあれ……あ～ちょっとド忘れしちゃいましたねぇ。ヒント！　せめてヒントを言って頂ければ……！」

　そしてブリュンヒルデさまは露ろ骨こつに情報を聞き出そうとしているっ!?　やめるんだイクス、キミがどんな情報を摑つかんでいるかは知らないけど、情報漏ろう洩えいは許さないよ！

「お二人とも待って！　ボクのことをそんな簡単に分かったみたいに思っちゃダメですから！　ボクは想像以上に奥おく深ぶかいイノシシなんですよ！」

　話の矛ほこ先さきを変えるため、ボクは思ってもないことを自らアピール。

「それもそうっすね！　では今よりもっとよく知るために、お師し匠しよう様の一日を観察させて頂いてもよろしいっすかね？」

「もちろん！」

　ってあれ？　何だか思ってもみない方向に自ら向かわせてしまった気がするぞ……。

「面おも白しろそうですね！　あの、セイさん。私も一いつ緒しよにお付き合いさせて頂いてもいいですか？」

「は、はい……ブリュンヒルデさまがご所しよ望もうとあらば、喜んで……」

　こうしてボクたち三人は、朝食後も一いつ緒しよに過ごすことが決定した。

　今後のテーマは、『セーフリームニルの私生活を暴あばく』こと。参った……これで今日一日、ボクは二人から注目の的まとになってしまう。

　不ふ甲斐がいないところを見せないように、いつもより五割増しで頑がん張ばろーっと。







「というわけで……はい！　ここがですね、ボクが毎朝行っている早朝ジョギングのスタート地点です」

『ヴァルハラ大食堂』を飛び出しまして、ここは『ヴァルハラ』本館入り口前。ボクの一日の始まりを語るなら、ここだけは外せない。

　というかむしろ、ボクの私生活で唯ゆい一いつまともに紹しよう介かいできることと言えば、このジョギングしかなかったりする。

「走っているお姿、私もたまにお見み掛かけします。今日も走ったんですか？」

「いえ。今日はほら、イクスに会いに行っていましたので」

「！　それはいけないっす！　自分のために日課をないがしろにさせる訳には断じていかないっす！　走りましょうお師し匠しよう様！　自分も一いつ緒しよにやるっすから！」

「えぇ～？　いま朝ご飯食べたばっかりなのにぃ？」

「腹ごなしには丁度いいっすよ！　さぁお師し匠しよう様、ブリュンヒルデ様もご一いつ緒しよに！」

「そうですね、一いつ緒しよに走りましょうか。では少し待っていて下さいますか？　甲かつ冑ちゆう姿でジョギングもアレですので、運動着に着き替がえてきます」

「ブリュンヒルデさまの……運動着!?　全力でお待ち申し上げますッ!!」

　よぉし来い！　ブリュンヒルデさまの運動着姿が見られるのなら、頑がん張ばるっきゃないね！




　そして数分後──。




「よ～い、ドーンっすぅ！」

　気の抜ぬけた合図とともに、ボクらはジョギングを開始する。ジョギングコースはこの本館をグルリと一周。道のりは長いけど、無理せず走ればやってやれないことはない。

　だけど……今のボクは無理でも無茶でも押おし通とおす覚かく悟ごだよ。何せ今のブリュンヒルデさまは普ふ段だんは滅めつ多たにお目めに掛かかれない運動着姿なんだから。

　長い髪かみをポニーテールにしたことで見える艶なまめかしいうなじ、生き地じ薄うす目めの半はん袖そで短たんパン。そしてそこから伸のびる綺き麗れいでしなやかな四し肢しは、常の甲かつ冑ちゆう姿とは一味も二味も違ちがう魅み力りよくを全方位に振ふり撒まいている。

　さ、これより先はレディファーストだ。ボクは心に宿した紳しん士し魂だましいが命ずるままに、後ろから追いかける形でお姿を堪たん能のうさせて頂こう。

「って、二人ともはやっ!?」

　走り慣れたボクを置き去りにするペースで先を行くブリュンヒルデさまとイクス。一いつ緒しよにやろうという言葉は噓うそだったの？　これじゃあお姿を堪たん能のうする余よ裕ゆうがないよ！

「あれぇ？　おっ師し匠しよう様ぁ～、もっとペース上げてイクっすよ～！」

「セイさん？　やっぱり食べたばかりだと調子が出ませんか？」

「い、いやぁ、ハッハッハ、そんな感じかも……」

　ぐぬぬ……二人からの視線が痛い。何故なぜなら、ボクは手を抜ぬいているわけでも調子が悪いわけでもなく、これがマイペースだからだ。

　だけどどうか、ボクの名めい誉よを守るために一つだけ弁明させてほしい。これは決してボクのスペックが低いわけじゃない。高すぎるんだ。二人のスペックが。

「いや……意地があるのさ、男の子にはぁ!!」

　ボクは内に秘めた想おもいを起き爆ばく剤ざいにして〝マンナズ〟のルーンを発動、人間の姿に変化する。

　そうだよ、大体ここからしてダメだったんだ。イクスはボクを小屋に招き入れた時から今まで、ずっと人間状態だった。ならボクだけいつまでもウリ坊ぼうの姿じゃ不公平ってもんだよ。

　さぁ、これで条件は同じ。神族であるブリュンヒルデさまとは張り合えないにしても、同じ小物キャラとしてイクスにだけは負けられない！　悪いけどここは性別の差でぶっ千ち切ぎらせてもらうよ！

「ゴォール！　いっちばん乗りっすぅ！」

「…………あれ？」

　何でだ……？　お、おかしいな……本気で走ったのに終始追いつけなかったよ。

「セイさんお疲つかれ様さまでした。お弟子でしに花を持たせるなんて、セイさんはやっぱり優やさしいですね」

　いえあの、ブリュンヒルデさま……ボク、決してそんなつもりはなくてですね？

　なぁセーフリームニル。お前はこれでいいのか？　この結果で満足なのか？　男として、師し匠しようとして……イクスにガツンと言えるイノシシじゃなくてもいいっていうのか？

　答えは否いな。それはいくら何でも……いいわけがない！

「イクス！　実を言うとボクは木登りが得意でね、それも日課なのさ！」

「おぉ！　お師し匠しよう様の日課、ぜひとも体験したいっす！」

「ついでに言うと反復横飛びも走はしり幅はば跳とびも重量挙げも日課なんだ。弟子でしとして、当然一いつ緒しよにやってくれるよね？」

「もちろんっすよ！　自分はどこまでもお師し匠しよう様についてイクっす！」

　よし、釣つれた。今こそ巻き返しの時。ボクは全ての勝負に勝ち、師し匠しようとしての威い厳げんを取とり戻もどす。そして男らしいところをブリュンヒルデさまに見て頂くんだ！




　しかし──。




「全敗……だと……？」

　どうか……どうかもう一度だけ言わせてほしい。ボクはイノシシの中では結構鍛きたえてる方なんだ。だって実際ジョギングは日課だし、暇ひまを持て余して日向ひなたぼっこと筋トレを交こう互ごにしてる。

　そのボクが何をやっても歯が立たないって……一体どういうことなの……？

「セ……セイさん。あの、もう夕方です。確か今日からまた食材としての任務が再開されるんでしたよね？　そろそろキッチンに向かわないと」

　ブリュンヒルデさまが仰おつしやる通り、見上げた空はすっかり茜あかね色いろに染まっていた。

　勝つまでやるぞスタイルで挑いどみ続けた結果、一度も勝てず。ボクが意地になっていたことはブリュンヒルデさまにもさすがに伝わったようで、彼かの女じよはしきりにフォローの言葉をかけてくれた。それなのに……結局結果に結びつかなかったなんて……。

[image: ]

「フ……今日で免めん許きよ皆かい伝でんかもしれないね、イクスは」

「な、何を仰おつしやるんすかお師し匠しよう様！　自分は一度もお師し匠しよう様に勝ったなんて思ってないっす！　重要なのは結果じゃないっすよ！」

　見捨てられると思ったのか、大おお慌あわてで取とり繕つくろうようなことを言うイクス。下手へたな屁へ理り屈くつだ、そんなところだけはボクとどっこいだね……。

　弟子でしに慰なぐさめられてるようじゃ、ボクは本気でここまでだ。素す直なおに負けを認めてもう行こう。ここから先は、ボクにしかできない仕事が待ってるからね。

　と、ボクが哀あい愁しゆうを背中に漂ただよわせたその時──不意にイクスが言った。

「お師し匠しよう様……また晩ご飯になりにイクっすか？」

「うん。今日からまた再開なんだ。エインヘリヤルたちの〝ラタトゥイユの刑けい〟が解禁されたからね」

「……それって……死ぬん、すよね。怖こわくはないんすか？」

「怖こわいよ。そりゃ怖こわいよ、死ぬほどね。でもそれがボク本来のお役目だし、この『ヴァルハラ』に招かれた理由でもあるから。それにね……昨日の朝、オーディンさまが直じき々じきにボクの部屋をお訪ねになって、改めてお願いされたんだ。その期待を、ボクは死んでも裏切れない」

　どんなに強がっていても、やっぱり怖こわいからかな。口調がつい淡たん々たんとしてしまう。

　そんなボクの言葉にブリュンヒルデさまとイクスが何を思ったかは分からない。だけど気のせいじゃないのなら……二人はボクに尊敬の目を向けてくれていたと思う。

　特にイクスの目は、明らかに色が変わって見えた。まるで何かを決意したような……。

「お師し匠しよう様。あなたのその言葉を聞いて、自分も決心がついたっす」

　ボクが感じたことを証明するかのように、イクスが静かにそう言った。一体何を決心したんだろう？　ボクはその先までは読めず、続く言葉を待つ。

「自分もお師し匠しよう様と同じ──『ヴァルハラの晩ご飯』にしてほしいっす」

「「なっ……！」」

　ボクとブリュンヒルデさまは揃そろって声を上げる。二人が全く同じリアクションを起こしたのなら、今のイクスのセリフは聞き間ま違ちがいなんかじゃないってことだ。

「な、何言ってるんだよイクス！　そんなことできるわけがないじゃないか！」

「そうですよイクスさん！　セイさんが晩ご飯になれるのはセイさんだけの特別な力があるからであって、誰だれでもできるという訳では……!!」

「いえ、可能なハズっす。自分はラタトスクから聞いたっす。お師し匠しよう様の生き返りの力〝グルヴェイグ〟は、他人に譲渡できるって」

　それは……確かにそうだ。

　以前の反乱事件で判明したことだけど、エインヘリヤルが宿す〝グルヴェイグ〟の力は、実際にはエインヘリヤルの力ではなく、ボクだけの力だった。でもその力は、一時的かつ限定的ではあるけど、条件さえ満たせば別の誰だれかに譲じよう渡とすることができることも分かっている。

　その条件とは、ボクを食べること。

　そうすることでその人は一度だけ生き返れる。そして恐おそらく、蘇そ生せい後に改めてボクを食べることで、その人は再び生き返れるようになるはず。それを繰くり返かえすことで、何度でも。

「でもそれは、状じよう況きよう証しよう拠こからロキが導き出したものであって確証はないんだ。それに〝エインヘリヤル以外の存在〟にまでその条件が適用されるかどうかは、まだ検証が不ふ充じゆう分ぶん。ブリュンヒルデさまにはどうにか力の譲じよう渡とが適用されたみたいだけど……それにしたって不確定要素が多すぎるよ、やめておいた方がいい」

「いえ、それなら寧むしろ自分が確証に変えてみせるっす。〝グルヴェイグ〟の譲じよう渡とはどんな存在にとっても安全で確実だって事を、自分が体を張って証明するっす！」

「バカなこと言わないでよイクス！　もし失敗すればキミは死ぬ！　二度と生き返れないんだよ!?　なのにそれを試ためそうって言うの!?」

「おっす！　自分、覚かく悟ごはできてるっす！」

「そういう問題じゃない！　覚かく悟ごで命の重さは軽くなったりしないんだ！」

「……お言葉っすが……それならどうしてお師し匠しよう様は死ねるんすか？」

　突とつ然ぜん、イクスは真顔でそんなことを言う。心の底まで見み透すかすようなその視線に、ボクは思わず体を強こわ張ばらせた。

「ボクは死ねるから死んでるわけじゃないよ。ボクは死んでも生き返るけど、他の家畜みんなは生き返らない。ならボクが、みんなの代わりに死ぬ。ボクはみんなに生きていてほしいんだ」

「違ちがうっす。自分が聞きたいのはそういう綺き麗れい事ごとじゃないっす。そうじゃなくて……確証なんて初めからないじゃないっすか」

「確証がないって……何のこと？」

　イクスは一体、何を言おうとしてるんだ？　分からない、分からないけど……言葉の続きを聞くのがとても怖こわい。ボクはその言葉を、聞いちゃいけない気がする。

　だけど──イクスは無情にも、その先を口にした。

「お師し匠しよう様の〝グルヴェイグ〟。それが永久に何度でも、確実に発動すると……どうして言い切れるんすか？」

「ッ!!」

　それは……そのことは……ボクがずっと、考えないようにしてきたこと。

　ボクのこの力には、当然だけど前例がない。この世界の歴史上、ただの一件も。

　死んでも日にち没ぼつのたびに必ず生き返れると、誰だれかに保証されたわけじゃない。今までそうだったから、これからもそうだろうと……勝手に思おもい込こんでいるだけなんだ。

「勘かん違ちがいしないでほしいっす。自分はお師し匠しよう様を責めてる訳でもないし、怖こわがらせたい訳でもないっす。ただ考えてほしいだけ。……お師し匠しよう様は確証のない生き返りの力を使い、これまでずっと死に続けてきたっす。たとえ確証がなかろうとも、他のみんなのために命を懸かける。そんな誰だれにも負けない『最強の意志』がなければ……自分は一生お師し匠しよう様に近付けない。だからこそ自分も、お師し匠しよう様と同じように命を懸かけるんすよ」

　そう告げたイクスの目には、もう既すでに『最強の意志』が宿っていた。

　……分かったよ。少なくともボクには、彼かの女じよの覚かく悟ごにとやかく言う資格はない。いや、むしろ応おう援えんしたいとさえ思った。

「ブリュンヒルデさま、お願いがあります。これから『ヴァルハラキッチン』で、ボクとイクスによる〝グルヴェイグ〟譲じよう渡との検証実験を行いますので、神さまがたに見届け人として立ち会って頂きたいんです」

　そんなボクのお願いを受け、ブリュンヒルデさまは全すべての想おもいを吞のみ込こんで、全てを察した。

「分かりました。できるだけ多くの神族に見届けてもらえるように、急いで知らせてきます」

　魔ま力りよくで編んだ翼つばさを広げ、すぐさま飛び去って行くブリュンヒルデさま。彼かの女じよは絶対に仕事を果たす、これで必要な役者は揃そろうはずだ。

　さぁ、こっちも準備を進めよう。尊い二つの命をベットする、この世で最も危険な賭かけの始まりだ！







　日にち没ぼつを間近に控ひかえた『ヴァルハラキッチン』。その調理台の上で、ボクは静かに出番の時を待っていた。

　隣となりのカマドではボクの宝具、魔ま法ほうの鍋なべ〝エルドフリームニル〟がグツグツとお湯を煮に立たてている。湯加減は……うん、そろそろ頃ころ合あいかな。

　キッチンのバックヤードには、ブリュンヒルデさまが声を掛かけて下さったお陰かげでたくさんの神さまがたがお見えになっている。その中には当然のように、オーディンさまのお姿もあった。

　ロキの姿が見えないのは少し気き掛がかりだけど、まぁロキは遊び歩いているように見えて何だかんだ忙いそがしいからね。魔ま狼ろうフェンリルを解放するための剣けんの材料を探して回ってるのかもしれないし、向こうから姿を見せるまでは放っておいていいだろう。

「じゃあセイ君、そろそろいってみようか。……準備はいいかい？」

　久ひさし振ぶりだからか、それとも神さまたちがご覧になっているからか、普ふ段だんよりも神しん妙みような顔つきで言う料理長。ボクは無言で大きく頷うなずきを返すと、調理台の上をゆっくりと移動する。

　終着点であるまな板に足をかけつつ、おもむろに視線を落とす。調理台の下から真しん剣けんな瞳ひとみでボクを見上げているのは、シカモードになったイクスだ。

「……これが最さい期ごのお別れには……ならないよね？」

　誰だれにも聞こえないような小さな声で、ボクは呟つぶやく。

　大だい丈じよう夫ぶ。ボクならきっと、今回も問題なく生き返れるはず。だから心配なのはそっちじゃなくて、イクスの方だ。

　これからボクが一足先に料理になって、それをイクスが一口食べる。ロキの仮説がただの獣けものにも正しく適用されるなら、それでイクスはボクと同じ蘇そ生せい能力を一度だけ使えるようになる。その状態のイクスなら、料理されても日にち没ぼつが来ればボクと一いつ緒しよにカマドの横へ蘇そ生せいするはずだ。

　だけどもし……名も無き有う象ぞう無む象ぞうにはロキの仮説が適用されないのだとしたら、そうはならない。イクスだけは生き返らず、ボクとイクスは今こん生じようの別れとなってしまうだろう。

「イクス。絶対にまた、ここで会おうね」

「おっす！　任せて下さいっす！　自分はお師し匠しよう様の一いち番ばん弟子でしっすからね！」

　気持ちのいい返事で答える愛まな弟子でしを、ボクは誇ほこらしく思う。

　あらゆる勝負でボクに全勝した彼かの女じよなら、きっと大だい丈じよう夫ぶさ。さぁセーフリームニル、安心して鍋なべの中に飛とび込こもうじゃないか！

「……、っ……あ、ちょっと待って下さいね？　ゴホンッ！　よ、よぉしいくぞ、すぐいくぞ、絶対いくぞ、ほらいくぞ？」

「あの、分かったからセイ君……そろそろ」

「こここここっちだって分かってますよぉ！　うわぁん、みんな大っ嫌きらいだぁ[image: ～][image: ～]っ!!」

　チクショウめ！　もう完全にヤケっぱちだよ全然カッコよくないよ！　でもしょうがないじゃないか！　やっぱり死ぬのは怖こわいし、ホントに久ひさし振ぶりなんだから！

「あぁぁっぢいいぃぃぃぃーーーーーーーーッッ!!」

　まぁそうは言っても、最終的には飛とび込こめちゃう潔いさぎよさは自分でも褒ほめてあげたい。

　グッドラック、イクス。

　意識が途と切ぎれる寸前。ボクは煮にえたぎる鍋なべの底に沈しずみながら、グッと親指を突つき立たてた。

　とはいえボクの前足は蹄ひづめだし、誰だれの目にもそうは映らなかっただろうけど、ね。

　……………………。

　…………。







「！　よし生き返った！　イクスは……っ!?」

　ボクは〝グルヴェイグ〟が発動して蘇そ生せいした瞬しゆん間かんに飛び起きて、すぐさまイクスの安否を確かく認にんする。

「おぉ、流石さすがにセイ君の方は一いつ瞬しゆんで目を覚ますなぁ。ほら、イクス君なら君の隣となりで寝ねてるよ」

「え、あぁイクスッ！　よかった！　ちゃんと生き返ったんだね！」

　隣となりで眠ねむるように横たわるイクスを見つけ、ボクは彼かの女じよをゆさゆさと揺ゆさぶる。

「んー、なんなん……ふぁっ!?　あっ、自分……ほんとに生き返ってるっす！　凄すごいっす！　実験大成功っすよ！」

　蘇そ生せいによる疲ひ労ろうを感じさせるものの、イクスは元気そうだ。

　そしてイクスが言うように、ボクらの生せい還かんは実証実験の成功を意味していた。

　即すなわち……ボクを一口食べさえすれば、誰だれであっても一度は生き返れる。神界『アースガルド』の神さまがたは既すでにボクの肉を食べたことがあるから、なんと全員が等しく蘇そ生せい可能な状態になってるってわけだね。ボクが言うのも何だけど、これは正直言って凄すごいことだよ。

　ボクらの無事と実験成功を祝う拍はく手しゆが降り注ぐ中、一部始終をご覧になっていたオーディンさまがやや興奮した面おも持もちで前に歩み出る。

「素す晴ばらしい！　素す晴ばらしいぞセーフリームニル、そしてエイクスュルニル。これで我らは、巨きよ人じん共どもへの強力な切り札を手に入れた事がより確定的となった。ワシは新たに命じよう。セーフリームニルよ、今後はそなたの肉を許可なく他種族に与あたえる事を固く禁ずる。よいな？」

「は、はいっ！　オーディンさまの仰おおせのままに！　……って……」

「む？　何だ？　どうかしたのかセーフリームニル」

「あっ、いや、その……」

　おいおいおいおい、これはちょっとマズイんじゃないのか？

　ボクの肉を他種族に与あたえるなって今いま更さら言われても……ボクは以前、よりにもよってあの魔ま狼ろうフェンリルに自分の肉を振ふる舞まってしまった。ということは、オーディンさまが目の敵かたきにしているフェンリルが、もうとっくに蘇そ生せい可能な状態になっていることになる。

　そしてそんなことを軽々しくはできないけど、もし仮に〝一度殺して新しい体に蘇そ生せいさせたなら〟、拘束具グレイプニルを断たち切きるまでもなくフェンリルは自由の身になるってことだよね？

　しかもそれだけじゃない。世せ界かい樹じゆ倒とう壊かいの危機を招いた邪じや竜りゆうニーズヘッグにも、親しん睦ぼくの証あかしとしてボクの肉を食べさせちゃったんだ。これはもう、明らかに手て遅おくれな予感……。

「オ、オーディンさま、あのですね……」

「うむ、どうした？　言いたい事があるならば遠えん慮りよなく言うがよい」

　もう既すでに手て遅おくれであることをオーディンさまに伝えるべきか伝えないでいるべきか……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っよし！　決めた！

「機会があれば両親にも食べてもらいたいなぁ、と思ってたんですが……」

「あぁ。うむ、それであれば許可しよう。とはいえあの夫妻が食べたがるとは思えんが」

　そりゃそうだ。さすが、オーディンさまは分かっていらっしゃる。でもこれでいい、ボクはオーディンさまに忠誠を誓ちかっているけど、フェンリルと対立したいわけでもない。不都合にはとりあえず蓋ふたをして、今はボクの有用性だけをアピールしておくことにしよう。

　そうすれば、これからは単なる料理じゃなくて他人に蘇そ生せい能力を付ふ与よできる存在として一段と重宝されるようになるかもしれない。ボクは言うほど上じよう昇しよう思考が強いわけじゃないけど、株が上がるのならそれに越こしたことはないからね。

　とまぁ、そんなこんなで実験は無事終しゆう了りよう。

　それと同時に、キッチンの隣となりにある大食堂がにわかに騒さわがしくなってきた。今日の演習を終えたエインヘリヤルたちが食事をとりにやってきたみたいだ。

「おっともうこんな時間か、早く料理を出さないと。セイ君、それとイクス君も、よかったら配はい膳ぜんの手伝いを頼たのめるかい？」

「もちろんです！　できるよね？　イクス」

「当然っす！　バリバリ働くっすよ！」

「ふふっ。イクスさんは慣れない蘇そ生せいをしたばかりですから、あまり無理しないで下さいね？」

　張り切るイクスの頭を優やさしく一ひと撫なでし、率そつ先せんして配はい膳ぜんの準備を進めるブリュンヒルデさま。

　そうだね、無理だけはさせないようにボクがしっかり見ておいてあげなくちゃ。配はい膳ぜんはあくまでもお手伝い、主な仕事は本業であるブリュンヒルデさまたちヴァルキューレ姉し妹まいにお任せしよう。

　配はい膳ぜんを終えて晩ばん餐さんが始まる頃ころには、実証実験のために集まっていた神さまがたはほとんど持ち場にお戻もどりになっていた。

　そんな中、主神であるオーディンさまが未いまだに残って様子を見ていたのはちょっと意外。

　多分、久ひさ方かた振ぶりに肉料理を解禁されたエインヘリヤルたちの様子を、直じかに見届けたかったんだろう。

「っくぅぅぅぅ[image: ～][image: ～]!!　うめぇ!!　やっぱこれだねぇ！　青クセェ葉っぱ料理なんざ食ってられっかよ！」

「あぁ！　その点肉料理ってすげぇよな！　最後まで肉にく汁じゆうたっぷりだもん！」

「うんうまい肉だ。いかにも肉って肉だ。もぐもぐ」

　実に一か月振ぶりの肉料理にありつき、戦士たちはそれぞれの言葉で喜びを表して舌した鼓つづみを打つ。

　フフン、そりゃあ感動も一入ひとしおだろうさ。何たってそれは普ふ通つうの肉じゃない、ボクの肉だからね。

　刑けいが処されて一か月。夜の仕事が減った分、ボクは一層トレーニングに励はげんだんだ。今のボクの肉質はハッキリ言って五等級、目標の最高ランクさ！　……自己評価だけど。

「……ん？　待てよ……オイちょっと待てよ……こっちの肉……こいつぁッ!!」

　ってあれ？　どうしたのかな？　何だか食堂の一角だけ空気が変わったような……。

「かァァ……この超ちよう絶ぜつの美味はァ……!!」

「腰こしの抜ぬけるような肉だ！　解かい析せきできない!!」

「深いぞ！　深いぞこの味はーーーーッッ!!」

　え……ちょ、ちょっと、どういうことなの？　何だか流れ変わったよ？　一角だけに留まっていた空気は瞬しゆん時じに食堂全体へと広がり、今や上を下への大おお騒さわぎだ。

「こ、これは一体……何が起こったというのだ……？」

　ほら、さすがのオーディンさまですら戸と惑まどいを隠かくせないでいるじゃないか。

　騒さわいでいる人たちを見ると、どうやら全員が我われ先さきにと肉を奪うばい合あっているみたいだ。

　ん……？　気のせいかな、あの肉は多分、ボクのじゃない。まさか……まさかあの肉は……。

「イクスの……肉？」

　そう、そのまさかだ。事もあろうにエインヘリヤルたちは、ボクの肉そっちのけでイクスの肉に齧かぶり付ついている！

「イクスの肉だとぉ？　おいてめぇイノシシ、イクスの肉って何だ!?　こいつはお前の肉じゃねぇってのか!?　イクスってなぁどこのどいつだ!?」

「はぅぅっ！　じ、自分っすけど……お、お師し匠しよう様、怖こわいっすぅ！」

　男たちに血走った目を向けられて、縮み上がったイクスは思わずマンナズのルーンで人じん化か。ボクを後ろから抱だきしめてきた。

「シカかと思ったら変身した!?　へいへい女だ、悪かねぇぜ！」

「あぁこりゃイノシシより断然いいなぁ！　実際こっちのが美味うまいしよ！」

　あわわわ、やっぱりというか、みんなノってきちゃったよ。どうして不用意に女の子の姿を晒さらしたりしたんだイクス！　こんなの興奮するに決まってる、ボクだってするのに！

「あっ、オーディン様だ！　オーディン様がいらっしゃるぞ！　お願いがありますオーディン様、おれ達たちの晩ばん餐さんに使われる肉を、こっちのシカ女の肉にしてもらえませんか？」

　目め敏ざとくオーディンさまを見つけた一人が跪ひざまずき、全員が一いつ糸し乱れぬ動きでそれに倣ならう。うわぁ、みんなそんなにイクスの肉の方がいいって言うの？

「……聞けぬ事もないが。〝グルヴェイグ〟の力を譲じよう渡とできると分かった以上、毎晩食材となる任務をエイクスュルニルに変へん更こうするのは不可能な事ではないしな」

　オーディンさまの仰おつしやる通り、原理としては充じゆう分ぶんに可能だろう。

　ただし生き返りには能力の譲じよう渡とが必要になるから、イクスは料理にされる前にボクの肉をその都つ度ど食べる必要があるけど……。

「自分も……本当に『ヴァルハラの晩ご飯』に、なれるんすか？」

　その時──イクスがポツリと漏もらす。

　その声は、表面上では冷めて聞こえた。でも内面では、溢あふれ出だしそうなほどの熱を感じる。

「ねぇお師し匠しよう様！　お師し匠しよう様って、料理にされるのはそんなに好きじゃないんすよね!?」

「そ、それはそうだけど。だって怖こわいもん、誰だれだってそうでしょ？」

「おっす！　でも自分は……何だかやれる気がしてるっす！　自分が『ヴァルハラの晩ご飯』になれる、憧あこがれのお師し匠しよう様と同じ仕事が、自分なんかにもできるっ……そう思ったら、居ても立ってもいられないっすよ！」

　メラメラと燃える瞳ひとみがボクを見み据すえる。何だか燃え移りそうな気がして、ボクは咄とつ嗟さに目を逸そらした。

「で、でも大変な仕事だよ？　なにせ死ぬんだ、並なみ大たい抵ていの辛つらさじゃない」

「だからこそっす！　お師し匠しよう様はもう、これまでみたいに死ななくても大だい丈じよう夫ぶ！　これからは自分が代わりに料理になるっすから！」

「何言ってるのさ。一度蘇そ生せいしたらまたボクの肉を食べないと、イクスに生き返りはできないよ？」

「おっす、でもその問題なら簡単にクリアできるっすよ。お師し匠しよう様にもう一回だけ食材として死んで頂ければ、そのお肉を燻くん製せいにするなりして保存食にできるっす。ちょっと手間を掛かけてコンフィにしてもいいし、何ならお手軽にジャーキーとかもありっすね。とにかくそうすればその保存食がなくなるまでの数日間は、自分一人でも食材の代行が可能になるっすよ！」

　そ、そうか、そういう方法もあるのか……。それなら、本当にボクが食材になる必要はほぼなくなるかも。

　でも……それでいいのか？　「何かが違ちがう」と囁ささやく声が、ボクの頭から離はなれない。

　そりゃあボクは料理されるのなんて死ぬほど嫌いやだけど……〝そうなるために〟『ヴァルハラ』へ招かれたボクが〝そうならない〟のなら……ボクは一体、何のためにここにいるんだ？

　それに……ボクは嬉うれしかったんだ。

　昨日の朝、オーディンさまがわざわざボクの部屋を訪おとずれて、個人的に声を掛かけて下さった。これからも料理として頑がん張ばろうって、本気でそう思えた。その矢先に……。

「うむ！　これは本当に美味だな！　エイクスュルニル、いやイクスよ！　そなたの肉であればワシも毎日食したい！　主神の名のもとに宣言しよう。今この時、この言葉を以もつて──この者イクスを新たな晩ばん餐さんの肉とする！」

　って、えぇーーっ!?

　噓うそでしょオーディンさま、あなたまでそれを言っちゃいますか！　しかもイクスって、愛あい称しよう呼びまでなさるようになるほど気に入られて……そんなのボクだってまだなのにっ!!

「お、お言葉ですがオーディンさま！　イクスの肉を食べたところでエインヘリヤルは〝グルヴェイグ〟の力を受うけ継つぐことまではできないと思います！　それだと例の〝死ぬまで訓練〟ができなくなってしまいますがよろしいんですか!?」

「あぁ、その事であれば構わぬ。エインヘリヤルの過か剰じような強化を抑よく制せいするために、〝死ぬまで訓練〟は元々再開しない方針だったのだ。だから肉はイクスのもので問題はない」

　そ、そんな……それじゃあ、それじゃあボクは本格的にお役やく御ご免めん……ってこと？　『ヴァルハラの晩ご飯』にはもう、望んだってなれない……そういうことなの？

「そんなの認め……られるかぁっ!!」

　持久力でも負けて、木登りでも負けて、何でもかんでも負けまくって……おまけに味でも負けただって？　そんなバカなっ！　有り得ないでしょっ！

　そうやって全すべてにおいてボクの上をいくヤツに、ボクはこれから「お師し匠しよう様」と呼ばれ続けなきゃいけないんだよ？　そんな屈くつ辱じよく、ボクには死んでも耐たえられない！

　器うつわの小さいヤツだって？　その通りだよ、笑わば笑え！　ボクのナケナシのプライドだ、傷付けられたまま黙だまってなんかいられるか！

「見てろイクス！　ボクは今より断然美味おいしくなってやる！　そしてキミに心の底から〝お師し匠しよう様〟と呼ばせてやるからな！」

「え、あの、もう呼んでるんすけど……」

「いいの！　気持ちの問題なの！　とにかくもう決めたから！　うおおぉぉ！　絶対に美味おいしくなってやる！　そしてもう一度『ヴァルハラの晩ご飯』になってやるんだぁっ!!」

　ボクの心はこれまで感じたことのない熱を帯び、熱く熱く燃え上がる。元祖・『ヴァルハラの晩ご飯』の意地、見せてあげるよ！

　と、息巻くボクを遠目に見ていたブリュンヒルデさまが、若じやつ干かん呆あきれたように一言。

「それでいいんですか？　セイさん……」

　……はい。いいんです……多分……。
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　反乱したエインヘリヤルたちに科せられていた〝ラタトゥイユの刑けい〟がいよいよ解かれ、彼かれらはおよそ一か月振ぶりに肉料理を食べることを許可された。

　それに伴ともなって、肉担当のボクは再び食材としてまな板の上に立つ……かと思いきや、予想に反してそうはならず。

　ううん、いいんだ。それはいい。ボクだってできることなら料理になんてなりたくないし。

　毎晩の食材としての任を解かれたのはむしろありがたいことで、それを代わってくれたボクの弟子でし・イクスには本当に本当に感謝してる。してるんだけど……。

「でもせめて、何か一つでいいからボクに勝たせて……」

　そう……今問題なのはその一点。ボクを師と呼び慕したってくれる彼かの女じよは、ボクが挑いどんだあらゆる勝負でボクを負かした。それどころか最後には肉の味でさえも上に立ち、ボクのプライドを余すことなく丸まる潰つぶしにしてくれたんだ。無自覚にね。

「このまま負けっ放しでいられるもんか。元祖『ヴァルハラの晩ご飯』の肩かた書がきに懸かけて、せめて味だけでもイクスに勝ちたい……！　師し匠しようとしてのボクのメンツを、食材としてのボクの矜きよう持じを、保つためにもっ！」

　というわけで、ボクは今日から始めるよ。今よりもっと美味おいしくなるための修しゆ行ぎようをね！

「頑がん張ばって下さいセイさん！　私も全力で応おう援えんします！」

「ありがとうございます！　……ってブリュンヒルデさま!?　ど、どうしてこちらに？」

　早朝の『ヴァルハラ大演習場』にこっそりと響ひびかせるはずだった、ボクの決意表明。だけどそこに思わぬ人物からのエールが届けられ、ボクは驚おどろきに仰のけ反ぞった。

「あら、よくご覧なさいなセイ。この場にいるのは何も姉ねえ様さまだけじゃありませんわよ？」

「全くなのですし。セイ氏は草食動物を見習って、もう少し視野を広げるべきなのですし」

「！　ゲルヒさまにオルトリンデさま！　だけじゃない、他のみなさんまで……！」

　続けて投なげ掛かけられた声に反応して目を向けると、そこには他のヴァルキューレ姉し妹まい全員が勢せい揃ぞろいしていた。

　こ、これは一体どういうことなんだろう？　頼たのもしい顔ぶれだけど、この状じよう況きように疑問を抱だかずにはいられない。ボクが首を傾かしげるのを待っていたと言わんばかりに、ブリュンヒルデさまはみんなを代表して疑問に答えてくれた。

「セイさん。私わたし達たちはこれまでのセイさんの頑がん張ばりをずっと近くで見続けてきました。命を懸かけて頑がん張ばるお姿を知っているから、私わたし達たちはセイさんを応おう援えんしたい。あなたの力になりたいんです」

　その場に膝ひざを突つき、なるべく低い目線になるようにしてブリュンヒルデさまはそう言った。

　応おう援えんしたい、か……。そう思ったのはボクの頑がん張ばりがあったからだとブリュンヒルデさまは仰おつしやるけど、ボクにとってはそれよりも……その頑がん張ばりを逃のがさず見ていて下さったということが、何より嬉うれしいと思った。

「ブリュンヒルデさま……それにみなさんも……ありがとうございますっ！」

「そんな、お礼なんて言わないで下さい。ゲルヒルデやロスヴァイセの事をはじめ、私わたし達たち姉し妹まいはセイさんにお世話になってばかりです。私わたし達たちはずっとあなたに恩返しがしたかった……きっと今がその時なんだと、姉し妹まい全員が感じたんです」

「いんや、わしは特段世話になった覚えはないんじゃがのぅ」

「ね。しかもその恩返しが、割とどーでもいい局面で消費されるってのも何だか笑える話よね」

「……ヘルムヴィーゲ？　それにジークルーネも。私、本気で怒おこりますよ？」

「「はいっ！　心を込こめて恩返しいたします!!」」

　あ、あはは……これが長女のカリスマ、なのかなぁ？

　何だか総意とは思えないけど、それでも嬉うれしいお言葉には違ちがいない。勝利の女め神がみの微笑ほほえみが九人分……これ以上に心強いことがこの世にあるだろうか？　いや、あろうはずがない！

　ボクは確信した。この修しゆ行ぎよう、最高に幸さい先さきのいいスタートが切れそうだ！

「それじゃあ早さつ速そくなのですが、具体的にはどうしましょう？　実を言うとボク、これまでやってきたジョギングやトレーニングメニューを二倍に増やすくらいしか考えてなくて……。みなさんには何かいい案ってありますかね？」

「その事でしたら私わたし達たちに任せて下さい！　それを宿題にしてみんなに一晩考えてきてもらいましたから。さぁ、早さつ速そく始めましょう。第一回！　セイさんを美味おいしくしましょう会議～！」

　言って、わ～っと楽しげに囃はやし立たてるブリュンヒルデさま。ボクもつられて蹄ひづめを叩たたくけど、そもそも会議ってこんな楽しげな感じに始めるものだっけ……？　ま、まぁ前の『新しいお仕事を見つけましょう会議』も似たような始まり方だったし、細かいことは言いっこなしだ。

　さ～て、宿題の成果を最初に見せてくれるのは……やっぱり上から順かな？　と思ってブリュンヒルデさまの方を見ると、ブリュンヒルデさまは何故なぜだか素す早ばやく視線を逸そらした。

「あれ？　あ、あの、ブリュンヒルデさま……？」

「いえ待って下さいセイさん、ちゃんと考えてきてますよ？　でも私、自分の案にあんまり自信がないというか……わ、私の案は後回しという事にしてもらってもいいでしょうか？」

　控ひかえめな調子でそう言うと、ブリュンヒルデさまはチラリとゲルヒさまに視線を送る。

「まぁ！　全く姉ねえ様さまときたらだらしがありませんのね。でしたらワタクシが一いち番ばん槍やりを」

「ハイハイハイ待って待って！　今回はあたしから行かせてもらうわ！」

　おっと、次女のゲルヒさまの言葉を遮さえぎってまで主張してきたのは姉し妹まいの七女・ジークルーネさまだ。

　なるほど、このまま上から順に回ってくるのを待っていたら自分の番が遅おくれてしまう。そうなる前に先手を打ってきたってわけだね。前回の反省がよく活いかされてるじゃないか。

「わ、ワタクシの一いち番ばん槍やりが……ま、まぁ別によろしくてよ？　ワタクシは懐ふところの深さも姉し妹まい一だという事を、この辺りで証明しておくのもアリでしょうし」

「ありがとゲルヒ姉さん。ま、今回はあたしが一発でキメちゃうんだけどね」

　ジークルーネさま、やけに自信たっぷりだなぁ。あんまり不ふ遜そんだと逆に不安なんだけど……。

「ふっふ～ん、あたしが考えてきた案はね、ズバリこれよ！」

「？　な、何ですか？　これは……」

「見れば分かるでしょ？　注射器よ。力のルーン〝ウルズ〟を氷に刻んで、溶とかしたものが中に入ってるの。これを打てば一いつ瞬しゆんでムキムキ、アンタの肉がしっかり引ひき締しまるわ！」

「いや待って！　ルーンを体内に注射するとか聞いたことないんですけど！　そんなことして平気なんですか？」

「平気よ。先にマウスで実験したけど、ムキムキになり過ぎて爆ばく発はつ四し散さんした程度だったわ！」

「平気じゃないじゃん兵器じゃん!!　それも最低最悪の部類!!　完全にヘイキ違ちがいだよ!!」

　勇んで発表してくれたジークルーネさまの案は、全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として却きやつ下かさせて頂いた。平気な顔して何言ってるんだか……もう平気の定義に辟へき易えきだよ。

「ホホホ、ジークルーネが身を挺ていしてハードル下げをしてくれたお陰かげで、ワタクシの案が発表し易やすくなりましたわね。では改めて、ワタクシが提唱する修しゆ行ぎようは……コレですわっ！」

　そう言うゲルヒさまの掌てのひらに乗せられていたのは、何やら白くて長細い物体。

「何だこれ……あ、これって〝もやし〟……ですか？」

「その通りですわセイ。これは豆もやし。成長が早いと言われる新芽作物の代表ですわね」

「そうですね。で……一体これをどうしろと？」

「もちろん観察するのですわ！　育て始めた瞬しゆん間かんから圧あつ倒とう的てきなスピードで美味おいしく成長するこの豆もやしを研究すれば、きっと最速で美味おいしくなれるはず！　何事も速さが肝かん心じんでしてよ？」

　すみませんゲルヒさま。あなたは急がば回れという言葉をご存じでしょうか……？

「ゲルヒさま、残念ですがボクは動物性ですので、この美味おいしさは真似まねできません」

「あ、あら、それもそうですわね……うぅ、またしてもお力になれず申し訳ありませんわ……」

　う～ん、手っ取り早く美味おいしくなる方法を考えた結果なんだろうけど、残念。発想がぶっ飛び過ぎてて時代が追いつけなかったみたいだね。

　じゃあ続いては……三女のオルトリンデさま。

「ふふふ……リンデの番なのですし？　全く、ジークルーネもゲルヒ姉ねえも手ぬるいのですし。その点リンデは前回の苦くるし紛まぎれとは違ちがい、今回は正直言ってかなり自信があるのですし。大いに期待するといいのですし」

　おお！　何だか期待が持てそうなセリフだぞ、お顔は相変わらず無表情だけど。前回の案が苦くるし紛まぎれだったっていうのは微び妙みように引っかかるけど、そこは聞き流して話を聞こうじゃないか。

「セイ氏はイクス女史より美味おいしくなりたい……しかし勝てずに困っている。この認にん識しきに間ま違ちがいはないですし？」

「はい間ま違ちがいありません。だからこそ、ボクは今より美味おいしくならなきゃいけないんです！」

「い～や、違ちがうのですし。寧むしろその発想を逆転するのですし」

「発想を逆転？　そ、それってどういう……」

「簡単なのですし。セイ氏を美味おいしくするより先に、イクス女史の肉が今よりマズくなるようにする。そのためリンデは彼かの女じよの朝食に毒を盛ってきたのですし。きっともうすぐ」

「その毒どく飯めしを回収してきて今すぐにっっ!!」

　前のめり気味の却きやつ下かを食らい、オルトリンデさまは渋しぶ々しぶ食堂に向かって走っていった。

　あぁもう、認にん識しきはともかく手段が間ま違ちがいだらけだよあの人！　どうして今回の案に自信が持てたんだ？　前回と大して変わらないヒドさじゃないか。

「どどっ、毒ご飯を用意するだなんて凄すごいです、ワ、ワタシにはとても真似まねできないです」

「いや真似まねしなくていいですからねグリムゲルデさま。え～っと次は……ヴァルトラウテさま、何かありますか？」

　ボクは心の奥おくで淡あわい期待を抱いだきつつ、ヴァルトラウテさまの方を見る。彼かの女じよは「任せて」と色っぽくウインクすると、豊満な胸の谷間からキラリと光る何かを取り出した。

「ボクちゃん。これ、な～んだ？」

「え、何でしょう？　これは……〝鍵かぎ〟ですか？」

「せいか～い、その通りよぉ。どこの鍵かぎかと言うとね～？　それ、お姉さんのお部屋の鍵かぎなの」

「と、言いますと……？」

「ボクちゃんがちゃ～んと美味おいしくなれたら、遊びにきてね～」

「「「「「「「!?」」」」」」」

　瞬しゆん間かん、他の姉し妹まいたちがザワっと空気にノイズを走らせる。

　うおぉぉこれは予想以上の展開ッ！　美味おいしくなるための方法ではなく、美味おいしくなれた時のご褒ほう美びを用意してきただって!?　これはもう絶対に勝つっきゃない！　毒だろうと何だろうと手段を選んでる場合じゃないよ！

「すみません、ちょっと今からオルトリンデさまを連れ戻もどしてきます！」

「ちょっ、セイさん!?　さらっと毒殺の案を採用しないで下さい！　それは犯罪ですよ!?」

『ヴァルハラ』に向けて走り出したボクを、必死の形相で引き止めるブリュンヒルデさま。

　そ、そうか……そうだよね。うん、それは犯罪だ。絶対にやっちゃいけない。

「ありがとうございますブリュンヒルデさま。ボク、とんでもない過あやまちを犯おかすところでした」

「いいんです、分かってくれれば。あと、その鍵かぎもちゃんと返して下さいね？」

「……何のことでしょう？」

「とぼけても無む駄だです。返して下さい、今すぐに」

「……はい……」

　ブリュンヒルデさまに咎とがめられ、ボクは泣く泣く鍵かぎをヴァルトラウテさまに返へん還かんした。無念。

「え～っと次は五女の……シュヴェルトライテさまの番ですね」

「ハッ！　セイ殿どの、このシュヴェルトライテ、前回は不覚を取りましたが今回は確しかと案を考えて参りました。さ、どうぞお納めを」

　前回の失敗をよっぽど気にしているのか、シュヴェルトライテさまは初めて会話した時のような気合いの入った口調で言って、ある物を差し出してきた。

「お納めをってこれ、剣けんじゃないですか！　どうしてボクにこんな物を？」

「我わが愛あい剣けん『リヒト・シュプリッター』と『ナハト・シュプリッター』。僭せん越えつながら剣けん姫きの名を冠かんするこの私の、自じ慢まんの二ふた振ふりです。良き料理を作る為ためには良き食材と、良き料理人、そして良き道具が必ひつ須す。我わが剣けんで肉を切り分ければ、それだけで一段上の味が約束される事でしょう」

「あの……すみません。確か料理長が使ってる包丁も、伝説級の業わざ物ものらしいですよ」

「伝説の包丁!?　くっ、何たる事……！　我わが剣けんの輝かがやきは本来、戦場でのみ映はえるもの。食の道を極めし刃やいばの前では、我わが剣けんといえどナマクラ同然……不覚！」

　地に手と膝ひざを突つき、全身で絶望感を表現して歯を食いしばるシュヴェルトライテさま。

　うん……本当に申し訳ない。自じ慢まんの剣けんを差し出した上での敗北は、きっと前回よりも傷が深くなるかもしれないね……。

「かっかっか！　頭の中まで刀とう剣けん尽づくしのシュヴェルトライテには、柔じゆう軟なんな発想なんぞ無理に決まっておるじゃろう。ここはこのわしに任せておけ！」

「あ～あ、次はヘルムヴィーゲさまかぁ……」

「な、なんじゃい、まぁたそんな期待感ゼロな目で見おって！　いい加減失礼じゃぞ!?」

「！　すっ、すみませんでした！　知ち恵えをお借りする立場でありながら、ボクってやつは……」

「うむ、分かればよい。さて、それではわしの案じゃが……聞けば度ど肝ぎもを抜ぬかれる事じゃろう」

　何だって？　このお方がそこまで豪ごう語ごするなんて、一体どんな考えをお持ちなんだ？

「心して聞くがよい。わしの案は……無い！」

「って無いんかい！」

　何なんだこの人！　無いならどうして期待を煽あおるようなことをわざわざ言った!?

「ふははっ、このわしが〝宿題〟という二文字を聞いて素す直なおにやる気を出すとでも思ったか？　出す訳がないじゃろ！　寧むしろいつもよりぐっすり眠ねむってやったわい！」

「へぇ～、そうなんですか。なら今日はサボらずしっかり任務がこなせそうですね？　ヘルムヴィーゲ？」

「あ、いや……うん、そうじゃな姉あね君ぎみ、今日のところはそうするかのぅ……」

　詰つめ寄よるブリュンヒルデさまのお顔を見て、ダラダラと冷ひや汗あせを流すヘルムヴィーゲさま。気になる……ブリュンヒルデさまは一体、どれほど恐おそろしい形ぎよう相そうを……？

　ま、まぁそれはそれとして、気を取り直していこう。次は八女のグリムゲルデさまか。

　さてさて、前回ボロボロだったコミュニケーション能力は、ちゃんと磨みがいてきたのかな？

「……」

　その場の全員の視線が向けられる中、グルムゲルデさまは無言＆無反応。おぉ、この状じよう況きようでこんなにも落ち着いていられるなんて！　どうやらしっかり度胸がついたみたいだね。

「……ってあの……グリムゲルデさま？」

　待つこと数秒後──あまりにも無言が続いたので、ボクは痺しびれを切らしてグリムゲルデさまに声を掛かけた。すると……。

「あわっ!?　えわっ、ワタシの番ですかっ!?　ごごごごめんなさいごめんなさいっ！　ちょっと瞑めい想そうしてましたっ！」

　瞑めい想そうって……何だぁ、注目されてること自体に気が付いてなかっただけなのか。感心して損しちゃったよ。このお方は仮面つけてるから、目を閉じてるとか分からないし。

「なるほどその手があったわい！　あ～、実を言うとわしもな？　サボり中に寝ねとるわけじゃのうて、グリムゲルデのように瞑めい想そうしておったんじゃ」

「へぇへぇそーですかそーですか。……で、グリムゲルデさま、瞑めい想そうはそのくらいにして考えてきた案を聞かせて頂けますか？」

「はははいっ！　ちゃんと考えてきました、忘れてもいません！　ワタシが考えた案はですね……実は今、ワタシの使つかい魔まのワンちゃんたちがイクスちゃんを見張ってます」

「ん？　それは今回の話とどういう関係が……？」

「関係あります、大アリなんです。このあとワタシが指をパチンと鳴らします。するとですね……使つかい魔またちがイクスちゃんを食べます」

「絶対に鳴らさないで下さいよ？」

「え……？　わ、分かりました。じゃあ口頭で直接命令してきますね？」

「なに一つ分かってらっしゃらないっ!!」

　だからライバルを消そうという物ぶつ騒そうな魂こん胆たんが、そもそもオルトリンデさまと同レベルなんですよ！　オルトリンデさまの真似まねができないだなんて一体どの口が言ったの!?

「とにかく、グリムゲルデさまの案はナシで。お気持ちだけありがたく受け取っておきます」

「わぁ、受け取ってくれてありがとうございますっ！　今回はお役に立てましたね！」

　役に立った、のかなぁ？　まぁどこかの六女さまと違ちがって協力してくれただけでも嬉うれしいから、ここは突つっ込こまないでおこう。

　と……いうわけで。

　こう言ってしまうのも何だけど、ここまでは茶番。そしてここからが本番だ。前回の会議で一番の功績を残した姉し妹まいの九女・ヴァイセの登場です！

「わたしの番だねっ！　よぉし、わたし頑がん張ばっちゃうよぉ！」

「あはは、気を楽にして平気だよヴァイセ。今回頑がん張ばらなきゃいけないのはボクなんだから」

「あっ、そうだよね。えへへ、つい気合いが入っちゃって……。でもわたしが考えてきた案だとね、セイくんには本当に少し頑がん張ばってもらわないといけないんだぁ」

　そう言って、ヴァイセは申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。いや、ヴァイセがそんな顔をする必要なんてない。ボクは頑がん張ばる、みんなはその頑がん張ばり方を教えてくれればそれでいいんだから。

「大だい丈じよう夫ぶ。ボクのことは気にしないでいいから、考えた案を教えて？」

「うんっ、分かったよ！　じゃあセイくん、早さつ速そくだけど今すぐマンナズのルーンで人間モードになって、この服に着き替がえてくれるかな？」

「あぁ、着き替がえるんだね、了りよう解かい。……〝マンナズ〟！」

　ボクはヴァイセに言われるがまま、変へん化げの魔ま術じゆつで人間モードにチェンジ。そしてなされるがまま、用意してもらった衣い装しように着き替がえた。言うまでもないと思うけど、着き替がえは近くの茂しげみの中で済ませたよ。ボクの生なま着き替がえを披ひ露ろうされて得する人なんてどこにもいやしないからね。

「お待たせヴァイセ。でもこの服、何だか下半身がスースーするね……って何じゃこりゃあ!?」

　茂しげみから出て自分の体に目を落とした瞬しゆん間かん、ボクは本当の意味で目玉を落としそうになるぐらい驚おどろいた。

　だってそうでしょ？　ボクが着き替がえた服……それは袖そでがパフスリーブになっている黒いワンピースに、フリル付きの白いエプロンを組み合わせた女性用衣い装しよう。いわゆるエプロンドレスだったんだから。もちろん、頭にはフリフリなホワイトブリムを装着済み。

　こういう格好で歩き回ってる女性なら、女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』とかでボクも何度か見たことがあるぞ。これはそう……〝メイドさん〟の格好だ。

「ここここここれはッ!!　ロロッロ、ロスヴァイセッ!!　どうしてコレがセイさんに似合うと分かったんですかっ!?」

　ボクの姿を視し認にんすると同時に、戦せん闘とう時じにしか見せないような鋭するどい踏ふみ込こみでヴァイセに近付き肩かたを摑つかむブリュンヒルデさま。

　ヴァイセはビクリと体を震ふるわせると、怯おびえたように目をグルグルさせて答えた。
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「た、確かにすっごく似合ってるけど、わたしは別に似合うと思ったからセイくんに着てもらったわけじゃないよぉ」

「つつつつまり似合う似合わないに拘かかわらずただ純じゆん粋すいに着せたかったと!?　流石さすがは『白き風ふう狼ろう』、凄すさまじい嗅きゆう覚かくです！　当然色いろ違ちがいの服も用意しているんですよね!?」

「う、ううん、それ一着だけ……」

「有り得ないっ！　駄だ目めじゃないですかロスヴァイセ！　ここは最低でも紺こんと茶の二色は用意しておかないと！　あぁ！　それよりもこの機会にフレンチメイド型も着て頂かなくては！　待ってて下さい、すぐに仕立ててきます！」

「お、落ち着いて下さいブリュンヒルデさま！　これでも今は会議中ですよ！」

「はっ……!?　そ、そう言えばそうでしたね。私とした事が少し取り乱してしまいました……」

　今〝少し〟と仰おつしやりましたか？　ボクにはかなり尋じん常じようじゃないレベルに見えたんですが……。

　だってほら。比ひ較かくするわけじゃないですけど、他の妹さんたちはヒドく冷静な目でボクを見てますよ？

「セイ……貴方あなたって本当に男の子ですの？　そう言えば確かめた事はありませんでしたわね」

「大だい丈じよう夫ぶ、その辺りの事はお姉さんに任せて～。今度チェックしてみるわ～」

　いや待って！　どうやって確かめるおつもりですかヴァルトラウテさま！

「なんと軟なん弱じやくな……セイ殿どの、そのような女め々めしい格好をして恥はずかしくはないのですか！」

「恥はずかしいに決まってるでしょ!?　何ならお代わりしますけど!?」

「へっ……!?　あぁいやっ、私は別にセイ殿どのが私より可か愛わいくなった事に嫉しつ妬としているだとか、そんなつもりで言ったのではなく……決して着てみたいというわけでは……」

　なるほど、着てみたいんですね分かりました。今度お部屋の前に置いときますね。

　ていうかゴメン。よくよく見回してみたら、他の妹さんたちも言うほど冷静じゃないみたい。この格好のどこにそんな恐おそろしい効力があるのか知らないけど、色んな意味であまり着ているべき服装じゃないのかも。

「でさ、ヴァイセ。どうしてボクはこんな恥はずかしい格好をさせられてるのかな？」

「それはね……前に任務で人間界に行った時、偶ぐう然ぜん立ち寄った宿やど酒さか場ばのウェイトレスさんがそんな感じの格好をしてたからだよ。そのウェイトレスさんがね、言ってたの。〝料理が美味おいしくなる秘密のおまじないがあるんだ〟、って」

　へぇ、なるほどね。ボクがメイド服なんてものを着させられてるのは、形から入るためなのか。……必要あったのかな、それ。

「納なつ得とくしたかどうかはともかくとして、事情はボクにも分かったよ。で、ヴァイセ、問題のおまじないっていうのは？」

「うん！　それを私がやってみせるから、セイくんも真似まねしてやってみて！　いくよ～？」

　ヴァイセは合図とともに両手の指を合わせてハートの形を作ると、ためらうことなく噂うわさのおまじないを口にした。

「マズイのマズイの～、飛んでけ～っ！」

「えっ……？」

　そのおまじない、ボクが知ってるやつにそっくりなんだけど。主に怪け我がした時にやるやつ。

「どうかした？　セイくん」

「あぁいや。何となく、もっと可か愛わいい感じなのかと思ってたから面食らっちゃってさ」

　う～ん、期待しすぎたのかな……。もっとこう、効き目が強そうなおまじないもありそうなもんだけど。ひょっとしたら、遠い未来のどこかでは凄すごいおまじないが開発されてるかもね。

「え～っと……や、やらなきゃダメなんだよね？　そのおまじない」

「もちろんだよっ！　一応なるべく可か愛わいくやってね！」

　うぅ……笑え顔がおでヒドい注文だよ。メイド姿で可か愛わいいポーズを取れだなんて、やる方も観みる方もたまったもんじゃないだろうに。

「セイさん、早く早く！」

　いやまぁ、ブリュンヒルデさまは見たこともないくらいに目を輝かがやかせていらっしゃいますけどね。……仕方がない、やってやろうじゃないか！　ボクも男だ、こんな格好しててもね！

「マ……マズイのマズイの、飛んでけ～！　……くっ……ど、どう？　これでボク、美味おいしくなれたかな？　なってないと泣きそうなんだけど」

「完かん璧ぺきですセイさんっ！　ほら、何だか甘あまくて美味おいしそうな匂においがしてきましたよ！」

「え、ほんとっ!?　くんくん……わぁ、ヒルデお姉ちゃんの言う通りだよ！　いい匂にお～い！」

　いや、多分その匂においは元々でね……って、野や暮ぼな突つっ込こみはしないでおこう。実際美味おいしくなれたかそうでないかはこの場じゃ判断つかないし。

　と言っても、おまじないの効果が出るのをただ待つだけじゃいられない。ここはご要望通り後回しにしたブリュンヒルデさまの提案で、ビシッと綺き麗れいに締しめくくって頂こうじゃないか。

「というわけでブリュンヒルデさま、最後に案を聞かせて頂けますか？」

「え……あぁ、えっと……私の番なんですね……そうなんですね……」

　それまでのハイテンションはどこへやら、ブリュンヒルデさまは途と端たんに暗い表情を浮うかべて瞼まぶたを伏ふせる。

「あの、どうかしましたか？　ブリュンヒルデさま」

「セイさん、その……やっぱり私の発表はナシという訳には、行きませんかね？」

「ナシ？　いやでも、それをボクに聞かれても……」

　言いつつ、ボクは他のみんなの反応を窺うかがってみる。すると案の定、そこに巻き起こったのは激しい不満の嵐あらしだった。

「おやおや姉君ぃ？　言い出しっぺがその体ていたらくとは、姉し妹まいの長女が聞いて呆あきれるのぅ」

「同感ね。ヒルデ姉さんの事だから案を用意してないって事はないと思うけど……さてはロクな案が浮うかんでなくて、あたし達たちが決定打を出してくれる事を狙ねらってたんでしょ？　そうすれば自分は発表しなくて済んだかもしれないものね」

「あうっ！」

　ジークルーネさまに指し摘てきされ、フラリとよろめくブリュンヒルデさま。この反応……どうやら図星のようですね。

　むぅ……そこまで自信がない案をわざわざ聞き出すのは、何だか悪い気もするな。とはいえブリュンヒルデさまだけ特とく別べつ扱あつかいするわけにもいかない。一体どうすればいいものか……。

　ボクがそう思案していた時──真っ先に動きを見せたのは、意外にもゲルヒさまだった。

「姉ねえ様さま。実際に決定打となる案を一つも出せなかったワタクシ達たちですもの、たとえ姉ねえ様さまがどんな案を発表なさったとしても、それを馬ば鹿かにする者はここにはおりませんわ。だからどうか、心安らかに発表して下さいな。いつでも清せい廉れん潔けつ白ぱくな姉ねえ様さまのこんな姿……ワタクシはこれ以上見たくありませんの」

「……ゲルヒルデ……」

　いつもブリュンヒルデさまと張り合い、追いかけ続ける姉し妹まいの次女、ゲルヒさま。プライドの高い彼かの女じよが、まさか進んでこんな言葉を贈おくるだなんて……ご立派です！

「……分かりました。ヴァルキューレ九姉し妹まいの長女として、きっぱりと発表します！」

　自じ慢まんの妹からの後あと押おしを受け、今──ブリュンヒルデさまは神しん妙みように案を発表なされた。

「私が考えた美味おいしくなるための方法はですね……美味おいしいものをいっぱい食べる、です」

「「「「「「「「……はい？」」」」」」」」

「で、ですからっ、美味おいしいものをいっぱい食べるんです。高級なもの、旬しゆんのもの、色々」

「「「「「「「「どうしてですか？」」」」」」」」

「……よく、食べたものは体になると言いますよね？　だからその……美味おいしくなるには美味おいしいものをいっぱい食べるのが、一番かと思いまして……」

　ふむふむ、なるほどなるほど。

　そうすることで本当に効果があるかどうかはともかくとして、結論は出たよ。そしてそれはボクだけじゃない。彼かの女じよの妹たちも、きっと同じことを思っているに違ちがいない。

（（（（（（（（……可か愛わいい……））））））））

　純じゆん粋すいで真まっ直すぐな、ある意味最も子供らしい発想。きっとそれは本人が一番よく分かっていたんだろう。だからこそ発表するのをあんなにもためらっていたんだ。

「ふふっふ……も、申し訳ありませんわ……さ、流石さすがはワタクシの姉ねえ様さま……」

「うふふっ、可か愛わいいわ～、ほんとに可か愛わいいわ～、これだからヒルデちゃんは、ある意味で長女になりきれないのよねぇ」

「な、な、何を笑ってるんですか二人してっ！　私が長女になりきれないってどういう事ですかヴァルトラウテ！」

「だってほらぁ。相談っていうとみ～んな、ヒルデちゃんじゃなくてお姉さんのところに言いに来るでしょう？　頼たよりにならないってわけじゃないけど～、姉として見るには、ね？」

「そ、そんなぁ……酷ひどいです。みんなもそう思ってるんですか？」

　ブリュンヒルデさまは縋すがるような瞳ひとみで妹いもうと達たちを見つめる。あの、その行動が既すでに頼たよれるお姉さんレベルを引き下げている気がするのですが……。

「姉あね様さま、どうかお気になさらず。誰だれが何と言おうと、このシュヴェルトライテにとっては姉あね様さまこそが姉し妹まい筆頭に相応ふさわしいお方です」

「でも否定はしてくれないんですね？」

「いや、わしも姉あね君ぎみの頑がん張ばりは評価しておるとも。姉君の頑がん張ばりを見ていると、このわしだって『今日も一日がんばるぞい！』という気分にさせられるからのぅ」

「全然そんな風に思えないんですけど……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　ヒルデお姉ちゃんは立派なお姉ちゃんだよっ！　だってちっちゃな子供の気持ちが一番分かるお姉ちゃんって事だもん！」

「そ、それって裏を返すと、私が姉し妹まいで一番子供っぽいって事ですよね……？　はぁ……ロスヴァイセにまでそんな風に思われていただなんて……」

　ガックリと項垂うなだれて涙なみだ目めになるブリュンヒルデさま。

　ふ～む、なるほどねぇ。ボクの中のブリュンヒルデさま像は、凜り々りしくて美しい上に強くてカッコいい、それでいて可か愛わいい面もあるお方って感じだったけど……姉し妹まいの中ではどうも違ちがうみたいだ。

　頼たよれるお姉さんとして必死に頑がん張ばるけど隙すきの多さを隠かくし切れない、ちょっぴり残念な優等生──それが彼かの女じよの真のポジションだったのか。

　いやぁ、いいじゃないですか。ボクはどんなブリュンヒルデさまだって大好きですからね。

「どうか気を落とさずに。今回はブリュンヒルデさまがぶっちぎりの優勝ですから」

「何でですか!?　何が基準で私が優勝したんですか!?」

　うん。強しいて言うなら……『ほっこり度』、かな？

　と、一通り案が出で揃そろったわけだけど、結局のところ「これだ」と言えるような案はなかったように思う。いや、ヴァルキューレさまがたはよく考えてくれたよ。それでも良案が出てこないくらい、この案件は難しいということなんだ。

　となるとここはやっぱり、地道な努力で美味おいしくなるしかないのか……そう思った時だった。

「セイ氏。いつの間にやら大層おかしな格好をしているのですし」

「あ、オルトリンデさま。毒ご飯はちゃんと処分してきましたか？」

「抜ぬかりはないのですし。そして有能なリンデは、ついでにこのお方もお連れしたのですし」

　そう言うオルトリンデの背後には、言われるまでもなく一人の人物が見えていた。ボクはその人物の存在に気付くなり顔を青くしたけど、そいつはボクを見るなり顔を真っ赤にして笑いを堪こらえていらっしゃる……。

「ぶはははっ！　な、何だよセイ！　お前どうしてメイドの格好なんざしてやがんだ!?　人の趣しゆ味みに口出しする気はねーがよ……くくっ、いやマジ似合い過ぎだろ！」

　ついに堪こらえきれなくなって噴ふき出だしたその人物は、ロキ。

　今までどこで何をしてたか知らないけど、最悪なタイミングで現れてくれたなぁ……。

「ロ、ロキ！　あのね、何か失礼な勘かん違ちがいをしてくれちゃってるみたいだけど、これはボクの趣しゆ味みなんかじゃないからね!?　これはそう、美味おいしくなるための修しゆ行ぎようの一いつ環かんなんだよ！」

「ほぉ、どこの変態親父おやじに美味おいしく食われる気だ？」

「ちがっ！　だからそういうのじゃないんだってば！」

「いや悪ぃ悪ぃ、冗じよう談だんだからそんな怒おこるなよ。それにお前の事情なら道すがらオルトリンデに聞いたぜ。厄やつ介かいな弟子でしができちまったんだろ？　随ずい分ぶんと賑にぎやかそうじゃねーか」

　事情を知っていると言うわりに、ロキはあまり真しん剣けんには取り合っていない感じだ。

　そりゃあ美味おいしくなりたいだなんて他人から見ればバカげてるだろうけど、ボクにとっては大問題。食材には食材なりの、深～い悩なやみがあるんだよ。

　とはいえ、ロキはボクを冷やかすためだけにノコノコやって来るような男じゃない。きっと何か考えがあるはずだ。

「ねぇロキ。わざわざオルトリンデさまについて来たってことはさ、ボクの力になりに来てくれたってことなんだよね？」

「まぁ、そのつもりもなくはねーがな。けどよ……」

　答え、ロキは言葉を詰つまらせる。

　？　どうしたんだろう。ロキが浮うかべる表情はこれまでと一変し、どこか険しさが漂ただよっていた。まるで喉のどの奥おくに魚の骨が刺ささったような、もどかしそうな感じ……。

「いや、何つーかさ。お前はもう充じゆう分ぶん頑がん張ばったんじゃねーのか？　代われる奴やつが出てきたんならよ、お前はもう死ななくたって……引退したっていいと思うぜ？」

　ガシガシと頭を搔かき、何となく言葉を選ぶような言い方をするロキ。

　……うん。それはボクも考えたよ。もう何度も言うようだけど、ボクは死にたくなんかない。死なずに済むならそれが一番。

　だけど……最近はその考えが、少しずつ変わってきたように思う。傷付けられたプライドの件を抜ぬきにしてもね。

「前にさ。外がい海かい王おうエーギルさまがボクにこう言って下さったんだ。もしもお屋や敷しきに残るなら、料理にならずとも今以上の地位を約束するって。でも、ボクはそれを断った。断った理由はそう難しくない。ボクはエーギルさまのお屋や敷しきよりも、この『ヴァルハラ』にいたかった。そしてそこで、ボクを認めてくれたみんなと一いつ緒しよにいたかったんだよ」

　それだけじゃない。料理になったボクを食べて、あの魔ま狼ろうフェンリルが涙なみだを流して喜んでくれた。主神であるオーディンさまが、期待していると直じき々じきに仰おつしやられた。おまけに命を懸かけて頑がん張ばるボクの姿がカッコイイと、弟子でし入いりを申し出る子まで現れたんだ。だから……。

「だからボクはこれから先も、みんなに求められる存在でありたい。みんなに望まれるボクでありたい。たとえその方法が、みんなの食事になることであっても」

　ボクの意思を聞き届けたロキは、無言で瞼まぶたを閉じる。そして数秒思案したかと思うと、その顔から険しさを消さずにポツリと呟つぶやいた。

「もし次に死んだ時、生き返らなかったとしても？」

「え……？」

　思わずきょとんとするボクに対し、仮定の話だとロキは言う。でもその目には、何となく本気の光が宿っているような気がした。

　そう感じたからこそ、ボクは真しん剣けんに考えてみる。でもその答えは、自分でも意外なほど簡単に生まれてきた。

「オーディンさまが実家の森を訪おとずれた時に、こう仰おつしやってたのをロキは覚えてる？　〝閉ざされた箱庭で生きながらに腐くさり果てるか、神の宮きゆう殿でんで最上の栄えい誉よのもとに死を遂とげるか〟って」

「……よく覚えてるじゃねーか。確かそんな事を言ってたかもな」

「うん。今のボクにはね、その言葉の意味がよく分かる気がするんだ。『ヴァルハラの晩ご飯』っていうこの仕事はさ──命を懸かけてでもやりたい、心の底から誇ほこれる仕事なんだって」

　言って、ボクは晴れやかに笑ってみせる。そんなボクの笑え顔がおを見たロキは驚おどろいたように目を見開いたかと思うと、目を細めて口元に笑えみを零こぼした。

「そうか、分かったぜ。となると〝グルヴェイグ〟の真相を伝えるのは逆に酷こくか……」

「え？　〝グルヴェイグ〟がどうかした？」

「……いんや。メイド姿じゃ何言っても締しまらねーなって思っただけだ」

「うげっ!?　そう言えばそうだったよ！」

　ロキの指し摘てきを受け、自分が恥はずかしい格好をしていたことを今いま更さらながら思い出す。

　ボクは慌あわててマンナズを解除すると、元のイノシシモードへ。パサリと被かぶさってきたメイド服からモゾモゾと這はい出だせばアラ不思議、いつもの全ぜん裸らなセイくんの完成だ。

　全ぜん裸らだから恥はずかしくないもん！　っていうのも、それはそれで不思議な話だよね。

「さぁてと。セイの意思も確かめられた事だし、この俺おれも一ひと肌はだ脱ぬいでやるとしますかねぇ」

「待ってました！　狡こう猾かつ神しんロキの本領、ぜひ発揮してみせてよ」

「任せろ相棒。神界ナンバー２であるこの俺おれの才知、今こそ見せてやるぜ！」

　ロキはキラリと白い歯を光らせると、右手を天に掲かかげて高らかに叫さけぶ！

「来いっ！　〝ラタトスク〟!!」

「あっしをお呼びでやんちゅか？　ロキの旦だん那な」

「来たな。よし、後の事はお前に任せる」

「っていきなり他人ひと任まかせ!?」

　ロキの呼び声を受け、シュタッとどこからともなく降ってきた淡あわい栗くり色いろの小リス・ラタトスク。世界中のどこへでも任意で瞬しゆん間かん移動ができるという驚きよう異いの体質を持つ彼かれは、その隠おん密みつ能力を活いかした諜ちよう報ほう活動が主な日課だ。

　つまり平たく言うと、世界一の情報通。言いい換かえると……世界一の覗のぞき魔まである。

「他人ひと任まかせたぁ聞き捨てならねーな。こいつにゃ俺おれの目として働いてもらってんだ、ならこいつの仕事は俺おれの仕事で、立てた手て柄がらも俺おれのもんってな。よぉラタトスク。お前の事だ、どうして今自分が呼ばれたのか……分かってるよな？」

「へぇ、もちろんでさぁロキの旦だん那な。セイの旦だん那なが抱かかえるお悩なやみは、あっしがスパッと解消してご覧にいれやしょう！」

　二に足そくで立ち、得意げに胸を叩たたいてみせるラタトスク。ふむふむ、さすがは神しん出しゆつ鬼き没ぼつの情報屋、どうやら既すでに全すべての事情を察しているらしい。いくら見た目と声が可か愛わいらしいからって、やっぱりこのリスは侮あなどれないね。

「最初に断っておきやすと、このあっしでも〝美味うまくなる方法〟なんてぇ情報は流石さすがに仕入れておりやせん。が……世界一美味うまいと囁ささやかれている人物になら、心当たりが御ご座ざいやす」

「世界一美味うまい人物？　何それ、今のボクには打って付けの人物じゃないか！　一体誰だれなの？」

「フフン、知りたいでやんちゅか？　そうでありやしょうとも。っとと、もったいぶらずにお教えいたしやしょう。そのお人の名は──〝グリンカムビ〟、と申しやす」

「……グリンカムビ……」

　誰だれだろう？　聞いたことがない名前だ。覚えがないってことは、実家の文ぶん献けんには載のってなかったってことだよね……世間にあんまり知られていないヒトなんだろうか。

「それってどんなヒトなの？」

「性格までは分かり兼かねやすが、見た目だけなら。何でも黄金のトサカを持つ雄おん鶏どりだそうで」

「雄おん鶏どり？　へぇ～ニワトリかぁ。世界一美味おいしいっていうから、てっきり牛なのかと思ったよ」

　高級肉の花形といえば、やっぱり牛肉。それを差し置いて鶏とり肉にくが世界一だなんて、そのグリンカムビの肉はよっぽど美味おいしいに違ちがいない。

　彼かれの美味うまさが生まれつきだっていうならそれまでだけど、そうじゃないならきっと美味おいしくなれる方法を知ってるはず。ここは是ぜが非ひでも話を聞いてみたいところだ。

「ねぇラタトスク、彼かれの居場所って分かる？」

「当然存じ上げておりやすとも。グリンカムビは、この世せ界かい樹じゆレーラズのテッペンに棲すんでいるらしいでやんちゅよ」

「世せ界かい樹じゆのテッペン？　え、それってつまり……」

「お察しの通りでやんちゅ、セイの旦だん那な。世せ界かい樹じゆのテッペン、それはここ『アースガルド』より更さらに上にある世界……『ヴァナヘイム』に御ご座ざいやす」

　そう言って、ラタトスクはふんぞり返るようにして天を仰あおぐ。つられてボクも空を見上げてみたけど、見上げたところで何かが見えるわけでもない。

「……『ヴァナヘイム』に行けば、セイさんは美味おいしくなれるんですね？」

　気付けば、ブリュンヒルデさまも隣となりに立って同じように空を見上げていた。そしてそのまま下げられた視線に、ボクは感じた。

　そう──彼かの女じよは、ボクの言葉を待っている。

「仰おつしやる通りです。行って彼かれから美味おいしくなる方法を聞き出せたなら、ボクはすぐにでも美味おいしくなることができるはず。ですがブリュンヒルデさま……情けない話ですが、ボクには『ヴァナヘイム』まで行く術すべがありません。だからお願いします、ボクに力を貸して下さい！」

「その言葉を待っていました！　セイさん、私と一いつ緒しよに行きましょう。『ヴァナヘイム』へ！」

　よし来た！　ここから先はボクとブリュンヒルデさまによる、『ヴァナヘイム』へ向けた旅の始まりだ！

　……と、気合いを入れたのも束つかの間ま。すぐさまロキが横から釘くぎを刺さしてきた。

「よぉセイ。『ヴァナヘイム』に行くのは結構だが、出発前の準備は入念にしておけよ？」

「あれ、そうなの？　どうして？」

「どうしてってお前、『ヴァナヘイム』だぜ？　そこがどういう場所か分かってるよな？」

「もちろん知ってるよ。〝ヴァン神族〟が暮らしてる世界でしょ？」

　──この世に存在する九つの世界のうちの一つ、『ヴァナヘイム』。

　そこは決して夜が来ない、常に光で満みち溢あふれた世界。オーディンさま率いるアース神族が暮らすこの世界、『アースガルド』より更さらに上に位置する、最も天に近しい世界だ。

　そこには同じ神族でありながら、アース神族と根源を分かつ神さまたちが住んでいる。その神さまたちの名は、ヴァン神族。ボクが生まれるずっとずっと大昔、アースとヴァンの神々は長きに亘わたって大戦争を繰くり広ひろげていたんだとか。

　もちろん今現在はそんなことはなく、両神族は和解済み。親しん睦ぼくの証あかしとして色々なことが行われたらしいけど、その中でも特に有名なのが神の交こう換かんだ。その際に『アースガルド』へ送りこまれた数名のヴァン神族が、軍神フレイさまと、その妹で愛と豊ほう穣じようの女め神がみフレイヤさま。そしてその父・ニョルズさまだという。

「ヴァン神族と敵対してたのは昔の話でしょ？　たとえ仲が悪かったとしても同じ神族だもん、巨きよ人じんの国に行くわけじゃないんだし、そこまで気を張ることもないんじゃないかな？」

「ふん、相変わらず認にん識しきが甘あまいぜセイ。奴やつらと敵対していたのは確かに昔の話だが、和解をしたのも今は昔。向こうの主神〝ヘーニル〟は兄貴オーデインの血けつ縁えんだが、元アース神族だけあって発言力は皆かい無むだ。つまり……ぶっちゃけ奴やつらとは、ほぼ絶ぜつ縁えん状態なのさ」

　そんな……それじゃあ『ヴァナヘイム』に行ったとして、アースの民たみがウロウロしてたらマズイことになるんじゃ……。

　不安に表情を曇くもらせるボク。でもそれを見たロキは、重い空気を朗ほがらかに笑い飛ばした。

「ま、脅おどかしといて何だが心配はいらねーさ。しっかり準備を整えればな。『ヴァナヘイム』に行くんだったらまずは……そうだな、フレイヤに頼たよれ」

「フレイヤさまに？」

「あぁ。あいつは『ヴァナヘイム』の地理に明るいからな、道案内にゃあもってこいだ。別にフレイでもニョルズでも構わねーんだが、万が一ヴァンの奴やつらに見つかった時、フレイヤだったら見み逃のがしてもらえる可能性が高いだろ？　何せあいつはみんなのアイドル様だからな」

　た、確かに……。さすがはロキだね、作戦に抜ぬけ目めがないよ。

「で、準備はもう一つ。このオルトリンデも連れていけ」

　そう言ってロキは、ずっと隣となりで直立不動だったオルトリンデさまをズズイと押おし出だす。

「え、どうしてオルトリンデさまなの？」

「決まってるじゃねーか、隠おん密みつ行動担当だよ。元ヴァン神族のフレイヤだって、今じゃ立派なアースの仲間だ。当然顔パスって訳にゃあ行かねぇ。『ヴァナヘイム』に潜せん入にゆうするなら裏口からこっそり、それが絶対条件だ」

　なるほど、そういうことなら納なつ得とくだ。ラタトスクと同じく気配を消すことに長たけたオルトリンデさまが一いつ緒しよなら、潜せん入にゆうも容易になるってわけだね。

「ということらしいので……ご同行頂けますか？　オルトリンデさま」

　おずおずと、ボクはご本人に協力を依い頼らいしてみる。

「承しよう諾だくしたのですし。リンデが優やさしく教えるのですし、サイレント・キリングのいろはを」

「いえ、それは間に合ってます」

　よし分かった。この方の暴走を阻そ止しするのが、潜せん入にゆうの第一関門だね。

「えっと、それじゃあまずは『ヴィーンゴールヴ』に……ですよね？」

　そうブリュンヒルデさまに確かく認にんすると、彼かの女じよは微笑ほほえみながら大きく頷うなずく。

「そうですね。まずは『ヴィーンゴールヴ』に立ち寄って、現地までの足となるグラーネを呼びつけます。そうしたら、そのままフレイヤ様に協力をお願いしに行きましょう」

　うんうん、これで話はまとまったね。

　ボクは案を出し合ってくれたヴァルキューレさまがたとロキ、そしてラタトスクに何度もお礼を言うと、いよいよ動き出した。

　待ってろよイクス。今にグリンカムビから美味おいしくなる方法を聞き出して、誰だれよりも美味おいしい『ヴァルハラの晩ご飯』の称しよう号ごうを取とり戻もどしてやるからな！







　と……いうわけでやって来ました、『ヴァナヘイム』。

　世せ界かい樹じゆレーラズの幹に添そって真まっ直すぐ上じよう昇しようして行けば、そこはもう夜を知らない光の国。協力をお願いしたら二つ返事でオーケーして下さったフレイヤさまの、ご実家がある世界だ。

「うっわぁ懐なつかし～！　ね？　ね？　言った通り大陸の外がい縁えんが綺き麗れいに円形でしょ？　それにこうして下から見上げるとよく分かるけど、『アースガルド』と違ちがって枝に支えられてる訳じゃないの。原理は知らないけど、この大陸ってほぼ自力で宙に浮ういてるのよね～」

　まだ遠目にではあるものの、久ひさし振ぶりに故郷を目にしたせいかフレイヤさまは大はしゃぎ。童心に返ったようなその様子はいつにも増して……いや、別にいつも通りのような……。

　な、なるほど。フレイヤさまはいつでも子供みたいに純真なんだね。

「フ、フレイヤ様、あまり暴れないで下さい。セイさんは小さいから数に含ふくまないとしても、今はグラーネに無理やり三人乗りしてるんですから」

「あははっ、別に平気よね～？　グラーネちゃん。わたし達たちは羽う毛もうのように軽いもん」

「いえ、重さの問題じゃなくてですね……」

　ブリュンヒルデさまと、オルトリンデさまと、フレイヤさま。ギュウギュウとひしめき合う馬上の三さん女め神がみは、気を抜ぬけばポロリと落馬してしまいそうな危あやうい状じよう況きようだ。

　いやまぁ、グラーネくんがこうして空を走れるように、神さまたちも普ふ通つうに空を飛べるからたとえ落馬したって別に平気なんだけどね。

　ちなみにボクはというと、フレイヤさまの腕うでの中。フレイヤさまに捨てられてしまわれない限り、絶対の安定感を誇ほこる場所に収まっている。どこかなんて野や暮ぼなことは言わないよ。密ひそかに世界一のおっぱいマイスターを目指すこのボクの特等席。そう言えば分かるでしょ？

　いや～、相変わらずこの席の感かん触しよくは格別だなぁ。これこそボクがイノシシでよかったと思える瞬しゆん間かんだよ。フレイヤさまのお心はいつでも子供みたいに純真なのかもしれないけど、お体の方はバッチリ大人の女性だね。

「全くもう……。それでフレイヤさま、ヴァンの者達たちの警備が手て薄うすなのは、具体的にどの辺りでしょうか？」

「警備が手て薄うすねぇ……あの、今いま更さらだけど言っていい？　実はヴァン神族って、普ふ段だんは外側への警備なんかやってないのよね」

「えっ、そうなんですか!?」

　驚おどろきの声を上げるブリュンヒルデさま。その驚おどろきはボクも同じだった。もしそうなんだとしたら、『ヴァナヘイム』って外敵の侵しん入にゆうを許し放題なんじゃないか？

「あ、勘かん違ちがいしないでね。別にヴァン神族が警けい戒かい心ゼロな種族って訳じゃあないの。わたしはそれほどでもないんだけど、ヴァン神族にはちょっとした予知能力を持ってるヒト達たちが多くいてね？　つまり……わたし達たちが接近してきてる事はとっくにバレてると思うのよ」

「えぇーっ!?　ヴァン神族有能すぎますよ！」

　となると、もうどの方角から陸地に着けても意味はない。警けい戒かいの目が局所的に集中されてしまっているんだから。

「で……俺おれはどうすりゃいいんですかい？　主あるじ様」

「あ、えっとそうですね……ど、どうしましょう？」

　フレイヤさまからもたらされた新事実に、ボクもブリュンヒルデさまも狼狽うろたえまくり。次の指示を待つグラーネくんにもまともに答えられないでいると、今まで黙だまり込こんでいたオルトリンデさまが不意に口を開いた。

「落ち着くのですし。そのためのリンデなのですし」

　自らが手本となるように、冷静な口調で言うオルトリンデさま。

　そ、そうだった。ボクらは端はなから彼かの女じよの隠おん密みつ能力を頼たよりに潜せん入にゆうするつもりでいたんだ。

　だけど……既すでにこちらの存在に気付かれている状態からでも姿を隠かくせるものなのか？

「セイ氏の目……疑いの色が見えるのですし。いいですし、目に物見せてやるのですし」

　そう言うと同時に、オルトリンデさまは魔ま力りよくで編んだ翼つばさを広げると馬上から空に飛び出す。そしてグラーネくんの前方に陣じん取どってこちらに右手を翳かざすと、魔ま術じゆつの詠えい唱しように入った。

「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全ぜん知ちを暴あばき神かむさびせしは不ふ易えき不ふ変へんの当とう為いなり。格かく物ぶつ致ち知ちを追い求め、運うん否ぷ天てん賦ぷに身を委ゆだね、知識、解答、秘ひ儀ぎと災さい厄やくを象かたどりて、好機、天運、秘ひ匿とくと偶ぐう然ぜんを徴しるして示せ。フサルク第四並びに十四のルーン、アンサズ、ペオース》一いつ切さい衆しゆ生じようの気を殺せ──極きよく致ち涅ね槃はんの陣じん」

　詠えい唱しようを終えたその瞬しゆん間かん、オルトリンデさまが翳かざした掌てのひらに黒い光が纏まとわりつく。それはすぐさま掌てのひらを離はなれて宙に広がったかと思うと、ボクらの周囲を薄うすい霧きりのようなものが包つつみ込こんだ。

「これは……？」

「秘密ペオースのルーンに知性アンサズのルーンを混ぜて使ったのですし。これでしばらくの間、この霧きりの中にいる限りは誰だれの目にも映らず、気配も悟さとられないのですし」

「ヴァン神族の予知能力にも引っかからないんですか？」

「アンサズ付きの大だい魔ま術じゆつを舐なめないでほしいのですし。今いま頃ごろヴァンの予知者達たちは、リンデ達たちが『ヴァナヘイム』に潜せん入にゆうしようとしていた事実すら忘れているはずなのですし」

「ほ、ホントですか!?　オルトリンデさまも負けず劣おとらず凄すさまじいですね……」

　ヒトの認にん識しきさえも捻ねじ曲まげるほどの隠いん蔽ぺい魔ま術じゆつ、か……。いやぁ、上には上がいるもんだ。

　オルトリンデさまに促うながされて、ボクたちは適当な場所に接岸すると『ヴァナヘイム』の地に降り立つ。

　何となく辺りを見回してみるも、近くにヴァン神族がいる気配はない。仮にいたとしても、今のボクたちのことなんて見向きもしないだろう。

「じゃあここから先はわたしの仕事ね。『ヴァナヘイム』世せ界かい樹じゆ登頂ツアー、セイちゃん御ご一いつ行こう様ごあんな～い！」

　どこからともなく手旗を取り出し、フレイヤさまが先頭に立って歩き出す。ボクはフレイヤさまの手からブリュンヒルデさまの手に渡わたり、その腕うでの中へと収まった。

「あの、グラーネくんにはもう乗らないんですか？」

　徒歩で移動を始めた一行に疑問を抱いだき、ボクはブリュンヒルデさまに尋たずねる。

「残念ですがこの〝隠いん蔽ぺいの霧きり〟は、速い動きについてこれないんです。なのでここから先はグラーネには乗れません。大だい丈じよう夫ぶですよ、セイさんの事は私が抱だっこしますから」

　答え、ニコニコしながら歩くブリュンヒルデさま。なるほど、この霧きりにはそんな弱点が……実に素す晴ばらしい大だい魔ま術じゆつじゃないか。

　さぁセイ、待望の席せき替がえタイムだよ。フレイヤさまに比べると大きさ的には劣おとるものの、ボクなら断然ブリュンヒルデさまだ。ちょっと胸当てが邪じや魔まだけど、ボクくらいのおっぱいマイスターになればこの程度の障害は意味を成さない。これからじっくりブリュンヒルデさまのお山の感かん触しよくを味わえそうだ。カモン！　今こそ大いなる役得を、我わが背中に！

　と、紳しん士しにあるまじき邪じや心しんを持った時──ジト目でこちらを見ていたオルトリンデさまがポツリと呟つぶやいた。

「……リンデにはセイ氏の表情が、そろそろ読めるようになってきたのですし」

「ギクッ!?」

「？　そうなんですか？　セイさん、今どんなお顔してますか？」

「極きわめて真しん剣けんな顔ですよ!?　ホラッ！」

「……おいセイさんよ、鼻息にも気を付けろって、最初に会った時に忠告したろ？」

　キメ顔を見せびらかすボクの耳に、最さい後こう尾びを歩くグラーネくんから小さな助言が届けられる。

　おっといけない。スー、ハー……よし。これでボクはどこからどう見ても紳しん士しのはずだ。

「む……セイ氏から邪じや悪あくな気配が消えたのですし」

「もうオルトリンデったら、失礼ですよ？　セイさんはいつだっていい子なんですから」

　ホッ、良かった。どうやら上手うまく誤ご魔ま化かせたみたいだね。

「ありがとうグラーネくん。やっぱりボクたちって、いい友達だよね」

「……まぁ、そうだな」

「でもねグラーネくん。前にチラッと言ったかもしれないけど、ボクはグラーネくんとはもっと親密な関係になりたいと思ってるんだ。ボクたちって出会ってからもう結構経たつわけだし、そろそろなれないかな？　今よりもっと深い……友達以上の関係に」

「友達以上の、関係……？　あ、ま、待て。それってまさか……いや駄だ目めだ！　悪いがそれは遠えん慮りよさせてもらう！」

「そ、そっか、まだ早いよね。ゴメン、ボクも経験がないからさ、どのタイミングでどこまで突つっ込こんでいいかよく分からなくて……」

「いぃや駄だ目めだ！　どのタイミングであっても絶対に突つっ込こんだりするな！　俺おれとお前はただの友達、それ以上でもそれ以下でもない！　いいな？」

「つ、冷たいなぁ、分かったよ。でもさ……いつかはなれるって、信じてるから」

　そう──友達以上の関係──〝親友〟にね。

　だけどどうしてかな。それ以降グラーネくんは隠いん蔽ぺいの霧きりの効果範はん囲いギリギリまで後退して、決してボクにお尻しりを向けることはなかった。







　そんなこんなで歩ほを進め、ようやく辿たどり着ついた終着点。

　正直言って、ボクなんかがこんな場所に立つことなんて一生ないと思っていた。それでも、ボクは確かにやって来たんだ。世界一高い場所──世せ界かい樹じゆレーラズの頂上に。

　空の上のそのまた上の更さらに上なだけはあり、そこはもう相当に空気が薄うすい。〝ケナズ〟のルーンで空気の層を体に纏まとい、呼吸を補助していなければ長くは留とどまれないだろう。

「こんなところにニワトリなんて棲すんでるのかな……？」

　疑問を呟つぶやきに変えつつ、ボクは周囲に目を凝こらす。

　まだ昼を過ぎたばかりというこの時間にも関わらず空は薄うす暗ぐらく、手が届きそうなほど近くで星々が瞬またたいている。ここはもう空じゃなくて、宇宙と呼ばれる場所なのかもしれない。

「おっ？　お客さんドゥ？　めっずらしいドゥ！　ウェルカムビなんだドゥ！」

　え……今なんて？　今ウェルカムビって言ったよね？

　薄うす暗ぐらさに紛まぎれるようにして、のっそりとした動作で姿を現したのは真っ黒いニワトリ。

　大きさは普ふ通つうサイズだけど、体型はその、かなりポッチャリ。そして頭には立派なトサカが生えている。でもそれは一いつ般ぱん的な赤色じゃなくて、目にも眩まぶしい金色だった。

　うん。ラタトスクの情報通りだ、間ま違ちがいない。それにウェルカムビって言ってただけになおのこと間ま違ちがうはずがない。彼かれこそが……。

「キミが〝グリンカムビ〟、だよね？」

「おれっちを知ってるドゥ？　みんな知ってるドゥ？」

「えぇ知ってるわよ。少なくともここにいる人ひと達たちはね」

　問われ、フレイヤさまが全力の営業スマイルでお答えする。あーっとマズイ、その微笑ほほえみは爆ばく弾だん級だ！　グリンカムビの目が一いつ瞬しゆんでハートの形になったよ！

「おっほう！　あんたちゃん達たちみたいなベッピンちゃんに知られてるなんて光栄ドゥ！　道中大変だったろーに、何しに来たんだドゥ？　言ってみるといいドゥ、無む下げにはしないドゥ」

「あぁ、そりゃよかった。あのねグリンカムビ、実はボクたち」

「あぁん？　オスに用はないドゥ。黙だまってるドゥ」

「な……」

　こいつ……何てヤツだ！　男には厳しく、女の子には甘あまい。まるでボクから紳しん士し成分だけを引ひっこ抜ぬいたような変態じゃないか！　あ、いやボクは変態じゃないよ？　間ま違ちがえないで。

「し、仕方がないな。ならここはブリュンヒルデさまに……じゃなくて、オルトリンデさま。あいつの相手をして頂けますか？」

「？　セイさん、今私に頼たのみかけましたよね？　どうして私じゃ駄だ目めなんですか？」

「当然じゃないですか！　あんな変態野や郎ろうとブリュンヒルデさまが一ワードでも口を利きくなんて、ボクが絶対に許さない！」

「ほう？　つまりリンデならあの変態と会話しても構わないという事ですし？」

　チャキリと、ボクの背中から冷たい音が鳴なり響ひびく。あ、ヤバイ、ホントに冷たい。これ後ろから短たん剣けん突つき付つけられてるよね？

「おい。おいそこのミステリアス銀ぎん髪ぱつ美少女。あんたちゃん、今おれっちの事を変態呼ばわりしやがったドゥ？」

　う！　マズイ、怒おこったのか？　参ったな、このままだと話を聞くどころの騒さわぎじゃなくなるかもしれないぞ……。

「……言ったけど。それがどうかしたのですし？」

　そしてオルトリンデさまは欠片かけらも悪びれる気配がない！　終わった……これじゃあ間ま違ちがいなく交こう渉しよう決けつ裂れつだよ。まだ何の問答も始まってないのに。

　ボクは頭を抱かかえて蹲うずくまり、ブリュンヒルデさまとフレイヤさまは苦笑い。グラーネくんは未いまだにお尻しりを隠かくすのに余念がない。はっきり言って絶望的な状じよう況きようだ。

　対するグリンカムビはワナワナと体を震ふるわせ、朝の到とう来らいを知らせるように高らかに叫さけんだ。

「ケッコウ!!　おれっちの変態魂だましいが久々に滾たぎっちまったドゥ。今回はあと十回『変態』と罵ののしってくれるだけで勘かん弁べんしてやるドゥ」

「変態変態変態変態変態変態変態変態変態変態変態」

「!?　ほ、ほんとに言ったドゥ！　しかもシレッと一回サービスされてるドゥ！」

「そう。プロは常にサービス精神を忘れないのですし」

「あはぁ[image: ～][image: ～]ん！　あまりの喜びにチキン肌はだが立ったドゥ！　ありがとうございまドゥ！　我々ニワトリの業界ではご褒ほう美びなんだドゥ！」

[image: ]

　ダメ元で言ったらしい願いが即そく座ざに聞き届けられ、神しん仏ぶつに祈いのりを捧ささげるがごとく平ひれ伏ふすグリンカムビ。

　くっ……ズルイッ！　それは我々イノシシの業界でもご褒ほう美びなんだゾ！　ボクだってできることなら罵ののしってもらいたいっ……かくなる上はぁ！

「ブリュンヒルデさま!!　どうかボクにも同様のご褒ほう美びをっ!!」

「どうしてセイさんまで!?　ていうかどうしてそれを私に!?」

「こっちも同類だったのですし……」

　困こん惑わくの目でボクを見下ろすブリュンヒルデさまと、卑いやしいブタを見るような目でボクを見下ろすオルトリンデさま。このリアクションの違ちがいから、まずお二人の性格が窺うかがえる。

　全く、同類だなんて失礼しちゃうなぁ。グリンカムビは変態、対するボクは変態的な紳しん士しだ。その大きな差異を見み逃のがすなんてオルトリンデさまもまだまだだね。

「ぷふぅ～、ひっさびさに満ち足りた気分だドゥ。よし！　おれっちの気が変わらないうちにサッサと用件を話すドゥ！」

　太い枝の上でふんぞり返り、バサッと片かた翼よくを広げて話を促うながすグリンカムビ。オルトリンデさまは一いつ旦たんボクらと視線を合わせると、小さく頷うなずいて話を切り出した。

「リンデ達たちが得た情報によれば、グリンカムビ氏の肉こそが全世界で最も美味である……らしいのですし。それは真実なのですし？」

「おれっちの肉が？　へぇ～……巷ちまたでそう言われているのなら、そうなんだと思うドゥ。それが真実だとして、どうするって言うんだドゥ？」

「グリンカムビ氏がそこまで美味おいしくなれた理由を、聞かせてほしいのですし」

「は？　そんな事ドゥ？　ケッコウケッコウ！　おいそこのイノシシ。美味おいしくなりたいのはどうせあんたドゥ？　あんたさぁ、おれっちのこの……〝尾お羽ばね〟。一本取ってみろドゥ」

「え？　ボク？」

　突とつ然ぜんこっちに話を振ふられ、ボクは思わず惚ほうけた声を出す。そんなボクを見たグリンカムビは心底面めん倒どうそうに溜ため息いきをつくと、ボクにズイッとお尻しりを差し出してきた。

「聞こえなかったドゥ？　薄うす鈍のろイノシシ野や郎ろう。このおれっちのびゅーちふるな尾お羽ばねを一本、たった一本でいいから取ってみろってんだドゥ。もしそれができたなら、そこのベッピンちゃん達たちに免めんじて話を聞かせてやるドゥ。ほぉれ、フ～リフ～リ」

　グリンカムビはお尻しりを差し出した格好のまま、左右にフリフリ。こいつ……グラーネくんなら絶対に真似まねできないようなことを平然と……！

「……よぉし、分かったよ。このウスノロイノシシが相手だ、グリンカムビ。このボクが本当にウスノロかどうか……いや……イノシシかどうか。その目でよく確かめるんだな！」

　強気に言い放つと同時に、ボクは足場になっている太枝を蹴けって飛び出す。そしてグリンカムビに接近する直前でマンナズのルーンを発動、ドラゴンに姿を変えて襲おそい掛かかった！

「ほわっ、ドラゴン変へん化げっ!?　ドゥなってんだドゥ！」

　出だし惜おしみナシ、最初からフルパワーで突とつ撃げきするボクの姿に、グリンカムビは驚きよう愕がくの悲鳴をあげる。そこに生まれた一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、ボクは素す早ばやく標的に手を伸のばした。

「……なぁ～んちゃって」

「!?」

　尾お羽ばねを摑つかむ直前──グリンカムビの姿がブレる。

　次の瞬しゆん間かん、ボクは我わが目を疑った。グリンカムビは目の前から姿を消したかと思うと、伸のばされたボクの腕うでを止まり木にして思いっ切り寛くつろいでいたんだから。

「や～れやれ。一いつ瞬しゆん驚おどろかされはしたものの、とんだコケ脅おどしだドゥ。図ずう体たいばかりデカくなって、そんなんでこのおれっちを捕つかまえられると思ってるドゥ？」

「──……」

　目の前で起きた事実に息を吞のむ。これは気のせいでも、ましてや偶ぐう然ぜんでもない。

　ボクにはハッキリと分かった。このグリンカムビはポッチャリ系な見み掛かけに反して……とてつもなく速い。

「このっ！」

　ボクは動作を見み抜ぬかれないように敢あえて意識を散らしつつ、フェイントを交えながら連続で腕うでを伸のばす。それでもグリンカムビは全すべてを見切り、軽々と腕うでを躱かわし続けた。

「だったら！」

　ボクは竜りゆう化かを解いて改めてマンナズを発動、瞬しゆん時じに〝タカ〟に姿を変える。

　タカの目による動体視力と、密生する木々の間かん隙げきを縫ぬうように飛行可能な超ちよう反はん射しや速度なら、こんなニワトリを捕とらえるなんて簡単だ。

　……そう、思っていたのに……。

「はぁ、はぁ……！　くそっ、全然掠かすりもしない……」

　すっかり息切れ状態になってしまったボク。おまけに魔ま力りよくまで切れてしまい、変へん化げを維い持じできなくなったボクは元のイノシシの姿へと戻もどっていた。

　こんな話聞いてないよ……。グリンカムビの速さはハッキリ言って常識外れだ。踏ふみ込こみの動作さえなく、初速からトップスピードで動く姿はまるで昆こん虫ちゆう。いや、セキレイとかをはじめ鳥類だって似たような動きをするけど、どちらにしてもあれはニワトリの動きじゃない。

「あ～あ、もう終わりドゥ？　ケッコウな大口叩たたいたわりに大した事ないドゥ、退たい屈くつすぎてダイエットにもならなかったドゥ」

　少し離はなれたところでお尻しりを振ふって、挑ちよう発はつを続けるグリンカムビ。言いたい放題言われてるけど、ボクには何も言い返せない。だって事実なんだから。

「はは……ひょっとして、その逃にげ足あしの速さが美味おいしさの秘ひ訣けつだったりするのかな？」

「おっと、ルール違い反はんはいけないドゥ。秘ひ訣けつが知りたきゃ尾お羽ばねを取る。それができなきゃ大人しくおウチに帰りな、ヒントだってくれてやらないドゥ」

「はぁ……そりゃあ手厳しいや」

　ボクは大きく溜ため息いきをつくと、瞼まぶたを閉じて乱れた呼吸を整える。次し第だいに冷静さを取とり戻もどしてきた頭で考えを巡めぐらせてみたものの……グリンカムビを捕つかまえられるような閃ひらめきは浮うかんでこなかった。

　残念だけど、もはや手て詰づまり。ボクはトボトボとグリンカムビから遠ざかり、ブリュンヒルデさまたちのもとへ。

「みなさん申し訳ありません……。精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばってみたつもりですけど……ダメでした」

　はぁ……こうして諦あきらめの言葉を口にするしかできない自分が情けないよ。お忙いそがしいブリュンヒルデさまたちに折せつ角かくご協力を頂いたっていうのに、結局なんの成果も得られなかったのが何より心苦しい。ボクは一体、なんて言ってみんなに謝あやまればいいんだろう。

「気を落とさないで下さいセイさん。あなたは全すべてを出し切り頑がん張ばりました、それは私が保証します。寧むしろ……私は悔くやしいです。ここにお連れする事以外、あなたの助けになる方法をなに一つ思い付かない自分の無力さが」

「そんな！　ブリュンヒルデさまが思いつめることなんて一つもありません！　ボクがしっかりグリンカムビを捕つかまえられていれば問題なかったんですから！　……それに大だい丈じよう夫ぶですよ。ボクはグリンカムビから話を聞くのを諦あきらめただけであって、美味おいしくなることを諦あきらめたわけじゃありませんからね」

　言って、ボクは空っぽの元気を振ふり絞しぼる。それに騙だまされてくれたのかどうかは分からないけど、ブリュンヒルデさまたちはそれ以上この話題を続けることなく引き下がってくれた。

　そう……これでいいんだ。みんなに頼たよって、みんなに甘あまえて、ラクして美味おいしくなろうとしたボクの──身から出た錆さび。

　バチが当たったっていうなら、こんなに相応ふさわしい落としどころは他にないよ。

「おい薄うす鈍のろイノシシ。念のために断っておくと、おれっちは年中ヒマしてるドゥ。今日みたいにベッピンちゃんを連れて来てくれるなら何度でも相手になってやるから、気軽に挑ちよう戦せんしにくるといいドゥ」

　フォローのつもりか、それとも単に女の子が目当てなのか、去りゆくボクの背中に向かって再さい挑ちよう戦せんの機会を投なげ掛かけてくれるグリンカムビ。

（あの変態ニワトリに眼福を授さずけに来るぐらいなら、自力で頑がん張ばった方がマシかもね……）

　そんなふうに心しん中ちゆうで呟つぶやいてみたけど、それはただの負まけ惜おしみだ。

　そう。ボクはグリンカムビにも、負けた。

　最近負けが続いてばかりいるからだろうか。情けなくて、カッコ悪くて……何だか自分が嫌きらいになりそう。

　そしてそんな風に考えてしまう自分のことが──もう既すでに嫌きらいになっていた。
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「はぁ、はぁ、ふぅ～……。よし、今日のジョギング終しゆう了りよう！　次は反復横飛びだ！」

　朝の『ヴァルハラ大演習場』の片かた隅すみで、左右に高速でのたうち回る煤すすけ色いろの毛玉。そうさ、その毛玉とはボクのことだよ。

　これが終わったら腕うで立たて腹筋、おまけに背筋。イノシシの姿じゃ構造的に無理がある筋トレは、人間の姿になってこなす。そしたら朝ご飯を食べて小休止を挟はさみつつ、体たい幹かんトレーニングで深層筋を鍛きたえる──これが、最近のボクが取り組んでいる修しゆ行ぎよう内容だ。

　世界一美味おいしいと言われるニワトリ・グリンカムビに話を聞くため『ヴァナヘイム』まで赴おもむき、惨ざん敗ぱいしたあの日から三週間。ボクは腐くさることなく前向きに頑がん張ばっている。

「まぁ、頑がん張ばってるのはボクだけじゃないけどね……。イクスは凄すごいよ、ホントに晩ご飯として毎日頑がん張ばってるもんなぁ」

　ボクの弟子でし・イクスが『ヴァルハラの晩ご飯』を代行するようになってからというもの、ボクが料理になったのはたった一回。グリンカムビに負けて帰ったその夜だけだった。

　そこでボクの肉はジャーキーとして加工され、それをイクスが料理にされる前に一口食べる。そうすることでボクの蘇そ生せい能力〝グルヴェイグ〟を一時的に継けい承しようし、毎晩の料理になるんだ。

　保存食であるジャーキーは日持ちする。上手うまく保存すれば一か月は持つかもしれない。とはいえ……。

「肉がダメになるより先に、そろそろストックが切れる頃ころじゃないかなぁ？」

　マンナズのルーンで人間の姿になり、腕うで立たて伏ふせをしながら一人呟つぶやく。

　なにせ体の小さいボクから一度にとれる肉量はそれほど多くないからね。それにジャーキーとして既すでに〝料理〟されたものを魔法の鍋エルドフリームニルに入れても、減らなくなったりはしないし。

　あの鍋なべが減らなくするのはあくまでも、日にち没ぼつ前に鍋なべに入れられた〝食材〟に限られる。下した拵ごしらえをしておくことで出来上がる料理の方向性を多少は操作できるけど、エルドフリームニルは基本的に自分で料理をしたがるんだ。だからこそ、料理長はあれを〝料理人殺し〟の調理具として、あまりよく思っていないわけだけど……。

「はは……仕事を横取りされてモヤッとなる料理長の気持ち、今なら分かる気がするよ」

　我わが身みに降りかかって初めて気付く思いって、あるよね。

　さて、次は腹筋を百回！　と……気合いを入れて体勢を整えた時だ。

「セーたん、ここにいたの」

「あれ、ヘイズじゃないか。どうしたの？　こんなところまで」

　見れば『ヴァルハラ』本館の入り口から、ボクと同じ人間状態に変へん化げしたヘイズがトコトコと近寄ってきた。普ふ段だんはあまり建物の外をうろつかない彼かの女じよなのに、一体どうしたんだろう？

　ボクが首を傾かしげると同時に、隣となりまできたヘイズがスッとジョッキを差し出す。

「はいこれ」

「え？　何この白い液体、ひょっとしてレーラズミード？」

「そう。かけつけさんばい」

「いやそれ駆かけつけて飲ませるって意味じゃないから。それにこれじゃ一いつ杯ぱいじゃないか、残りの二に杯はいはどこなのさ？」

「ここ」

　言って、自分の胸を指さすヘイズ。ほう、なるほど、駆かけつけオッパイというわけか！

「ヘイズ、一つ聞かせて。三さん杯ばい以上は飲んじゃダメですか？」

「いいけど、よっぱらうとこんやのしごとができなくなるよ？」

「ん？　今夜の仕事？　それって……」

　そうか、分かったぞ。どうしてヘイズが珍めずらしくこんなところまでやって来たのかが。

「もしかして、ボクの肉で作ったジャーキーがなくなった？」

　先読みして言ったボクの言葉を聞いて、ヘイズはコクリと頷うなずく。

「うん。だからほじゅうのために、こんやはひさしぶりにしんでほしいって、ダーリンがいってた」

　久ひさし振ぶりに死んでって、改めて聞くととんでもないフレーズだな。でも……そのフレーズが怖こわいと思う反面、〝懐なつかしい〟と感じてしまう自分もいる……イカンな、ひょっとしてボクはかなり重じゆう症しようなのか？

「と、とにかくありがとうヘイズ、わざわざ言いに来てくれて。料理長からの伝言は確かに受け取ったよ。ところで……駆かけつけ二杯はい目は、どうやって飲めばいいのかな？」

「んー……オーディンのみ？」

「だ、だよねぇ！　じゃじゃじゃじゃあホラ、どこか落ち着ける場所に行こうか！　あ、そこの茂しげみの中とかどう？」

「茂しげみで何をするんですか？　セイさん」

「そりゃあ紳しん士し的な飲み会を……ってエェッ!?　ブ、ブリュンヒルデさま!?」

　声がした方に振ふり返かえってみれば、そこには手にタッパーを持って微笑ほほえむブリュンヒルデさまのお姿が。

「あ、えっ、その、ブリュンヒルデさま……なぜこちらに？」

「ふふ、セイさんあれからずっと修しゆ行ぎようを頑がん張ばってるじゃないですか。なのに最近は少し任務が立たて込こんでしまって中々応おう援えんに来られなかったので……じゃーん！　レモンのはちみつ漬づけを作ってきました！　さぁセイさん、これで元気をつけて下さい」

「こ、これは何て嬉うれしい差し入れ……！　ありがとうございますっ、ブリュンヒルデさま！」

　うぉぉ、眩まぶしすぎる！　気き遣づかいが眩まぶしすぎて、ボクにはブリュンヒルデさまのお背中にハッキリと後光が見える！

「ところでヘイズちゃん、〝オーディン飲み〟とは一体何でしょうか？」

　ギクゥッ!?

「それはね？　オチチのふうみをさいだいげんにあじわうためののみかただよ」

「うん？　風味を味わう飲み方……ですか？」

「そう。とってもかんたん。まずヘイズがふくをぬいでね、つぎにオッパ」

「アウトォォォォーーーー!!　はいそこまでっ！　それ以上いけない！」

　ボクは二人の間に割って入ると、ヘイズの後ろに回って手で口を塞ふさぐ。これで一安心……と思いきや、そんなボクの行動を見たブリュンヒルデさまは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて言った。

「服を脱ぬいで、オッパ……な、なんですかセイさん！　私続きが気になります！」

「いやぁハハハ、別に大したことでは。ヘイズが服を脱ぬいで、次にオッパ……えぇっとオッパ……、そう！　押おっ始ぱじめるだけです！」

「だから何をですか！」

　ってしまったぁぁっ!!　主語を抜ぬいてみても結局意味深な展開にっ！　もはや何一つ誤ご魔ま化かしきれてないよっ！

　よし分かった、もう分かったぞ。下手へたな小細工はやめだ、ここは男らしくスパッと一言で解決しようじゃないか。ボクは可能な限りの神しん妙みような表情を作ると、ブリュンヒルデさまに告げる。

「オーディンさまに聞いて下さい」

「あ……それもそうですね、分かりました」

　ふぅ、これで今度こそ一安心。後のことは発案者ご本人に責任を取って頂こう。さて、お戯たわむれはここまで。今夜の仕事が決まった以上、もはやオーディン飲みなんかにウツツを抜ぬかしている場合じゃない。今やるべきは今夜に向けた最後の調整だ。

　何しろ今夜、ボクも三週間ぶりにまな板の上に立つ。この日のために積んできた修しゆ行ぎようの成果……それを披ひ露ろうする機会がいよいよやってきたんだから。

「ヘイズ。悪いけどボクは修しゆ行ぎようの追おい込こみがあるから、ミードは遠えん慮りよするよ。ブリュンヒルデさまも本当にありがとうございました。この差し入れを食べてもっともっと頑がん張ばります！」

「喜んで頂けて何よりです。では今夜……私も必ず応おう援えんに行きますので、頑がん張ばって下さいね！」

　あれ？　どうしてボクが今晩料理になることをブリュンヒルデさまも知ってるんだろう……って、そりゃそうか。このはちみつレモンは『ヴァルハラキッチン』で作ってきたものだろうし、料理長から直接事情を聞いたんだろう。

　最高に素す敵てきな笑え顔がおをその場に残し、ボクの勝利の女め神がみは今日の任務へ飛び立っていく。舞まい散ちる羽はね吹雪ふぶきの一ひと片ひらを摑つかみ、ボクは誓ちかう。今夜──必ずイクスを超こえてみせると。







　オーバーワークにだけは注意しつつ、追おい込こみをかけたボクは万ばん全ぜんの態勢で修しゆ行ぎようを終える。

　自分で言うのもなんだけど、仕上がりはバッチリだ。ボクには以前より数段美味おいしくなれた自信があった。

「あっ！　お師し匠しよう様、おっす！　今晩はよろしくお願いするっす！」

「イクス！　うん、こちらこそよろしくお願いするよ」

　キッチンに向かう途と中ちゆう、シカモードのイクスが後ろからやってくる。そう言えばイクスとは随ずい分ぶん久ひさし振ぶりに顔を合わせた気がするな。イクスも同じように思っていたようで、マンナズのルーンでいきなり人の姿をとるや、ガバッとボクを抱だき上あげてきた。

「あぁ～この感かん触しよく久ひさし振ぶりっすぅ。弟子でし入いりした日以来っすね！　あれからお師し匠しよう様は……ずっと頑がん張ばっていらっしゃったようで」

　そう言うと、ボクを抱だいたイクスの腕うでにほんの少し力が籠こもる。どうしたのかと思って顔を見上げると、彼かの女じよの瞳ひとみは不安げに揺ゆれているように見えた。ボクは思わず尋たずねる。

「どうしたの？　イクス」

　するとイクスは数秒の間を置いた後、そこにいつもの元気も置き去りにして呟つぶやいた。

「自分……お師し匠しよう様に迷めい惑わくを掛かけてるっす。よかれと思って晩ご飯を肩かた代がわりしたっすけど、そのせいでお師し匠しよう様は色々苦労して……これじゃ本ほん末まつ転てん倒とうっすよね。あの時の自分に承しよう認にん欲求が全くなかったとは言わないっすけど……元々はお師し匠しよう様が喜ぶと思ったからで……」

　自じ嘲ちようするように言って、力のない笑えみを浮うかべるイクス。

　そう、か……。イクスはずっとそんな風に思ってたんだな。くそ……変な意地なんか張ってないで、もっと早くに自分の気持ちを伝えていればよかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。イクスが気に病やむことなんて何もない。キミがボクより美味おいしかったのはキミのせいじゃなくて、ボクが勝手に不味まずかっただけなんだから。頭じゃそう分かってたのに……ゴメン。心が否定してたんだ。ボクにもさ……プライドみたいなものが、あったから」

　そんなちっぽけなプライドのためにずっと女の子を悩なやませていたなんて、紳しん士しが聞いて呆あきれるよ。これだけ自己中心的なイノシシ、きっとどこを探したって他にはいないだろう。

　だけどボクはこの三週間、自分なりに精せい一いつ杯ぱいの努力をした。その上で出た結果なら、たとえまた負けてしまったとしても素す直なおに受け入れられる……そんな気がするんだ。

「イクス。あまり多く使うとジャーキーにする分がなくなっちゃうけど……今夜はボクの肉を味見してほしい。そして正直な感想を、ボクに教えて」

「了りよう解かいっす！　お師し匠しよう様の頑がん張ばりは自分も知ってるっす。だから今夜は皆みなさんに知ってもらうっすよ！　やっぱりお師し匠しよう様のお肉が最高のお肉なんだって！」

　もうイクスの瞳ひとみに迷いはない。あぁ、ボクにだってないさ。

『ヴァルハラキッチン』の扉とびらを開き、今──煮にえたぎる鍋なべが目の前に。

「来たなセイ君。鍋なべの準備ならバッチリさ。さぁ、好きなタイミングで飛とび込こむといい！」

　純白のコック服、真しん紅くのネッカチーフでいつものようにビシリと決めた料理長が、両りよう腕うでを広げてボクを迎むかえる。

　好きなタイミング、だって？　フ……今のボクにそれを言いますか。鋼はがねの意志と覚かく悟ごでビシリと決めたボクにはもはや、飛とび込こめない鍋なべはない。

　逝いってやりますよ……しめやかにね！

「ふっ！　……くぬっ！　……ほっ！　あぁちょっと待って下さいね？　ホントすぐ飛とび込こみますんで！　今すぐ絶対飛とび込こみますんで！」

　大だい丈じよう夫ぶ、まだ慌あわてるような時間じゃない。ほら、しめやかに逝いくとは言ったけど、速すみやかに逝いくなんてボクは一言も言ってないし。

「セイさん、頑がん張ばって下さい！」

「は～い！」

　耳に届けられたブリュンヒルデさまの応おう援えんにより、ボクの体が軽くなる。直後、ドボンという音とともに体が熱くなった。

「ぅあぢゃぢゃぢゃっぢゃあぁぁああああーーーーッッ!!」

　うんうんこれこれ。こうやって死にゆく感覚、逆に生きてるって感じがして病やみつきに……やっぱりなるわけないか……。

　……………………。

　…………。







「よしっと、お疲つかれさまです！　その後どうなりました？」

　ボクは〝グルヴェイグ〟が発動して蘇そ生せいするなり、誰だれにともなく状じよう況きようを確かく認にんする。

「…………」

　だけど……変だ。ボクの問とい掛かけに答えようとする人が一人もいない。その場にいた全員が押おし黙だまり、ボクの目と声から逃にげるように顔を背そむけていた。

「え……あの？　ど、どうかしたんですか……？」

　何だろう、意味が分からない。だけど、ボクの中には確かな焦あせりが生まれていた。

　誰だれも答えてくれないから、ボクは仕方なく自分で状じよう況きようを確かく認にんしてみる。

　えっと、ボクはもちろん無事に蘇そ生せいしてるし……イクスも今晩の分の料理になった上で、ちゃんと蘇そ生せいできてるみたいだ。ジャーキーにする用のボクの肉も綺き麗れいに取り分けられてる。

　そして味見用として作られたであろうボクの料理も、テーブルの上に確かく認にんできた。いくらか減って見えるから、既すでに味見は済んでいるようだ。

　……やっぱりダメだ。自分で見回してみても変なところは見当たらない。なのにどうしてみんなはこんな重苦しい空気を纏まとってるんだろう？

「……。セイ君。黙だまっていても仕方がないから、ここは僕ぼくの口から言わせてもらうよ」

　場の空気よりも重い声で真っ先に沈ちん黙もくを破ったのは、料理長だった。料理長は言いづらそうに顔をしかめながらも、意を決したように言葉を続ける。

「残念だけどセイ君。君は……、君はね……」

　一度は固めた決意が揺ゆらぎ、言こと葉ば尻じりを濁にごらせる料理長。

　不気味に立たち込こめる静せい寂じやく。その一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて──ソレは一息に、言いい渡わたされた。

「──……不味まずくなったよ」

「………………え？」

　ソレはヒドく簡潔で、簡素な言葉。でもだからこそ……ズシリと胸に響ひびいた。

「肉の締しまりとキメはいい。だけどその反面、脂し肪ぼうとのバランスが大きく崩くずれてしまったんだ。前までのセイ君は黄金比に極きわめて近い肉質だったけど、今は寧むしろ……」

「そ……そんな……」

　ボクは……鍛きたえすぎてしまった、ってことなのか？

　で、でもそれじゃ、ボクは一体どうすればよかったんだ？　何もしなくたってイクスには勝てない。グータラして脂し肪ぼうを付けるだけじゃきっとダメだっただろうし、でもこうして筋肉を付けても意味がなかった。

　そうか……つまりボクは最初から、どう足搔あがいてもイクスには勝てなかったんだ。勝てないどころかボクは今まで……必死に不味まずくなるための努力を続けていたのか。

「ゴメンねイクス……。これからしばらくは、前のよりも不味まずいジャーキーをキミに食べてもらわなきゃいけないみたいだ」

「！　そ、そんなのいいんすよ！　自分は見ての通り元々草食だし、そんなグルメな訳でもないっす。尊敬するお師し匠しよう様のお肉が食べられるってだけで、もう満足っすから！」

「ありがとう、そう言ってもらえると助かるよ。あの……久ひさし振ぶりに蘇そ生せいしたからか、ちょっと体調がよくないみたいでさ。悪いけど部屋に戻もどらせてもらうね？」

　慌あわててフォローの言葉をくれるイクスだけど、今はそれが逆に痛い。ボクは見みえ透すいた噓うそで誤ご魔ま化かして、『ヴァルハラキッチン』を後にする。

　そしておぼつかない足取りで自室に戻もどると、ボクは魔ま力りよく消費による疲つかれをエサに睡すい魔まを呼び寄せる。意識が眠ねむりに落ちるまでに、そう時間はかからなかった。







　──翌朝。ボクは眠ねむりから覚めた後もベッドから抜ぬけ出だせずにいた。

　ぼんやりとした頭の中を埋うめ尽つくすのは、昨夜のことばかりだ。

　初めから、たとえ負けても構わないと思って臨のぞんだことだった。結果やっぱりイクスには勝てなかったわけだけど……まさか少しも美味おいしくなってないどころか、逆に不味まずくなっていたなんて……この結果にはさすがのボクもショックを隠かくし切れないよ。

「何だか何もする気が起きなくなっちゃったな……」

　これが噂うわさのうつ病ってやつなのかな。そんな病気にかかっちゃったら、ボクの肉は今よりもっと不味まずくなるのかな。どうせイクスくらいしか食べてくれない肉だし、気にすることないか。

「〝生きながらに腐くさり果てるか〟……か。はは、今の状じよう況きようがまさにソレかもね……」

　別にソレでもいいや。とにかくもう、何もかもがどうでもいい。

　ボクなんかが頑がん張ばってみたところで、どうせ全部が裏目に出るだけなんだから。ならいっそ何もしないのが、世のため人のためなのさ。

「おうセイ、俺おれだ。そろそろ昼だぜ？　いい加減出てきて顔見せろよ」

　その時、部屋の外からノックの音とともにロキの声が聞こえてくる。何だろう、誰だれかからか昨夜の話を聞いて、様子を見に来てくれたのかな？　全く、そんなの柄がらじゃないくせに。

「ごめんロキ。ボク今忙いそがしいからさ、用があるなら後にしてもらえる？」

「ほぉ。ちなみに待ち時間はどのくらいだ？」

「たくさん。待てないって言うならブリュンヒルデさまを連れてきてよ。そうすれば考える」

「いい案だな。分かったぜ」

「セイさん、ブリュンヒルデです！　お顔を見せて下さい！」

「って仕事早すぎないっ!?」

　分かったと言われた瞬しゆん間かんに声がブリュンヒルデさまに変わったぞ!?　ボクは慌あわててベッドを飛び出して部屋の扉とびらを開ける。そこには心配そうにするブリュンヒルデさまと、肩かたを竦すくめてニヤニヤするロキの姿があった。

　くそう、さすがはロキ。自分の呼よび掛かけじゃ出てこないと踏ふんで、初めからブリュンヒルデさまを呼び付けてたな？

「ご心配をお掛かけして申し訳ありません、ブリュンヒルデさま。別に体調が悪いわけじゃないんです。ただちょっと、気分が優すぐれないだけで」

「お気持ちはお察しします。毎日頑がん張ばった結果があれですからね……。でもどうか、そんなに気を落とさないでほしいんです。結果には裏切られた形になりましたが、頑がん張ばったという事実だけは消えたりしませんから」

　何とかボクを元気づけようと、必死にお声を掛かけて下さるブリュンヒルデさま。だけど……その言葉を聞く度たびに、ボクはどうすればいいのか分からなくなる。

　食材としてのボクは、もう完全に死んでしまった。だとしたら、食材としてこの『ヴァルハラ』に呼ばれたボクはこの先どうしたらいいんだろう？

　もちろん、食材云うん々ぬんは建たて前まえだ。本音を言うとただブリュンヒルデさまとお近づきになりたかっただけ。でも……本音だけでこの地に居い座すわれるほど、厚こう顔がんなつもりはボクにはなかった。

「……はぁ～あ。こりゃもうドン底ってツラだな、セイ。そういう時はな……一人で抱かかえ込こんだらお仕し舞まいなんだぜ？」

　見るに見み兼かねて、といった具合にロキが言う。

「そう言うからには相談に乗ってくれるの？　ロキ」

「まぁな。小こっ恥ぱずかしい限りだけどよ、相棒が本気で悩なやんでるってんならしょうがねぇ。ここは一つ身の上話を聞かせてやるぜ」

　ガシガシと頭を搔かきつつ、ロキはボクの部屋の中へ。そのまま椅い子すに腰こし掛かけると、身み振ぶりでボクらの着席を促うながした。

　ブリュンヒルデさまは無言で小さく頷うなずき、ボクを抱だき上あげてベッドに座すわる。

「さて。こいつは俺おれが洟はな垂たれのガキだった頃ころの話だ。これまでにもちょいちょい話したかもしれねーが、俺おれの親父おやじは巨きよ人じんでな。名は〝ファールバウティ〟。聞いた事もねーだろうな、何しろ奴やつは俺おれが物心つく頃ころには行方ゆくえ知れずだ。この俺おれだって何一つ覚えちゃいねぇ。でもってお袋ふくろはアース神族、名は〝ラウフェイ〟。特に神格が高い訳でもなくてな、何というか……臆おく病びような母親だった」

　言って、懐なつかしそうに目を伏ふせるロキ。尋たずねるなんてことはさすがにできないけど……こういう顔をするってことは、ロキのお母さんはもうこの世にはいないのかもしれないね。

「母親がアース神族だったから、俺おれも当然『アースガルド』で暮らしていた。だが……神々の敵対者である霜の巨人ヨトウンの血が混じった俺おれを、周りの連中は頑かたくなに認めなかった。毎日毎日イジメられてさ、泣いてばかりのガキだったよ」

「ロキ様にもそんな時代があったんですね……」

「っておいこらブリュンヒルデ。俺おれを何だと思ってんだ、ったく。……でよ、俺おれは混血特有の〝血の相そう殺さい〟によって、実際能力も並み以下だった。そういう事実も相あい俟まって、俺おれにはイジメっ子共どもに口答えする資格すらなかったのさ。俺おれが使えない野や郎ろうなのは本当だったからな」

　うーん……ブリュンヒルデさまを真似まねして言うわけじゃないけど、ボクにも全く想像がつかないよ。ロキは昔からずっと、今みたいに堂々とした神さまなんだと思ってたから。

「そんな俺おれはな、腐くさっちまってある日お袋ふくろに言ったのさ。どうして俺おれにはみんなと同じ事ができねーんだって。どうして俺おれだけ無能なんだって。そしたらお袋ふくろはこう答えた。〝お前は無能なんかじゃない。みんなと同じ事をして駄だ目めだったなら、みんなと違ちがう事をすればいい〟ってな。正直言って俺おれはお袋ふくろを恨うらんでたが、その言葉だけは胸に刺ささったんだ」

　ロキは強く握にぎった右拳こぶしを左胸に押おし当あて、更さらに続ける。

「その日を境に、俺おれはセオリーを捨てた。そしたら後はトントン拍びよう子しだったぜ。常識に囚とらわれない俺おれの自由な発想は、ルーン魔ま術じゆつの二重詠えい唱しようをはじめ様々な革命を引き起こした。俺おれの力で、これまで考えられもしなかった技術が神界に広まったんだ。そしてそんな俺おれの功績がオーディンの目に留まり、俺おれは晴れて義ぎ弟ていとして迎むかえられてめでたしめでたし……っていう話だ」

　どうやら話はここまでらしい。

　ふむふむなるほどね、ロキの生おい立たちはよく分かったよ。

「で？　そのロキのサクセスストーリーが今のボクにどう繫つながるの？　ただの自じ慢まん？」

「んな訳あるかよ。お前はここぞって時にゃあ割といい閃ひらめきしてるくせに、普ふ段だんはマジで察しが悪ぃのな……。つまりはこういうこった。〝本気で行いき詰づまった時は親に頼たよれ〟。幸いお前にゃ両親がいるだろう。つっても育ての親だったか」

　ロキの言う通り、ボクは今の両親と血の繫つながりはない。だけどそんなものには負けない親子の絆きずななら、確かにある。なるほど、親に頼たよる……か。

　──うん。ひょっとしたらそれこそが、最適解なのかもしれない。

「アドバイスありがとうロキ！　ボク……一度実家に帰ってみるよ！」

「私もそれがいいと思います！　善は急げですセイさん、私とグラーネが足になりますから、早さつ速そくご実家に参りましょう！」

「本当ですか！　ではお言葉に甘あまえまして……ねぇ、ロキも来てくれるよね？」

「んあ？　まぁ……乗り掛かかった船だしな。実を言うとあの森にゃあ最近立ち寄ったばっかしなんだが、俺おれも行くだけ行ってやるよ」

「あ、そうなんだ。一体何の用事で？　まさかとは思うけど、ボクの両親に挨あい拶さつとか？」

「んなっ!?　バッカちげーよ！　俺おれはお前とあのイノシシ夫妻がマジで血けつ縁えんじゃねーのかを確かめに行っただけだ！　挨あい拶さつなんざついでだ、ついで」

「でも結局したんだね、挨あい拶さつ」

「！　……チ、悪ぃかよバカイノシシ。神サマってのは意外とマメなもんなんだ、覚えとけ」

　はいはい。照れちゃってまぁ、可か愛わいいところもあるじゃないか。普ふ段だんからどこか悪ぶってる節があるけど、オーディンさまと比べると結構甘あまいんだよね～ロキは。

　でも……どうしてなんだろう。どうしてロキは、わざわざボクの両親に血けつ縁えんのことを聞きに行ったりなんかしたんだ？　それも最近のことだっていうじゃないか。

　……ま、いいや。とにかく今は実家に帰って、どこかのタイミングでそれとなく聞いてみよう。

「よぉし、それじゃあ『イーダフェルトの森』を目指して、しゅっぱーつ!!」

　こうしてボクはブリュンヒルデさまとロキ、グラーネくんと一いつ緒しよに、『ヴァルハラ』に招かれてから初めての帰省をすることになったのだった。







「さぁ着きました！　『イーダフェルトの森』の上空ですよ、セイさん」

「あ、すみませんブリュンヒルデさま。できれば森の東側まで行って頂けませんか？　そっちから森に入った方が家に近いので」

「あ、そうだったんですか……。だから初めて来た時、中々お家うちに辿たどり着つけなかったんですね」

　へぇ……あの日ブリュンヒルデさまは西から森に入ってしまわれたのか。過ぎたこととはいえ何だか悪いことをしちゃったなぁ。

「大だい丈じよう夫ぶですブリュンヒルデさま。今回はボクがしっかりナビゲートしますので！」

　勝手知ったる何とやら、ボクにとってはもうこの森全体が庭みたいなものだからね。軍神フレイさまの魔ま法ほうの大船〝スキーズブラズニル〟に乗ったつもりでいてオーケーですよ。

　ということで、ボクらは森を突つき進すすむ。森の中は木の枝が危ないので、グラーネくんからは降りて徒歩になる。だけど東側からだったらそれほど時間は掛かからないんだ。

　ほら、言ってるそばから見えてきたよ。一ひと際きわ開けた場所で木こ漏もれ日びを浴びる、懐なつかしの我わが家やが。

「父さ～ん、母さ～ん！　ボクだよ！」

　家の扉とびらを蹄ひづめでノックして、ボクは中に語り掛かける。すると中からは蹄ひづめの足音が……この足音は、母さんだ。

「はいはい今開けますよ──って、そ～だ！　あの、失礼ですが合言葉を言って頂けます？」

「え……な、何言ってるんだよ母さん。合言葉なんて知らないよ、そんなのなかったじゃん」

「あ、そうだったわね。合言葉は『ヴァルハラの晩ご飯』よ」

「『ヴァルハラの晩ご飯』」

「せいか～い！　ようこそぉ」

「こら母さん！　自分から合言葉を教えちゃ駄だ目めじゃないか！　新あら手ての詐さ欺ぎだったらどうするんだ！」

　父さん……ボクも全く同じことを突つっ込こもうと思ってたんだ。

「あ、あらあらごめんなさいお父さん。でも見て、これはどう見ても息子むすこのセイよ。詐さ欺ぎ師しのはずがないわ」

「む……？　おぉおぉセイじゃないか！　よく帰って来てくれたなぁ、ほら早く中に入りなさい。おや……？　お連れの方々は、まさか……」

　と、そこで父さんがロキとブリュンヒルデさまの存在にようやく気付いた。ちなみにグラーネくんは少し離はなれた場所で待機している。

「よぉセイの親父おやじさん。度たび々たびで悪わりぃが、また邪じや魔まさせてもらうぜ」

「大変ご無ぶ沙さ汰たしております、ヴァルキューレの長女・ブリュンヒルデです。セイさんにはいつもお世話になっております」

　ぞんざいな挨あい拶さつをするロキとは対照的に、丁てい寧ねいな挨あい拶さつをするブリュンヒルデさま。

　ボクは先に入って二人を招き、リビングのソファに座すわるように勧すすめた。

「はるばる足をお運び頂き光栄です。本日はどのようなご用向きですかな？」

「あぁいや、今回用があるのは俺おれ達たちじゃなくセイ本人だ。こっちはただの付つき添そいだからよ、積もる話もあるだろうし、俺おれ達たちは居ないものとして扱あつかってくれていいぜ」

「いえいえそういう訳にも参りません。母さん、何か飲み物を」

「あら、ここにお父さんのワインがあるわ」

「こら、そんなものをお客様にお出しする気か。紅茶があっただろう」

「うふふ、ごめんなさいねぇ。ウチのお父さんはケチンボだから」

「ケ、ケチで言ってるんじゃないっ！　常識的に考えて酒は駄だ目めだろう！」

　うん、何だか騒さわがしいや。これでこそ我わが家やって感じがするよ。

　本当に帰ってきたんだなぁ、ボク。でもまぁ、こんな理由で帰ってくることになるとは思ってなかったけどね……。

　そうやって気持ちが沈しずんだ瞬しゆん間かん、父さんの目が鋭するどく光る。

「何だセイ。ひょっとして悩なやみでもあるのか？」

「うわ、さすがは父さん。そうやってすぐに分かっちゃうんだね」

「当然だろう。お前は父さんの息子むすこなんだからな。……で、何があった？　前に送られてきた手紙では、まさに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんという様子だったはずだが……」

　尋たずねられ、ボクはこれまでに過ごしてきた『ヴァルハラ』での日々を父さんに話した。

　楽しかったこと。嬉うれしかったこと。辛つらかったこと。そして最後に話したのは、今現在問題となっている部分。ボクが『ヴァルハラの晩ご飯』としての立場を失ってしまったという話だ。

　話の途と中ちゆうで飲み物を運び終えた母さんも加わり、二人は黙だまってボクの話を聞いてくれた。

　そして話が終わった時、二人は唸うなるようにして考かんがえ込こみ……あっさりと顔を上げて言った。

「セイ。こう言ってはなんだが、その話のどこに悩なやむ要素があるんだ？」

「そうよセイちゃん。あなたは何一つ悩なやむ必要なんてないじゃない」

　思いがけない二人の反応。それを受け、ボクはもちろんブリュンヒルデさまも、ロキでさえも首を捻ひねった。文字通り悩なやみを吹ふき飛とばすように、母さんが言う。

「セイちゃん。あなたは戦死者の館『ヴァルハラ』に、何をしに行ったのかしら？」

「え？　何をしにってそりゃあ……エインヘリヤルたちの食事になるためだよ。ボクは食材として『ヴァルハラ』に招かれたんだから」

「はて、そうだったか？　もう一度よく思い出してみなさい、セイ。あの日……お前がどんな役割をもって、『ヴァルハラ』に迎むかえられたのかを」

　そう継ついだのは父さんだ。だけどボクにはまだ分からない。ボクは一体何を忘れているっていうんだろう……？

「ねぇセイちゃん。あなたは『ヴァルハラの晩ご飯』じゃないわ。あなたの仕事は……『ヴァルハラの晩ご飯兼けんコック見習い』。そうだったわよね？」

　……あっ……。

　そうか……そうだった。ボクにはそういう役割もあったんだ。イクスに味でも負けたことで、いつの間にか一つの側面だけに固こ執しつしてしまっていた。

　そう、そうだよ！　ボクは『ヴァルハラキッチン』のコック見習いでもあったじゃないか！

「セイ。お前が『ヴァルハラの晩ご飯』になれないと言うのなら……お前はコックになりなさい。『ヴァルハラ』で……いや。この世界で一番の、コックにな」

　愛する両親からもたらされた、それが最高の答え。

　そうだ。コックになろう。『ヴァルハラの晩ご飯』にこだわる必要なんて、最初からなかったんだ。ボクはボクに与あたえられたもう一つの役割──コックを極きわめる！

　見れば、ロキは「ほらな」という顔でボクにサムズアップを送り、ブリュンヒルデさまは目に涙なみだを浮うかべてボクの悩なやみが晴れたことを喜んで下さっていた。

　本当にありがたいな……。こんなにいい仲間に囲まれて、ボクは何をうじうじ悩なやんでいたんだろう。欲ほしがりなやつだと、数秒前までの自分をぶん殴なぐってやりたい気分だ。

「さぁさぁ、悩なやみ相談も無事に済んだ事だし、もっと詳くわしく話を聞かせてくれないか？　今日は泊とまっていくんだろう？」

「え、でも……」

　ボクはチラリとブリュンヒルデさまに目を向ける。するとブリュンヒルデさまはニッコリと微笑ほほえんで、真まっ直すぐロキを見み据すえた。

「ロキさま。今夜の事ですが」

「わーってるよみなまで言うな。積もったモンを積もったままにしてたら、新しい種は芽め吹ぶかねーしな。ここらで一度搔かき捨てちまえ」

「だそうですよ、セイさん」

　面めん倒どう臭くさそうにしつつも優やさしげな口調でロキが答え、ブリュンヒルデさまの笑え顔がおがボクに向けられる。よし、話は決まり！　泊とまりとなれば当然ウチで晩ご飯を食べることになるよね！

　そしてそれだけじゃない。泊とまりと言えば……。

「ブリュンヒルデさま。実は我わが家やには、ちゃんとシャワーもあるんです」

「え、そうなんですか？　水ラグズのルーンは一体どうしてるんですか？」

「それは近所に棲すんでるヤギのお婆ばあさんが。この辺りって、何故なぜか結構ルーン魔ま術じゆつが使える動物が揃そろってるんですよね」

「へ～、それはここが聖地イーダフェルトの名を冠かんする場所だからでしょうか……？　理由はともかく、シャワーが使えるのは嬉うれしいです！　あの、早さつ速そく使わせて頂いてもいいでしょうか？　黙だまっていたんですが、実は途と中ちゆうでクモの巣に引っかかってしまって気持ち悪くて……」

「どうぞどうぞ！　あ、シャワー室はこの母屋おもやの外にある離はなれです」

「分かりました～」

　ペコリと一礼し、そそくさとその場を立ち去っていくブリュンヒルデさま。ふっ……作戦は成功だ。後はお楽しみタイムの始まりだよ。

「でかしたぜセイ、相変わらずの手て際ぎわだな。当然、護衛に行くんだろ？」

　バシッと左ひだり掌てのひらに右みぎ拳こぶしを打ち付けるロキ。ニヤニヤとほくそ笑えむその姿は、もう完全に悪の親玉だよ。気持ちは分かるけど。でもね……。

「悪いけど、今回は行かない」

「何だと？　ど、どうしちまったんだよセイ。あのブリュンヒルデが無防備にシャワー浴びてんだぜ？　行かねー手はねぇだろうが！」

「いーやダメだね。ロキが行こうとしても、ボクが全力で阻そ止しするよ」

「何だよ、それじゃあお前、何のためにあいつをシャワーに誘ゆう導どうしたんだ？　覗のぞきに行くためじゃなかったのかよ？」

「覗のぞき？　覗のぞきだって？　バカな。覗のぞく相手がジークルーネさまならまだしも、聖なるブリュンヒルデさま相手にそんな低てい俗ぞくな行こう為いができるものか。ボクはね……想像するんだよ」

「想像……だと……？」

　ボクの言葉の意味が分からないのか、ロキは復唱しながら首を傾かしげた。

「つまりこういうことだよ。〝今、ブリュンヒルデさまはシャワーを浴びている。この母屋おもやの壁かべと離はなれの壁かべ、たった二枚の壁かべ越ごしに、ほんの数メートル先でシャワーを浴びている〟。ほら、こう想像すると見えてくるでしょ？　あぁブリュンヒルデさま、直じかに覗のぞき見るなんて畏おそれ多おおいこと、ボクにはできない！　あなたのことはこうして心眼で見られるだけで充じゆう分ぶんなんです！」

「……。お前……思った以上に上級者だったんだな……尊敬するぜ」

　ロキが言葉とは裏腹な顔で何か言ってるけど、そんなの気にしない。

　ボクは滅めつ多たにないチャンスを逃のがさず使って、ブリュンヒルデさまの入浴シーンを頭の中で堪たん能のうするのだった。
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「さぁさぁお待たせしました～、今日のディナーです。腕うでによりを掛かけて作りましたよ」

　──夜。我わが家やの質素なダイニングテーブルに、母さんが作った晩ご飯が運ばれてきた。

「このスパイシーな匂においは……やったーっ！　今日はカレーだね！」

「カレー？」

　飛とび跳はねて喜ぶボクを見て、お顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべるブリュンヒルデさま。

「辛からいからカレー、ウチではそう呼んでるんです。遥はるか南方の地が発はつ祥しようの料理らしいですけど、独特の辛からさがもう病やみつきでして」

「へぇ～……『ヴァルハラ』では一度も見た事がない料理ですね。料理長はレシピをご存じないんですか？」

「教えるには教えたんですけど、カレーはスパイスの調合にいくらでも手間が掛かけられる料理なので……料理長は凝こり性しようだからつい手が抜ぬけなくなって、スピード勝負の『ヴァルハラキッチン』には合わないんだとか」

　まぁ、一度試ためしに料理長が作ったものを食べさせてもらったことがあるんだけど、正直言うと母さんのカレーの方がボクには断然美味おいしかったんだよね。

「じゃあ冷めちまう前にさっさと頂くぜ。はむ……おぉ、こいつぁ中々いけるな！」

「でしょでしょ？　そうなんだよ」

「まぁアンドの料理に比べりゃ流石さすがにアレだが、家庭の味って感じはするぜ」

　え……何だって？　流石さすがにアレ？　アレって何だ？　それは不味まずいって意味じゃないのか？

「何言ってるのさロキ！　手て前まえ味み噌そな言い方だけど、母さんのカレーは世界一だよ！　誰だれが何と言おうとこればっかりは譲ゆずれないね！」

「いやまぁ美味うまいは美味うまいが……けどアンドはフレイヤが選定してきた人間界一のコックだぜ？　でもってそれは伊達だてじゃねぇ、お前だって食ってるだろうが」

「そうだけど、そうじゃないの！　ボクだって料理長の料理はどれも美味おいしいと思うけど、ウチのカレーの方が絶対に美味おいしいよ！」

　あんまりボクが騒さわいだからか、ロキは渋しぶい顔でカレーをもう一口。

　目を閉じてモグモグと嚙かみ締しめると、カチャリとスプーンを置いて言った。

「分かった。これはあくまで個人の好みの問題だが……そうだな、もちっと辛からい味付けだったなら、俺おれ好みかもな」

「何だ、ロキは結構な辛からい物好きなんだね。だったらボクが今度激げき辛からカレーをご馳ち走そうしてあげるよ。ブリュンヒルデさまの方はどうですか？　母さんのカレー美味おいしいですよね？」

「え!?　あ、えぇっと……はい！　コクがあってまろやかで、とても美味おいしいと思います！　美味おいしすぎてその……お水が何なん杯ばいでも飲めそうというか」

「す、すみません、お水どうぞ」

　ブリュンヒルデさま……その褒ほめ言葉は、『美味おいしい』を『辛からい』に変へん換かんするとしっくり来そうな予感がします。そっかぁ、ウチのカレーはブリュンヒルデさまには辛からすぎるのか。

　おっかしいなぁ……ボクの味覚が変なのか？　ロキはともかくブリュンヒルデさまのお口にまで合わないなんて……残念だよ。ボクは絶対これが世界一だと思うのになぁ。

「セイちゃんありがとう、お母さん嬉うれしいわ。でも、お母さんが『ヴァルハラ』のコックさんに勝てるはずないわよ。それはいつか、セイちゃんがやってみせてね」

「うん……分かった！　目指せ師し匠しよう超ごえだね！」

　料理長には悪いけど、世界一の技術と経験はボクが盗ぬすませてもらうよ。料理長だってわざわざボクを弟子でし認にん定ていしてるんだし、むしろそうなることを望んでるはずさ。

　と……楽しい時間は過ぎるのが早いもので、食事タイムはアッと言う間に終しゆう了りよう。いい加減夜も深まってきたし、ここから先はお休みの時間だよ。

　ブリュンヒルデさまもいる以上雑魚ざこ寝ねというわけにもいかず、ブリュンヒルデさまは母さんの部屋へ。そしてボクとロキはボクの部屋で寝ねることになった。グラーネくんは、何故なぜかボクと一いつ緒しよに寝ねるのを断固拒きよ否ひしてきたけどね。残念だよ、仲が深まるチャンスだったのに。

　来客用の毛布を敷しいて、ケナズのランプを消して……うんこれで準備はばっちりオーケー。あとはグッスリ眠ねむるだけだ。

「ねぇねぇロキ、ロキは好きな人っている？」

「って寝ねねぇのかよ！　でもって乙女おとめかお前は！」

　ゴメンよロキ、楽しい時間をまだ終わらせたくなくて……。久ひさし振ぶりに実家に帰って来て、ボクはいつもより少しだけハイになってるのかもしれないね。

「ちなみに、ボクはブリュンヒルデさまが好きなんだ」

「ハイハイ知ってる知ってる」

「で、ロキは？」

　面めん倒どうそうにあしらうロキは、そこでピタリと動きを止める。意外にも真面目な感じに考えを巡めぐらせていたロキだったけど、不意に答えた。

「正直分からん」

「えぇー、わざわざ長ちよう考こうした末にそんな答えなの？　納なつ得とくいかないよ」

「いやお前……俺おれはこう見えて既き婚こん者しやなんだぜ？　ここは嫁よめさんの名前を言っとかねーとマズイ場面だろ」

「？　だったら言えばいいじゃん」

「なら言わせてもらうが、俺おれは今の嫁よめの〝シギュン〟が好きだ。だが前の嫁よめだった〝アングルボザ〟が嫌きらいになった訳でもねぇ。まぁ……アングルボザはフェンリル達たちを産むと同時に死んじまったんだけどな」

　あ、あれ……おかしいな。楽しい話になるかと思ったら俄が然ぜん重い話に……。

「気にすんなセイ。昔の話だ。それに俺おれもシギュンの事はめっきり相手にしてやってねーしな……ひょっとしたら、もうとっくに嫌きらわれてるかも」

「そ、そんなこと……、仮にそうだとしても、ボクはロキのこと好きだよ！　だって相棒だもん、たとえ世界中がロキの敵になったとしても、ボクだけはずっと好きでいるよ」

「うへぇ、やだやだ。場合によっちゃあ最後的に俺おれを好きなのはお前だけかよ」

「何それヒドッ!?　ボクは善意で言ってあげてるのに！」

「くっくっく！　いやいや冗じよう談だんだって、そう怒おこりなさんな。……けどそうかい。これから先どんな未来が待ってるにせよ、少なくとも俺おれはボッチにゃならねー訳だ。そいつは確かに心強い話だぜ、なぁ相棒」

　どことなく肩かたの力を抜ぬいたように、ロキは言う。うん、たまにはこんなふうに語り合うのも悪くないよね。こういう機会って、実は滅めつ多たにないことだし。

「ところでセイよ。寝ねる前にちょいと聞いときたかったんだが……お前の部屋ってどうしてこんなに昔の文ぶん献けんが多いんだ？　イノシシにしちゃあ不自然なぐらいに勉強熱心じゃねーか」

　ごろりと毛布の中で寝ね返がえりを打ちつつ、ロキは部屋の本ほん棚だなに視線を移して言う。

「あー。それはほら、ボクには父さん母さんに拾われる前の記き憶おくがないからだよ。今はそれほどでもないけど、昔は結構それを気にしててね……。どうにか記き憶おくを取とり戻もどそうと、昔のことを調べまくってた時期があったんだ。そしたらドンドン本が増えちゃって」

「なるほど、納なつ得とくしたぜ。お前も意外と苦労してんだな」

　意外とって何だよ……全く失礼しちゃうなぁ。まぁ実際、記き憶おくがないことで苦労をしたためしなんてボクにはないけどね。

「しかしよ……」

　と、何かを言いたげにロキが呟つぶやく。その厳しい視線はいつの間にか、本ほん棚だなからボクの方へと向けられていた。

「俺おれも気にはなってるんだよな──お前の正体」

「ボクの正体？　なに言ってるのさ、ボクは見ての通りただのイノシシだよ」

「あぁ。〝一日一回生き返れるだけの〟、ただのイノシシだな。だが実際のところお前の力は蘇そ生せいって訳じゃ……いや、それはいいか。問題なのはその破格の力が、何故なぜお前に備わってんのかってとこだぜ。最近お前の両親に血けつ縁えんの事を聞きに行ったっつったがよ、早い話そいつがその理由だ。俺おれは割とマジで興味があんのさ、お前が抱かかえてるデッケェ謎なぞにな」

　なるほど……そういうことか。ボクの生おい立たちを詳くわしく知りたくなったから、ロキは父さんたちに会いに行ってたんだね。

「なぁセイ、お前本当に記き憶おくがねーのか？　少しも思い出せねーか？　どうしてドラゴンにまでなれるんだ？　どうして……魔法の鍋エンドフリームニルなんかに収まってやがったんだ？」

「わ、分かんないよそんなこと言われても。あ、でも魔法の鍋エンドフリームニルのことなら前にヴィズガさんが言ってたな。それはきっとドヴェルグが作ったものだって。だからボクは、ドヴェルグと知り合いなのかもしれないって」

「ほぉ、やっぱそうなるか。ドヴェルグ、ドヴェルグねぇ……。俺おれもたまに奴やつらとは絡からんできたが、有名どころは限られてくるからなぁ……そういう連中は『アールヴヘイム』に移住して、今じゃ大たい抵ていが世捨て人だ。今いま更さら表おもて舞ぶ台たいに出てくるとは思えねぇ。となると怪あやしいのは……やっぱ〝ファフニール〟か」

　ファフニール──それは歴史上で唯ゆい一いつ、ボク以外で竜りゆう化かの技わざを使ったというドヴェルグ。

　それにちなんでボクは竜りゆう化かの技わざにファフニールと名付けたけど……まさかその本人がボクの過去に係わってるんだろうか？

「ヴィズガの爺じいさんからその名を聞いた時に引っかかってたんだが……最近ちょいと思い出したことがあってな。セイ、実を言うと俺おれは一度、ファフニールに会った事があるんだ」

「えぇ!?」

　ロキからの突とつ然ぜんの告白に、ボクは基本に忠実な驚おどろき方で返した。いやもうそうするしかないでしょ、そんなことをいきなり言われたらさ。

「どどどどどういうことなのさ!?　いつどこで!?」

「落ち着け。昔の話だ、俺おれは兄貴とその実じつ弟ていのヘーニルと三人で、ドヴェルグの国『ニザヴェリール』を旅していた事があるのさ。そんでそん時色々あって、俺おれらに難なん癖くせつけてきやがったドヴェルグがいたんだ。そいつの名は〝フレイズマル〟。ファフニールの父親だ」

「父親？　じゃあ、そこには当然……」

「あぁ、その息子むすこ達たちがいた。何なに分ぶん昔の事だからもうぼんやりとしか覚えちゃいねーが、確かその兄弟のうちどっちかがファフニールだったはずだ」

「兄弟……」

　へぇ、ファフニールには兄弟がいたのか。その家族の中でも、竜りゆう化かができたのはファフニールだけだったってことになるんだろうか？　でもそれは、一体どうしてなんだろう……。

「フレイズマルの息子むすこ共どもは三人兄弟でな、その中でも〝オッテル〟とかいう次男坊ぼうがとんでもねー厄やつ介かいを運んできやがったんだ。俺おれ達たちは旅の途と中ちゆう、立ち寄った川辺の村でイタズラ好きのカワウソがいるって話を耳にしてな、謝礼目当てで退治してやった。そしたらなんと、そいつは変へん化げの魔ま術じゆつでカワウソに化けたオッテルだったのさ」

「うわぁ、やっちゃったね。でもそのオッテルはさ、実際に村人たちを困らせてたんでしょ？　冷たい言い方かもしれないけど自じ業ごう自じ得とくな面もあるような……」

「当然俺おれらはそう主張したさ。だが難なん癖くせをつけてきたと言ったろ？　〝確かに息子むすこはイタズラ好きだったが、命を奪うばわれるほどの悪事を働いた事はない〟。フレイズマルの野や郎ろうはそう主張して聞かなかった。その場にトールがいりゃあすぐさま捻ひねり潰つぶしてたんだろうが、こっちも変に律りち儀ぎになっちまってな。何しろフレイズマルには一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの借りを作った手前だったしよ」

　なるほど……恩義があるから、オーディンさまたちは強気に出れなかったのか。恩を盾たてにして神さまの弱みに付つけ込こむなんて、フレイズマルも随ずい分ぶん思い切ったことをするもんだ。

「にっちもさっちも行かなくなったもんだからよ、俺おれは兄貴に命じられて近くに住んでた成なり金きんドヴェルグから財宝を拝借、賠ばい償しようとしてフレイズマルにくれてやった。奴やつらとはそれきりだったが……ヴィズガの爺じいさんの話じゃ、ファフニールが竜りゆう化かをしたのはそのすぐあとだ。そして爺じいさんはこうも言ったよな？　〝山と積まれし黄金に目が眩くらんだ、欲深き者〟──。そう、フレイズマルに渡わたしたはずの黄金が、そん時にゃあファフニールの手に渡わたってやがったのさ。そこで何があったのかは、想像がつくだろ？」

　それは……何となく分かる気がする。

　黄金を巡めぐっての家庭崩ほう壊かい。血で血を洗う殺し合いの末に……ファフニールが勝ち残ったということなんだろう。

　竜りゆうに姿を変えたファフニールは肥大化する欲が命じるままに、近きん隣りんから黄金を搔かき集あつめた。その悪あく行ぎようが大だい英えい雄ゆうの耳に入り──討とう伐ばつされて命を散らす。それこそが、黒き剣けん聖せいが語る実在した夢物語の顚てん末まつだ。

「でも伝説通りなら、ファフニールは人間の大だい英えい雄ゆうシグルズによって葬ほうむられたはずだよ。それに時代も合わない。ヴィズガさんが言うにはそれって大分昔のことらしいじゃないか。自分で言うのも何だけどまだまだ若いこのボクが、彼かれらと接点を持ってるとは考えにくいと思う」

「そうなんだよなぁ。あれはもう何百年も前の話だし……。あーあ、他に目ぼしいドヴェルグはいたっけかな。せめて魔法の鍋エルドフリームニルの製作者さえ分かりゃあ何かが摑つかめそうなんだが……」

　お手上げだ、そう言ってロキは再び寝ね返がえりを打つ。確かに、これ以上考えていても何かが見えてくる気はしないな。そもそもボクの記き憶おくのことなんて、そんなに真しん剣けんに考えることでもないしね。

「チ、しゃあねぇ、もう寝ねるか」

「そうだね。お休みロキ」

「おう」

　就しゆう寝しんの挨あい拶さつを交かわして数分後、すぐにロキの寝ね息いきが聞こえ始めた。ピークを越こえて全然眠ねむ気けがなくなっていたボクだけど、寝ね息いきを聞いていたらつられて眠ねむくなってきたよ。

「ふわぁ……。欲深き者……か」

　どこまで計算していたのかは知らないけど、あのオーディンさまたちと真っ向から交こう渉しようして黄金をもぎ取ったドヴェルグ、フレイズマル。それは一見旨うまい話のようでいて……結局はその黄金が彼かれの死因となってしまった。

　つまり彼かれに死を与あたえたのは……オーディンさまと言えなくもない？

　旨うまい話には必ず裏がある。不幸な裏目を見たどこかの誰だれかが、杓しやく子し定じよう規ぎにそれを神々のせいだと見み做なしたなら──。

　そいつはきっと……世界中の全すべてを呪のろい殺すに違ちがいない。







　久ひさ方かた振ぶりに帰き省せいして、身も心もリフレッシュしたあの日から数日が経過した。

　あれからというもの、ボクは生き方のベクトルを急きゆう遽きよ軌き道どう修しゆう正せい。料理にされる側ではなく、普ふ通つうに料理する側としてこの『ヴァルハラ』で活かつ躍やくしていく──それこそが、今のボクの新しい目標だ。

「オードブル用の野菜切り終わりました！　このまま並へい行こうしてオニオンスープの方に取とり掛かかります！」

「了りよう解かい！　いい手て際ぎわだなセイ君！　そっちが片付いたら揚あげ物ものの手伝いに回ってくれ！」

「はいっ！」

　世界一大きい厨ちゆう房ぼう『ヴァルハラキッチン』で、ボクはコック修しゆ行ぎようの日々を送っている。あ、もちろん料理中は人間の姿だよ。お陰かげで長時間のマンナズにも少しずつ慣れてきてたりする。

　ちなみに料理長が言うには、ボクは筋がいい方らしい。それがただのお世せ辞じやおためごかしだと困っちゃうけど、料理長はそんなことを言う人じゃないのはよく知ってる。

　だからこそ、ボクは自信と情熱をもって料理修しゆ行ぎように打うち込こんでいた。今ではメーン以外であれば、料理長の指示なしでも何とかこなせるようになったよ。

　だけど何より嬉うれしかったのは、この厨ちゆう房ぼうでボク専用のメニューを任されるようになったことだ。それはもちろん自家製カレー。母さんから教わった秘伝のスパイスを受うけ継つぎ、ほんの少しだけ辛からめにアレンジして晩ばん餐さんに出してみたら、評判は上々。いつの間にか『ヴァルハラキッチン』の目玉料理の一つとして数えられるようになっていた。

　うんうん。やっぱりここの荒あらくれたちには、ロキ向けの辛からい味付けがバッチリだったみたいだね。

「っと悪いセイ君！　一いつ旦たん離はなれていいからちょっとヘイズ君の様子を見て来てくれ！」

「あ、はい分かりました！」

　そっか、そう言えばそろそろミードが搾しぼり終わる頃ころだったよ。う～ん、こういう全体の進行状じよう況きようを把は握あくできるようになることが、次のステップのような気がするな。よぉし、今度からは意識するようにして……って、一度に何でもやろうとしたら、逆にどこかでボロが出ちゃうか。

　ボクなんて料理長はおろか、他のスタッフたちと比べてもまだまだ見習いレベルなんだ。欲張るのはよくないよね。マイペースマイペースっと。

　心の中で言い聞かせるように唱えつつ、ボクは落ち着いた足取りでキッチンを出る。

　ヘイズのいる搾さく乳にゆう室しつに行くためにはキッチン隣となりの配はい膳ぜん室しつを通ることになるんだけど、ボクはそこでブリュンヒルデさまたちヴァルキューレ姉し妹まいとばったり遭そう遇ぐうした。

　ついでに言うと、そこにはボクの弟子でし・イクス（人間モード）の姿もある。

「あれ？　どうしたんですかみなさん、今日はいつもより集まるのが大分お早いんじゃ？」

　太陽はもう傾かたむきかけてはいるけれど、地平線に沈しずむのはもう少し先だ。料理もミードもまだ準備ができていないこの時間に、一体どうして？

　そうボクが不思議に思っていると、姉し妹まいを代表してブリュンヒルデさまが答えてくれた。

「セイさん、ひょっとして聞いてないんですか？　今日はちょっとした発表があるから、キッチンとフロアの両スタッフは早めに『ヴァルハラキッチン』に集合するようにって」

「え……？　いえ、初耳です。そのお達しって、誰だれからのものでしょう？」

「それは……」

　言いかけ、ブリュンヒルデさまは突とつ然ぜんビシリと姿勢を正す。他の姉し妹まいもそれに倣ならい、イクスでさえも似合わない敬礼を決めていた。

　恐おそる恐おそる振ふり返かえったそこには……予想通り。アースの最高神オーディンさまがいらしていた。

「うむ。みな揃そろって……ほう？　セーフリームニルも居たか。サプライズになるよう演出するつもりだったが……まぁこのタイミングも悪くはあるまい」

　サプライズ？　え、ボクがここにいたらマズかったかな？

　気付けば、配はい膳ぜん室しつから見える大食堂の方にも料理長を含ふくむキッチンスタッフが勢せい揃ぞろいしていた。あの……一体何が始まるんです？

　わけが分からず狼狽うろたえていると、オーディンさまは集まった全員をぐるりと見回して咳せき払ばらいを一つ。

「では発表するとしよう。セーフリームニルよ、今までご苦労であったな。今宵こよいの勤めを以もつて──エインヘリヤルの晩ばん餐さんとなるそなたの任、これを解くものとする」

「……………………はい？」

　うん、はい？　だね。それしか言えないよね。

　え、だってそうでしょ？　任を解くって……そういうこと、だよね……？

「オオォォオオーディンさま!?　まままま待って下さいそれってつまりっ、ボクは……ボクは〝クビ〟……ってことですかっ!?」

「うむ。早々に荷物をまとめ、実家に帰るがよい」

　うわあああああっ!!　あっさり肯こう定ていやめてぇ！　そんなの聞きたくないぃ！　どうして!?　どうしてボクがクビにならなきゃいけないの!?　料理にならなくなったから!?

　そりゃあ確かに最近は料理になってないけどさ、でもボクは『ヴァルハラの晩ご飯』であると同時にコック見習いなんだ。そのことにようやく気付いて前向きにやって行こうって、そう決めたばっかりだったのに……。

「オ、オーデイン様お待ち下さい！　どうしてセイさんがクビにならなければいけないのか、私には納なつ得とくがいきません！」

　その時、無言で成り行きを窺うかがっていたブリュンヒルデさまが吠ほえた。畏おそれ多おおくも主神のご意向に真っ向から物申すなんて、ブリュンヒルデさまはそこまでボクを想おもって……！

「お、恐おそれながらワタクシも同意見ですわ、オーディン様！　セイの『ヴァルハラ』での働きは、素す直なおに称しよう賛さんできるものですわ！」

「そうだよっ！　わたしもセイくんは頑がん張ばってると思う！　もう『ヴァルハラ』に要らないだなんて、そんなの絶対おかしいよっ！」

　あぁ、ゲルヒさま、それにヴァイセまで……！　いや、発言はしなくとも他のヴァルキューレさまがただって不満のある目をオーディンさまに向けている。

　そっか……みんなもボクのクビを快く思っていないんだ。本当に嬉うれしい……ボクは少なくとも、ヴァルキューレ姉し妹まいさまがたにはまだ必要とされている……！

　だけど──そんなブリュンヒルデさまたちを見たオーディンさまは怪け訝げんそうな表情を浮うかべると、やんわりとした口調で仰おつしやられた。

「？　何が不満だと言うのだ。この決定はセーフリームニル、そなたにとって何より喜ばしいものであるはずだが？」

「喜ばしいもの……ですか？」

「そうだ。何しろこれから先、そなたは〝食材としての死〟を繰くり返かえす必要がなくなるのだからな。あれだけ嫌いやがっていた任から正式に解放されるのだ、嬉うれしくないはずがない」

　いやまぁ、その点だけ見ればそうなんですけどね？　でも今問題なのはボクが『ヴァルハラ』から立たち退のかなければならないという部分でして……。

　そんな風にモゴモゴと口くち籠ごもっていると、オーディンさまは少しだけ声を硬かたくして続ける。

「とはいえ、そなたの力が今後一いつ切さい必要ないとは言えぬ。当然の事だが、そなたの肉で作った保存食のストックが切れた際には、食材として臨時召しよう集しゆうする事もあるだろう」

「え？　それはつまり……召しよう集しゆうさえあれば一時的には『ヴァルハラ』に戻もどって来こられる、ってことですか？」

　ボクのその質問には、静かな肯こう定ていの頷うなずきが返された。

　そっか、それはそれで安心したよ。今後のボクはさしずめ〝非常勤食材〟ってところかな。

　だけど……それだとボクが『ヴァルハラ』を出ていかなくちゃならないという今の状じよう況きようは変わらない。

　そして『ヴァルハラ』を出ていくということはつまり、愛いとしのブリュンヒルデさまとお会いできる機会を失うということ。だってボクと彼かの女じよには、この『ヴァルハラ』にしか確かな接点が存在しないんだから。

『ヴァルハラキッチン』で働いてさえいれば、そこにはヴァルキューレさまたちが毎晩のようにやって来る。エインヘリヤルたちの酌しやくをするためにね。だからこそボクは、食材としての死を受け入れてまで『ヴァルハラ』行きを志願したんだ。

　なのにこの合法的な逢おう瀬せがこれまでだなんて……そんなのは生きる意味を失うも同義。折せつ角かくの計はからいだけど、ボクは全力で異を唱えざるを得ない！

「オーディンさま。もしもの話なのですが……ボクがこの『ヴァルハラ』にとって、なくてはならない重要な存在だと証明されたらどうなりますか？」

「む？　それは、今回の話は不服という事か？」

「不服、というわけでは決して。ですが、適材を適所に配することこそが肝かん要ようかと」

「尤もつともな意見だ。だが……肉の味を衰おとろえさせた今、そなたに食材としての価値がないのもまた事実。コックとしての仕事だけなら半人前のそなたでなくとも事足りる。その上でなお、この地に留とどまるだけの価値がそなたにあると？」

　あくまでも口調は穏おだやかに。でも、それとは逆に試ためすような厳しい隻せき眼がんがボクを射い貫ぬく。

　そんな価値は…………ない。今のボクには誰だれかに誇ほこれるような価値なんて、何一つ。

　それでも探すんだ。でなきゃ保存食のストックがなくなって『ヴァルハラ』に呼び寄せられるその時まで、ブリュンヒルデさまとお会いすることができなくなってしまうんだから。

　そうなってしまわないためにも、ボクは──。

「五日……いえ、三日で。三日で証明してみせます！　ボクがここにいてもいいだけの、確かな価値を。思わず喉のどから手が出るぐらいの……その手が二度と離せなくなるぐらいの……」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切り、ボクはチラリとブリュンヒルデさまの方を見る。するとそこには、心配そうに瞳ひとみを揺ゆらす彼かの女じよの姿があった。

　心配なさらないで下さいブリュンヒルデさま。ボクも、絶対に手放しませんから。

「……世界で一番価値あるボクを……証明します!!」

　高らかにボクは告げる。この一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんを──これから先も重ねていくために。

「ふむ……一体何をそんなに熱くなっているのかワシには分からぬが……まぁよい。ではこの三日でそなたに何ができるのか──楽しみに待つとしよう」

　言って大きく頷うなずくと、オーディンさまは配はい膳ぜん室しつから静かに立ち去っていった。

　マズイ……マズイですぞ。何でボクは自分から、三日という期限をわざわざ設けてしまったんだろう。その場のノリでカッコつけすぎちゃったかも……。

　でも、こうなったからにはもう後には引けない。覚かく悟ごを決めろセーフリームニル。

　ここから先は泣いても笑っても──ボクがメーンディッシュだ！







[image: 六　～愛情色のメーンディッシュ～]




「ああぁぁ[image: ～][image: ～]困った。ひっじょ[image: ～][image: ～]に困ったことになったぞぉ」

　日の出直後の早朝。居ても立ってもいられずに狭せまい自室を飛び出したボクは、開放的な大だい空くう間かん『ヴァルハラ大食堂』へとやって来ていた。広々としたこの場所なら、自由で幅はば広ひろいアイデアが閃ひらめくと信じて。

「信じるものは救われる、か。はぁ……信じるだけで救われるならどんなに楽か……」

　オーディンさまから半リストラ宣言を受けたあの日から、早くも二日が過ぎ去ってしまった。

　今後の身の振ふり方が決まるまでの期限は、残すところ今日一日のみ。オーディンさまの手前、三日で価値を見み出いだすなんて大おお見み得えを切ってみたはいいけど……正直言ってボクの手札はすっからかん。揃そろえられそうな役は何一つない。

　それでも何とか今日中にボクの価値を跳はね上あげないと、晴れて実家に出で戻もどり確定。ボクの『ヴァルハラ』での立場が、文字通りなくなってしまうことになるんだ。

「そんなのは嫌いやだ……嫌いやに決まってるじゃないか」

　かつてのボクは食材にされると分かりつつ、ブリュンヒルデさまとの接点が欲ほしかったがために『ヴァルハラ』行きを受け入れた。なのにここで引き下がってしまったら、あの時心に固めた覚かく悟ごが全部無む駄だになる。

　いや……むしろ今日まで『ヴァルハラ』で過ごしてきたからこそ、ボクの中の想おもいは最初の時よりずっと強まってしまった。今いま更さらこの想おもいを消し去るなんてことは、ボクにはできない。

　だからどうにか……どうにか今日中にボクの価値を見み出いださないと……。

「今のボクに残された価値は、コックとしての価値──うん。そこまでは分かってるんだ」

　二日も考えていれば、バカなボクにだってそれくらいの答えは出せる。何しろボクが食材としての価値を取とり戻もどすことは不可能だ。イクスには勝てないってことは、もう嫌いやってほど思い知らされたからね。

　となれば、ボクにはもうコックの道しか残されていない。愛する両親から示された目標。尊敬する料理長から褒ほめられたセンス。今はそれだけが、ボクの価値を支えてくれている。

　そうさ、考え方の方向性はそれで悪くないはずだ。ボクはコックとして価値ある存在になりたい。そのために……例えばそう、今日だけで世界一のコックになるっていうのはどうだろう？　あの料理長を料理勝負で打ち負かして、ギャフンと言わせるくらいのコックに。

「って……無理だよなぁ。一日が十年くらいに伸のびるような部屋で修しゆ行ぎようでもしなきゃ、そんなのは絶対無理」

　いくらここが空の上にある世界だからって、そんな都合のいい設定は出てこないよ。ボクはもっと現実を見なくちゃ。

　とはいえ……現実は直視できない無情さだ。どの角度から眺ながめても救いがなかったから、ボクはこうして追おい詰つめられてるわけだし。

「やっぱりボク一人の頭で考えてちゃダメかな……と言っても、そう何度もブリュンヒルデさまたちに頼たよってばかりでいいものか……。それに今回のことは、単なるボクのわがままみたいな面もあるしなぁ」

　そう、問題はそこなんだよ。純じゆん粋すいな善意によって出されたオーディンさまの提案を、ボクが個人的な理由で拒こばんでいるだけにすぎない。そして拒こばんでいる理由を聞かれるのはなおのことよろしくないよ。だって好きな人の側そばから離はなれたくないって、言ってしまえばただそれだけの理由なんだから。

　いや……それでもボクにとっては充じゆう分ぶん大事なことだよね。問題がシンプルってだけでさ。

「あ～あ……ブリュンヒルデさまは今いま頃ごろどうしてるのかなぁ……」

「セイさん？　ひょっとして今、私の名前を呼びましたか？」

「ってわあっ!?　ブリュンヒルデさま、いらしてたんですか!?」

　早朝も早朝なこの時間だ、みんなの朝ご飯にはまだ大分早い。そんな時間の大食堂に誰だれかが、ましてやブリュンヒルデさまご本人が来るなんて夢にも思わなかったから、ボクは心底驚おどろいた。

　そんなボクにペコリと頭を下げながら、ブリュンヒルデさまは言う。

「驚おどろかせてしまってすみません、私はたった今任務から帰ってきたところです。昨日の任務が深夜まで長引いてしまいまして……。それで何か飲み物を頂こうとしてキッチンに立ち寄ったら、セイさんが」

　なるほど、それでバッタリ出くわしたと。う～ん、何だか最近はこんな感じの不意な出会いが多くなってきた気がする。ふっ、この出会いはもう運命だね。ほら、二人の出会いと門かど出でを祝福する鐘かねの音ねが、今にも聞こえてきそうじゃないか。

　グゥ～。

「……ん？」

　何だ、今の音。鐘かねの音ねは幻げん聴ちようだったけど、別の音なら確かに聞こえた。今の音は……。

　見れば、ブリュンヒルデさまはお顔を耳まで真っ赤に染めてお腹なかを押おさえていらっしゃる。え、じゃあさっきのグゥ～ってなったあれは……ブリュンヒルデさまのお腹なかの音おとか！

「ブリュンヒルデさま、ひょっとしてお腹なか空いてます？」

「ちちちち違ちがいますっ！　あれはお腹なかの音おとなんかじゃありませんからっ！」

「では何の音おとだったんでしょう？」

「そ、それは……その……わ、私の鳴き声ですグゥ。気を抜ぬくと、時々出てしまう癖くせなんですグゥ」

　うわ、ダメですブリュンヒルデさま。その言い訳はさすがに無理がありますグゥ。

「……すみません……実はお腹なかが空いてます。昨日のお昼から何も食べてなくて……」

　あ、無理があったことにご自分で気付いたみたいだ。お気付きになるまでに相当なダメージを負ってしまわれたようだけど……。

「と、ところでセイさんはどうしてこんな朝早くから大食堂に？」

　おっと、ブリュンヒルデさまってば露ろ骨こつに話題を逸そらしてきたぞ？　まぁいいでしょう、ボクは強ごう引いんなブリュンヒルデさまも大好きですから。

「ちょっとアイデア出しをと思って。自室で唸うなっているだけじゃどうにもならないってことは、ボクもそろそろ学習しましたので……」

「あぁ……もうあれから二日、ですもんね……」

　現在のボクが立たされている境きよう遇ぐうを知るからこそ、ブリュンヒルデさまは眉み間けんにシワを寄せて呟つぶやく。その表情には、ボクに対する申し訳なさも浮うかんでいるように見えた。

「すみませんセイさん。私わたし達たち姉し妹まいも何かお力になれたらと思ってはいるのですが、かといってセイさんの幸せを考えると勝手な事も言えず……。とはいえ私がお見受けするに、セイさんはどちらかというとクビには反対……なんですよね？」

「はい。オーディンさまには本当に申し訳ないんですけど、やっぱりその……ボクはブリュン、じゃなくてっ、『ヴァルハラ』が好きですので！」

　あっぶなぁ！　つい流れでダイナミック告白を敢かん行こうしてしまうところだったよ。もっと彼かの女じよに相応ふさわしい男になるその日まで、この想おもいは大事に温めておかないと。

「私も……きっと妹いもうと達たちも、セイさんは『ヴァルハラ』に必要な方だと思っています。たとえこれまでのように、料理にならなくなったとしても。だからこそずっと打開策を考えてはいるのですが、中々いい考えがまとまらなくて……申し訳ありません」

「そんな！　陰かげながら考えて下さっていたというだけでも充じゆう分ぶんありがたいことです！　ホントに最近は何から何まで甘あまえてばかりで……」

「もう、セイさんったら。それは気にしないで下さいって、何度も言ってるじゃないですか」

　……ググゥ～。

　ん？　なに？　あ～、またお腹なかが鳴ったのね……。

「あ、あのぉ、できれば今のも気にしないで頂けると……」

「いえ、気にしないわけにはいきません！　よし、丁度ボクも朝ご飯にしようと思っていたところだったので、一いつ緒しよに食べましょう！」

　言うが早いか、ボクはブリュンヒルデさまの返事を待たずに食堂を飛び出してキッチンへ。

　まずはキッチン隣となりの更こう衣い室しつだ。マンナズのルーンで人じん化かしつつ、純白のコック服で体と心を武装する。

　次いで昨夜のうちにタッパーに移しておいたカレーを鍋なべに戻もどし、グツグツと煮に立たてた。

「あっとそうだった。ブリュンヒルデさまは甘あま口くちがお好みなんだよね」

　ボクは玉ねぎを適量すり下ろしてカレーに投入。ついでにコーンクリームのペーストも入れてぐーるぐーる。……よぉし、バッチリあまぁーーい！

　ブリュンヒルデさまへの愛情をたっぷり込こめて味を調ととのえたカレーをサッとお皿によそうと、お腹なかを空かせた彼かの女じよが待つ食堂へ大急ぎで舞まい戻もどった。

「じゃーん！　実は昨日もこっそり作っていた新メニュー、ボクの自家製カレーです！　さぁブリュンヒルデさま、温かいうちにどうぞ！」

「あ、これは先日セイさんのご実家で振ふる舞まって頂いた料理ですね！　ありがとうございますセイさん、頂きます！」

　カレーのスパイシーな香かおりに誘いざなわれて、ブリュンヒルデさまは抗あらがうことなく席に着く。そしてスプーン一いつ杯ぱいにカレーを掬すくうと迷わずお口に運んだ。

「……あれ？」

「？　どうかしましたか？　ブリュンヒルデさま」

　一口目を飲のみ込こんだブリュンヒルデさまは、何故なぜだか小首を傾かしげた。気になって問とい掛かけるも、彼かの女じよはボクの質問には答えずに二口目をパクリ。

「…………」

　一口目の時よりも、今度はよく味わって食べていらっしゃるみたいだ。目を閉じてゆっくりと咀そ嚼しやくし、口の中のものを飲のみ込こんだ時──ブリュンヒルデさまは目を見開いて一言。

「……美味おいしい……」

　短く、簡潔な言葉。でもそれは、他のどんなお褒ほめの言葉よりも沢たく山さんの感情が込こめられているような気がした。

「美味おいしいですか、よかったです！　お口に合わないんじゃないかとヒヤヒヤしましたよ」

「口に合わないだなんてとんでもありません！　本当に美味おいしいです！　カレーって実はこんなにも美味おいしい料理だったんですね！　これはもう毎日でも食べたいくらいです！」

「えっ、ホントですか!?」

「はい！　先日振ふる舞まって頂いたお母様のカレーよりも、断然美味おいしいです！」

「またまたぁ。ちょこっと甘あま口くちに作っただけで、そこまでの美味おいしさはないですよ」

「いえ、あります！　辛からいとか甘あまい以前に、これは料理としてのレベルが違ちがいます」

「そ、そこまでですか……？」

　そう言って頂けるのは嬉うれしいけど、そうまで言われると何だか逆に疑わしいぞ。母さんのカレーよりもボクのカレーの方が上だなんて、到とう底てい有り得ないよ。

「残念ですが、ボクなんてまだまだヒヨッコレベルですよ。母さんのカレーに比べたらこんなのはカレーのうちに入りません。だって年季の入り方が違ちがいますもん。カレーどころか、料理の腕うでそのものの格が段だん違ちがいですし」

「え……でも……」

　ボクの言葉を受け、ボクとカレーを交こう互ごに見つめるブリュンヒルデさま。そしてそのお口が三口目を食べ終えた時、確信めいた表情でブリュンヒルデさまは言った。

「やっぱりこっちのカレーの方が、お母様のカレーよりも料理として上だと思うんですけど」

「あれ……？　そう……なんですか？」

　おっかしいな……ボクはちゃんと味見をした上でカレーをお出ししている。自分の舌が知っているんだ、これは母さんのカレーには遠く及およばない代しろ物ものだって。だけど、目の前のブリュンヒルデさまはこっちの方が美味おいしいと言う。味の好みに関係なく、一つの料理として、だ。

　何でそこまで美味おいしいと思ってもらえるんだろう？　一晩寝ねかせたからか？

　いや……カレーはそうすることで美味おいしくなると言われてるけど、そんなことで母さんのカレーに追いつけるなら苦労はしない。失礼すぎる言い方だけど、きっとブリュンヒルデさまが味覚オンチなだけだろう。

「ん……味覚オンチ？　それって……」

　そう言えば、今と全く同じ感想を抱いだいたことが前にもあったっけ。あれは確か──そう、ヴィズガさんを招待し損そこねた代わりに行われた、女の子だらけのサプライズパーティーの時だ。

　あの時、ブリュンヒルデさまはボクと料理長が作った野菜キッシュを食べ比べて、こう仰おつしやっていた。〝どちらも同じくらい美味おいしい〟、と。

　そして彼かの女じよは今回も、ボクのカレーを絶賛してくれた。前に食べた母さんのカレーと比ひ較かくしてなお、そう感じたという。

「違ちがう……ボクにとっての一番は、間ま違ちがいなく母さんが作ってくれるカレーだ。ボクのためにって、愛情がたっぷり込こめられたあのカレーこそが至高。ボクにとってはあの味こそが世界一なんだ。でもブリュンヒルデさまにとってはボクのカレーの方が…………あっ」

　待った。今……何か大事なことに気付けたような気がする。

　ボクと母さんのカレーは、本質的には同じ料理だ。だって使っているスパイスの種類が同じなんだから。だけど……その二つには今、微び妙みように違ちがう部分が一つだけ存在する。

　その違ちがいとは、甘あま口くちにするための工く夫ふう。そしてそれは即すなわち──。

「食べてくれる人への……想おもい」

　以前、ボクの実家で母さんのカレーを食べた時、どうもブリュンヒルデさまには辛からすぎてお口に合わない様子だった。そうだとハッキリ言われたわけじゃないけど、あれだけお水をガブ飲みされればイノシシでも分かる。

　だからこそボクは、昨日作った辛から口くちカレーを甘あま口くちに作つくり替かえた。何故なぜかって、そんなのはブリュンヒルデさまのために決まってる。

　今度こそ美味おいしいと言って頂けるようにって……食べてくれる人のことを一番に考えて、レシピをアレンジしたんだ。

　もう一度言おう。ボクのカレーと母さんのカレー、二つの料理に本質的な違ちがいはない。

　だけどそこには確かに込こめられていたんだ。作ったボク自身でさえも気付かなかった、食べる相手を想おもう試し行こう錯さく誤ごが。

　それはほんの僅わずかな違ちがいかもしれない。でもそれでいて、何よりも大きな違ちがい。

　その違ちがいをボクならこう呼ぶよ。ただ一言──〝愛〟と。

「そうか……そういうことだったんだ……！」

「ど、どうかしましたか？　セイさん」

「分かったんですよブリュンヒルデさま！　今すぐ料理を美味おいしくする方法が！」

　ボクへの想おもいが込こめられた料理だったから、ボクは母さんのカレーが何よりも美味おいしく感じられた。それと同じように、ボクのカレーにはブリュンヒルデさまへの熱い想おもいが込こめられている。だからブリュンヒルデさまは、ボクのカレーを美味おいしいと感じたに違ちがいない。

　そしてそれはきっと前のサプライズパーティーの時も同じはず。ブリュンヒルデさまがボクのキッシュを料理長のものと遜そん色しよくないと仰おつしやっていたのは、ブリュンヒルデさまの中で何らかの精神的作用が働いていたと見て間ま違ちがいないだろう。

　つまり……強い想おもいを込こめることで、料理は簡単に美味おいしくすることができるんだ！

「ブリュンヒルデさま、ありがとうございます！　お陰かげでボクは料理長に挑いどむことができそうです！」

「えっと……よく分かりませんが、お役に立てたなら何よりです」

　ボクの感謝の意味を汲くみ取とれず、首を捻ひねりながらも微笑ほほえむブリュンヒルデさま。

　別に分かってもらえなくても構わない。とにかく今は、この感謝の想おもいを伝えられればそれでいい。よし、あとは料理長に掛かけ合あって料理勝負を受けてもらえれば……！

　……って……いや。それじゃあまだ足りないような気がする。

　それだけじゃ、多分ダメだ。そんなちっぽけな理り屈くつだけであの料理長に勝てるはずがない。

「？　セイさん？　急に俯うつむいてどうしたんです？　何か閃ひらめいたんですよね？」

　突とつ然ぜん元気をなくしたボクに気付き、ブリュンヒルデさまが優やさしく尋たずねてくる。ボクは心の中の落らく胆たんを隠かくし切れず、思っていることを話した。

「強い想おもいを込こめることで、今のボクでも料理長と戦えると思っていました。だけど考えてみれば、料理長だって同じように心を込こめて料理を作っているはずです。想おもいだけであの人に勝とうだなんて考えが甘あますぎる。生なま半はん可かな想おもいじゃ、到とう底ていあの人は超こえられません。それに料理勝負をしたとして、その勝敗を決める審しん査さ員いんはオーディンさまかエインヘリヤルか……。少なくとも決戦の舞ぶ台たいは、ボクが心から想おもいを込こめられるような状じよう況きようじゃないはずです」

　最も強いと思われる感情、〝愛〟を込こめることができたなら、あるいは……。

「はぁ……ブリュンヒルデさまが審しん査さ員いんだったなら、まだボクにも勝ち目があったかもしれないのになぁ」

「私が審しん査さ員いんなら……？　え、どうして私が審しん査さ員いんだとセイさんが勝てるんですか？」

　溜ため息を交ぜたボクの呟つぶやきを聞き、ブリュンヒルデさまは頰ほっぺたに人差し指を当てつつ首を傾かしげる。思案顔の彼かの女じよに向かってボクは答えた。

「ブリュンヒルデさまのためになら、ボクは目め一いつ杯ぱいの愛を込こめて料理を作れるでしょう。そして他ならぬブリュンヒルデさまなら、そこに込こめられた想おもいを正しく汲くみ取とって高得点をつけて下さるに違ちがいない……そう思ったんです」

「それは確かに……私への想おもいが詰つまった料理なら、私が美味おいしいと感じない道理はありませんからね。でも私ではない審しん査さ員いんの皆みなさんには、同じだけの愛を込こめられないと？」

「そう、ですね……全く同じようには無理でしょう。仮に込こめられたとして、きっとその愛は審しん査さ員いんの方々の心には届かない。逆に、料理長の腕うでは世界中の誰だれもが信しん頼らいしています。ボクは料理の技術で料理長に負けている上に、精神的作用でも負けているんです」

　そう──折せつ角かく気付くことができた〝想おもいによる精神作用〟は、よりにもよって料理長だけに有利に働くことになる。

　ボクがその想おもいの力を上回るには……〝食べる人へのボクの想おもい〟と、その想おもいを〝受け取る人のボクへの想おもい〟、二つの想おもいが最大限に嚙かみ合あわなければいけないんだ。そして恐おそらく、ボクには後者の要素を手に入れる術すべはない。

　なら、その代わりになるような何らかの要素が、必要不可欠──。

「困りましたね……審しん査さ員いんの方々が私と同じくらいにセイさんを好きならいいのに」

「えぇ……えぇっ!?　今なんて!?　ブリュンヒルデさまがボクのことを好き……!?」

「ハッ!?　そそそそそんなっ、違ちがいますよ!?　決してそういう意味ではなく！　せ、世界中の人々がセイさんを愛していれば、セイさんのお肉をみんなが美味おいしいと感じてくれると思うのにって、そういう意味です！」

「あ……そ、そうですよね。そういう意味に決まってますよね、ははは……」

　このバカイノシシ、この期ごに及およんでなに変な期待をしてるんだ。現状無価値なこのボクが、こともあろうにブリュンヒルデさまから愛されてるだなんてあるわけないじゃないか。

「いや～、でもそんな風に愛されることができたなら、色んな意味で文句ナシなんですけどね。はぁ、そんな奇き跡せきみたいなシチュエーションがポンと作り出せたらなぁ……」

「ですよねー……でも世界中の人にずっと愛され続けるのは難しいとしても、審しん査さ員いんから一時的にでも愛してもらえれば……いえ、それだって無理ですよね」

「そりゃそうですよ。それにみんなが美味おいしいと言ったからって、それがみんなから愛されているとも限りません。だって世界一美味おいしいっていうあの〝グリンカムビ〟が、世界中の人々から愛されてると思います？　……って……あっ！　そうか、グリンカムビ！」

　ボクは今まさに話題に上った人物の名前を思わず叫さけぶ。料理を手軽に美味おいしくするための方法を知っているかもしれない人物は、まだ残っていたじゃないか。

　コックとしての力だけでは料理長に勝てる見み込こみがないのなら、食材としての力を高めて掛かけ合あわせるしか術すべはない。

　ならボクはもう一度考えよう、あの変態ニワトリに勝てる方法を！

　超ちよう高速で逃にげ回まわるグリンカムビを捕つかまえて尾お羽ばねを奪うばうには、更さらに上を行く速さで追いかけるしかない。でもボクにはそのスピードを出すことも、そのスピードを出せるものに変へん化げすることも不可能だ。

　ならいっそ、その発想を逆転させてみようじゃないか。

　例えば──押おしてダメなら引いてみろ。前にヘイズが料理長に対してやってたじゃないか。逃にげる相手を無理に追いかけるんじゃなくて、逆にあいつの方からこっちに近付きたくなるように仕向けるんだ。

　うん、発想はいいと思う。ならその方法を模も索さくしろ。

　そうだな……まずは立場を入いれ替かえてみるのはどうだろう？　生まれついての紳しん士しであるこのボクには、ヤツの変態的思考なんてこれっぽっちも想像できないけどね。

　それでも構わない。イメージするんだ、無理やりにでも。

　ボクがあいつで、あいつがボクだったなら……お互たがいはどうする？　きっとあいつはイケメンなボクに成り代わったのをいいことに、よくしてくれるブリュンヒルデさまにとんでもない不ふ埒らちを働くに違ちがいない。

　具体的には……ああ!?　あのバカ野や郎ろう、お前そこまでするか!?　くそっ、なぜだ！　ボクは生きつ粋すいの紳しん士しであるはずなのに、なぜあいつの変態的思考が手に取るように分かってしまうんだ！

　やめろぉ！　いくら想像の中だろうと、お前がブリュンヒルデさまにそんなことをするのは許さない！　そのポジションはボクだけのものだ、彼かの女じよから離はなれろこのチキン野や郎ろう！

「!!　この感情は……そうか、それだっ！　ブリュンヒルデさま、それですよっ！」

「は、はいっ？　え、私、何かしましたか……？」

　幻まぼろしかと思われた光こう明みよう。でもそれは今、死し中ちゆうに見み出いだされた活路へと繫つながった。

　ご本人は分かっていらっしゃらないみたいだけど、ボクの思考を活路へ導いてくれたのは先ほどブリュンヒルデさまが仰おつしやったお言葉だ。

　それは何気ない思い付きだったんだと思う。でもそのお言葉はボクにとって……まさしく天てん啓けいと呼べるものだったんだ。

　今思い付いた作戦を実行に移せば、きっとグリンカムビに勝てる。今度こそ尾お羽ばねを奪うばってあの変態ニワトリに勝ち、美味おいしくなる秘ひ訣けつを聞き出すことができるだろう。

「ブリュンヒルデさま、ボクから二つほどお願いがあります。聞いて下さいますか？」

「お願い？　はい、もちろん聞きます！　私にできる事でしたら何でも仰おつしやって下さい！」

「ありがとうございます！　では一つ目のお願いですが……ボクを以前のように『ヴァナヘイム』の、グリンカムビのところまで連れて行ってほしいんです」

　そう、それが一つ目の願いだ。九きゆう界かいの最上で待つニワトリ、グリンカムビともう一度対たい峙じする。それがこの作戦の第一歩。

「ひょっとして彼かれと再戦を？　分かりました、道どう中ちゆうの事は私に任せて下さい」

　ボクのお願いに快く承しよう諾だくの意志を示してくれるブリュンヒルデさま。そんな彼かの女じよに感謝を捧ささげつつ、ボクは続く二つ目のお願いを口にした。

「二つ目のお願いは……他のヴァルキューレさまがたへの協力要よう請せいです。任務があるお方はそちらが優先で構いませんが、なるべく多く……できることならフレイヤさまにも力ちから添ぞえを頂ければ、なお良しです」

「以前は私とオルトリンデとフレイヤ様の三人が同行しましたが……今度は全員ですか？」

「はい。全員いるのが望ましいです」

「なるほど……どんな作戦なのか想像がつきませんが、分かりました。今すぐ掛かけ合あってみます。セイさんは準備を整えて、本館入り口前で待っていて下さい」

「了りよう解かいです！　よろしくお願いします、ブリュンヒルデさま！」

　ボクの言葉を背に受けて、大食堂を飛び出していくブリュンヒルデさま。いつもいつもボクのお願いで振ふり回まわしてしまって、本当に申しわけがないよ。だけど……。

「今度こそ大だい丈じよう夫ぶ。ここのところ負け続けてばかりだったボクだけど……ここから先はきっと全すべてが勝ちになる。そうすれば……ボクは全すべてを超こえる価値になる！」

　一度は諦あきらめていた、ボクの食材としての価値。この作戦はそれを取とり戻もどすための作戦だ。

　待ってろよ、グリンカムビ、そしてイクスと料理長も。

　コックとしての価値と、食材としての価値。今のボクが持つ二つの価値を掛かけ合あわせて……ボクにしかない最高の価値を見み出いだしてみせる！







　──数十分後。

『ヴァルハラ』本館入り口前に待機していたボクの頭上へ、たくさんの羽はね吹雪ふぶきが降り注いだ。常に穏おだやかな空模様である『アースガルド』だけど、今日に限っては違ちがう。

　晴れのちヴァルキューレとは、まさにこのことだ。

「お待たせしましたセイさん！　これでお願い、叶かなえられましたか？」

　そう言って真っ先に降り立ったのはブリュンヒルデさま。広げた腕うでが示すそこには、余すことなく要望通りの光景があった。

「セイったら水みず臭くさいですわね。任務があったとしてもそんなものは十秒で終わらせて、いつでも駆かけつけますのに」

　そう仰おつしやるゲルヒさまは、ちょっぴり不ふ貞て腐くされているご様子。最近分かってきたけど、どうもこのお方には遠えん慮りよはむしろ逆効果。頼たよれる時は頼たよっていく方が喜ばれそうだ。

「全く。任務を優先してリンデが来なければ、セイ氏はどうやって『ヴァナヘイム』に潜せん入にゆうするつもりだったのですし？　ここは何が何でも来いと言うべきところなのですし」

　少しの呆あきれを覗のぞかせて言うのは、この前にも協力して下さったオルトリンデさま。割り切った性格の彼かの女じよにとっても、合理性のない遠えん慮りよは無用みたいだね。

「お姉さんね、今日は元々ヒマだったの～。だからボクちゃんが誘さそってくれて嬉うれしいわ～。お姉さんを楽しませてくれたらぁ、今夜イイコトしてあ・げ・る」

　非番だったらしいヴァルトラウテさまは、この件を全力でお楽しみになる気でいるようだ。ボクが今夜お楽しみになれるかどうかは、ボクの頑がん張ばり次し第だいですぞ！

「セイ殿どの。挽ばん回かいの機会を得られた事、深く感謝いたします。このシュヴェルトライテ、一命を賭として力となる事を剣けんに誓ちかいます！」

　ここのところのダダ滑すべりですっかり自信をなくしてしまったらしいシュヴェルトライテさまは、もうガチガチに力が入っていた。大だい丈じよう夫ぶです。ここから先はボクと一いつ緒しよに、これまでの負けを払ふつ拭しよくしてやりましょう。

「まぁた厄やつ介かいを運んできおったのぅセイ。おぬしの頼たのみに付き合っておると仕事にならんわい。溜たまった仕事はおぬしが代わりに……あ、いやっ、自分でやるかの、うん」

　ヘルムヴィーゲさまも相変わらずだ。まぁ、これを口実にサボろうという魂こん胆たんは、早さつ速そくブリュンヒルデさまの睨にらみによって阻そ止しされたみたいだけどね。

「話は聞いたわセイ。アンタ、オーディンさまのお気き遣づかいを拒きよ否ひしたいんだってね。理由はどうあれそんなワガママが言えるほど偉えらくなったわけ？　それを確かめるためにも、今日は付き合ってあげるわよ」

　と、ジークルーネさまは申しておりますが本音のところはどうなのやら。試ためしに「じゃあ結構です」と言ってみたいけど、多分ついてくる気がするな……。

「あ、ああ、あの、ワタシも一いつ緒しよに行く意味ってあるんでしょうかっ？　作戦内容を聞いてないのでプランの立てようもなく……もしもの時は仮面を外しますのでっ！」

　安心して下さいグリムゲルデさま。これは一いつ緒しよに行くだけで意味がある作戦ですから。でも、仮面を取ったらどうなるんだろう？　う～ん、もしもの時……くるかなぁ？

「ねぇセイくん。セイくんは、わたしが困ってた時に命いのち懸がけで頑がん張ばってくれたよね？　だからわたしは何度だってセイくんの力になる。わたしにとってはそれが一番優先したい事だもん！」

　真まっ直すぐで純じゆん粋すいなヴァイセの献けん身しんが、ボクにはしっかりと伝わった。ボクが彼かの女じよのために頑がん張ばったのは恩返しを望んでのことじゃなかったけど……こういう助けになりたいっていう気持ちの連れん鎖さが、世界を優やさしくしていくんだと思う。

「セイちゃん。またあそこに行くって事はさ、あのグリンカムビを捕つかまえる算段がついたって事なのよね？　一体あれをどうやって攻こう略りやくするのか……期待してるからね！」

　ボクの作戦がどういったものなのか、フレイヤさまは今からワクワクしているらしい。任せて下さいフレイヤさま。その期待は絶対に裏切らないとお約束いたしますので。

「みなさん……本当にありがとうございます！　こうしてみなさんが集まって下さったお陰かげで、作戦の成功率はグッと高まると思います！」

　望んだ中で最高の形を迎むかえられたことに、まずは感謝を。

　そして旅立とう。決戦の地──輝かがやきの『ヴァナヘイム』へ！







『アースガルド』を出発して数時間。ボクらは今回も無事に『ヴァナヘイム』へと到とう着ちやく。

　前回と比べるとかなりの大所帯になったけど、やるべきことに変わりはない。オルトリンデさまの魔ま術じゆつによって姿を隠かくし領土へ侵しん入にゆう。ヴァン神族たちの警けい戒かいの中、息を殺して黄金の野を突つき進すすむ。

　そうして辿たどり着ついた空の果て。そここそが、世界一美味おいしいと言われるニワトリ・グリンカムビの根ね城じろだ。

「グリンカムビ！　いるんでしょ？」

　ボクが声を張り上げ、待つこと数秒。前回と同じようにのっそりとした動作で姿を現した、ずんぐりとした黒い体に金のトサカのニワトリ。グリンカムビの登場だ。

「んあ～、その声はこの前の薄うす鈍のろドゥ？　再さい挑ちよう戦せんがしたいんだったらベッピンちゃんを……お？　え？　おぉう！　なになにどしたの!?　ベッピンちゃんが大増量だドゥ！」

　フフン、どうやらお気に召めしたようで。この前の三倍ものベッピンちゃんたちを見て、女の子大好きな変態ニワトリはすっかりご満まん悦えつの様子だ。

「ねぇグリンカムビ。眼がん福ぷくにあずかってるところ悪いんだけど、ボクはキミに再戦を申もうし込こむよ。当然受けてくれるよね？」

「あぁん？　あぁいいよ受けてやるドゥ。でもあんたさん、これ一体どうしたドゥ？　何でこんなにいっぱいのベッピンちゃんを従えてるんだドゥ？」

「従えてるだなんてとんでもない！　彼かの女じよたちはボクの職場の先せん輩ぱいだよ。今回は無理を言ってついてきてもらっただけさ、キミと再戦するためにね」

「ほ～う？　ケッコウケッコウ！　退たい屈くつしのぎにしては上等だドゥ、こういう条件だったら何度でも受けて立ってやるドゥ」

「いや。悪いけど、挑ちよう戦せんは今回限りだよ。なぜなら……今日はボクが勝つんだからね」

　ボクの強気な物言いを受け、グリンカムビは両目に鈍にぶい光を宿す。

「そいつは随ずい分ぶんな自信だドゥ。前のコッケイな結果を忘れたドゥ？　尾お羽ばねをたった一本抜ぬき取とる……そんな事すらできなかった薄うす鈍のろが、おれっちに勝てるとでも？」

「うん、そう思うから挑ちよう戦せんしに来たんだよ。ところでグリンカムビ。抜ぬき取とる尾お羽ばねの数だけど──別に全部抜ぬいちゃっても構わないんだよね？」

「！」

　余よ裕ゆうに満ちたボクのセリフに、グリンカムビが纏まとう空気が一変する。その身に纏まとわりついたのは、明らかな怒いかりの色だった。

「おいおい……いい加減トサカにきたドゥ!!　やれるもんならやってみろ薄うす鈍のろイノシシ！　このスピードに、ついてこれるかドゥ！」

　矢を射るような速さで飛び上がり、残像を引いて高速移動を始めるグリンカムビ。

　そのスピードは前回の比じゃない。一いつ切さい手て抜ぬきのない全力全開のグリンカムビは、あのゲルヒさまでさえ唸うなる速度を有していた。

「あんなに挑ちよう発はつなさって、どうするつもりですのセイ！　あの圧あつ倒とう的てきなスピード、このワタクシでも捕とらえられるかどうか……！」

「安心して下さいゲルヒさま、策ならあります！　ボクに任せて！」

　その場から一歩を踏ふみ出だし、ボクは標的を睨にらみ付つける。風さえ追おい抜ぬくスピードで縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回るそれは、もはやボクの視界に映ることすらない。

　でもそれでいい。ボクからあいつが見えてなくたっていいんだ。

　彼かれからこちらが──見えてさえいるのなら。

「今です！　みなさんっ、ボクを思いっきり可か愛わいがって下さい!!」

「「「「「「「「「「えっ？」」」」」」」」」」

　ボクの作戦発動の合図に合わせ、みんなが一いち様ように驚おどろいたのが分かった。予想通りの反応だ。でも、ボクは一歩も引かないぞ！

「戸と惑まどう気持ちは分かります。ですがみなさん！　ここは黙だまってボクを可か愛わいがって下さい！　ヨシヨシするだけでいいんです！」

「ちょ、ちょっとお待ちになって下さいなセイ！　なにを仰おつしやっているか分かっていますの!?」

「ホントよ、バッカじゃないの!?　まさかそんなのが作戦だなんて言わないでしょーね!?」

「そのまさかですよジークルーネさま。言っておきますが、ボクはいたって真面目です」

「おっとセイ氏、それはいけないのですし。『真面目に不真面目』は、ヘルムヴィーゲの専売特許なのですし」

「ぬ？　セイおぬし……さてはわしの人気に嫉しつ妬としてキャラ被かぶりを狙ねらっておるな？」

「いや狙ねらってませんからそんなの。あなたの真似まねをしようとする人なんてこの世にいませんよ」

「！　つつつつまりワタシが真似まねをすれば、世界初の偽にせヘルムヴィーゲになれるんですね！」

　いやなってどうするの!?　グリムゲルデさま、あなたは目立ちたいのか目立ちたくないのか、一体どっちなんです？

「み、みんな一いつ旦たん落ち着いて下さい！　えぇっと、セイさん……それが作戦、なんですよね？　いっ、いいんですよね!?　ほんとに全力でナデナデしてしまっても！」

　ん？　落ち着いてとか言いつつ、何だかブリュンヒルデさまの目が据すわっていらっしゃるような……。ちょっと怖こわい気もするけど、ここでボクまで尻しり込ごみするわけにはいかないよ。

「もちろんですともブリュンヒルデさま！　さぁ、みなさんも思いっきりお願いします！」

「うんうん、お姉さんはそれで全然オッケーよ～。こう見えてテクニシャンなんだからぁ」

「むむ……疑わしい事この上ないが、それが方策というならば致いたし方ない。私も従おう」

「そんな事言って、結構乗り気な顔してるよね？　シュヴェルお姉ちゃん」

「なっ！　ば、馬ば鹿かを言うなロスヴァイセ！　誰だれがこんな軟なん弱じやくな事を好き好んで……！」

「はーいはい、分かったから力を抜ぬいて深呼吸！　全く、女子がこうも揃そろうと姦かしましいどころの騒さわぎじゃないわねー。セイちゃん、それじゃ一いつ斉せいにいくからね？」

「は、はい！　でもその……い、痛くしないで下さいね？」

　ジリジリと迫せまり来る十人もの女め神がみさま。その光景はワクワクもする反面、微び妙みように鬼き気き迫せまるものを感じなくもない……。

　そんなボクの期待と不安をよそに、みんなはボクの作戦通り思い思いのナデナデを開始した。真っ先に動いたのはもちろんというか、ブリュンヒルデさまだ。

「セイさ～ん、可か愛わいいでちゅね～、おぉ～よちよち！　あぁこの手て触ざわり堪たまりません……こんな事が合法的に許される日が来るなんて……」

　おぉヤッター！　ブリュンヒルデさまにナデナデして頂けたぞ！　だけどどうして赤ちゃん言葉なんだろう？　というか合法的なナデナデとは一体……？　非合法なナデナデがあるならそっちも非常に気になるんですが。

「ほ、本気ですの姉ねえ様さま!?　こ……こうなったらもう、ワタクシもヤケですわ！　よ～しよ～しグッボーイ、セイはお利口さんですわね～」

「むむ……最初からこれがしたかっただけなのでは……。とはいえ拒こばむ理由もないのですし。頸けい動どう脈みやくを断たち切きるように、なでり、なでり」

「あらあら～、何だか今夜のお楽しみが今来ちゃったみたい。ボクちゃんってば意外と策士さんなんだからぁ。欲張りさんにはた～っぷりオシオキよ～？　ほら、シュヴェルちゃんも」

「えっ、も、もうなのですか!?　こ、心の準備が……しかし、どんな任務だろうと一度は剣けんに誓ちかった事。今だけは軟なん弱じやくにもなろう！　では失礼して……くっ、何というモフモフ加減！」

「ほぇ～、ここまで欲望と実益を兼かねた作戦があるとはのぅ。ま、どういう効果を狙ねらっておるかは大体想像がつくでな、ここはわしも一つ乗ってやるわい。ほ～れ、ちこう寄れ」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　これが作戦とか冗じよう談だんじゃないわ！　こんな恥はずかしい事あたしは御ご免めんなんだからね！　……でもみんなやってるのにあたしだけやらないのは癪しやくだし、ちょっとくらいは可か愛わいがってあげてもいいかな……ホ、ホラ、背中貸しなさいよ」

「え……な、撫なでるだけなんですか？　それだけでいいんですか!?　いや、そんな簡単な作戦であるはずがないんです！　きっとこれは最高のナデリストを決めるオーディション！　まずは頭を、ううん、ここは背中から。それとも……逆にワタシが撫なでられるべき？」

「あ、あはは、そこまで難しく考えなくてもいいんじゃないかなグリムお姉ちゃん。えっと、とにかくセイくんをナデナデすればいいんだよね？　よく分からないけど、こういうお願いだったら大だい歓かん迎げいだよ。言ってくれればいつでもナデナデするから遠えん慮りよしないでね？」

「ふむふむ。なるほど分かっちゃった、そういう作戦ってわけね。うん！　愛の女め神がみのわたしから見ても、今のセイちゃんには愛が溢あふれてるわ！　さぁ、わたしの愛でフィナーレよ！」

　撫なでられ、時に引っ張られ、抱だきしめられ。とにかくモミクチャにされるボク。いやぁ、役得かな役得かな。って……これは別に下心で言い出したことじゃないよ？　この作戦にはれっきとした意味があるんだ。

　ほら、グリンカムビの様子を見てみればその意味が分かるよ。

「くぉらぁっ！　再戦するっていうから本気出してやってんのに、なぁにイチャコラしてやがるんだドゥ！　さっさと捕つかまえに来やがれドゥ！」

「ハッハッハ、そうしたいのは山々なんだけど、さすがにこの状じよう況きようを振ふり切きるのはもったいないからさ。いいもんだよ？　こうしてチヤホヤしてもらえるっていうのは」

「そりゃあいいもんだろうさドゥ！　そんなのおれっちだって分かってるドゥ！　でもあんたばっかり可か愛わいがられるのは許せないドゥ！　おれっちも……お、おれっちも……、……交ぜておくれドゥゥゥゥーーーーッッ!!」

　切なる願望を叫さけび、その叫さけびを追おい抜ぬくような勢いで突つっ込こんでくるグリンカムビ。収まっていたフレイヤさまの胸むな元もとからボクを突つき飛とばすと、グリンカムビは代わりにスッポリ収まっておっぱいに顔を埋うずめた。

「ふおおおっ！　ケッコウなこの感かん触しよく！　薄うす鈍のろイノシシには過ぎたご褒ほう美びドゥ！　ベッピンちゃんも、おれっちと遊んだ方が絶対に楽しいドゥ？」

「ん～……でもわたしヴァン神族だし、ニワトリよりは聖せい獣じゆうであるイノシシの方が好きかなー。それにね？　彼かれの事はもう薄うす鈍のろだなんて呼べないと思うわよ？」

「？　それってどういう意味だドゥ？」

「それはね──」

　フレイヤさまの言葉を受けて、目をぱちくりさせるグリンカムビ。

　致ち命めい的なまでのその隙すき……逃のがしはしない。音もなく標的の背後に回り込こんだボクは、言葉の続きを引ひき継つぐように高らかに叫さけんだ！

「──こういう意味だッッ!!」

「ぅあ痛いたッ!?　ケツ痛ッ！　何事ドゥ!?」

「っと、ごめん、痛かった？　多分……コレが抜ぬけたからじゃないかな？」

　ボクが口元でヒラヒラと揺ゆらすモノを見て、グリンカムビは驚おどろきに目を見開く。

「！　そ、それはおれっちの尾お羽ばね……！　な、何てこったドゥ！　まんまとやられたドゥ！」

　そう、ボクが口に咥くわえているのはグリンカムビの尾お羽ばねだ。宣言通り全部引ひっこ抜ぬくこともできたけど、抜ぬくのは一本に留とどめておいたよ。だって立派な尾お羽ばねだもん、全部抜ぬいちゃうのはさすがに可哀かわい相そうだからね。

「さぁグリンカムビ。キミの尾お羽ばねは確かにもらったよ。この勝負、ボクの勝ちだよね？」

「ぐぐぐ……卑ひ怯きような……でも、勝ちは勝ち、負けは負けだドゥ。今回はあんたの作戦勝ちって事で、素す直なおに負けを認めてやるドゥ」

「やった……！　やった、やったぞ！　グリンカムビに勝ったぞぉ！」

「わぁ、やりましたねセイさん！　おめでとうございます！」

　ボクが勝利の雄叫おたけびを上げると、ブリュンヒルデさまたちが祝福の言葉と拍はく手しゆをくれる。

　いやぁ、何とかなって本当によかったよ。全すべてが終わったあとで言うのもなんだけど、この作戦は割とグリンカムビ次し第だいなところが大きい作戦だったからね。

　そもそもこの作戦を思い付いたきっかけは、ブリュンヒルデさまと交かわした朝の会話にある。

　ボクはその会話の流れからグリンカムビのことを思い出し、彼かれに勝って美味おいしくなる秘ひ訣けつを聞き出す方向へと考え方をシフトした。そしてボクはグリンカムビとボク自身の立場を入いれ替かえることで勝利の糸口を模も索さく。その結果……辿たどり着ついたんだ。

　想像の中、ボクはボクと入いれ替かわったグリンカムビがブリュンヒルデさまにすり寄る姿を想像して──嫉しつ妬とした。単なる想像でしかないのに、ボクはすぐさまグリンカムビに詰つめ寄よって二人を引きはがそうとしたんだ。

　そしてここからが重要。グリンカムビは誰だれがどう見たって、女の子が大好きな変態ニワトリだ。そんな彼かれが、多くの女め神がみさまたちから可か愛わいがられるボクを見たなら……嫉しつ妬とをしないわけがない。

〝愛され続けるのは難しいとしても、審しん査さ員いんから一時的にでも愛してもらえれば……〟。

　朝の会話の中で、ブリュンヒルデさまはそう仰おつしやった。

　審しん査さ員いん──つまり特定の方々からだけでも、一時的に愛してもらう。この場合でいう特定の方々とはずばり、フレイヤさまとヴァルキューレ九きゆう姉し妹まい。

　一時的にでもいい。フリだとしても構わない。男なら誰だれもが羨うらやむシチュエーションを、噓うそでもいいから実現させて見せつける。そうすればシチュエーションに嫉しつ妬としたグリンカムビは必ず食い付き、隙すきを見せる。あとはその隙すきを突ついて尾お羽ばねをサッと奪うばうだけ。

　これこそが、今回の作戦の全容だ。

「それじゃあグリンカムビ。ボクが勝ったからには約束通り、食材として美味おいしくなる秘ひ訣けつを教えてもらうよ？」

「あ～。そう言えばそんな約束してたっけかドゥ。けど残念ながら……おれっちはそんな秘ひ訣けつ知らないドゥ」

「えぇっ!?　ど、どういうこと!?」

　思いも寄らない答えが返され、ボクもみんなも動どう揺ようを隠かくせない。そんなボクらのことはお構いなしに、グリンカムビは続ける。

「気を悪くしないでほしいドゥ。ほれ、よく考えてみれば分かるドゥ？　おれっちがこうして生きてるからには、おれっちはまだ誰だれにも食べられた事なんかないって事ドゥ。だからおれっち、自分が世界一美味うまいと言われてるだなんて、そんなの知りもしなかったドゥ。だから当然、美味うまくなる秘ひ訣けつも知ってるわけがないんだドゥ」

「え……つ、つまりキミがボクに勝負を吹ふっ掛かけたのって……」

「単なる暇ひま潰つぶしドゥ。お陰かげで楽しかったドゥ」

「こっちはお陰かげで骨折り損のくたびれ儲もうけだよ！」

　あ～あ、ガッカリだよ……。知ち恵えを絞しぼって折せつ角かくグリンカムビに勝ったのに、暇ひま潰つぶしに付き合わされただけだったなんて……。

　でもまぁお陰かげでみんなにたっぷり可か愛わいがってもらえたし、それだけはラッキーだったかな。

　この思い出を胸にしまって『ヴァルハラ』を出ていくのも……悪くはない、か。

「……ん？　あ、あれっ？　この感覚は……」

「？　セイさん、どうかしましたか？」

　ボクの突とつ然ぜんの呟つぶやきに、ブリュンヒルデさまが耳みみ聡ざとくお気付きになる。だけどみんなには、ボクに起こった変へん化かが伝わっていないみたいだ。となるとこれは……ボクの中だけにある感覚ってことなのか。

　体の内側から湧わき上あがってくるような、名めい状じようし難がたいこの感覚。これはこれまでにも何度か感じたことがある。

　最初は、マンナズによる竜りゆう化かができることに気付いた時。最近だと、魔ま狼ろうフェンリルに変へん化げできるようになった時。このタイミングでこの感覚に襲おそわれるということは、つまり──。

（ボクは……グリンカムビにも、なれる……？）

　いや。これはそんな曖あい昧まいなものじゃない。確実に、なれる。そうと確信させる感覚が、ボクにはあった。

　でもそれなら、一体何がスイッチなんだ？　まさか理由もなしにこんな都合のいい現象が起こっているとは思えない。

　グリンカムビに負けを認めさせたからか？　それとも、グリンカムビを満足させたから？　フェンリルの時はどうだっただろう？　あの時は彼かれの口の剣けんを外したり、ボクの肉を食べさせたりしたっけ。

　っ！　まさか原因は、ボクの肉？　いや、グリンカムビには肉を食べてもらってないし、それはないはず。フェンリルとグリンカムビ、そしてファフニールとの共通点は……。

　──ダメだ。何がきっかけになってこの感覚に襲おそわれるのかは、まだ分からない。だけどこれは間ま違ちがいなく、ボクだけの力。蘇そ生せい体質〝グルヴェイグ〟と同等の、ボクだけの価値だ。

「……。みなさん、聞いて下さい。ボクは今夜、料理長に料理勝負を申もうし込こもうと思います」

　この価値で、どこまで勝負できるのかは分からない。それでも……。

「ですがその勝負の最後に、ボクはもう一度食材として料理になります。なのでみなさんには、ボクのアシスタントとして調理を手伝って頂きたいんです。ご迷めい惑わくばかりお掛かけしているのは承知しています……ですがどうか、ボクの悪あがきに付き合って下さい！」

　ボクは前足を曲げ、精せい一いつ杯ぱいの土下座をしてみせる。そんなボクの姿を見たブリュンヒルデさまは一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、目線を合わせるように屈かがんで言った。

「セイさん。もう何度も言ってますよ。私わたし達たちはセイさんの事をずっと応おう援えんすると」

「そ、それじゃあ……」

「はい、もちろんお付き合いします。セイさんがどうしても『ヴァルハラ』に残りたいと望むなら、私わたし達たちは全力でそれをサポートします！」

　微笑ほほえみとともに差さし伸のべられる、柔やわらかな掌てのひら。ボクはそれにそっと蹄ひづめを乗のせると、この幸運な境きよう遇ぐうに心から感謝した。

　それと同時に、思う。

　これからのボクにどんな結果が待っていようとも──後こう悔かいだけはしないと。







　その後『ヴァルハラ』に帰き還かんしたボクは、休む間もなく料理長のもとへと向かった。伝えるべき言葉はただ一つ。

〝今夜、『ヴァルハラキッチン』にて決けつ闘とうを申もうし込こむ〟。

　書面にして叩たたき付つけたソレを受け取ると、料理長はただ黙だまって不敵な笑えみを零こぼした。

　ちなみに言うと、敵は料理長だけじゃない。これはボクの弟子でし・イクスとの最終決戦でもあるから、料理長がメーンに使う食材はイクスの肉に限定される。

　対するセーフリームニルチームはこのボクを筆頭に、ヴァルキューレ九きゆう姉し妹まいとフレイヤさまがアシストにつく。メーンの食材となるのはもちろん、ボク自身だ。

　料理バトルの会場となる『ヴァルハラ』は、先せん輩ぱいスタッフのみんなの手で着々と設営が進む。ラタトスクやグラーネくん、グリンブルスティをはじめとした情報係が『アースガルド』中に号外を飛ばし、オーディエンスの集まり具合も良好だ。その中にはもちろんというか、我らが最高神オーディンさまとロキの姿もあった。

　そして特に驚おどろかされたのは、審しん査さ員いんとしてあのイズーナさまが招かれていたことだ。黄金の林りん檎ごの管理者であるイズーナさまがこんなところで油を売っていて平気なのかと不安になったけど、そんなボクの不安を聞いて彼かの女じよはこう答えた。

「心配なのね？　分かるわ、だって鼓こ動どうがざわついているもの！　でも大だい丈じよう夫ぶ、お休みの時間はすぐだもの、愛いとしい人が私を待っているわ！　帰る場所は何も変わらないの。そう、それはいつまでもね。世界が星ほし達たちの音色に耳を澄すませたなら、私も靴くつを躍おどらせて」

「すみません、もう結構です」

　と、こんな具合。そんな彼かの女じよに果たして審しん査さ員いんが務まるのか……あぁ、余計に心配だよ。




「ふぅー……いよいよか……」

　マンナズのルーンで人間の姿に変へん化げして、ロッカールームにスタンバイするボク。高鳴る胸の鼓こ動どうを抑おさえるように心の声を口に出してみたけど、不安と緊きん張ちようは隠かくせない。

　こんな時、隣となりにブリュンヒルデさまがいて下さったら……と、弱気な考えが頭をよぎったその瞬しゆん間かん。不意に背後から大音量の挨あい拶さつが投なげ掛かけられた。

「おっすっ！　お師し匠しよう様、おっす！　いよいよ、この時が来たんすね」

「……イクス……」

　大声の主はイクスだった。人間モードの彼かの女じよは真しん剣けんな眼差まなざしでボクを舐なめるように見つめると、まるで昔を懐なつかしむかのように言った。

「……ようやく、帰って来られたんすね」

　帰って来られた？　それってどういう意味だろう。最近は料理にならずに済むからか、しょっちゅう『ヴァルハラ』を飛び出して行ってる感じではあるけど……でもボク、いつも日帰りで帰って来てるよね？

「あぁ、ヘンな事を言ってしまって申し訳ないっす。どこからか帰って来たって意味じゃなくって……自分が憧あこがれた〝最強のお師し匠しよう様〟が、今ようやく帰って来たんだなって」

　最強の……ボク？　イクスの目から見て、前までのボクはボクじゃなかったってことなのか？　そして今のボクは、かつての自分を取とり戻もどせていると？

「悪いけど、ボク自身には分からないよ。ボクは昔から強かったなんて自覚はないし、今だって何も変わらない。むしろこんなに震ふるえがくるんだ。もし今回も負けてしまったらって……そう思うと、本気で怖こわい」

「はて、自分にはそうは見えないっす。だってお師し匠しよう様のその震ふるえは、武む者しや震ぶるいっすから」

「え？　これってそういうものなの？」

「おっす！　少なくとも自分にはそう見えるっすよ。今度こそ勝てる、早くみなさんに実力を見せつけたいって、心が叫さけびたがってるのがビンビンっす！」

　グッと両りよう拳こぶしを握にぎり込こみ、腰こしの横で力を溜ためるような動作をするイクス。どうやら自分でも気付かなかったボクの闘とう争そう心が、イクスの心にも火を点つけたみたいだ。

「だったら……今夜は負けないよ、イクス。男として、師し匠しようとして……『ヴァルハラの晩ご飯』として。ボクは必ずキミに勝つ！」

「おっす！　自分だって負けないっす！　宣言するっすけど、お師し匠しよう様相手に手を抜ぬくなんて失礼は絶対にしないっすよ？　今夜も全力で勝ちに行く所存っす！」

「望むところさ。首を……いや、全身を洗って待ってろよ、イクス！」

　強気に言い放ち、ボクはロッカールームを後にする。

　イクスのお陰かげで迷いは晴れた。彼かの女じよはきっと、ベストコンディションのボクと戦いたかったんだろう。負けが続いて萎い縮しゆくしているボクの心に、活を入れにきてくれたに違ちがいない。

　となると勝負の前からイクスには負けてしまった感があるけど……これからだ。ボクはこの勝負の本番で、完かん膚ぷなきまでにイクスを超こえてみせる！

「あ、セイさん。戦いの準備は整いましたか？」

　配はい膳ぜん室しつ。既すでに準備を終えたヴァルキューレ九きゆう姉し妹まいとフレイヤさまが、メーンディッシュの登場を待っていた。

「はい！　バッチリ完かん璧ぺきです！　料理長たちに目にもの見せてやりましょう！」

　腕うで捲まくりをして二にの腕うでを叩たたき、ボクはみんなに滾たぎる闘とう志しを見せつける。するとそれとは対照的な様子のフレイヤさまが、心細そうに言った。

「あのさぁセイちゃん。今いま更さらだけどわたし、あんまりお料理とか得意じゃなくて……」

「あぁ、そういうことでしたらご安心下さいフレイヤさま。料理が苦手なお方には指示した食材を冷蔵庫から出して頂いたりとか、そういう簡単な作業だけお任せするつもりですので。ちなみに他のみなさんはどんな感じですか？」

　念のためにそう尋たずねると、まずはブリュンヒルデさまがおずおずと手を挙げる。

「得意というか、普ふ通つうぐらいなんですけど……それでも大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「充じゆう分ぶんです！　全く問題ありません。ゲルヒさまはどうですか？　みなさんも続けてどうぞ」

「ワタクシ、三分間クッキングなら自信がありましてよ？」

「むぅ。残念ながら……リンデが料理できるのは生きている標的だけなのですし」

「う～ん、お姉さんもちょっと……お料理してもらうのは、得意なんだけど～」

「刃は物ものの扱あつかいならば、私に任せて頂きたい。剣けん姫きの肩かた書がきは伊達だてではないぞ」

「味見はわしの得意分野じゃ！　それでよければいくらでも手を貸すぞい」

「あたしも料理はあんまり……お菓か子し作りなら得意なんだけどね。う、噓うそじゃないわよ？」

「ワ、ワタシも料理は全くできませんが、料理しなくても食べられる野草なら詳くわしいです！」

「料理だったらわたしにお任せだよっ！　一番の取とり柄えだもん、絶対に役立ってみせるよ！」

　ふむふむ。大体分かったよ。ゲルヒさまは相変わらずのスピード重視、リンデさまはそもそも料理の意味が違ちがう。ヴァルトラウテさまとジークルーネさまは普ふ通つうに苦手で、ヘルムヴィーゲさまは論外。グリムゲルデさまのサバイバル知識も、残念だけど今回は必要ない。

　となると……頼たよりになりそうなのはブリュンヒルデさまとシュヴェルトライテさま、それにヴァイセか。特にヴァイセは料理がかなり得意そうだから、副リーダーとして現場を指揮してもらうことにしよう。

「戦力は把は握あくしました。問題ありません、ボクらが力を合わせればきっと勝てます！　さぁ、行きましょうみなさん！　これがある意味での……ボクらの『ラグナロク』です！」

「「「「「「「「「「おぉーーーーっ!!」」」」」」」」」」

　ボクの号令を合図に、十人の女め神がみたちが一いつ斉せいに拳こぶしを突つき上あげる。

　何だかこまめに『ラグナロク』っぽいものが起きてる気がするけど、要はそれだけの気構えで臨のぞむ勝負が多いってことさ。

　満まんを持じして入場する『ヴァルハラキッチン』。そこは昨日までとは内装が様変わりしていた。

　大食堂に面した壁かべがごっそりと取とり払はらわれ、隣となりの大食堂と一体になった空間はさながらアリーナかコロシアム。設けられた客席は既すでに、観衆として集まったエインヘリヤルたちで埋うめ尽つくされている。

「うわぁ……よくここまでしたなぁ」

　たまにフレイヤさまが開かい催さいされるライブ並みの歓かん声せいにたじろぎつつ、ボクらは会場の中央へ。逆方向から入場してきた料理長とヘイズ、イクスの三人も中央に並んだ。へぇ……ヘイズは料理長のアシストに回ったか。レーラズミードを使われると厄やつ介かいだな。

「料理長……まさかあなたと戦う日がこんなにも早くくるなんて思ってませんでしたよ」

「僕ぼくもさセイ君。だが、君の決意は確かに受け取った。今夜は互たがいに死力を尽つくそう」

　ボクと料理長は握あく手しゆを交かわし、次の瞬しゆん間かん──反発し合う磁石のように手を離はなした。

　素す早ばやく後退し、厨ちゆう房ぼうにつく料理長。その動きをトレースするようにボクも厨ちゆう房ぼうに駆かけ込こみ、今──『ヴァルハラ』史上最大の料理バトルが幕を開けた。







「ヘイズ君！　君はそこにバターと片かた栗くり粉こを出しておいてくれ！　イクス君はバックヤードにダッシュ！　ニンニクと玉ねぎ、それとハーブをそっちの台まで運んでおいて！」

「わかった」

「了りよう解かいっす！」

　ハキハキとした料理長の指示が飛び、相手チームは調理を開始。自信と経験に裏打ちされたその動きには一いつ切さいの迷いがない。さすがは料理長だよ。

「こっちも負けてられません！　ブリュンヒルデさま、こちらにボウルを持ってきて頂けますか？　流し台の上にありますので！　あとはニンニクと片かた栗くり粉こをそっちの台に！　それはゲルヒさま、お願いします！　あ、すみません粗あら挽びき胡こ椒しようも一いつ緒しよに！　え～っと、まず初めに……サラダ油でもいいんですけど……でもボクは、オリーブオイル！」

　料理長ほど手て際ぎわよくはいかないながらも、ボクも負けじと指示を出す。

　ちなみにボクが作ろうとしている料理は『ソテー』だ。お手軽で失敗もしにくく、それでいて美味おいしい。初めは得意の自家製カレーで勝負しようと思ってたんだけど……ボクの切り札のことを考えたら、シンプルな味付けの料理でいくべきだと思ったんだ。

「料理長は……フライパンにオリーブオイルを入れて牛脂へツトを投入。ニンニク、ハーブ、玉ねぎ、白ワイン……じゃない！　あれはレーラズミードだ！　それに秘伝のブイヨン!?　まさかあれがソースだっていうのか？　くそ、手の込こみようが半はん端ぱないぞ……」

　牛脂ヘツトは、恐おそらく最初の工程を後回しにするためだ。本来であればイクスの肉を投入するところを先延ばしにしている。とすると残りの調理時間から考えて……作ろうとしているのは焼き時間の短い『ロースト』か！

　対するこちらはというと、調理はもう最終段階。肉に各種調味料を揉もみ込こんで焼くだけだ。

　ボクが食材になった後は、当然ながら手出しができない。ここから先のことは料理が得意なヴァイセに任せよう。

「ヴァイセ。それぞれの『ソテー』に揉もみ込こむ〝隠し味〟のことだけど……」

「うんっ、それなら大だい丈じよう夫ぶ！　後の事はわたしに任せて！　セイくんも……頑がん張ばって」

　これから料理になろうとするボクに、ヴァイセは一いつ瞬しゆんだけ辛つらそうな目を向けた。本音を言えば、ボクが料理になることを快く思っていないんだろう。でも……ヴァイセも前までとは違ちがう。ボクの決断を鈍にぶらせないため、必死に言葉を吞のみ込こんでくれているんだ。

　さて……これで全すべての準備は整った。そろそろメーンディッシュを投入しよう。

「《……ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全ぜん知ちを暴あばき神かむさびせし事の許きよを請こい願う》」

　吟ぎんずるは奇き跡せき。大いなる神秘を体現するために、今……ボクは内なる魔ま力りよくを解放する。

「《千せん変ぺん万ばん化かに色を変え、邂かい逅こう、離り別べつ、調和と孤こ独どくを象かたどり示せ、フサルク第二十のルーン──マンナズ》」

　凝ぎよう縮しゆくされていく力の奔ほん流りゆう。勝利への感覚が全身を駆かけ巡めぐる。

　唱えろセーフリームニル。今ここに、絶対なる美味の名を！

「戴たい冠かんせし者、我わが名は──『金きん鶏けい』〝グリンカムビ〟!!」

　ボクの体を包つつみ込こむ光の渦うず。その濁だく流りゆうが消え去った時……そこに姿を現したのは世界一美味おいしいと言われていたニワトリ。

　ポッチャリ系の黒い体に黄金のトサカを持つ、グリンカムビに姿を変えたボクだった。

「セ、セイさん、その姿は……！」

　変わり果てたボクを見て、驚きよう愕がくの表情で震ふるえるブリュンヒルデさま。

「驚おどろかせてしまってすみません。ですが、この姿こそがボクの一つ目の切り札です。相変わらず、何がきっかけで変へん化げ可能になるのかは分からないんですけどね」

　だけど……問題はこの姿になれたからといって、本当に美味おいしいかどうかは分からないという点。グリンカムビが美味おいしいと言われていたのはあくまでも噂うわさだし。

　とはいえ、試ためす価値はある。噂うわさが真実だったなら……ボクが勝つ！

「それじゃあみなさん！　あとのことは頼たのみます！」

　そう言って、ボクはシュヴェルトライテさまの方に向き直る。するとシュヴェルトライテさまは数秒無言でボクを見つめ返したあと、大げさに驚おどろいた。

「……ん？　もしや……私が斬きるのか!?」

「だって、シュヴェルトライテさまが刃は物もの担当でしたよね？　今回はいつものように熱湯に飛とび込こむというわけにはいきませんので……屠と畜ちくの方、よろしくお願いします」

「そ、それは……いや、しかしだな、知ち己きを屠ほふれというのは、任務といえど聊いささか応じ難がたい」

「情けは無用です。さぁ、ボクをグリンカムビ本人だと思って、ひと思いに！」

「いや……そうは言うが、私とてだな……」

　う～ん参ったな。以前はボクの腕うでを簡単に斬きり飛ばしてくれたけど、命を取るとなると話は別らしい。シュヴェルトライテさまは逡しゆん巡じゆんするばかりで、一向に剣けんを手にする気配がなかった。

「じゃ、じゃあオルトリンデさまにお願いします。ほら、いつもみたいに無表情でザクッと」

　ボクは標的を急きゆう遽きよ変へん更こう、暗殺大好きなオルトリンデさまに仕事をご依い頼らいする。でも、彼かの女じよは意外なことに首を横に振ふって答えた。

「セイ氏は全く分かっていないのですし。表情が無いからといって、感情まで無いと思ったら大おお間ま違ちがいなのですし」

「それは……オルトリンデさまはボクを手に掛かけたくないってことですか？」

「……。もっと前なら迷わず遂すい行こうできたはずなのですし」

　プイッとそっぽを向いて唇くちびるを尖とがらせるオルトリンデさま。こ、これは……超ちよう微び妙みようだけど悔くやし恥はずかしそうな表情をなさっている!?　くぅっ、この局面で初めての表情が見られるとは！

　って、今は喜んでる場合じゃないぞ。このままだとボクは食材になれない。つまりは料理が完成しないということだ。ここまできて不戦敗だなんて冗じよう談だんじゃないよ。

　だけど……無理なのかな。だってみんなお優やさしいんだもん、いくらボクが見た目通りの家か畜ちくだからって言われるままに命を奪うばうなんて、そんなのできる方がおかしい。もしできてしまったなら、それはそれで悲しいし。

　今回ばかりは人選を誤った──そう、悔くやみかけた時だ。

「セセッ、セイ君！　ひょっとして今度こそ、死ねなくて困ってますか!?」

　蔓まん延えんする沈ちん黙もくを真っ先に破ったのは、なんとまさかのグリムゲルデさまだった。仮面越ごしのくぐもった声がいつも以上に震ふるえている。緊きん張ちよう……しているのとは少し違ちがう。まるでそう、何かを怖こわがっているような……。

「グリムゲルデさま？　え、えぇまぁ、その通りですが……ご無理はなさらない方が」

「おぉおお気き遣づかいなく！　ワタシ手を貸しますっ！　は、半分だけ、ですけど」

　半分だけ？　それって片手だけってこと？　まぁボクを屠と畜ちくするくらい、ヴァルキューレさまなら片手で充じゆう分ぶんだろうけど。

「！　グリムゲルデ、あなたまさか……！」

　その時、何かを察したブリュンヒルデさまをはじめ、姉し妹まい全員が息を吞のむ。みんなは素す早ばやく目配せすると同時に一歩後あと退ずさり、逆にグリムゲルデさまだけがボクに一歩近付いた。

「セセッ、セイ君お願いします。こっちに背中を向けて、そして絶対に振ふり返かえらないで下さい。これはフリとかじゃなくて、本当に絶対なんです」

「？　それは構いませんけど……でもどうしてですか？」

　その質問にグリムゲルデさまは答えない。沈ちん黙もくしたまま左手で仮面を覆おおい、右手で「後ろを向け」と指示を出す。ボクは答えを諦あきらめて、大人しくグリムゲルデさまに背を向けた。

「見せたくないんです……きっとワタシは……笑っていると思うから」

　それは赦ゆるしを請こうかのような、悲しげな呟つぶやき。

　その意味を考えようとした次の瞬しゆん間かん──コツンという軽い音が、床ゆかを跳はねた。

「オイ、トリ公」

「はい？　ぐあッ……!?」

　その時──背後から声が掛かかると同時に、ボクは背中に激痛を感じて前のめりに倒たおれ込こむ。

　倒たおれ伏ふしながらも、ボクは反射的に後ろを振ふり向むいてしまう。自分に迫せまる死を無視できないという本能が、交かわした口約束を頭から消し去っていたんだ。

「！」

　そこには知らない女の子が佇たたずんでいた。禍まが々まがしい大おお鎌がまを手にボクを見下ろし、口元には邪じや悪あくな笑えみを浮うかべている。

　誰だれ、だ……？　いや……違ちがう。ボクは、あの人を知っている。後ろが一ひと房ふさだけ長い黒くろ髪かみに、同じく黒のフード付きマント、そして菫すみれ色いろの鎧よろい兜かぶと──。

　見覚えがなかったのは……その顔が、いつもの白い仮面で覆おおわれていないから。

「よぉ。テメェは安心してくたばりな。後はオレ様さま達たちがしっかり面めん倒どう見てやるからよ」

　おどおどとしたいつもの口調とは、百八十度も違ちがう。鬼灯ほおずきのような赤い瞳ひとみで見み込こまれて、ボクはまるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるにでもなった気分だ。

「あばよ」

　首に添そえられた大おお鎌がまが、ボクの命を一息に刈かり取とる。

　残ざん酷こくな死がもたらされるその瞬しゆん間かん──ボクは、意外なほどに幸せを感じていた。

　グリムゲルデさまの素す顔がおって、やっぱり……可か愛わいかった、んだ、な…………。

　……………………。

　…………。
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「……お。よしよし、生き返ったぞ」

　日にち没ぼつがきた瞬しゆん間かん、これまで通りにしっかりと蘇そ生せいしたボクは早さつ速そく周囲の状じよう況きようを確かく認にんする。

　客席となっている大食堂は、やけに静まり返っていた。ヴァルキューレさまがたとフレイヤさま、そして相手の料理長らは二つの中央テーブルの前に整列していて、そのテーブル上にはそれぞれの料理が並べられているようだ。

　ということは、その後料理はちゃんと完成したんだな。今は審しん査さが始まる直前ってわけだ。

「みなさん、引ひき継つぎありがとうございました」

「あっ、セイさん！　よかった、ご無事だったんですね！」

「無事というか何というか……まぁ結果としては無事なんですけど」

　心配して下さるブリュンヒルデさまに答えつつ、ボクは八はち女じよのグリムゲルデさまに向き直る。彼かの女じよはとっくに仮面をつけ直していて、その素す顔がおは固く封ふう印いんされてしまったようだ。

「グリムゲルデさま。さっきは迷わず葬ほうむって頂き、ありがとうございました」

「あぁぁいえいえいえっ！　ワタシが勝手にやった事ですから！　ワタシは実際何もしてませんし！」

　んん？　何を言ってるんだこのお方は？　さっぱり意味が分からないぞ……。と、疑問を抱いだいたボクに答えてくれたのはブリュンヒルデさまだった。

「セイさん、グリムゲルデは二重人格なんです。仮面を外すと普ふ段だんからは想像もつかない凶きよう暴ぼうな人格に切きり替かわって、先ほどのような酷ひどい所しよ業ぎようを平気でやってしまうんです。そしてその間に起こった事を、仮面の方の人格はあまり覚えていないようで……」

「そそそ、そうなんです！　ワタシ、あっちの自分が自分でもおっかなくて……あんなに怖こわい本ほん性しようが自分の中にいるかと思うと、どうしてもビクビクってなっちゃうと言いますか……」

　なるほど……それでグリムゲルデさまは、常に何かに怯おびえる感じでいたのか。

　仮面の謎なぞが解けたところで、ボクは改めてグリムゲルデさまにお礼を述べ……いや。そうじゃない。ここはお礼を言うところじゃないと、ボクは思った。

「グリムゲルデさま。改めて……ゴメンなさい」

「ごめ!?　どどどどうしてワタシが謝あやまられてるんですか!?　何か粗そ相そうをしましたか!?」

「いえ。仕方がなかったとはいえ〝殺し〟をさせておいてお礼だなんて、何か違ちがうと思いまして。だから……嫌いやな役回りをさせてしまい、すみませんでした」

「セイ君……えへへ、いいんですよぉ別に。もしもの時は仮面を外すって、前に言いましたからね。あの場は外すべきなんだって思いましたし……消せない罪は全部、おっかない方のワタシが引き受けてくれますから」

　その場にしゃがみ、ボクの頭を優やさしく撫なでて下さるグリムゲルデさま。

　仮面に覆おおわれたお顔が今どんな表情をしているのか、ボクには分からない。だけど……それが〝優やさしい笑え顔がお〟だったらいいなと、ボクは思った。

「……役者は揃そろったようだな」

　その時──静かにテーブル席に座すわり料理と向かい合っていたオーディンさまが、不意にボソリと呟つぶやいた。それと同時に料理長側の厨ちゆう房ぼうからイクスがのそりと現れ、イクスも無事に蘇そ生せいできたことをみんなに知らせた。

「蘇そ生せい後の立ち直りに関しては、やはり本家であるセーフリームニルに軍配が上がるようだ。だがこれからの価値を決めるのは……これ次し第だいだがな」

　言って、オーディンさまは目の前の料理に視線を落とす。まだまだ出来立てホヤホヤ、絶えず湯ゆ気げを躍おどらせている肉料理が、ボクのところまで食欲をそそる香かおりを届けてきた。

「審しん査さをするのはこのワシと、どうしてもと言って聞かなかったロキ。そして黄金の林りん檎ごの管理者にして美食家〝ブラギ〟の妻である、女め神がみイズーナだ。そして最初に言っておく。ワシはかなり、グルメだ。それについては多くの者が知っている事と思う」

　うん。それはオーディンさまの仰おつしやる通り。オーディンさまはご自分のお気に入りのお酒二種類しか今まで口にしなかった。そこにイクスの肉が加えられたのはごく最近のことだ。

　このボクの肉でさえ……〝グルヴェイグ〟を継けい承しようするための一口しか食べて下さらなかった。

「審しん査さ員いんのロキだ。俺おれは美味うまいもんさえ食えりゃー何でもいいぜ。でもって誰だれかさんが妙みような期待をしねーように言っとくと、ヒイキは一いつ切さいしねぇ。どっちが勝っても恨うらみっこなしだぜ」

　誰だれかさんって、それはボクのことだよね？　……望むところさ。むしろここでヒイキなんかしたらボクが許さない。これは正しよう真しん正しよう銘めいの真しん剣けん勝負なんだから。

「グルメと言ったら私もそうね！　生命の香かおりが美味おいしい歌を奏かなでているわ、私わたし達たちの心に届くように。ン～ン～、あぁ！　お手伝いしなくちゃ！　架かけ橋はしを繫つなぐのは想おもいなの。隠かくす事はしないで？　感じる事ができるのは目でも鼻でも耳でもないのよ、囁ささやきを胸に」

「あ～あ～ゴホンッ！　この勝負、どちらがより我らの舌を唸うならせたかで勝敗を決する。では……冷めぬうちに食しよくすとしようか」

　賢けん明めいです、オーディンさま。料理は温かいうちに頂いてこそですから。どうかイズーナさまは放っておいて、速すみやかに審しん査さをお願いいたします。

「よし。まずはアンド料理長の品から頂こう」

「はっ！　わたくしめがご用意した料理は、エイクスュルニルのモモ肉をふんだんに使用した『ロースト』です。名付けて……《世せ界かい樹じゆの恵めぐみ》」

「ほう？　その名の由来は？」

「世せ界かい樹じゆの葉を主食としたヤギとシカ──その二頭からとれる素材のコラボレーション料理だからです」

「なるほど、興味深いな。どれ……。ッ!!　こっ……これはっ!!」

　一口。厚めに切られた一切れの肉を口に入れたその瞬しゆん間かん、オーディンさまはギロリと目を剝むいてテーブルを叩たたいた！

「嚙かんでいない……ワシはまだ嚙かんでいないというのに、口の中で肉が消えおった！　これが肉だというのか!?　何と凄すさまじい口くち溶どけだ！　病やみつきになるっ！　この柔やわらかさの秘ひ訣けつは……玉ねぎだな!?」

　コクリ、と黙だまって頷うなずく料理長。オーディンさまは更さらに二口目を口に運ぶ。

「おぉ……おぉ！　口の中一いつ杯ぱいに広がる肉にく汁じゆうの濃のう厚こうさ……味付けはシンプルにガーリックのみのようだな。しかしハーブとオリーブオイルによる香かおりづけが、さっぱりオーガニックな印象を舌に与あたえて実に爽さわやか！　素材の味が存分に活いかされている！」

「いいや違ちがうぜ兄貴、極きわめ付つきなのは肉じゃねぇ、寧むしろソースの方だ！　バターによる滑なめらかさ、ペッパーによる刺し激げき、そして胸が高鳴るこの芳ほう醇じゆんな香かおりはっ……レーラズミード！　秘伝のブイヨンと絡からみ合あい、絶ぜつ妙みような味わいを醸かもし出だしてやがる！　これぞ至高！　これぞ殊しゆ絶ぜつ！　まさに完かん璧ぺきな味っ……！」

「「う[image: ～][image: ～]ま[image: ～][image: ～]い[image: ～][image: ～]ぞぉ[image: ～][image: ～]ッッ!!」」

　うわぁ……あのオーディンさまとロキが完全にキャラ崩ほう壊かいして語ってらっしゃる……。

　イクスという最強の食材を使って作る料理長の本気料理は、神さまの人格を破は壊かいするほどの代しろ物ものだったってことか。

「いや、堪たん能のうした。実に見事な料理であったぞ、アンド料理長」

「全く恐おそろしい男だぜ、アンド。ここまでのもんが作れるたぁ、あんたもう人間を超こえちまったかもな」

「勿もつ体たいないお言葉、恐きよう悦えつ至し極ごく」

　心底満足げなオーディンさまとロキのお言葉に、恭うやうやしく頭こうべを垂たれる料理長。

　よし……緊きん張ちようするけど、次はいよいよボクの番だ。

「むぅ……こう言ってはなんだが、気が進まんな……。ワシにはこれ以上の料理がこの世にあるとは思えぬ。正直、この感動を塗ぬり替かえたくはないのだが……」

　うぐ。オーディンさま、食べる前からめちゃくちゃ嫌いやそうにしてるぞ。こんな最悪の心境で食べられたら、悪い先入観で審しん査さされるんじゃ……。いや、それくらいならまだマシだ。まさかとは思うけど、そもそも食べて頂けないなんてことは……。

「兄貴よ、今回ヒイキはしねーと言ったが流石さすがにそりゃねーだろ。俺おれたちゃ審しん査さ員いんなんだぜ」

「あぁ分かっているとも。しかしどうにもな……、そう言えば、イズーナはどうした？　あの者がさっきから一言も喋しやべっておらぬとは、一体なんの前まえ触ぶれだ？」

　ん、言われてみれば……。もう一人の審しん査さ員いんイズーナさまは、その存在をみんなに忘れられるくらいに長らく口を閉ざしたままだ。お姿を探してみれば、彼かの女じよはロキとオーディンさまとは違ちがうテーブルの席に座すわり、ただ静かに俯うつむいていた。

「あれ？　そこはボクの料理が並んでる席じゃないか」

　もしかしてイズーナさま、間ま違ちがってボクの料理を先に食べてしまったのか？　でも、そうだとして何なんだろう、あのリアクションは。あのお方がこんなにも大人しくしているなんて、正直言って異常すぎる。

「まさか……ボクの料理はそこまで不味まずかったのか!?」

　今回、ボクは料理を味見していない。それがちゃんと美味おいしいかどうかをボクも知らない。

　お願いだ……お願いします！　どうか……どうか美味おいしくあって下さい！

「イズーナ。おいイズーナよ。何故なぜ黙だまり込こんでいるのだ、そなたらしくもない」

「……オーディン、様……私は……」

「!!」

　俯うつむいていたお顔を上げたイズーナさまを見て、オーディンさまは驚おどろきに絶句した。

　そりゃ誰だれだって驚おどろくさ。だってイズーナさまは、泣いていたんだ。誰だれの目を憚はばかることもなくポロポロと……大おお粒つぶの涙なみだを流していらっしゃる。そしてそんなお姿を見てしまえば、涙なみだの意味を知りたくなるのは抗あらがいようもない必然だった。

　オーディンさまは無言でボクの料理を一口。モグモグと口を動かし、胃い袋ぶくろへと流ながし込こんだ。

「……？」

　おかしい。オーディンさまはそれからピクリとも動かない。何のコメントもして下さらなければ、二口目を食べようともしなかった。

「お……おいおい、二人してそれかよ。これじゃ審しん査さにならねーぜ」

　声もないお二人を非難しつつ、今度はロキがボクの料理を口に運ぶ。するとどういうわけか、ロキでさえも動きを止めて沈ちん黙もくしてしまった。

　ちょっとそんな、噓うそでしょ……？　三人が三人、揃そろって口を閉ざしてしまうくらいにボクの料理は不味まずかったっていうの？

　ふと、これまでの出来事が脳のう裏りをよぎる。頑がん張ばれば頑がん張ばった分だけ不味まずくなったボクの肉。それと同じように……料理の腕うでまでもがそうだったってこと？　グリンカムビの肉の味も、期待通りにはいかなかったってこと？

　頑がん張ばれば報むくわれるだなんて、そんな都合のいい世界じゃないのは分かってる。でも……これほど報むくわれないものなのか。それほどに救われないものなのか。

　──もうダメか──。

　人知れず頭を抱かかえたその瞬しゆん間かん……ボクの右みぎ肩かたにそっと誰だれかの手が触ふれた。添そえられた手を辿たどってみれば、視界に映り込こんだのは呆ぼう然ぜんと佇たたずむブリュンヒルデさま。そして彼かの女じよのもう片方の手は、真まっ直すぐ何かを指し示していた。

　ボクはその手の先に目を向ける。そこに黙もくして座すわるオーディンさまを目にした時、ボクは今まで感じたこともないような衝しよう撃げきを受けた。

　オーディンさまの右目から、何かが止とめどなく滴したたり落おちている。何かと思ったそれは──涙なみだだった。

「………美味うまい……。ただひたすらに、美味うまい。もはやそれしか語れぬ……この知ち神しんオーディンから言葉を奪うばうというのか、この料理は……」

　肩かたを震ふるわせ涙なみだするそのお姿には、常の威い厳げんは微み塵じんもない。ボクらはそんなオーディンさまに、何の言葉も掛かけることはできなかった。

「美味うまいとか……不味まずいとか……そんな括くくりじゃ収まらねぇ。こりゃ一体何だ？　これが料理だってんなら……俺おれらが今まで食べてきたもんは一体何だったんだ……！」

「違ちがうわロキ。これを料理と呼んではいけない、これはただ心を溶とかすものよ。根本からかけ離はなれているの、口にしてはならなかったと言ってもいいわ。だって、他に満足ができなくなってしまうから」

　おぉ……何だかイズーナさまが普ふ段だんよりまともな会話をなさっているような？　これはつまるところボクの料理にも、料理長のと同じように神さまの人格を変えてしまうような何かがあったってことかな？

　試食からひとしきり涙なみだした後で、オーディンさまは涙なみだを拭ぬぐいながら言う。

「この料理……名は何と？」

「は、はい。この料理の名前は、《金きん冠かんのチキンソテー　～ヴァルハラの愛～》……です」

「ヴァルハラの……愛。聞かせてくれぬかセーフリームニル。その名の、由来を」

　おもむろに席を立ち、ボクを見つめるオーディンさま。ボクは深く一礼するとテーブルに歩み寄り、告げる。

「黄金のトサカを持つグリンカムビの肉を使うから、金きん冠かん。そして……この料理にはボクからみなさまへの、特別な想おもいが込こめられています」

「特別な想おもい……だと？」

「はい。果実酒や蜜みつ酒しゆなどフルーティな香かおりを好むオーディンさまの料理には、香かおりを重視した甘あまめの隠かくし味あじを。強い辛からみを好むロキの料理には、ピリリと刺し激げき的な隠かくし味あじを。イズーナさまの料理には独断ながら、林りん檎ごとシナモンを隠かくし味あじに使っています」

「！　セイ、お前まさか……一品ごとに違ちがう隠かくし味あじを!?」

「その通りだよ、ロキ。今回ボクが挑ちよう戦せんしたのは……自分自身が最高と思う料理じゃない。食べる人に最高だと思ってもらえる、そんな料理さ」

「そうか……理解したぞ。えも言われぬこの味の正体は……〝愛〟なのだな」

　オーディンさまは目を瞑つむり、天を仰あおぐ。そうして数秒の余よ韻いんを嚙かみ締しめたのちに、ハッキリとした声で宣言なされた。

「満まん場じよう一いつ致ちと見み做なしてよいだろう。勝者は──セーフリームニル。いや、セイ。そなただ」

「!!」

　……勝った……？

　勝ったのか？　ボクは。あの料理長に……あの……イクスに！

　し、信じられないっ！　この勝利はコックとしてのもの？　それとも食材としてのもの？　いや……きっとそのどちらでもない。この勝利はきっと、チームとしての勝利だ。

「セイさん！　やりましたよ！　この勝負、あなたの勝ちです！」

「ワタクシはセイの勝利を信じておりましたわ！　おめでとうございますわ、セイ！」

「最後に努力は報むくわれる……か。ふ、これがホントのウマイ話、なのですし」

「うぅぅ、お姉さんも泣けてきちゃったわぁ。ボクちゃん、鍵かぎ、渡わたしておくわね～？」

「ご立派です、セイ殿どの。土ど壇たん場ばで役に立てなかった私など、もはや遠く及およばない」

「あ、余った料理はわしが後で美味おいしく頂いてもいいんじゃろ？　じゃろ？」

「あたしが手を貸したからには、アンタにあるのは百パーセントの勝利だけよ。感謝しなさい」

「お、お、終わり良ければ、全すべて良し……という事は、ワタシも良しなんですねっ！」

「やったぁ！　やったねセイくんっ！　ほんとにほんとに、わたしも嬉うれしいよっ！」

「はーいセイちゃん！　もう最高じゃない！　全部貴方あなたの頑がん張ばりの成果よ！」

　チームとして手伝ってくれたみんなが、口々にボクを祝福してくれる。もう何度目になるか分からないこれこそが、愛だ。

「セイ君」

　そんなボクの前に、清すが々すがしい笑え顔がおを浮うかべた料理長が歩み出る。

　料理長はそれ以上何も言わなかった。でも、伝えたいことならハッキリと分かる。言葉もなく差し出された料理長の右手をとり、ボクらは固い握あく手しゆを交かわした。

　諦あきらめなければ何とかなる。なんて綺き麗れいごと、ボクは今いま更さら言わないよ。

　諦あきらめたっていい。挫くじけたっていい。だけど……そこで終わりにしちゃいけない。続けてさえいれば、いずれ結果は必ずついてくるんだ。

　そこに──応おう援えんしてくれる誰だれかが、いる限り。
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「と言うわけでして、その……、この度たびはありがとうございました！　イズーナさま！」

　ブリュンヒルデさまにお願いして連れてきて頂いた、黄金の林りん檎ご園。

　その外れに佇たたずむ飾かざり気けのない邸てい宅たくの前で、ボクは深々と頭こうべを垂たれていた。

「アララ～ン、どうしたの？　私、どういうわけで貴方あなたにお礼を言われているのかしら？」

　ボクの唐とう突とつな感謝を受けて、さすがのイズーナさまも困こん惑わくの表情を浮うかべた。

　えぇ、戸と惑まどうお気持ちは分かります。でも、イズーナさまは気付いていらっしゃらないかもしれませんがこれにはちゃんとした理由があるんです。

「昨晩の料理対決の時のことです。あの時……先に審しん査さした料理長の料理が美味おいしすぎたせいで、オーディンさまはボクの料理に興味を向けて下さらなかった。だけどそんな中、イズーナさまはお一人だけ、間ま違ちがってボクの料理を先に食べてしまいましたよね？　それがきっかけとなって、オーディンさまはボクの料理にも興味を示して下さるようになりました。こうして無事に審しん査さが受けられたのは全すべて、イズーナさまのお陰かげなんだとボクは思っています」

　ボクがそう言うと、イズーナさまは「そんな事はない」と首を振ふった。

　確かに、ボクの言うことは大おお袈げ裟さかもしれない。審しん査さ員いんを引き受けた以上、何だかんだ言ったってオーディンさまはちゃんと審しん査さをなさっただろう。ロキの後あと押おしもあったしね。

　でもだからといって、自分が恩と感じたことを〝気のせい〟として受け流してしまうことなんて、ボクにはできなかった。こうしてしっかりと出向いて、自分の言葉でお礼を述べる。そうすることで初めて、この件は綺き麗れいに収まるような気がしたんだ。

「いいえ、本当にそんな事はないのよセーフリームニル。だって私は貴方あなたの料理を間違って先に食べたんじゃなくて、狙って先に食べたんだもの」

「え……!?　狙ねらって先に……？」

　な、何それ、それってどういうこと？　イズーナさまはどうしてそんなことを……。

　ボクにはイズーナさまの真意が読めず、戸と惑まどうばかり。それを見み兼かねたかのように、イズーナさまは丁てい寧ねいに解説して下さった。

「味が濃こい料理と、薄うすい料理があったとするでしょう？　味が濃こい方の料理を先に食べてしまうとね、後で食べた薄うすい方の料理は味が感じられなくなってしまうの。アンド料理長と貴方あなたの料理、どちらの味が濃こいかなんて食べてみなければ分からない。だから審しん査さ員いんのうち一人くらいは、貴方あなたの料理を先に食べてあげる必要があったのよ」

「なんと……。ということはつまり、アレですか？　お一人だけ審しん査さの順番を間ま違ちがったように見えて、実はイズーナさまこそが一番審しん査さ員いんらしいことを考えていた、と」

「えぇそうね、そうだと言っていいかどうかは分からないけれど、その通りよ。どうかしら？　私の事、少しは見直してくれた？」

「は、はいっ！　少しどころじゃなく、もう思いっきり見直させて頂きました！　これを言ってしまうと失礼極きわまりないのですが……イズーナさまは実はただのお喋しやべりお姉さんなんじゃないかって思っていた今までの自分が恥はずかしいです」

「まぁ！　酷ひどいのねセーフリームニル、私の事をそんな風に思っていたなんて。でも嬉うれしいわ、正直に言ってもらえて。今までの私は確かにちょっぴりお喋しやべりだったもの、これからは注意しなくちゃ。でも忘れないで？　口は災わざわいの元と言うけれど、それを言わせているのは心なの。タラン、世界は歌っているわ、だって心があるもの。ねぇ星を見て、震ふるえているのが見える」

「すみません、早さつ速そく注意してもらっていいですか？」

「……はい」

　しょんぼりと肩かたを落とすイズーナさま。オーケー、また改めて見直したよ。彼かの女じよはただのお喋しやべりお姉さんじゃなくて、猛もう烈れつなお喋しやべりお姉さんの間ま違ちがいだった。

「ま、まぁまぁセイさん、今回はお礼を言いに来た訳ですから、あまり固い事は仰おつしやらずに」

「あっと、そうでしたね。それにお礼ならブリュンヒルデさまにも言わないと。またここまで送って頂きありがとうございます、ブリュンヒルデさまには本当にお世話になりっぱなしです」

　うん、ホントそれ。この広い世界を『ヴァルハラ』と行ったり来たりするのには、どうしても優すぐれた足が必要になってくる。

　あの金ピカイノシシ・グリンブルスティはボクの乗り物になるのを絶対に嫌いやがるだろうし、まさかオーディンさまのスレイプニルをお借りするわけにもいかない。となると必然的に、ブリュンヒルデさまとグラーネくんに頼たよることになってしまう。

「それこそ気にしなくていいんですよ、セイさん。お世話になっているのはお互たがい様ですから、困った時には遠えん慮りよなく声を掛かけて下さい。……こ、困ってない時でも、遠えん慮りよなく……」

「そうですね！　挨あい拶さつは大事だと思います！」

「……そういう事じゃないんだがな」

　ボクの返しに何か不満があったのか、グラーネくんがボソリと漏もらす。よく分からないけど、グラーネくんにはグラーネくんの思おも惑わくがあるんだろう。

「それではイズーナさま、ボクたちはこの辺で。また機会があれば警護任務も承うけたまわりますので！」

「えぇ待っているわ、いつまでも。だってほら、聞いて？　運命が満ちていく音が聞こえるでしょう？　これはそう、貴方あなたがここに生きている証あかしなの。私には分かるわ、貴方あなたは……星に導かれようとしている。多分、あまり良くない気配よ」

「は、はぁ。それは大変ですね……」

「えぇ、大変よ、とてもね。だけど……どうか裏切りを憎にくまないで。それはいつも貴方あなたを想おもっているの。運命の呪のろいが暴あばかれる時、貴方あなたはイノシシではない別のモノになるわ」

「ん？　んん……？」

　あれ？　イズーナさま、もしかしてボクに何かを伝えようとしてる？

　な、わけないか……。審しん査さの件でちょっと見直した部分もあるけど、このお方のポエムは相変わらず何度聞いても意味不明だし。やっぱり適当に聞き流すのが一番だよ、うん。

　そんなこんなでイズーナ邸ていを後にしたボクとブリュンヒルデさま、そしてグラーネくんは一直線に『ヴァルハラ』へ。ボクにはここで、まだやるべきことが残っていた。

　ヘイズの搾さく乳にゆう室しつ前を通り過ぎ、敷しき地ち内の更さらに奥おく。「お供します」とついてきて下さったブリュンヒルデさまと一いつ緒しよにボクが目指しているのは、『ヴァルハラ大農園』だ。

　そこで……ボクはある一人の人物と話をしなくちゃいけない。

「イクス～！　お～い！　イクス～ッ！」

　大声で呼よび掛かけること、数秒。背後の茂しげみを搔かき分わけて、ボクの愛まな弟子でし・イクスが全力ダッシュで姿を現した。

「お師し匠しよう様～っ！　おっすぅ！　わざわざ自分に会いに来て下さったんっすか!?　あ、すみませんっす、一応仕事中なんで、シカモードで失礼したっす。今人じん化かを……マンナズ！」

「っと、悪いね気を遣つかわせちゃって。ていうか仕事中にごめん。実はボク、イクスにどうしても伝えておきたいことがあって……」

「伝えておきたい事？　ひょっとして、昨晩の勝負の事っすか？」

　ボクがまさに言いたかったことをピシャリと言い当ててくるイクス。まぁこのタイミングだし、賢かしこいイクスなら当然察しがつくよね。

「昨日の勝負のあと……ボクはオーディンさまの命めいによって、『ヴァルハラの晩ご飯』に返かえり咲ざいた。これからはまた食材としての仕事が、メインになっていくと思う」

「そのお話なら自分も聞いてるっすよ。自分は……まぁ、農園の水やりっすから。でもこの仕事だって、地味だけど充じゆう分ぶん誇ほこれる仕事っす。お師し匠しよう様のご活かつ躍やくを陰かげながら拝見しつつ、のんびりやってイクっすよ」

　そういうイクスの声には、心なしか覇は気きが感じられないような気がした。

　いや……気のせいであるはずがない。だってその気持ちは……この騒そう動どうの間中にボクがずっと感じていたやるせなさなんだから。

「イクス。キミは立派な仕事をしてると思う。角つのから超ちよう純じゆん水すいを生み出せるキミにしか、この仕事は務まらない。キミだけにしかできない、とても立派な仕事だよ」

「……おっす！　お師し匠しよう様の仰おつしやる通りっす！　自分はこれからもこの農園で、水やり頑がん張ばってイクっすよ～！」

「でもね──。〝立派な仕事〟と〝やりたい仕事〟は、別物だよ」

「!!」

　ビクリと、イクスの体が大きく震ふるえる。その震ふるえの正体も、ボクは知ってるよ。何しろキミに教えてもらったことだからね。

　だから……イクスも正直になればいい。心は、体に縛しばり付つけられたりはしないから。

「実はあの後、料理長から聞いたんだ。ボクは未いまだに……多分これから先も、料理になるのを怖こわがると思う。だけど、イクスは違ちがったんだってね。キミは毎晩、迷わず鍋なべに飛とび込こんでいた。死ぬのが怖こわくないのかなって思ったけど……違ちがうよね？」

「違ちがう……？　自分、は……」

　衝しよう動どうを持て余すのか、モジモジともどかしそうに身をよじるイクス。我が慢まんすることなんてない。叫さけびたいことを叫さけべばいいんだ。キミにとって『ヴァルハラの晩ご飯』は、掛かけ値ねなし。理り屈くつを抜ぬきに……〝やりたい仕事〟なんだって。

「そうっす……そうっすよ！　自分は……自分はぁ……ッ！」

　そうだ、叫さけべイクス！　空の果てまで響ひびき渡わたるような大声で、高らかに！　今感じていることを、想おもいのままにっ！

「自分はドＭなんっすぅぅぅぅーーーーーーーーッッ!!」

「ってそっちか[image: ～][image: ～]いッ!!」

　うあああボクのバカ野や郎ろう！　ちょっとイイハナシに持もち込こもうとして、とんでもない性せい癖へきを叫さけばせちゃったじゃないか！

　最悪だ最悪だ、ボクはなんて最悪な師し匠しようなんだ。イクス、どうかボクを許して……。

「？　あのセイさん、ドエムって何でしょうか？　賞味期限か何かですか？」

「へ？　あぁいや、それは別に食材関係の用語ではないといいますか……」

　そしてここに叫さけびの意味さえ分かってらっしゃらない無む垢くなお方が約一名。ブリュンヒルデさま、お教えして差し上げたいのは山々なんですが、それはボクの口からはとても……。

「とっ、とにかく色々おいといて、ボクが言いたかったのは一つだよ。ボクはイクスに本当の意味では勝ってないんだから、勝手に負けた気になるなってこと」

「？　それはどういう意味っすか？」

「どうもこうも。ボクがキミに勝てたのには幾いくつかの理由があるけど、噂うわさ通どおりに美味おいしかったグリンカムビに変へん化げできたのがその一つ。でもそれは、あくまでも他人の味なんだ。ボクがイノシシとしてキミに勝ったわけじゃない」

「う～ん……そんなもんっすかねぇ……」

「そんなもんだよ。それに今だから言えることだけどさ……ボクってやっぱり料理になるより料理をする仕事がしたいんだ。だからねイクス。そういう意味も込こめて、ボクはこれから先もイクスに晩ご飯の仕事を手伝ってもらいたいと思ってる。ボクに外せない用事があった時、何となく気分が乗らない時、病気にかかった時とかその他もろもろ不都合な時に……どうか、ボクを助けてほしい」

「じゃ、じゃあ自分は……これから先も晩ご飯の仕事をしても構わないと？」

「もちろん！　これからの『ヴァルハラキッチン』はボクとヘイズ、そしてイクスの三大巨きよ頭とうさ。これから先も、どうか末永くよろしくね？」

「！　お、お師し匠しよう様……自分嬉うれしいっす！　こんな自分を気に掛かけてくれて……自分の価値を認めてくれて……！　お師し匠しよう様っ、やっぱり大好きっすぅ～っ!!」

　ガバァッと勢いよく抱だきついてくるイクス。おっふ、相変わらずスキンシップが激しい子だな。できればもっとボリュームがあると色々お得なんだけど……ムフフ、イクスのお陰かげで一つ勉強になったよ。女の子の柔やわらかさは、大小問わず尊いということをね。

「セイさん……オルトリンデじゃありませんけど……私にもイノシシ状態のセイさんの表情が何となく読めるようになってきた気がします」

「えっ!?」

　じっとりとした口調で言うブリュンヒルデさまに、ボクは慌あわてて目を向ける。そこには声以上にじっとりとした目でボクを蔑さげすむ彼かの女じよのお姿が。

「も……模も範はん的紳しん士しの顔つき、ですよね？」

「いえ。あの変態ニワトリのグリンカムビにそっくりです。彼かれに変へん化げできるようになったのも大いに頷うなずけますね」

　ガガーン！　あんな変態野や郎ろうと同列!?　折せつ角かく上がったボクの価値が大暴落だよ！

「ふふっ、なーんて。大だい丈じよう夫ぶですよセイさん。よく、英えい雄ゆう色いろを好むと言いますよね？　セイさんには偉い大だいな英えい雄ゆうの資質がありますから、それは仕方がない事でしょう。ただ……」

「た、ただ……？」

　言葉の先を促うながすように尋たずねると、ブリュンヒルデさまは両手を後ろに回して視線を逸そらす。そしてほんのりとお顔を紅潮させ、聞き取れるギリギリの声量で呟つぶやいた。

「色いろを好まれるくらいなら……私は英えい雄ゆうじゃない普ふ通つうのセイさんの方が、好きですけどね」

「!!　ボクは英えい雄ゆうをやめるぞ！　イクスーッ!!」

　もうボクはキミの師し匠しようでも何でもない！　だから今すぐ降ろしたまえ！

　ていうかさ、そもそも真っ当な英えい雄ゆうでもないボクが色いろを好んだら、それはもうただの変態だ。でもＨＥＲＯからＨを抜ぬいても、ただのＥＲＯなんだよね……全く、英えい雄ゆうなんて頼たのまれたってなるもんじゃないよ。

　まぁ結局のところ、誰だれが何と言おうとボクはボクだ。気の向くまま風の向くまま、心の通りに生きていければ万ばん々ばん歳ざい。

　これから先も、きっと色んなことがあるだろう。世界はどこまでも果てしなくて、思おもい掛がけないような価値で溢あふれてる。

　だから今は──全力で生きていこう。

『ヴァルハラの晩ご飯』という、自分に誇ほこれる価値を握にぎりしめて。
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　カン──。カン──。カン──。

　薄うすく湿しめった暗くら闇やみの中に、規則正しい金属音が木こ霊だましていた。

　そこは流れ落ちる滝たきの奥おくに隠かくされた、小さな洞どう窟くつ。頼たよりなく揺ゆれるロウソクの灯ともしびだけを寄よる辺べにして、独ひとりの老人が背中を丸めて蹲うずくまっている。

「……また……失敗か……」

　老人はしわがれた声でそう呟つぶやくと、それまで黙もく々もくと鍛たん錬れんしていた鉄てつ屑くずを放り投げた。

「やはり無理がある……そういう事なんだろうな。〝アレ〟はこのオレに取って、二度と生み出せない奇き跡せきの稀まれ物もの。必然の産物。偶ぐう然ぜんに出来上がる事など、有り得はしない」

　老人が投げた鉄てつ屑くずが転がっていった先──そこには数え切れないほど多くの指輪が散乱していた。一体何百年の月日を費ついやせば、この光景が作り出せるというのだろう。

「……かつて黄金の女神グルヴエイグは……黄金の誘ゆう惑わくによって神々を狂くるわせた。それは我々ドヴェルグであっても例外ではない。黄金こそが世の全すべて。金きんは命より重く、欲は金きんを更さらに重くする。オレから黄金を奪うばい去さったヤツらには、相応ふさわしい裁きを下さなければ……ならない！」

　──ガンッッ!!

　老人が振ふり下ろした金かな槌づちが鉄かな敷しきを打うち据すえ、激しい火花を闇やみに散らす。

　その一いつ瞬しゆんの光が映したのは……怒いかりと憎にくしみに歪ゆがんだドヴェルグの顔だった。

「アース神共どもへの信しん頼らいは充じゆう分ぶんに深まった。一いつ炊すいの夢はもう見み飽あきた頃ころだろうよ。さて……そろそろ夢から覚める時間だ」

　邪じや悪あくを纏まとった翁おきなはその場をゆらりと立ち上がると、暗黒の中で手を伸のばす。

　そして何かを摑つかむように、節ふしくれ立だった平手を強く握にぎり込こみ……告げる。

「アースの落日は近い。なぁ──……アンド」








～　Fin　～












　　　あとがき




　皆みな様さま初めましてorお久ひさし振ぶりです。三み鏡かがみ一かず敏としです。

　この度たびは拙せつ作さくを手に取って頂き、ありがとうございます。こうして無事にシリーズ三巻目のあとがきが書けるという事が、実は何よりの幸せなのではないかと思う今日この頃ごろです。

　さて、突とつ然ぜんですがもはや恒こう例れい（？）、今回も作者の近きん況きよう報告のようなものから始めていこうと思います。

　実は一巻、二巻と執しつ筆ぴつしていく中で、割と色々な事がありました。普ふ段だんならそうそうないような出来事が、よりにもよってです。そして二度ある事は三度ある……三巻執しつ筆ぴつ中にもやはりありました。『引ひっ越こし』という、自分史上たった二度しかなかった出来事の、三度目が。

　もうとにかく要いらない物だらけで、どうしてこれほどまでに溜ため込こんでいたのかと後こう悔かいしつつ、兄と二人で何百キロもの可燃不燃その他のゴミを各処分場まで持って行く始末……。

　とまぁ悪い話ばかりでもなくて、人生初の『４ＤＸ映画』を体験したり、一巻の重版がめでたく決定したりなどなど、楽しい＆嬉うれしい出来事も沢たく山さんありました。

　そんな中で書き上げました第三巻、いかがでしたでしょうか？

　一巻二巻は言わば土台作り、九人ものヴァルキューレ姉し妹まい全員を無理なく動かすための下地でした。ずっとやりたかった事がようやくできて、作者的にはかなり満足のいく三巻になったと思っております。……別に二巻までの話を嫌いや々いや書いていた、という訳ではありませんよ？

　折せつ角かく沢たく山さんのヒロインがいる作品ですから、そりゃあ出したいじゃないですか、ヒトとして。その中に皆みな様さまのお気に入りの嫁よめが一人でもいる事を、切せつに願います。

　因ちなみにですが、「沢たく山さんのキャラが続けざまに喋しやべってどれが誰だれのセリフが分かりにくい」という方がおられましたら、ひとまず一いち人にん称しようにご注目を。私、ワタクシ、あたし、といった具合に意図して使い分けておりますので、そこで大体見分けがつく……かもしれません。

　というところで、以降は謝辞をば。

　担当編集者の平ひら井いさん、土つち屋やさん、いつも本当にありがとうございます。串料理ブロシエツトという名の一巻でデビューした私が、第三本社ビルから歩いて行ける串料理ブロシエツトのお店でご馳ち走そうして頂く事になろうとは……もう色々と運命を感じずにはいられません。

　そしてイラストのファルまろ様。筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい素す晴ばらしいイラストをいつもありがとうございます。姉し妹まい全員のイラストを早々に用意して頂いたにも拘かかわらず、本編で一向に喋しやべらせられないという我わが身みの不徳……今巻で面めん目ぼくは立ちましたでしょうか？

　その他、校こう閲えつの水みず沢さわさんを始め、拙せつ作さくの出版に携たずさわられました全すべての皆みな様さまに心よりの感謝を。変わらず応おう援えんしてくれる家族・友人にも、これまで以上に大感謝。

　最後に、拙せつ作さくを手にして下さった読者の皆みな様さまに最上の感謝を。ありがとうございました！







[image: ]







三み鏡かがみ一かず敏とし

今巻の発売月は十月。そして去年の十月といえば、『第22回電撃小説大賞』の各受賞者が発表された頃です。

私もその翌月の贈呈式に向けてスーツを買ったり、色々準備をして……。その時買ったスラックス。

今穿くとお腹が苦しいのは、きっと気のせいですね。

[image: ]




イラスト／ファルまろ

はじめまして、もしくはいつもお世話になっております。ファルまろでございます。１９８８年生まれ、豆腐の美味しい所に住んでおります。三女オルトリンデ様回！　他の姉妹に負けず劣らず大変良いキャラしておられます。語尾にときめきを感じました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「三鏡一敏先生」係

「ファルまろ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





ヴァルハラの晩ばんご飯はんⅢ
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